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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

この調査は、嘉麻市における男女共同参画意識について現状を把握し、「男女共同参画社会基本

計画」及び「ＤＶ防止基本計画」策定のための基礎資料として活用することを目的として実施した。 

 

２．調査の性格 

（１）調 査 地 域  嘉麻市全域 

（２）調査対象者  市内に住所を有する１８歳以上の市民３，０００人 

（３）有効回答数  １，１５３人（郵送９５１人、WEB２０２人） 

有効回答率 ３８．４％ 

（４）抽 出 方 法  住民基本台帳から無作為抽出 

（５）調 査 方 法  郵送により配布、郵送・WEB併用回収 

（６）調 査 期 間  令和７年９月８日（月）～１０月６日（月） 

（ただし、１０月２０日回収分までを集計に含めている。） 

（７）分析の監修と  武藤桐子（特定非営利活動法人福岡ジェンダー研究所 理事） 

    調査結果のまとめ 

 

３．調査項目 

（１）男女平等（ジェンダー平等）に関する考え方について 

（２）家庭生活や子育てについて 

（３）就労・働き方について 

（４）地域活動について 

（５）暴力などの人権侵害について 

（６）悩みや困りごとについて 

（７）男女共同参画社会の実現について  
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４．回答者の属性 

◎性 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別は「女性」が 57.9％、「男性」が 36.8％で女性の回答者が 21.1ポイント多い。 

 

◎年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、「70 歳以上」（42.6％）、「60 歳代」（20.3％）、「50 歳代」（11.7％）、「40 歳代」

（10.0％）の順で多く、『60 歳以上』で約６割を占めている。性別でみると、男性は「70 歳以上」

が 49.1％とほぼ半数に上る。 

 

◎家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の家族構成は、「二世代同居（親と子）」が 35.4％で最も多く、次いで「夫婦のみ・パート

ナーのみ」が 31.0％、「一人暮らし」が 17.6％、「三世代同居（親と子と孫）」が 6.2％となってい

る。 

女性
57.9%

男性
36.8%

回答しない・

該当しない
1.8%

無回答
3.5%

全 体

（N=1,153）

性
別

1.0

1.2

0.2

9.5

3.9

3.7

3.5

23.8

5.2

4.9

5.7

14.3

10.0

10.9

9.4

9.5

11.7

12.1

12.0

14.3

20.3

23.5

17.7

9.5

42.6

41.8

49.1

19.0

5.4

1.8

2.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 無回答50歳代 60歳代 70歳以上

17.6

19.6

16.5

9.5

31.0

30.8

34.7

19.0

35.4

37.1

35.1

52.4

6.2

6.3

6.8

4.8

3.1

2.8

3.5

9.5

6.7

3.3

3.3

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

一人暮らし 夫婦のみ・

パートナーのみ

二世代同居

（親と子）

三世代同居

（親と子と孫）

無回答その他

性
別
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◎配偶関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の配偶関係は「配偶者・パートナーがいる（共働きでない）」が 33.3％、「配偶者・パート

ナーがいる（共働きである）」が 21.9％となっており、現在配偶者・パートナーがいる人は 55.2％

である。「結婚していない」は 16.3％、「配偶者はいない（死別）」は 12.1％、「配偶者はいない（離

別）」は 9.0％となっている。 

性別でみると、女性は「配偶者はいない（死別）」（16.6％）が男性より 10.0ポイント多く、男性

は「結婚していない」（20.8％）が 7.6 ポイント、「配偶者・パートナーがいる（共働きでない）」

（40.8％）が 9.5ポイント女性より多い。 

 

◎同居家族 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者自分も含めた同居家族は「65歳以上」の人が 63.0％と最も多い。 

乳幼児（３歳未満）

未就学児

小・中・義務教育学校の
児童生徒

高校生

専門学校生

大学・短大生

65歳以上の人

１～７以外の人

無回答

2.2 

3.1 

8.1 

5.0 

1.0 

3.0 

63.0 

51.9 

5.3 

2.5 

4.0 

9.3 

5.8 

1.5 

3.3 

63.5 

53.9 

1.6 

1.9 

1.9 

6.4 

3.8 

0.2 

2.8 

69.6 

51.9 

2.4 

-

4.8 

19.0 

14.3 

-

4.8 

33.3 

85.7 

-

0 50 100（％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）

21.9

23.7

21.0

23.8

33.3

31.3

40.8

9.5

9.0

11.1

6.6

9.5

12.1

16.6

6.6

-

16.3

13.2

20.8

57.1

7.5

4.2

4.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

配偶者・パート

ナーがいる

（共働きである）

配偶者・パート

ナーがいる

（共働きでない）

配偶者は

いない（離別）

配偶者は

いない（死別）

結婚して

いない

無回答
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◎居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住地区は、「稲築地区」が 39.1％、「嘉穂地区」が 20.7％、「山田地区」が 18.7％、「碓

井地区」が 14.9％となっている。 

 

 

５．調査結果利用上の注意 

（１）数表、図表に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）である。数表で、分析項目によって

は対象者が限定されるため、全体の標本数と合わないことがある。 

（２）文中の数字は、百分比の小数以下第２位を四捨五入しているので、回答比率の合計は必ず

しも 100％とはならない。 

（３）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は原則として 100％

を超える。 

（４）数表中の「－」は、該当する選択肢の回答がないことを示す。 

（５）付問、付付問は、前問で特定の回答をした一部の回答者のみに対して続けて行った質問で

ある。 

（６）文中の選択肢の表記は「 」で行い、選択肢のうち２つ以上のものを合計して表す場合は

『 』とした。 

（７）今回の調査は、次の調査結果と比較分析を行っている。 

嘉麻市 「男女共同参画社会に向けての市民意識調査」令和２年 11月実施 

福岡県 「男女共同参画社会に向けての意識調査」令和６年 12月実施 

内閣府 「男女共同参画社会に関する世論調査」令和６年９月実施 

 

 

山田地区
18.7%

稲築地区
39.1%

碓井地区
14.9%

嘉穂地区
20.7%

わからない
0.1%

無回答
6.4%

全 体

（N=1,153）
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Ⅱ 調査結果 

第１章 男女平等（ジェンダー平等）に関する考え方について 

１．性別役割分担意識について 

（１）「男は仕事、女は家庭」という考え方 

 

「男は仕事、女は家庭」という考え方に『同感しない』人は女性では約７割、男性では６割台半

ば。前回調査よりも性別役割分担を容認しない人が男女とも約５ポイント増加している。 

 

問１「男は仕事、女は家庭」という考え方があります。あなた自身の気持ちとしては、この考え

方にどの程度同感しますか。１つ選んでください。 

 

図表１－１ 「男は仕事、女は家庭」という考え方［全体、性別］（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
回
調
査

令
和
２
年

今
回
調
査

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

性
別

4.4

3.7

5.2

-

20.8

21.1

20.8

-

31.7

29.5

35.1

52.4

36.7

40.3

31.8

42.9

6.3

5.4

7.1

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

5.3

4.2

7.0

23.4

23.7

23.0

30.5

30.2

31.8

32.8

35.0

29.7

7.9

7.0

8.6

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

25.2

24.8

68.4

69.8

26.0 66.9

- 95.3

同感する ある程度

同感する

あまり

同感しない
同感しない 無回答

4.4

2.9

5.5

26.6

25.5

27.6

31.9

31.4

32.6

35.8

38.5

33.3

1.3

1.7

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

『同感
する』計

『同感
しない』計

28.7

27.9

63.3

65.2

30.0 61.5

31.0

28.4

67.7

69.9

33.1 65.9

全
国
調
査

令
和
６
年

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 無回答

性
別

4.5

3.5

5.6

28.6

25.8

31.9

37.7

39.7

35.4

27.1

29.5

24.3

2.1

1.5

2.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

『賛成』
計

『反対』
計

33.1

29.3

64.8

69.2

37.5 59.7
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「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担意識に対して、全体では「同感する」（4.4％）と「あ

る程度同感する」（20.8％）を合わせた『同感する』は 25.2％で、「同感しない」（36.7％）と「あ

まり同感しない」（31.7％）を合わせた『同感しない』は 68.4％と、『同感する』を 43.2 ポイント

上回っている。 

性別でみると、『同感しない』（女性 69.8％、男性 66.9％）では男女で大きな差はないが、より強

い「同感しない」は女性が 40.3％で男性の 31.8％を 8.5 ポイント上回っており、女性の方が性別

役割分担意識を容認しない傾向がみられる。 

令和２年 11 月に実施された「男女共同参画社会に向けての市民意識調査」（以下、「前回調査」

という）と比べると、男女とも『同感しない』が 4.6～5.4ポイント増加しており、性別役割分担意

識を容認しない人が男女とも増えている。 

令和６年 12 月に福岡県で実施された「男女共同参画社会に向けての意識調査」（以下、「福岡県

調査」という）と比べると、男女とも『同感しない』は大きな差はないが、『同感する』は今回調査

の方が男女とも 3.6～7.1ポイント少なくなっている。 

令和６年９月に実施された内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調査」（以下、全国調査とい

う）と比べると、設問項目が違うため正確な比較はできないが、性別役割分担を容認しない人は女

性では同程度、男性では 7.2ポイント多く、今回調査の方が男性で性別役割分担を容認しない人が

多くなっている。 
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年齢別でみると、男女とも 70歳以上で『同感しない』が比較的低いが、それでも女性の 56.6％、

男性の 65.4％が『同感しない』と回答している。女性の 40歳代で『同感しない』が 68.5％、男性

の 50 歳代で 66.6％と、それ以外の年代に比べて低くなっている。女性の 29 歳以下、30 歳代、50

歳代、60歳代と、男性の 29歳以下では『同感しない』が約８割から８割台半ばと高い。 

配偶関係別でみると、女性の共働きでは『同感しない』が 74.7％であるのに対し、共働きでない

場合は 67.9％とやや低い。男性では共働きの場合も共働きでない場合でも『同感しない』が約７割

とほぼ変わらない。結婚していない場合、女性の『同感しない』は 80.7％と最も高く、男性（67.0％）

を 13.7ポイント上回っており、未婚の女性は性別役割分担を容認しない人が多い。 

 

図表１－２ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

（％）

同
感
す
る

あ
る
程
度
同
感
す
る

あ
ま
り
同
感
し
な
い

同
感
し
な
い

無
回
答

『
同
感
す
る

』
計

『
同
感
し
な
い

』
計

1,153  51      240     366     423     73      291     789     
100.0  4.4     20.8    31.7    36.7    6.3     25.2    68.4    

女性：29歳以下 33      6.1     12.1    30.3    51.5    -        18.2    81.8    
女性：30歳代 33      3.0     15.2    27.3    54.5    -        18.2    81.8    
女性：40歳代 73      2.7     26.0    30.1    38.4    2.7     28.7    68.5    
女性：50歳代 81      1.2     12.3    34.6    50.6    1.2     13.5    85.2    
女性：60歳代 157     3.8     11.5    29.9    49.7    5.1     15.3    79.6    
女性：70歳以上 279     4.7     30.1    26.9    29.7    8.6     34.8    56.6    
男性：29歳以下 16      -        12.5    43.8    37.5    6.3     12.5    81.3    
男性：30歳代 24      -        25.0    37.5    33.3    4.2     25.0    70.8    
男性：40歳代 40      7.5     15.0    40.0    30.0    7.5     22.5    70.0    
男性：50歳代 51      3.9     17.6    33.3    33.3    11.8    21.5    66.6    
男性：60歳代 75      2.7     18.7    37.3    33.3    8.0     21.4    70.6    
男性：70歳以上 208     6.7     22.6    33.7    31.7    5.3     29.3    65.4    
回答しない・該当しない 21      -        -        52.4    42.9    4.8     -        95.3    
無回答 62      8.1     25.8    27.4    24.2    14.5    33.9    51.6    
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     1.3     20.3    30.4    44.3    3.8     21.6    74.7    

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     3.3     22.0    28.2    39.7    6.7     25.3    67.9    

女性：配偶者はいない（離別） 74      4.1     23.0    25.7    45.9    1.4     27.1    71.6    
女性：配偶者はいない（死別） 111     5.4     28.8    24.3    33.3    8.1     34.2    57.6    
女性：結婚していない 88      6.8     9.1     36.4    44.3    3.4     15.9    80.7    
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      -        21.3    36.0    33.7    9.0     21.3    69.7    

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     4.0     20.8    39.9    29.5    5.8     24.8    69.4    

男性：配偶者はいない（離別） 28      7.1     14.3    35.7    32.1    10.7    21.4    67.8    
男性：配偶者はいない（死別） 28      3.6     39.3    17.9    39.3    -        42.9    57.2    
男性：結婚していない 88      11.4    15.9    31.8    35.2    5.7     27.3    67.0    
回答しない・該当しない 21      -        -        52.4    42.9    4.8     -        95.3    
無回答 86      8.1     24.4    30.2    22.1    15.1    32.5    52.3    

配
偶
関
係
別

年
齢
別

標
本
数

全  体
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（２）「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感する理由 

 

「男は仕事、女は家庭」に同感する理由は「育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けるこ

とは大変だと思うから」が最も多い。 

 

問１付問１【問１で「１.同感する」、「２.ある程度同感する」と回答した方におたずねします】

同感すると思う理由はなぜですか。いくつでも選んでください。 

 

図表１－３ 「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感する理由 

［全体、性別］（全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について「同感する」、「ある程度同感する」と回答した人

に、そう思うのはなぜか聞いたところ、「育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き続けることは

大変だと思うから」が 61.2％、「女性が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思う

から」が 45.0％と高く、以下、「男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」（33.7％）、

「日本の伝統的な家族の在り方だと思うから」（16.5％）、「自分の両親も役割分担をしていたから」

（11.3％）となっている。 

性別でみると、「女性が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」は男性で

57.3％と女性（37.3％）を 20.0ポイント上回っている。一方、女性では「男性が外で働いた方が、

多くの収入を得られると思うから」が 39.2％で男性（25.5％）より 13.7ポイント高くなっている。 

 

育児・介護・家事と両立しながら、
妻が働き続けることは大変だと思う

から

女性が家庭を守った方が、子ども
の成長などにとって良いと思うから

男性が外で働いた方が、多くの
収入を得られると思うから

日本の伝統的な家族の在り方だと
思うから

自分の両親も役割分担をしていた
から

その他

無回答

*全国調査ではなかった項目

61.2 

45.0 

33.7 

16.5 

11.3 

4.8 

4.5 

63.3 

37.3 

39.2 

12.7 

10.2 

6.0 

6.0 

59.1 

57.3 

25.5 

20.0 

12.7 

3.6 

1.8 

0 40 80 （％）

61.3 

56.0 

39.3 

17.9 

13.0 

*

0.6 

68.5

54.5 

41.9 

13.0 

10.7 

*

0.7 

54.8

57.4 

36.8 

22.3 

15.2 

*

0.4 

04080（％）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=884）

女 性（Ｎ=422）

男 性（Ｎ=462）

≪全国調査 令和６年≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=166）

男 性（Ｎ=110）

全 体（Ｎ=291）



第１章 男女平等（ジェンダー平等）に関する考え方について 

 

- 9 - 

図表１－４ 「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感する理由［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別でみると、女性の 29歳以下と 30歳代では「育児・介護・家事と両立しながら、妻が働き

続けることは大変だと思うから」が８割を超えて高くなっている。また、男女とも 50 歳代で「日

本の伝統的な家族の在り方だと思うから」が約３割と他の年代に比べて高い。 

配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合で「男性が外で働いた方が、多くの収入を得られる

と思うから」が高くなっている。また、共働きの女性では「育児・介護・家事と両立しながら、妻

が働き続けることは大変だと思うから」が 73.5％と高いが男性では 36.8％と、共働きの場合でも

性別で差がみられる。 

 

（％）
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し
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ら

、
妻
が
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き
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け
る
こ

と
は
大
変
だ
と
思
う
か
ら

男
性
が
外
で
働
い
た
方
が

、
多

く
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
思
う

か
ら

日
本
の
伝
統
的
な
家
族
の
在
り

方
だ
と
思
う
か
ら

自
分
の
両
親
も
役
割
分
担
を
し

て
い
た
か
ら

そ
の
他

無
回
答

291     131     178     98      48      33      14      13      
100.0  45.0    61.2    33.7    16.5    11.3    4.8     4.5     

女性：29歳以下 6        16.7    83.3    66.7    16.7    -        16.7    -        
女性：30歳代 6        33.3    83.3    50.0    -        16.7    -        -        
女性：40歳代 21      33.3    57.1    57.1    9.5     9.5     19.0    -        
女性：50歳代 11      45.5    72.7    45.5    27.3    -        9.1     -        
女性：60歳代 24      33.3    54.2    33.3    20.8    20.8    -        4.2     
女性：70歳以上 97      39.2    63.9    34.0    10.3    9.3     4.1     9.3     
男性：29歳以下 2        50.0    -        -        50.0    50.0    -        -        
男性：30歳代 6        -        16.7    -        16.7    50.0    33.3    -        
男性：40歳代 9        66.7    44.4    44.4    22.2    -        11.1    -        
男性：50歳代 11      54.5    63.6    36.4    27.3    18.2    -        -        
男性：60歳代 16      50.0    75.0    31.3    18.8    18.8    -        -        
男性：70歳以上 61      67.2    63.9    21.3    18.0    8.2     1.6     3.3     
回答しない・該当しない -        -        -        -        -        -        -        -        
無回答 21      38.1    47.6    33.3    28.6    9.5     -        4.8     
女性：配偶者・パートナーがい
る（共働きである）

34      32.4    73.5    61.8    8.8     5.9     5.9     -        

女性：配偶者・パートナーがい
る（共働きでない）

53      43.4    67.9    39.6    11.3    7.5     5.7     3.8     

女性：配偶者はいない（離別） 20      25.0    55.0    20.0    15.0    10.0    10.0    15.0    
女性：配偶者はいない（死別） 38      44.7    60.5    34.2    15.8    18.4    2.6     5.3     
女性：結婚していない 14      28.6    42.9    28.6    14.3    14.3    14.3    21.4    
男性：配偶者・パートナーがい
る（共働きである）

19      36.8    36.8    42.1    26.3    15.8    10.5    -        

男性：配偶者・パートナーがい
る（共働きでない）

43      67.4    67.4    27.9    16.3    9.3     -        4.7     

男性：配偶者はいない（離別） 6        66.7    100.0  -        50.0    50.0    -        -        
男性：配偶者はいない（死別） 12      75.0    66.7    8.3     8.3     8.3     -        -        
男性：結婚していない 24      54.2    54.2    20.8    20.8    12.5    4.2     -        
回答しない・該当しない -        -        -        -        -        -        -        -        
無回答 28      32.1    50.0    32.1    25.0    7.1     3.6     3.6     

年
齢
別

配
偶
関
係
別

標
本
数

全  体
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２．男女の地位の平等感 

 

・「平等である」との回答が高い分野は「学校教育の場」で約５割。その他の分野は『男性優遇』  

の割合が高く、「政治の場」「社会通念・慣習・しきたり」「社会全体」では６割台半ばから７割に

上る。 

・前回調査から大きな変化はみられず、不平等感が解消されていないことがうかがえる。 

 

問２ あなたは、次の（ア）～（ク）の分野について、男女の地位は平等になっていると思いま

すか。（ア）～（ク）の各分野について、あなたの考えに近いものをそれぞれ１つ選んでく

ださい。 

 

社会における８つの分野における男女の地位の平等感について５段階でたずねた。 

「女性の方が優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」との合計を『女

性優遇』、「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」との合

計を『男性優遇』とする。 

 

（ア）家庭生活では 

図表１－５ 家庭生活での男女の地位の平等感［全体、性別］（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
調
査

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

性
別

2.6

1.8

3.5

4.8

6.9

5.5

9.0

14.3

29.9

25.1

37.5

38.1

32.5

35.9

28.8

23.8

13.9

17.5

9.2

-

8.3

8.8

6.8

19.0

5.8

5.2

5.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

2.2

1.4

3.0

7.7

8.0

7.0

28.0

22.4

36.7

36.5

38.1

35.0

16.2

21.1

9.0

5.8

6.2

5.3

3.6

2.8

3.9

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

9.9

9.4

10.0

52.7

59.2

44.0

『女性
優遇』計

9.5

7.3

12.5

『男性
優遇』計

46.4

53.4

38.0

19.1 23.8

女性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

3.6

2.7

4.7

8.2

5.7

10.7

34.3

28.7

40.1

31.7

35.5

28.2

13.7

18.6

8.5

8.2

8.6

7.6

0.3

0.2

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

11.8

8.4

15.4

45.4

54.1

36.7
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「家庭生活」での男女の地位は、『男性優遇』が 46.4％と４割台半ばに上る。「平等である」は

29.9％と約３割となっており、『女性優遇』は 9.5％と約１割である。 

性別でみると、『男性優遇』が女性は 53.4％と５割を超えるのに対し、男性は 38.0％と女性の方

が 15.4 ポイント高い。一方、「平等である」は男性が 37.5％と女性（25.1％）を 12.4 ポイント上

回っており、女性の方が家庭生活において男性が優遇されていると感じている。 

前回調査と比べると、男女とも『男性優遇』が 5.8～6.0ポイント減少しているが、「平等である」

の割合はそれほど変化していない。 

福岡県調査と比べても大きな違いはあまりみられない。 

全国調査と比べると、『男性優遇』の割合は今回調査の方が男女とも12.0～16.5ポイント低いが、

全国調査では設けられていない「わからない」や無回答の割合が高くなっているため、「平等であ

る」の割合には大きな差がみられない。 

 

全
国
調
査

令
和
６
年

1.2 

0.5 

2.0 

7.8 

5.7 

10.3 

30.0 

23.6 

37.4 

51.4 

57.2 

44.6 

9.3 

12.6 

5.4 

0.3 

0.3 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

9.0

6.2

60.7

69.9

12.3 50.0
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年齢別でみると、女性の 60 歳代で『男性優遇』が約６割と高い。「平等である」は女性の 29 歳

以下で約４割、男性の 30歳代以下で４割台半ばから５割台半ばと高くなっている。 

配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合より共働きでない場合の方が『男性優遇』の割合が

高い。また、「平等である」は男性では共働きの場合の方が共働きでない場合より高いが、女性では

ほとんど差はみられない。 

 

図表１－６ 家庭生活での男女の地位の平等感［全体、年齢別、配偶関係別］ 
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性
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方
が
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れ
て
い
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わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
女
性
優
遇

』
計

『
男
性
優
遇

」
計

1,153 30     80     345    375    160    96     67     110    535    
100.0 2.6    6.9    29.9   32.5   13.9   8.3    5.8    9.5     46.4   

女性：29歳以下 33     -       -       39.4   33.3   15.2   12.1   -       -       48.5   
女性：30歳代 33     6.1    3.0    24.2   33.3   18.2   12.1   3.0    9.1     51.5   
女性：40歳代 73     2.7    8.2    31.5   26.0   13.7   13.7   4.1    10.9   39.7   
女性：50歳代 81     1.2    4.9    24.7   27.2   25.9   13.6   2.5    6.1     53.1   
女性：60歳代 157    3.2    3.8    18.5   39.5   21.0   9.6    4.5    7.0     60.5   
女性：70歳以上 279    0.7    6.5    25.8   39.4   15.1   4.7    7.9    7.2     54.5   
男性：29歳以下 16     -       18.8   56.3   12.5   6.3    6.3    -       18.8   18.8   
男性：30歳代 24     12.5   16.7   45.8   4.2    -       20.8   -       29.2   4.2     
男性：40歳代 40     7.5    12.5   35.0   25.0   10.0   7.5    2.5    20.0   35.0   
男性：50歳代 51     7.8    2.0    33.3   25.5   5.9    15.7   9.8    9.8     31.4   
男性：60歳代 75     -       6.7    38.7   37.3   8.0    5.3    4.0    6.7     45.3   
男性：70歳以上 208    2.4    8.7    37.0   31.3   12.0   3.4    5.3    11.1   43.3   
回答しない・該当しない 21     4.8    14.3   38.1   23.8   -       19.0   -       19.1   23.8   
無回答 62     3.2    9.7    24.2   25.8   6.5    11.3   19.4   12.9   32.3   
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158    3.2    4.4    25.9   32.3   22.8   5.7    5.7    7.6     55.1   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209    1.4    3.8    23.9   41.6   20.1   4.3    4.8    5.2     61.7   

女性：配偶者はいない（離別） 74     2.7    6.8    27.0   31.1   17.6   10.8   4.1    

女性：配偶者はいない（死別） 111    0.9    11.7   25.2   34.2   9.9    8.1    9.9    12.6   44.1   

女性：結婚していない 88     1.1    2.3    27.3   30.7   13.6   23.9   1.1    3.4     44.3   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89     4.5    6.7    44.9   24.7   6.7    7.9    4.5    11.2   31.4   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173    2.9    10.4   38.2   32.4   8.7    2.3    5.2    13.3   41.1   

男性：配偶者はいない（離別） 28     3.6    14.3   21.4   42.9   10.7   3.6    3.6    

男性：配偶者はいない（死別） 28     -       3.6    46.4   25.0   10.7   10.7   3.6    3.6     35.7   

男性：結婚していない 88     5.7    8.0    33.0   21.6   13.6   14.8   3.4    13.7   35.2   

回答しない・該当しない 21     4.8    14.3   38.1   23.8   -       19.0   -       19.1   23.8   
無回答 86     2.3    7.0    23.3   32.6   8.1    9.3    17.4   9.3     40.7   

標
本
数

全  体

配
偶
関
係
別

年
齢
別
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（イ）職場では 

図表１－７ 職場での男女の地位の平等感［全体、性別］（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職場」での男女の地位は「平等である」は 24.5％にとどまり、『男性優遇』が 52.7％に上って

いる。 

性別でみると、女性は『男性優遇』が 55.6％で男性（51.1％）より 4.5ポイントとやや高くなっ

ている。 

前回調査から大きな変化はみられない。 

福岡県調査と比べると、今回調査の方が男性の『男性優遇』の割合が 5.8ポイント高くなってい

る。 

全国調査と比べると、男女とも『男性優遇』の割合は今回調査の方が低いが、「平等である」の割

合にはあまり差がみられない。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

性
別

1.2

1.0

1.7

-

5.2

4.8

5.9

4.8

24.5

22.9

26.4

42.9

37.6

39.1

37.7

23.8

15.1

16.5

13.4

4.8

10.0

10.3

8.5

23.8

6.4

5.4

6.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

1.1

0.9

0.9

5.4

4.3

7.0

23.3

21.1

26.9

31.8

31.3

33.2

21.8

24.9

17.4

11.5

13.0

9.0

5.1

4.5

5.6

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

6.5

5.2

7.9

53.6

56.2

50.6

『女性
優遇』計

6.4

5.8

7.6

『男性
優遇』計

52.7

55.6

51.1

4.8 28.6

女性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

2.9

1.0

4.8

9.7

7.4

12.3

27.1

25.5

28.8

30.8

31.4

30.4

18.8

22.1

14.9

9.9

11.8

7.9

0.8

0.7

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

12.6

8.4

17.1

49.6

53.5

45.3

全
国
調
査

令
和
６
年

1.1 

0.4 

1.9 

8.1 

5.6 

11.0 

25.8 

22.8 

29.3 

49.6 

52.6 

46.0 

14.2 

17.2 

10.8 

1.2 

1.4 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

9.2

6.0

63.8

69.8

13.0 56.8
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職業の有無別でみると、職業を持っている女性の 52.9％が『男性優遇』としているのに対し、男

性は 46.1％と女性の方が 6.8 ポイント高いが、「平等である」（女性 32.1％、男性 34.7％）には大

きな差はない。 

 

図表１－８ 職場での男女の地位の平等感［全体、職業の有無別］ 
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て
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わ
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ら
な
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無
回
答

『
女
性
優
遇

』
計

『
男
性
優
遇

」
計

1,153 14     60     282    434    174    115    74     74     608    
100.0 1.2    5.2    24.5   37.6   15.1   10.0   6.4    6.4     52.7   

女性：職業を持っている 327    0.9    6.4    32.1   38.2   14.7   5.5    2.1    7.3     52.9   
女性：以前職業を持っていたが、
いまは持っていない

292    0.3    2.4    14.7   42.5   18.2   13.7   8.2    2.7     60.7   

女性：いままで職業を持ったことは
ない

32     6.3    12.5   9.4    21.9   18.8   25.0   6.3    18.8   40.7   

男性：職業を持っている 213    3.3    7.5    34.7   36.2   9.9    3.3    5.2    10.8   46.1   
男性：以前職業を持っていたが、
いまは持っていない

184    -       4.3    18.5   40.8   17.4   11.4   7.6    4.3     58.2   

男性：いままで職業を持ったことは
ない

15     -       -       13.3   26.7   26.7   26.7   6.7    -       53.4   

回答しない・該当しない 21     -       4.8    42.9   23.8   4.8    23.8   -       4.8     28.6   
無回答 69     1.4    4.3    17.4   24.6   13.0   17.4   21.7   5.7     37.6   

標
本
数

職
業
の
有
無
別

全  体
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（ウ）学校教育の場では 

図表１－９ 学校教育の場での男女の地位の平等感［全体、性別］（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校教育の場」での男女の地位は「平等である」が 52.5％と８分野中唯一５割を超え、最も高

くなっている。「わからない」も 23.1％と高く、『男性優遇』は 13.4％にとどまる。 

性別でみると、「平等である」は男性では 60.1％であるのに対し、女性は 49.0％で、男性の方が

11.1ポイント高くなっている。女性は「わからない」が男性に比べて高く、『男性優遇』『女性優遇』

の割合には大きな差はない。 

前回調査と比べると、男女ともあまり大きな変化はみられない。 

福岡県調査と比べると、「平等である」は今回調査の方が男女とも 4.3～5.9ポイント高い。 

全国調査と比べると、「平等である」は今回調査の方が 13.7～18.4ポイント低く、他の分野に比

べて平等感は高いものの全国調査と比べると低い。 

全
国
調
査

令
和
６
年

0.4 

-

1.0 

5.6 

4.0 

7.6 

70.4 

67.4 

73.8 

19.5 

24.0 

14.4 

2.4 

2.7 

2.0 

1.6 

1.9 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が
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されている
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の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性
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されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

6.1

4.0

21.9

26.7

8.6 16.4

前
回
調
査

令
和
２
年

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

今
回
調
査

性
別

性
別

0.4

0.3

0.5

-

2.5

2.4

2.8

-

52.5

49.0

60.1

47.6

10.8

11.8

9.7

14.3

2.6

2.8

2.1

-

23.1

26.6

17.0

38.1

8.1

7.0

7.8

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

0.4

-

0.9

2.5

1.7

3.5

53.1

50.0

58.5

10.6

12.7

7.2

4.2

5.1

3.0

23.9

26.2

20.6

5.4

4.3

6.3

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

2.9

1.7

4.4

14.8

17.8
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されている
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優遇されて

いる

わから

ない

無回答

1.8

-

3.5

5.3

4.1

6.7

49.4

43.1

55.8

11.8

13.9

9.8

4.1

5.9

2.4

26.5

31.6

21.1

1.2

1.5

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

7.1

4.1

10.2

15.9

19.8

12.2
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年齢別でみると、男女とも 29歳以下で「平等である」（女性 72.7％、男性 81.3％）が高い。女性

の 40歳代では『男性優遇』が 20.5％と比較的高くなっている。 

 

図表１－10 学校教育の場での男女の地位の平等感［全体、年齢別］ 
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無
回
答

『
女
性
優
遇

』
計

『
男
性
優
遇

」
計

1,153 5       29     605    125    30     266    93     34     155    
100.0 0.4    2.5    52.5   10.8   2.6    23.1   8.1    2.9     13.4   

女性：29歳以下 33     -       6.1    72.7   3.0    -       18.2   -       6.1     3.0     
女性：30歳代 33     -       6.1    63.6   6.1    3.0    12.1   9.1    6.1     9.1     
女性：40歳代 73     -       2.7    41.1   17.8   2.7    31.5   4.1    2.7     20.5   
女性：50歳代 81     -       1.2    44.4   14.8   2.5    34.6   2.5    1.2     17.3   
女性：60歳代 157    -       3.8    49.0   11.5   3.2    28.7   3.8    3.8     14.7   
女性：70歳以上 279    0.7    1.1    48.4   11.1   3.2    23.7   11.8   1.8     14.3   
男性：29歳以下 16     -       6.3    81.3   6.3    -       6.3    -       6.3     6.3     
男性：30歳代 24     -       8.3    62.5   8.3    -       20.8   -       8.3     8.3     
男性：40歳代 40     2.5    10.0   57.5   5.0    2.5    20.0   2.5    12.5   7.5     
男性：50歳代 51     -       3.9    54.9   7.8    2.0    19.6   11.8   3.9     9.8     
男性：60歳代 75     -       1.3    65.3   10.7   2.7    16.0   4.0    1.3     13.4   
男性：70歳以上 208    0.5    1.0    58.2   11.5   2.4    16.3   10.1   1.5     13.9   
回答しない・該当しない 21     -       -       47.6   14.3   -       38.1   -       -       14.3   
無回答 62     1.6    1.6    37.1   6.5    3.2    25.8   24.2   3.2     9.7     

標
本
数

年
齢
別

全  体
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（エ）地域活動・社会活動の場では 

図表１－11 地域活動・社会活動の場での男女の地位の平等感［全体、性別］ 

（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域活動・社会活動の場」での男女の地位は、「平等である」が 32.9％に対し、『男性優遇』が

38.6％となっている。 

性別でみると、女性は『男性優遇』が 44.0％と４割を超えるが、男性は 31.6％と 12.4ポイント

低く、「平等である」（女性 26.6％、男性 42.9％）は男性の方が 16.3ポイント高いなど男女での平

等感に違いがみられる。 

前回調査と比べると、男性は『男性優遇』が 4.3 ポイント低く、「平等である」が 5.3 ポイント

高くなっているが、女性では『男性優遇』は 5.4ポイント下がったものの、「平等である」はほぼ変

化していない。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
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年

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

性
別

0.8

0.7

0.7

-

5.1

4.2

6.4

14.3

32.9

26.6

42.9

33.3

31.2

35.2

26.2

19.0

7.4

8.8

5.4

9.5

16.4

18.9

12.5

19.0

6.2

5.5

5.9

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

0.7

0.8

0.7

5.9

3.7

9.3

30.3

25.1

37.6

32.8

35.8

29.2

10.8

13.6

6.7

14.5

17.2

10.4

4.9

3.9

6.0

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

6.6

4.5

10.0

43.6

49.4

35.9

『女性
優遇』計

5.9

4.9

7.1

『男性
優遇』計

38.6

44.0

31.6

14.3 28.5

女性の方が

優遇されて

いる
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いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

1.5

0.2

2.8

6.7

2.7

10.9

33.2

24.5

42.7

28.8

32.9

24.4

12.8

17.7

7.9

16.0

21.3

10.4

0.9

0.7

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

8.2

2.9

13.7

41.6

50.6

32.3

※自治会やPTAなどの地域活動の場

全
国
調
査

令
和
６
年

1.2 

0.5 

2.1 

9.3 

7.2 

11.8 

40.3 

37.0 

44.0 

38.2 

41.6 

34.3 

8.8 

11.8 

5.3 

2.2 

1.9 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

10.5

7.7

47.0

53.4

13.9 39.6
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福岡県調査と比べると、女性の『男性優遇』は今回調査の方が 6.6 ポイント低いが、「平等であ

る」は男女とも大きな差はない。 

全国調査（「自治会やＮＰＯ等の地域活動の場」）と比べると、女性の「平等である」が今回調査

の方が 10.4ポイント低くなっているが、男性では大きな差はみられない。 

年齢別でみると、女性では 40 歳代以上で『男性優遇』が４割を超えて高くなっている。男性は

60 歳代以上で『男性優遇』が約４割に上っているが、50 歳代以下では約１割から２割となってお

り、40歳代、50歳代では性別による認識の差が大きい。 

 

図表１－12 地域活動・社会活動の場での男女の地位の平等感［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

女
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る

平
等
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る

男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
女
性
優
遇

』
計

『
男
性
優
遇

」
計

1,153 9       59     379    360    85     189    72     68     445    
100.0 0.8    5.1    32.9   31.2   7.4    16.4   6.2    5.9     38.6   

女性：29歳以下 33     3.0    6.1    27.3   21.2   -       39.4   3.0    9.1     21.2   
女性：30歳代 33     3.0    -       51.5   21.2   12.1   12.1   -       3.0     33.3   
女性：40歳代 73     -       4.1    19.2   35.6   9.6    27.4   4.1    4.1     45.2   
女性：50歳代 81     -       3.7    16.0   34.6   8.6    33.3   3.7    3.7     43.2   
女性：60歳代 157    -       5.1    29.9   36.3   8.3    17.2   3.2    5.1     44.6   
女性：70歳以上 279    1.1    4.3    26.5   38.7   9.7    10.8   9.0    5.4     48.4   
男性：29歳以下 16     -       -       56.3   12.5   -       31.3   -       -       12.5   
男性：30歳代 24     -       12.5   54.2   12.5   -       20.8   -       12.5   12.5   
男性：40歳代 40     2.5    5.0    57.5   17.5   2.5    12.5   2.5    7.5     20.0   
男性：50歳代 51     2.0    3.9    54.9   9.8    3.9    15.7   9.8    5.9     13.7   
男性：60歳代 75     -       5.3    38.7   34.7   8.0    8.0    5.3    5.3     42.7   
男性：70歳以上 208    0.5    7.2    36.5   31.7   6.7    11.1   6.3    7.7     38.4   
回答しない・該当しない 21     -       14.3   33.3   19.0   9.5    19.0   4.8    14.3   28.5   
無回答 62     1.6    3.2    32.3   22.6   3.2    19.4   17.7   4.8     25.8   

標
本
数

全  体

年
齢
別
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（オ）政治の場では 

図表１－13 政治の場での男女の地位の平等感［全体、性別］（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「政治の場」での男女の地位は『男性優遇』が 70.9％と８分野の中で最も高く、「平等である」

は 12.2％と最も低いなど、男性優遇が強く認識されている。 

性別でみると、『男性優遇』は女性で 75.7％、男性では 65.8％で、女性の方が 9.9ポイント高く、

「平等である」は女性が 9.3％、男性 16.7％と、男性の方が 7.4ポイント高くなっている。 

前回調査と比べると、男性は『男性優遇』が 11.0 ポイント減少したが、女性ではほぼ変化がみ

られない。 

福岡県調査と比べると、男女とも今回調査の方が『男性優遇』が 4.5～11.0ポイント低く、女性

は「平等である」が 4.4ポイント高い。 

全国調査と比べても、男女とも今回調査の方が『男性優遇』が 16.6～16.9 ポイント低くなって

いるが、男性優遇という認識が非常に強いという点では傾向に大きな差はない。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

性
別

0.2

0.3

-

-

0.5

0.4

0.7

-

12.2

9.3

16.7

4.8

32.6

33.8

32.1

28.6

38.3

41.9

33.7

42.9

9.9

9.4

10.1

19.0

6.2

4.8

6.6

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

0.2

0.2

-

0.9

1.4

-

9.3

7.0

12.5

32.5

30.5

36.4

43.6

46.3

40.4

9.0

11.3

5.6

4.5

3.4

5.1

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

1.1

1.6

-

76.1

76.8

76.8

『女性
優遇』計

0.7

0.7

0.7

『男性
優遇』計

70.9

75.7

65.8

- 71.5

女性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

0.6

-

1.2

2.2

0.3

4.0

10.4

4.9

15.9

28.8

23.5

34.4

49.5

63.2

35.9

7.6

7.6

7.6

0.8

0.5

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

2.8

0.3

5.2

78.3

86.7

70.3

全
国
調
査

令
和
６
年

0.3 

0.1 

0.5 

1.9 

1.2 

2.7 

9.4 

5.6 

13.8 

43.8 

41.6 

46.3 

44.1 

50.7 

36.4 

0.6 

0.9 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

2.1

1.3

87.9

92.3

3.2 82.7
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（カ）法律や制度のうえでは 

図表１－14 法律や制度のうえでの男女の地位の平等感［全体、性別］（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「法律や制度のうえ」での男女の地位は、『男性優遇』が 36.5％、「平等である」32.5％で、男性

優遇という認識ではあるものの、「平等である」が８分野中３番目に高くなっている。 

性別でみると、「平等である」は男性が 44.8％に対し、女性は 25.3％と 19.5 ポイントの差があ

る。また『男性優遇』（女性 41.9％、男性 28.7％）は女性の方が 13.2ポイント上回っており、男女

の認識の違いが大きい分野となっている。 

前回調査と比べると、男女とも大きな変化はみられない。 

福岡県調査と比べると、「平等である」は今回調査の方が男女とも 7.8～8.6ポイント高くなって

いる。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

性
別

0.9

0.6

1.4

-

5.0

4.6

5.9

4.8

32.5

25.3

44.8

28.6

23.9

26.0

21.2

28.6

12.6

15.9

7.5

14.3

18.1

20.7

13.7

23.8

6.9

6.9

5.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

0.5

0.5

0.7

4.2

3.7

4.9

35.2

27.2

47.1

25.0

26.6

23.0

13.9

17.2

9.3

15.6

19.8

9.5

5.6

5.0

5.6

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

4.7

4.2

5.6

38.9

43.8

32.3

『女性
優遇』計

5.9

5.2

7.3

『男性
優遇』計

36.5

41.9

28.7

4.8 42.9

女性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

2.7

0.3

5.0

8.6

5.9

11.4

26.6

16.7

37.0

26.4

28.4

24.5

20.4

29.1

11.2

14.6

19.3

9.8

0.8

0.3

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

11.3

6.2

16.4

46.8

57.5

35.7

全
国
調
査

令
和
６
年

1.9 

0.7 

3.3 

8.9 

6.0 

12.2 

38.2 

33.1 

44.1 

38.9 

44.0 

33.0 

11.4 

15.3 

6.9 

0.6 

0.8 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

10.8

6.7

50.4

59.3

15.6 39.9
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全国調査と比べると、「平等である」は男性では同程度であるが、女性は今回調査の方が 7.8 ポ

イント低くなっている。 

 

（キ）社会通念・慣習・しきたりなどでは 

図表１－15 社会通念・慣習・しきたりなどでの男女の地位の平等感［全体、性別］ 

（前回・福岡県・全国調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
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査

前
回
調
査
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和
２
年

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

性
別

0.2

0.1

0.2

-

1.6

1.6

1.7

-

13.3

10.2

18.2

14.3

40.8

39.2

45.0

38.1

26.5

30.4

21.2

28.6

11.5

12.7

9.2

9.5

6.0

5.7

4.5

9.5

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

0.5

0.2

0.7

1.6

0.8

2.6

11.8

10.1

13.7

37.9

34.8

42.9

34.1

38.7

28.5

10.0

12.1

6.7

4.2

3.4

4.9

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

2.1

1.0

3.3

72.0

73.5

71.4

『女性
優遇』計

1.8

1.7

1.9

『男性
優遇』計

67.3

69.6

66.2

- 66.7

女性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

1.4

0.2

2.8

3.8

1.7

5.9

11.7

6.4

16.9

37.3

35.0

39.9

37.8

47.3

28.3

7.5

9.1

5.5

0.6

0.3

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

5.2

1.9

8.7

75.1

82.3

68.2

全
国
調
査

令
和
６
年

0.5 

0.1 

0.9 

3.4 

1.7 

5.5 

16.3 

11.8 

21.5 

57.0 

59.2 

54.4 

21.2 

26.0 

15.6 

1.6 

1.1 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

3.9

1.8

78.2

85.3

6.4 70.0
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「社会通念・慣習・しきたりなど」での男女の地位は、『男性優遇』が 67.3％と、政治の場に次

いで２番目に高くなっている。一方、「平等である」は 13.3％と低く、男性優遇が強く認識されて

いる分野である。 

性別でみると、『男性優遇』（女性 69.6％、男性 66.2％）は大きな差はないが、「平等である」（同

10.2％、18.2％）は女性が男性より 8.0ポイント低くなっている。 

前回調査と比べると、男女とも『男性優遇』が 3.9～5.2ポイント減少したが、「平等である」は

男性では 4.5ポイント増加したものの、女性は変化がない。 

福岡県調査と比べると、『男性優遇』は女性では今回調査の方が 12.7ポイント低いが、男性では

大きな差はない。 

全国調査と比べると、『男性優遇』は女性では今回調査の方が 15.7ポイント低いが、男性ではそ

れほど大きな差はない。政治の場と同様、男性優遇という認識が非常に強いという点には変わりが

ない。 

年齢別でみると、女性の 30歳代と 60歳代、男性の 60歳代で『男性優遇』が７割台後半と高い。

「平等である」は男性の 30歳代以下で約３割と比較的高くなっている。 

 

図表１－16 社会通念・慣習・しきたりなどでの男女の地位の平等感［全体、年齢別］ 
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さ
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て
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る

男
性
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が
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さ
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て
い
る
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か
ら
な
い

無
回
答

『
女
性
優
遇

』
計

『
男
性
優
遇

」
計

1,153 2       19     153    471    306    133    69     21     777    
100.0 0.2    1.6    13.3   40.8   26.5   11.5   6.0    1.8     67.3   

女性：29歳以下 33     -       6.1    12.1   33.3   30.3   15.2   3.0    6.1     63.6   
女性：30歳代 33     -       -       3.0    39.4   39.4   18.2   -       -       78.8   
女性：40歳代 73     -       1.4    9.6    38.4   30.1   16.4   4.1    1.4     68.5   
女性：50歳代 81     -       2.5    9.9    34.6   35.8   14.8   2.5    2.5     70.4   
女性：60歳代 157    0.6    1.9    7.6    45.2   30.6   9.6    4.5    2.5     75.8   
女性：70歳以上 279    -       1.1    12.5   38.0   28.0   11.5   9.0    1.1     66.0   
男性：29歳以下 16     -       6.3    31.3   25.0   12.5   18.8   6.3    6.3     37.5   
男性：30歳代 24     -       4.2    29.2   25.0   12.5   29.2   -       4.2     37.5   
男性：40歳代 40     -       -       25.0   32.5   30.0   10.0   2.5    -       62.5   
男性：50歳代 51     -       -       25.5   37.3   19.6   11.8   5.9    -       56.9   
男性：60歳代 75     -       2.7    10.7   48.0   29.3   5.3    4.0    2.7     77.3   
男性：70歳以上 208    0.5    1.4    15.4   51.9   19.7   6.7    4.3    1.9     71.6   
回答しない・該当しない 21     -       -       14.3   38.1   28.6   9.5    9.5    
無回答 62     -       1.6    12.9   32.3   16.1   17.7   19.4   1.6     48.4   

年
齢
別

全  体

標
本
数
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（ク）社会全体では 

図表１－17 社会全体での男女の地位の平等感［全体、性別］ 

（福岡県・全国調査比較） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会全体」での男女の地位は、『男性優遇』が 64.8％、「平等である」は 16.5％で、男性優遇と

の認識が強くなっている。 

性別でみると、『男性優遇』（女性 69.4％、男性 59.7％）で、女性の方が 9.7 ポイント高い。一

方、「平等である」（同 13.8％、21.0％）は女性が男性より 7.2ポイント低くなっている。 

福岡県調査と比べると、『男性優遇』は女性では今回調査の方が 10.0ポイント低いが、男性では

それほど大きな差はない。 

全国調査と比べると、『男性優遇』は男女とも 4.9～14.0ポイント低いが、「平等である」は男女

とも大きな差はみられない。 

 

今
回
調
査

性
別

0.3

0.1

0.7

-

2.7

1.6

4.0

9.5

16.5

13.8

21.0

14.3

46.0

46.6

47.4

33.3

18.8

22.8

12.3

28.6

10.1

10.0

9.4

14.3

5.6

5.1

5.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

『女性
優遇』計

3.0

1.7

4.7

『男性
優遇』計

64.8

69.4

59.7

9.5 61.9

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

女性の方が

優遇されて

いる

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

優遇されて

いる

わから

ない

無回答

2.4

0.7

4.3

6.2

2.5

10.2

13.3

10.3

15.9

46.0

43.1

49.6

24.5

36.3

12.3

7.0

7.1

6.7

0.6

-

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

性
別

8.6

3.2

14.5

70.5

79.4

61.9

全
国
調
査

令
和
６
年

0.7 

0.2 

1.3 

6.1 

2.9 

9.9 

16.7 

12.2 

21.9 

62.8 

66.9 

58.0 

11.9 

16.5 

6.7 

1.7 

1.3 

2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=2,673）

女 性

（N=1,440）

男 性

（N=1,233）

性
別

女性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

平 等 どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

男性の方が

非常に優遇

されている

無回答

『女性
優遇』計

『男性
優遇』計

6.8

3.1

74.7

83.4

11.2 64.6
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年齢別でみると、女性の 30歳代で『男性優遇』が 84.9％と非常に高い。一方、男性の 30歳代で

は『男性優遇』は 41.6％で、29歳以下の次に低くなっており、この年代の男女の意識差が大きい。 

 

図表１－18 社会全体での男女の地位の平等感［全体、年齢別］ 
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方
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さ
れ
て
い
る

男
性
の
方
が
優
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さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
女
性
優
遇

』
計

『
男
性
優
遇

」
計

1,153 4       31     190    530    217    116    65     35     747    
100.0 0.3    2.7    16.5   46.0   18.8   10.1   5.6    3.0     64.8   

女性：29歳以下 33     -       6.1    15.2   48.5   18.2   12.1   -       6.1     66.7   
女性：30歳代 33     -       -       9.1    48.5   36.4   6.1    -       -       84.9   
女性：40歳代 73     -       1.4    15.1   46.6   23.3   11.0   2.7    1.4     69.9   
女性：50歳代 81     -       2.5    13.6   40.7   30.9   9.9    2.5    2.5     71.6   
女性：60歳代 157    -       2.5    10.8   53.5   19.7   10.2   3.2    2.5     73.2   
女性：70歳以上 279    0.4    0.4    15.1   44.8   20.8   9.7    9.0    0.8     65.6   
男性：29歳以下 16     -       18.8   25.0   25.0   -       25.0   6.3    18.8   25.0   
男性：30歳代 24     -       12.5   25.0   33.3   8.3    20.8   -       12.5   41.6   
男性：40歳代 40     5.0    2.5    27.5   42.5   12.5   7.5    2.5    7.5     55.0   
男性：50歳代 51     -       5.9    23.5   41.2   7.8    13.7   7.8    5.9     49.0   
男性：60歳代 75     -       1.3    14.7   61.3   10.7   8.0    4.0    1.3     72.0   
男性：70歳以上 208    0.5    2.4    20.2   49.0   15.9   6.7    5.3    2.9     64.9   
回答しない・該当しない 21     -       9.5    14.3   33.3   28.6   14.3   -       
無回答 62     -       4.8    19.4   27.4   16.1   14.5   17.7   4.8     43.5   

標
本
数

全  体

年
齢
別
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第２章 家庭生活や子育てについて 

１．家庭内の役割分担 

 

・『主に妻』の役割は、「日常の家事」（約８割）、「家計の管理」（約６割）、「病人・高齢者の世話」

（５割台半ば）、「育児、子どものしつけ」（約５割）などで高い。 

・『主に夫』の役割は、「生活費を得る」（５割台半ば）、「高額なものの購入」（約４割）、「家庭問題

の最終決定」（３割台半ば）などで高い。 

・「子どもの教育方針や進学目標の決定」は「妻と夫が同程度」が４割台半ば。 

・前回調査から大きな変化はみられない。 

 

問３ あなたのご家庭では、次の（ア）～（ケ）のような家庭内の仕事を、主にどなたが行って

いますか。（ア）～（ケ）の各項目について、最もあてはまるものをそれぞれ１つ選んでく

ださい。配偶者（パートナー）や子どものいない方も、一般的にどう思われるかお答えく

ださい。 

 

家庭内での男女の役割分担に関する９つの項目について６段階でたずねた。 

「主に妻が行っている」と「主に妻が行い、夫が一部を分担している」との合計を『主に妻』、「主

に夫が行っている」と「主に夫が行い、妻が一部を分担している」との合計を『主に夫』とする。 

 

（ア）炊事・掃除・洗濯などの家事 

図表２－１ 炊事・掃除・洗濯などの家事［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「炊事・掃除・洗濯などの家事」は『主に妻』は 78.6％でそのうち「主に妻が行っている」は

46.9％と５割近くに上る。「妻と夫が同程度」は 10.1％、『主に夫』は 2.4％とわずかで、日常の家

事は妻が中心的に担っている。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

46.9

55.8

33.0

33.3

31.7

26.5

40.6

38.1

10.1

6.9

15.3

9.5

1.5

1.5

1.2

4.8

0.9

-

2.1

-

6.2

6.0

6.4

14.3

2.6

3.3

1.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

50.7

59.8

37.8

30.8

26.2

38.1

7.8

6.2

10.2

0.9

0.8

0.9

0.7

-

1.9

5.5

4.3

7.0

3.5

2.8

4.2

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答

78.6

82.3

2.4

1.5

73.6 3.3

71.4 4.8

81.5

86.0

1.6

0.8

75.9 2.8

『主に妻』
計

『主に夫』
計
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性別でみると、『主に妻』は女性で 82.3％、男性でも 73.6％となっており、そのうち「主に妻が

行っている」（女性 55.8％、男性 33.0％）は女性が男性よりも 22.8 ポイント高くなっており、男

女とも日常の家事は妻が担っていると認識しているが、女性でよりその傾向が強い。また、「妻と夫

が同程度」（同 6.9％、15.3％）は男性が 8.4ポイント高く、男性の方が日常の家事を分担して行っ

ていると認識しているようである。 

前回調査と比べて、男女とも「主に妻が行っている」がやや減少しているものの、大きな変化は

みられない。 

年齢別でみると、女性の 60 歳代で『主に妻』が 86.0％と最も高く、30 歳代、40 歳代、70 歳以

上でも８割を超えて高くなっている。男性の 30 歳代では「妻と夫が同程度」が 25.0％と比較的高

い。 

配偶関係別でみると、共働き、共働きでないいずれの場合でも『主に妻』が高く、約７割から９

割に上る。共働きの場合では、「妻と夫が同程度」が男性では 23.6％だが、女性では 11.4％にとど

まっている。 

 

図表２－２ 炊事・掃除・洗濯などの家事［全体、年齢別、配偶関係別］ 
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妻
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そ
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無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  541    366    117    17     10     72     30     907    27     
100.0  46.9   31.7   10.1   1.5    0.9    6.2    2.6    78.6   2.4     

女性：29歳以下 33      51.5   21.2   12.1   -       -       9.1    6.1    72.7   -       
女性：30歳代 33      39.4   42.4   9.1    -       -       9.1    -       81.8   -       
女性：40歳代 73      46.6   35.6   5.5    1.4    -       9.6    1.4    82.2   1.4     
女性：50歳代 81      53.1   25.9   11.1   2.5    -       6.2    1.2    79.0   2.5     
女性：60歳代 157     58.6   27.4   7.6    1.3    -       3.2    1.9    86.0   1.3     
女性：70歳以上 279     61.6   21.5   5.0    1.4    -       5.4    5.0    83.1   1.4     
男性：29歳以下 16      43.8   25.0   18.8   -       -       6.3    6.3    68.8   -       
男性：30歳代 24      29.2   41.7   25.0   -       -       4.2    -       70.9   -       
男性：40歳代 40      35.0   42.5   17.5   2.5    -       2.5    -       77.5   2.5     
男性：50歳代 51      23.5   39.2   15.7   -       -       13.7   7.8    62.7   -       
男性：60歳代 75      28.0   46.7   14.7   1.3    2.7    6.7    -       74.7   4.0     
男性：70歳以上 208     35.6   40.4   13.5   1.4    3.4    5.3    0.5    76.0   4.8     
回答しない・該当しない 21      33.3   38.1   9.5    4.8    -       14.3   -       71.4   4.8     
無回答 62      45.2   27.4   9.7    3.2    1.6    8.1    4.8    72.6   4.8     
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     53.8   31.0   11.4   1.9    -       0.6    1.3    84.8   1.9     

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     64.1   25.4   7.2    1.9    -       -       1.4    89.5   1.9     

女性：配偶者はいない（離別） 74      51.4   24.3   5.4    -       -       13.5   5.4    75.7   -       
女性：配偶者はいない（死別） 111     58.6   19.8   2.7    1.8    -       9.0    8.1    78.4   1.8     
女性：結婚していない 88      44.3   31.8   5.7    -       -       15.9   2.3    76.1   -       
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      25.8   44.9   23.6   1.1    1.1    3.4    -       70.7   2.2     

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     43.4   41.0   12.7   0.6    1.2    0.6    0.6    84.4   1.8     

男性：配偶者はいない（離別） 28      25.0   42.9   21.4   -       -       10.7   -       67.9   -       
男性：配偶者はいない（死別） 28      14.3   50.0   14.3   7.1    -       14.3   -       64.3   7.1     
男性：結婚していない 88      27.3   36.4   10.2   -       5.7    15.9   4.5    63.7   5.7     
回答しない・該当しない 21      33.3   38.1   9.5    4.8    -       14.3   -       71.4   4.8     
無回答 86      46.5   22.1   9.3    3.5    2.3    10.5   5.8    68.6   5.8     

標
本
数

全  体

年
齢
別

配
偶
関
係
別
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（イ）生活費を得る 

図表２－３ 生活費を得る［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生活費を得る」については『主に夫』が 53.9％、「妻と夫が同程度」が 25.3％となっており、

生活費を得ることについては夫が担っているとの認識が５割を超えている。また、「妻と夫が同程

度」は 25.3％で、炊事・掃除・洗濯などの家事と比べて高くなっている。 

性別でみると、『主に夫』の割合は女性が 49.5％と男性（61.8％）より 12.3 ポイント低く、『主

に妻』（女性 12.6％、男性 4.2％）は女性が男性より 8.4 ポイント高い。「妻と夫が同程度」（女性

25.7％、男性 25.2％）はほぼ同率である。 

前回調査と比べると、女性で『主に夫』の割合が 5.0 ポイント減少し、『主に妻』が 6.0 ポイン

ト増加している。 

 

 

前
回
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査

令
和
２
年

今
回
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性
別

5.9

8.1

2.1

-

3.6

4.5

2.1

4.8

25.3

25.7

25.2

19.0

32.9

31.1

35.4

42.9

21.0

18.4

26.4

14.3

8.5

8.7

7.3

19.0

2.8

3.4

1.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

2.5

3.3

1.4

2.6

3.3

1.4

24.1

25.4

22.3

32.6

32.7

33.2

23.9

21.8

26.9

9.6

9.3

10.0

4.8

4.3

4.9

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

9.5

12.6

53.9

49.5

4.2 61.8

4.8 57.2

5.1

6.6

56.5

54.5

2.8 60.1

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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配偶関係別でみると、共働きの場合は『主に夫』が女性では 51.3％、男性では 66.3％で、共働き

の場合でも生活費を稼ぐ役割は主に男性が担っているが、「妻と夫が同程度」（女性 38.6％、男性

32.6％）は３割台と比較的高い。また、共働きの男女での「妻と夫が同程度」との認識の差は、炊

事・掃除・洗濯などの家事と比べると小さくなっている。 

 

図表２－４ 生活費を得る［全体、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）家計の管理 

図表２－５ 家計の管理［全体、性別］（前回調査比較） 
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査

前
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令
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２
年
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47.4

49.7

43.2

38.1

16.3

15.4
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19.0
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15.3

9.5

5.5

4.9

6.1
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4.8

6.8

7.0

6.1

14.3

2.9
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1.7

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

50.2

55.7

42.5

14.5

12.8

17.2

14.0

13.8

14.8

5.4

4.0

7.4

6.3

5.9

6.5

5.5

4.6

6.5

4.2

3.1

5.1

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

63.7

65.1

11.9

9.7

61.1 15.8

57.1 14.3

64.7

68.5

11.7

9.9

59.7 13.9

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答

（％）

主
に
妻
が
行

っ
て

い
る

主
に
妻
が
行
い

、

夫
が
一
部
を
分
担

し
て
い
る

妻
と
夫
が
同
程
度

主
に
夫
が
行
い

、

妻
が
一
部
を
分
担

し
て
い
る

主
に
夫
が
行

っ
て

い
る

そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  68     42     292    379    242    98     32     110    621    
100.0  5.9    3.6    25.3   32.9   21.0   8.5    2.8    9.5     53.9   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     4.4    5.1    38.6   41.8   9.5    0.6    -       9.5     51.3   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     6.7    5.7    24.9   25.4   29.7   5.3    2.4    12.4   55.1   

女性：配偶者はいない（離別） 74      21.6   4.1    23.0   23.0   6.8    16.2   5.4    25.7   29.8   
女性：配偶者はいない（死別） 111     8.1    3.6    13.5   34.2   18.9   12.6   9.0    11.7   53.1   
女性：結婚していない 88      6.8    1.1    25.0   34.1   14.8   15.9   2.3    7.9     48.9   
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      -       1.1    32.6   49.4   16.9   -       -       1.1     66.3   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     2.3    3.5    24.9   29.5   32.9   5.2    1.7    5.8     62.4   

男性：配偶者はいない（離別） 28      -       -       14.3   42.9   32.1   10.7   -       -       75.0   
男性：配偶者はいない（死別） 28      3.6    -       14.3   46.4   25.0   10.7   -       3.6     71.4   
男性：結婚していない 88      3.4    2.3    25.0   28.4   22.7   15.9   2.3    5.7     51.1   
回答しない・該当しない 21      -       4.8    19.0   42.9   14.3   19.0   -       4.8     57.2   
無回答 86      9.3    4.7    22.1   24.4   17.4   15.1   7.0    14.0   41.8   

標
本
数

全  体

配
偶
関
係
別
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「家計の管理」では『主に妻』は 63.7％と、炊事・掃除・洗濯などの家事に次いで２番目に高い。

「妻と夫が同程度」は 14.7％、『主に夫』は 11.9％で、日々の家計の管理は妻の役割となっている

場合が多い。 

性別でみると、男性は『主に夫』が 15.8％で女性（9.7％）を 6.1ポイント上回っている。 

前回調査と比べると、『主に妻』「妻と夫が同程度」『主に夫』の割合には大きな変化はないが、女

性の『主に妻』のうち「主に妻が行っている」の割合が 6.0ポイント減少している。 

配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合に『主に妻』の割合が共働きでない場合よりもやや

低く、「妻と夫が同程度」の割合がやや高くなっている。 

 

図表２－６ 家計の管理［全体、配偶関係別］ 
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し
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、

妻
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を
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て
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主
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て
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る

そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  546    188    170    63     74     78     34     734    137    
100.0  47.4   16.3   14.7   5.5    6.4    6.8    2.9    63.7   11.9   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     53.8   13.9   19.0   5.7    2.5    2.5    2.5    67.7   8.2     

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     55.0   16.3   14.8   4.8    6.7    0.5    1.9    71.3   11.5   

女性：配偶者はいない（離別） 74      44.6   10.8   14.9   6.8    1.4    16.2   5.4    55.4   8.2     
女性：配偶者はいない（死別） 111     49.5   15.3   9.9    2.7    7.2    9.0    6.3    64.8   9.9     
女性：結婚していない 88      36.4   20.5   12.5   6.8    2.3    18.2   3.4    56.9   9.1     
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      41.6   18.0   19.1   9.0    9.0    2.2    1.1    59.6   18.0   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     54.3   12.1   13.9   6.9    10.4   2.3    -       66.4   17.3   

男性：配偶者はいない（離別） 28      35.7   25.0   17.9   7.1    7.1    7.1    -       60.7   14.2   
男性：配偶者はいない（死別） 28      35.7   21.4   14.3   -       14.3   7.1    7.1    57.1   14.3   
男性：結婚していない 88      28.4   27.3   13.6   3.4    6.8    17.0   3.4    55.7   10.2   
回答しない・該当しない 21      38.1   19.0   9.5    9.5    4.8    14.3   4.8    57.1   14.3   
無回答 86      48.8   12.8   14.0   3.5    7.0    8.1    5.8    61.6   10.5   

標
本
数

全  体

配
偶
関
係
別
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（エ）育児、子どものしつけ 

図表２－７ 育児、子どものしつけ［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「育児、子どものしつけ」については、『主に妻』が 53.5％で、育児や子どものしつけも半数以

上が妻の役割となっている。「妻と夫が同程度」は 26.5％である。 

性別でみると、女性の『主に妻』の割合は 59.4％と男性（44.6％）を 14.8 ポイント上回ってい

る。「妻と夫が同程度」は男性では 32.1％だが、女性では 23.2％と女性で低くなっている。 

前回調査と比べると、男性は「妻と夫が同程度」が 4.5ポイント増加したが、女性で大きな変化

はない。 

配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合に「妻と夫が同程度」の割合がやや高くなっている。 

同居家族別でみると、小・中・義務教育学校の児童生徒を除く大学・短大生以下の子どもがいる

場合は「妻と夫が同程度」が３割を超えており、特に未就学児がいる場合は４割を超えて比較的高

くなっている。 

 

前
回
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性
別

21.3

26.5

12.5

23.8

32.2

32.9

32.1

33.3

26.5

23.2

32.1

19.0

1.7

0.9

2.8

4.8

0.7

0.4

0.7

-

12.7

11.2

15.6

19.0

4.9

4.8

4.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

21.6

27.1

13.9

30.8

31.0

31.6

26.4

25.4

27.6

1.6

1.2

1.9

0.7

0.6

0.7

13.2

10.8

17.2

5.7

3.9

7.2

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

53.5

59.4

2.4

1.3

44.6 3.5

57.1 4.8

52.4

58.1

2.3

1.8

45.5 2.6

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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図表２－８ 育児、子どものしつけ［全体、配偶関係別、同居家族別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

主
に
妻
が
行

っ
て

い
る

主
に
妻
が
行
い

、

夫
が
一
部
を
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し
て
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る
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と
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が
同
程
度

主
に
夫
が
行
い

、

妻
が
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部
を
分
担

し
て
い
る

主
に
夫
が
行

っ
て

い
る

そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  246    371    305    20     8       147    56     617    28     
100.0  21.3   32.2   26.5   1.7    0.7    12.7   4.9    53.5   2.4     

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     24.1   35.4   30.4   -       -       8.2    1.9    59.5   -       

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     26.3   37.8   22.0   0.5    1.0    6.7    5.7    64.1   1.5     

女性：配偶者はいない（離別） 74      37.8   24.3   17.6   -       -       17.6   2.7    62.1   -       
女性：配偶者はいない（死別） 111     27.0   29.7   18.0   2.7    -       14.4   8.1    56.7   2.7     
女性：結婚していない 88      21.6   27.3   30.7   1.1    1.1    15.9   2.3    48.9   2.2     
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      3.4    36.0   41.6   6.7    -       11.2   1.1    39.4   6.7     

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     13.3   31.2   30.6   2.3    0.6    16.8   5.2    44.5   2.9     

男性：配偶者はいない（離別） 28      14.3   35.7   35.7   -       -       7.1    7.1    50.0   -       
男性：配偶者はいない（死別） 28      17.9   32.1   35.7   3.6    -       10.7   -       50.0   3.6     
男性：結婚していない 88      18.2   29.5   25.0   1.1    2.3    20.5   3.4    47.7   3.4     
回答しない・該当しない 21      23.8   33.3   19.0   4.8    -       19.0   -       57.1   4.8     
無回答 86      23.3   26.7   17.4   2.3    2.3    12.8   15.1   50.0   4.6     
乳幼児（３歳未満） 25      12.0   44.0   36.0   -       -       4.0    4.0    56.0   -       
未就学児 36      19.4   30.6   41.7   2.8    -       -       5.6    50.0   2.8     
小・中・義務教育学校の児童生徒 93      28.0   33.3   29.0   3.2    -       6.5    -       61.3   3.2     
高校生 58      24.1   27.6   37.9   3.4    -       3.4    3.4    51.7   3.4     
専門学校生 11      27.3   9.1    36.4   9.1    -       18.2   -       36.4   9.1     
大学・短大生 35      31.4   25.7   34.3   -       -       8.6    -       57.1   -       
65歳以上の人 726     21.3   33.5   23.8   1.8    0.7    13.2   5.6    54.8   2.5     
上記以外の人 598     21.4   32.1   29.8   2.0    0.3    11.9   2.5    53.5   2.3     
無回答 61      19.7   27.9   23.0   3.3    3.3    11.5   11.5   47.6   6.6     

同
居
家
族
別

標
本
数

全  体

配
偶
関
係
別
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（オ）子どもの教育方針や進学目標の決定 

図表２－９ 子どもの教育方針や進学目標の決定［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもの教育方針や進学目標の決定」については、「妻と夫が同程度」が 44.8％と９つの項目

の中で最も高くなっている。 

性別でみると、女性は『主に妻』が 30.9％で男性（18.9％）より 12.0ポイント高く、「妻と夫が

同程度」（女性 41.9％、男性 50.5％）は女性の方が 8.6ポイント低くなっている。 

前回調査と比べると、男性で「妻と夫が同程度」が 6.0ポイント高くなっている。 
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16.5
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42.9

5.5

4.9
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4.8

2.1

2.1

2.1

-

15.6

14.8

17.5

19.0

5.8

5.4

5.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

10.7

13.2
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14.2

44.5

44.6

44.5
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1.6
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16.6

14.9
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6.1

5.3

6.3

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

26.3

30.9

7.6

7.0

18.9 8.2

28.6 4.8

26.0

29.8

6.8

5.5

21.2 8.4

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合に「妻と夫が同程度」の割合がやや高くなっており、

男性の共働きでは 57.3％と特に高くなっている。 

同居家族別にみると、未就学児がいる場合と専門学校生がいる場合に「妻と夫が同程度」が６割

台と高くなっている。小・中・義務教育学校の児童生徒がいる場合では、『主に妻』が 38.7％と比

較的高い。 

 

図表２－10 子どもの教育方針や進学目標の決定［全体、配偶関係別、同居家族別］ 
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そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  129    174    516    63     24     180    67     303    87     
100.0  11.2   15.1   44.8   5.5    2.1    15.6   5.8    26.3   7.6     

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     17.7   19.6   48.1   1.3    0.6    10.8   1.9    37.3   1.9     

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     13.9   17.2   42.6   7.2    1.4    12.0   5.7    31.1   8.6     

女性：配偶者はいない（離別） 74      25.7   16.2   29.7   4.1    4.1    16.2   4.1    41.9   8.2     
女性：配偶者はいない（死別） 111     9.9    10.8   46.8   6.3    2.7    14.4   9.0    20.7   9.0     
女性：結婚していない 88      8.0    18.2   38.6   4.5    3.4    23.9   3.4    26.2   7.9     
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      4.5    16.9   57.3   9.0    -       11.2   1.1    21.4   9.0     

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     5.8    12.7   48.6   6.9    2.9    18.5   4.6    18.5   9.8     

男性：配偶者はいない（離別） 28      3.6    10.7   64.3   -       3.6    10.7   7.1    14.3   3.6     
男性：配偶者はいない（死別） 28      7.1    17.9   50.0   -       -       17.9   7.1    25.0   -       
男性：結婚していない 88      11.4   8.0    40.9   6.8    3.4    22.7   6.8    19.4   10.2   
回答しない・該当しない 21      14.3   14.3   42.9   4.8    -       19.0   4.8    28.6   4.8     
無回答 86      5.8    14.0   36.0   5.8    2.3    17.4   18.6   19.8   8.1     
乳幼児（３歳未満） 25      20.0   16.0   52.0   4.0    -       8.0    -       36.0   4.0     
未就学児 36      22.2   8.3    61.1   2.8    -       2.8    2.8    30.5   2.8     
小・中・義務教育学校の児童生徒 93      18.3   20.4   46.2   7.5    -       6.5    1.1    38.7   7.5     
高校生 58      20.7   13.8   51.7   1.7    -       8.6    3.4    34.5   1.7     
専門学校生 11      18.2   -       63.6   9.1    -       9.1    -       18.2   9.1     
大学・短大生 35      8.6    28.6   28.6   17.1   2.9    11.4   2.9    37.2   20.0   
65歳以上の人 726     9.8    13.8   44.6   6.6    2.2    16.3   6.7    23.6   8.8     
上記以外の人 598     13.0   16.1   47.3   4.0    1.8    14.0   3.7    29.1   5.8     
無回答 61      6.6    16.4   39.3   4.9    3.3    14.8   14.8   23.0   8.2     

同
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別
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数

全  体
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（カ）病人・高齢者の世話（介護） 

図表２－11 病人・高齢者の世話（介護）［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「病人・高齢者の世話（介護）」については、『主に妻』の割合が 56.5％と日常の家事や日々の家

計の管理に次いで高くなっている。 

性別でみると、女性は『主に妻』が 63.9％に対し、男性は 47.2％と 16.7 ポイントの差があり、

また「妻と夫が同程度」（女性 16.2％、男性 26.4％）は男性の方が 10.2 ポイント高いなど、性別

による認識の差が大きい。 

前回調査と比べると、あまり大きな変化はみられないが、男女とも「妻と夫が同程度」がやや増

加している。

前
回
調
査

令
和
２
年

今
回
調
査

性
別

29.9

39.2

15.8

23.8

26.6

24.7

31.4

23.8

20.4

16.2

26.4

19.0

1.1

0.6

1.9

4.8

1.0

0.3

2.4

-

16.5

15.3

18.2

23.8

4.4

3.7

4.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

28.2

35.6

17.2

27.6

26.9

29.2

15.0

12.2

19.3

2.1

1.5

2.8

2.0

1.1

3.0

19.4

18.0

21.8

5.7

4.6

6.7

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

56.5

63.9

2.1

0.9

47.2 4.3

47.6 4.8

55.8

62.5

4.1

2.6

46.4 5.8

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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 年齢別でみると、女性の 50歳代以上で『主に妻』が６割を超えて高くなっており、特に 60歳代

では 72.0％と高い。 

配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合には「妻と夫が同程度」がやや高くなっているが、

男性の共働きでは「妻と夫が同程度」が 44.9％であるのに対し、女性では 24.7％と大きな差があ

る。 

 

図表２－12 病人・高齢者の世話（介護）［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

主
に
妻
が
行

っ
て

い
る

主
に
妻
が
行
い

、

夫
が
一
部
を
分
担

し
て
い
る

妻
と
夫
が
同
程
度

主
に
夫
が
行
い

、

妻
が
一
部
を
分
担

し
て
い
る

主
に
夫
が
行

っ
て

い
る

そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  345    307    235    13     12     190    51     652    25     
100.0  29.9   26.6   20.4   1.1    1.0    16.5   4.4    56.5   2.1     

女性：29歳以下 33      33.3   15.2   24.2   -       3.0    24.2   -       48.5   3.0     
女性：30歳代 33      27.3   30.3   15.2   -       -       27.3   -       57.6   -       
女性：40歳代 73      35.6   21.9   20.5   -       -       20.5   1.4    57.5   -       
女性：50歳代 81      38.3   25.9   22.2   -       -       12.3   1.2    64.2   -       
女性：60歳代 157     42.7   29.3   14.0   1.3    0.6    10.8   1.3    72.0   1.9     
女性：70歳以上 279     40.5   23.3   13.6   0.7    -       14.3   7.5    63.8   0.7     
男性：29歳以下 16      18.8   31.3   37.5   -       -       12.5   -       50.1   -       
男性：30歳代 24      12.5   8.3    33.3   4.2    4.2    33.3   4.2    20.8   8.4     
男性：40歳代 40      17.5   35.0   30.0   2.5    2.5    12.5   -       52.5   5.0     
男性：50歳代 51      7.8    23.5   43.1   -       -       17.6   7.8    31.3   -       
男性：60歳代 75      14.7   32.0   30.7   2.7    2.7    14.7   2.7    46.7   5.4     
男性：70歳以上 208     17.8   35.6   18.3   1.4    2.9    19.2   4.8    53.4   4.3     
回答しない・該当しない 21      23.8   23.8   19.0   4.8    -       23.8   4.8    47.6   4.8     
無回答 62      29.0   12.9   25.8   1.6    -       17.7   12.9   41.9   1.6     
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     33.5   27.2   24.7   0.6    -       13.9   -       60.7   0.6     

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     41.1   24.9   17.7   1.0    0.5    10.0   4.8    66.0   1.5     

女性：配偶者はいない（離別） 74      43.2   25.7   5.4    -       -       23.0   2.7    68.9   -       
女性：配偶者はいない（死別） 111     43.2   17.1   11.7   0.9    -       18.0   9.0    60.3   0.9     
女性：結婚していない 88      34.1   28.4   13.6   -       1.1    20.5   2.3    62.5   1.1     
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      5.6    25.8   44.9   5.6    2.2    14.6   1.1    31.4   7.8     

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     19.7   36.4   20.2   1.2    -       17.9   4.6    56.1   1.2     

男性：配偶者はいない（離別） 28      14.3   35.7   21.4   -       10.7   14.3   3.6    50.0   10.7   
男性：配偶者はいない（死別） 28      17.9   35.7   21.4   -       3.6    14.3   7.1    53.6   3.6     
男性：結婚していない 88      19.3   26.1   23.9   -       4.5    22.7   3.4    45.4   4.5     
回答しない・該当しない 21      23.8   23.8   19.0   4.8    -       23.8   4.8    47.6   4.8     
無回答 86      30.2   17.4   20.9   1.2    -       17.4   12.8   47.6   1.2     

標
本
数

全  体

年
齢
別

配
偶
関
係
別
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（キ）高額な商品や土地・家屋の購入 

図表２－13 高額な商品や土地・家屋の購入［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高額な商品や土地・家屋の購入」については「妻と夫が同程度」が 36.1％であるが、『主に夫』

が 40.3％で、そのうち「主に夫が行っている」が 22.4％である。日常の家計の管理は 63.7％が妻

中心であったが、高額なものの決定は男性が担っている場合が多い。 

性別でみると、女性は『主に夫』が 42.2％と男性（37.5％）より 4.7ポイント高い。一方、男性

は「妻と夫が同程度」が 41.7％で女性（33.2％）より 8.5ポイント高く、男性の方が高額商品の購

入を同じ程度に分担していると認識している。 

前回調査と比べると、男性で「妻と夫が同程度」が 5.0ポイント高くなっている。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

3.5

4.6

1.7

-

3.0

3.0

3.1

4.8

36.1

33.2

41.7

28.6

17.9

17.2

18.6

28.6

22.4

25.0

18.9

14.3

13.6

13.0

13.4

23.8

3.6

3.9

2.6

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

2.7

3.6

1.4

4.3

4.2

4.6

33.2

31.6

36.7

17.2

17.2

17.4

22.7

24.3

20.2

14.2

14.4

13.9

5.7

4.8

5.8

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

6.5

7.6

40.3

42.2

4.8 37.5

4.8 42.9

7.0

7.8

39.9

41.5

6.0 37.6

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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年齢別でみると、女性の 40 歳代以下では『主に夫』が５割を超えて高くなっている。男性でも

30歳代、40歳代では『主に夫』が４割台で比較的高い。 

配偶関係別でみると、男女とも共働きの場合は「妻と夫が同程度」が約４割と同程度であるが、

共働きでない場合には「妻と夫が同程度」が女性では 37.3％、男性では 46.8％で、男性に比べて

女性は同程度に担っていないと認識している。 

 

図表２－14 高額な商品や土地・家屋の購入［全体、年齢別、配偶関係別］ 
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そ
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無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  40     35     416    206    258    157    41     75     464    
100.0  3.5    3.0    36.1   17.9   22.4   13.6   3.6    6.5     40.3   

女性：29歳以下 33      3.0    -       30.3   12.1   42.4   12.1   -       3.0     54.5   
女性：30歳代 33      -       3.0    21.2   18.2   36.4   21.2   -       3.0     54.6   
女性：40歳代 73      5.5    -       30.1   23.3   27.4   12.3   1.4    5.5     50.7   
女性：50歳代 81      8.6    2.5    37.0   14.8   22.2   13.6   1.2    11.1   37.0   
女性：60歳代 157     2.5    5.1    38.2   18.5   22.9   10.2   2.5    7.6     41.4   
女性：70歳以上 279     5.4    2.9    32.3   15.8   22.9   13.6   7.2    8.3     38.7   
男性：29歳以下 16      -       -       56.3   12.5   18.8   12.5   -       -       31.3   
男性：30歳代 24      4.2    -       29.2   16.7   29.2   16.7   4.2    4.2     45.9   
男性：40歳代 40      2.5    2.5    50.0   20.0   22.5   2.5    -       5.0     42.5   
男性：50歳代 51      2.0    2.0    47.1   17.6   7.8    17.6   5.9    4.0     25.4   
男性：60歳代 75      -       8.0    42.7   21.3   16.0   12.0   -       8.0     37.3   
男性：70歳以上 208     1.9    2.4    39.4   18.3   20.2   14.4   3.4    4.3     38.5   
回答しない・該当しない 21      -       4.8    28.6   28.6   14.3   23.8   -       4.8     42.9   
無回答 62      3.2    3.2    27.4   17.7   22.6   19.4   6.5    6.4     40.3   
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     1.9    3.8    39.9   21.5   23.4   9.5    -       5.7     44.9   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     4.3    3.3    37.3   13.9   30.6   7.7    2.9    7.6     44.5   

女性：配偶者はいない（離別） 74      13.5   1.4    28.4   17.6   14.9   20.3   4.1    14.9   32.5   
女性：配偶者はいない（死別） 111     4.5    0.9    29.7   16.2   18.9   18.9   10.8   5.4     35.1   
女性：結婚していない 88      3.4    3.4    23.9   18.2   29.5   19.3   2.3    6.8     47.7   
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      1.1    6.7    40.4   25.8   18.0   7.9    -       7.8     43.8   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     1.7    3.5    46.8   15.0   21.4   9.2    2.3    5.2     36.4   

男性：配偶者はいない（離別） 28      -       -       28.6   14.3   28.6   25.0   3.6    -       42.9   
男性：配偶者はいない（死別） 28      -       -       42.9   32.1   10.7   10.7   3.6    -       42.8   
男性：結婚していない 88      3.4    1.1    37.5   17.0   14.8   22.7   3.4    4.5     31.8   
回答しない・該当しない 21      -       4.8    28.6   28.6   14.3   23.8   -       4.8     42.9   
無回答 86      3.5    3.5    27.9   15.1   22.1   17.4   10.5   7.0     37.2   

標
本
数

全  体

年
齢
別

配
偶
関
係
別
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（ク）家庭の問題における最終決定 

図表２－15 家庭の問題における最終決定［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭の問題における最終決定」については「妻と夫が同程度」が 42.6％に上るが、『主に夫』

も 36.3％となっており、妻と夫が同じ程度に決定している場合が多い一方、男性が担っている場合

も多い。 

性別でみると、男女とも『主に夫』の割合にはほぼ差はないが、「妻と夫が同程度」は女性が 39.2％、

男性が 48.1％と、女性の方が 8.9 ポイント低く、『主に妻』が女性は 11.7％と男性（6.4％）より

5.3ポイント高い。 

前回調査と比べると、男性で『主に夫』の割合が 4.2ポイント減り、「妻と夫が同程度」が 7.7ポ

イント増加している。 

配偶関係別でみると、男性では共働き、共働きでないに関わらず「妻と夫が同程度」が約５割、

『主に夫』が３割台半ばと同程度であるが、女性では『主に夫』が共働きで 33.5％、共働きでない

場合は 43.6％と、共働きでない場合の方が 10.1ポイント高くなっている。 
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年

今
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調
査

性
別

5.6

7.5

2.4

4.8

4.2

4.2

4.0

9.5

42.6

39.2

48.1

47.6

16.2

16.0

17.2

4.8

20.1

21.0

19.6

14.3

8.2

8.4

7.1

19.0

3.2

3.7

1.7

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

4.9

7.3

1.6

4.6

5.1

3.9

38.0

37.2

40.4

17.2

15.6

19.7

23.1

24.1

21.3

7.6

7.3

7.7

4.7

3.4

5.3

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

9.8

11.7

36.3

37.0

6.4 36.8
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9.5
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40.3

39.7

5.5 41.0

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が
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主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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図表２－16 家庭の問題における最終決定［全体、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ケ）行政区・隣組などの地域活動への参加 

図表２－17 行政区・隣組などの地域活動への参加［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「行政区・隣組などの地域活動への参加」については『主に夫』が 31.7％、「妻と夫が同程度」

が 22.9％、『主に妻』が 28.7％と、回答が分散している。 

性別でみると、女性は『主に妻』が 35.2％、男性は『主に夫』が 38.9％となっており、男女とも

自分が担っていると認識している傾向がみられる。 

前回調査と比べると、あまり大きな変化はみられない。 
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そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  64     48     491    187    232    94     37     112    419    
100.0  5.6    4.2    42.6   16.2   20.1   8.2    3.2    9.8     36.3   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     7.6    6.3    48.7   17.7   15.8   2.5    1.3    13.9   33.5   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     2.4    4.3    45.0   18.7   24.9   2.9    1.9    6.7     43.6   

女性：配偶者はいない（離別） 74      21.6   4.1    24.3   17.6   12.2   14.9   5.4    25.7   29.8   
女性：配偶者はいない（死別） 111     8.1    0.9    32.4   12.6   24.3   11.7   9.9    9.0     36.9   
女性：結婚していない 88      8.0    4.5    31.8   10.2   23.9   19.3   2.3    12.5   34.1   
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      1.1    6.7    52.8   23.6   12.4   2.2    1.1    7.8     36.0   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     1.7    4.0    52.6   19.1   19.7   2.9    -       5.7     38.8   

男性：配偶者はいない（離別） 28      -       -       50.0   14.3   25.0   10.7   -       -       39.3   
男性：配偶者はいない（死別） 28      -       3.6    46.4   10.7   25.0   7.1    7.1    3.6     35.7   
男性：結婚していない 88      6.8    3.4    37.5   10.2   22.7   17.0   2.3    10.2   32.9   
回答しない・該当しない 21      4.8    9.5    47.6   4.8    14.3   19.0   -       14.3   19.1   
無回答 86      4.7    2.3    34.9   15.1   18.6   14.0   10.5   7.0     33.7   

標
本
数

全  体

配
偶
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係
別
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査

前
回
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査
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年

性
別
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22.0

6.4

23.8

12.7

13.2

11.3

23.8

22.9

19.9

27.8

28.6

15.1

13.9

17.9

4.8

16.6

14.1

21.0

-

14.1

13.8

13.9

19.0

2.6

3.1

1.7

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

18.5

23.7

11.4

11.4

13.5

8.8

20.9

18.0

25.3

16.1

14.1

19.3

17.2

16.3

18.8

12.0

11.5

12.5

3.8

3.1

3.9

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

28.7

35.2

31.7

28.0

17.7 38.9

47.6 4.8

29.9

37.2

33.3

30.4

20.2 38.1

『主に妻』
計

『主に夫』
計

主に妻が

行っている

主に妻が行い、

夫が一部を

分担している

妻と夫が

同程度

主に夫が行い、

妻が一部を

分担している

主に夫が

行っている

その他 無回答
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年齢別でみると、女性は 30 歳代以上のすべての年代で『主に妻』の割合が３割を超えている。

男性は 30歳代と 70歳以上で『主に夫』が４割台半ばと高くなっている。 

配偶関係別でみると、女性では共働き、共働きでないに関わらず「妻と夫が同程度」が２割台前

半となっているが、男性では共働きでは 20.2％、共働きでない場合は 30.6％と 10.4ポイントの差

がある。 

 

図表２－18 行政区・隣組などの地域活動への参加［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

主
に
妻
が
行

っ
て

い
る

主
に
妻
が
行
い

、

夫
が
一
部
を
分
担

し
て
い
る

妻
と
夫
が
同
程
度

主
に
夫
が
行
い

、

妻
が
一
部
を
分
担

し
て
い
る

主
に
夫
が
行

っ
て

い
る

そ
の
他

無
回
答

『
主
に
妻

』
計

『
主
に
夫

』
計

1,153  185    147    264    174    191    162    30     332    365    
100.0  16.0   12.7   22.9   15.1   16.6   14.1   2.6    28.7   31.7   

女性：29歳以下 33      18.2   3.0    24.2   3.0    12.1   36.4   3.0    21.2   15.1   
女性：30歳代 33      15.2   24.2   12.1   3.0    18.2   24.2   3.0    39.4   21.2   
女性：40歳代 73      20.5   11.0   24.7   11.0   15.1   16.4   1.4    31.5   26.1   
女性：50歳代 81      21.0   17.3   24.7   6.2    12.3   16.0   2.5    38.3   18.5   
女性：60歳代 157     22.3   12.7   22.9   16.6   13.4   8.3    3.8    35.0   30.0   
女性：70歳以上 279     23.7   12.9   15.8   18.3   14.7   11.1   3.6    36.6   33.0   
男性：29歳以下 16      6.3    12.5   31.3   6.3    25.0   18.8   -       18.8   31.3   
男性：30歳代 24      4.2    4.2    25.0   12.5   33.3   16.7   4.2    8.4     45.8   
男性：40歳代 40      2.5    10.0   42.5   12.5   20.0   12.5   -       12.5   32.5   
男性：50歳代 51      3.9    19.6   17.6   9.8    19.6   23.5   5.9    23.5   29.4   
男性：60歳代 75      5.3    12.0   32.0   21.3   14.7   13.3   1.3    17.3   36.0   
男性：70歳以上 208     8.7    10.6   26.0   21.6   22.6   9.6    1.0    19.3   44.2   
回答しない・該当しない 21      23.8   23.8   28.6   4.8    -       19.0   -       47.6   4.8     
無回答 62      14.5   11.3   21.0   9.7    16.1   24.2   3.2    25.8   25.8   
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158     20.9   13.9   22.8   13.3   16.5   11.4   1.3    34.8   29.8   

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209     18.2   12.4   23.4   16.7   19.6   9.1    0.5    30.6   36.3   

女性：配偶者はいない（離別） 74      35.1   18.9   6.8    8.1    6.8    18.9   5.4    54.0   14.9   
女性：配偶者はいない（死別） 111     26.1   12.6   15.3   16.2   8.1    12.6   9.0    38.7   24.3   
女性：結婚していない 88      17.0   11.4   23.9   10.2   10.2   23.9   3.4    28.4   20.4   
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89      3.4    15.7   20.2   15.7   32.6   12.4   -       19.1   48.3   

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173     7.5    9.8    30.6   25.4   19.1   6.9    0.6    17.3   44.5   

男性：配偶者はいない（離別） 28      -       17.9   25.0   17.9   25.0   14.3   -       17.9   42.9   
男性：配偶者はいない（死別） 28      10.7   14.3   32.1   17.9   7.1    14.3   3.6    25.0   25.0   
男性：結婚していない 88      9.1    9.1    29.5   6.8    15.9   25.0   4.5    18.2   22.7   
回答しない・該当しない 21      23.8   23.8   28.6   4.8    -       19.0   -       47.6   4.8     
無回答 86      14.0   9.3    19.8   11.6   18.6   22.1   4.7    23.3   30.2   

標
本
数

全  体

年
齢
別

配
偶
関
係
別
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２．子育てに関する考え方 

 

・「経済的に自立できるよう育てる」は積極的な「賛成」が約８割あるが、「生活技術を身につける」

育て方は７割台半ばとやや低い。 

・「３歳までは母親の手で育てる」は女性の『賛成派』が５割台半ば、『反対派』が２割台半ば。40

歳代以下では男女とも『反対派』が『賛成派』を上回る。 

 

問４ 子どもを育てるうえで大切だと思うことについて、あなたはどうお考えですか。次の（ア）

～（ウ）の各項目について、あなたの考え方に最も近いものをそれぞれ１つ選んでくださ

い。子どものいない方も、一般的にどう思われるかお答えください。 

 

子どもの育て方について４つの考え方について５段階でたずねた。 

「賛成」と「やや賛成」の合計を『賛成派』、「反対」と「やや反対」の合計を『反対派』とする。 

 

（ア）性別にかかわりなく経済的に自立できるよう育てる 

図表２－19 性別にかかわりなく経済的に自立できるよう育てる 

［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「性別にかかわりなく経済的に自立できるよう育てる」という考え方については、「賛成」が

79.1％と最も高く、これに「やや賛成」（12.7％）をあわせた『賛成派』は 91.8％と９割を超えて

いる。 

性別でみると、『賛成派』（女性 93.4％、男性 92.0％）には大きな差はないが、そのうち積極的な

「賛成」は女性が 82.5％で男性（77.4％）を 5.1ポイント上回っており、女性の方が積極的に賛成

している。 

前回調査と比べると、男女とも大きな変化はみられない。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

79.1

82.5

77.4

57.1

12.7

10.9

14.6

14.3

1.6

0.7

1.9

9.5

0.3

-

0.9

-

4.5

4.3

3.8

19.0

1.7

1.5

1.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

80.0

83.0

75.9

12.4

11.8

13.9

1.1

0.8

1.6

0.3

0.2

0.5

2.7

1.9

3.9

3.5

2.5

4.2

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

91.8

93.4

1.9

0.7

92.0 2.8

71.4 9.5

92.4

94.8

1.4

1.0

89.8 2.1

『賛成派』
計

『反対派』
計

賛成 やや賛成 やや反対 反対 わからない 無回答
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年齢別でみると、女性では 70 歳以上を除くすべての年代で積極的な「賛成」が８割を超え、40

歳代では 91.8％と特に高い。男性は 29 歳以下と 40 歳代、50 歳代で８割を超えているが、その他

の年代では７割台となっている。 

 

図表２－20 性別にかかわりなく経済的に自立できるよう育てる［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯などの生活に必要な技術を身につけさせるほうが 

よい 

図表２－21 性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯などの生活に必要な技術を身につけさせるほうがよい 

［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

賛
成

や
や
賛
成

や
や
反
対

反
対

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
賛
成
派

』

計 『
反
対
派

』

計

1,153 912 147 18 4 52 20 1,059 22 
100.0 79.1 12.7 1.6 0.3 4.5 1.7 91.8 1.9 

女性：29歳以下 33     81.8 9.1 3.0 - 6.1 - 90.9 3.0 
女性：30歳代 33     87.9 12.1 - - - - 100.0 - 
女性：40歳代 73     91.8 4.1 - - 4.1 - 95.9 - 
女性：50歳代 81     85.2 7.4 - - 6.2 1.2 92.6 - 
女性：60歳代 157    87.3 10.2 1.3 - 1.3 - 97.5 1.3 
女性：70歳以上 279    77.4 13.3 0.4 - 5.7 3.2 90.7 0.4 
男性：29歳以下 16     87.5 6.3 6.3 - - - 93.8 6.3 
男性：30歳代 24     79.2 12.5 - 4.2 4.2 - 91.7 4.2 
男性：40歳代 40     82.5 12.5 2.5 - 2.5 - 95.0 2.5 
男性：50歳代 51     84.3 3.9 - - 5.9 5.9 88.2 - 
男性：60歳代 75     70.7 22.7 1.3 - 5.3 - 93.4 1.3 
男性：70歳以上 208    76.4 14.9 2.4 1.4 3.4 1.4 91.3 3.8 
回答しない・該当しない 21     57.1 14.3 9.5 - 19.0 - 71.4 9.5 
無回答 62     54.8 25.8 6.5 - 6.5 6.5 80.6 6.5 

標
本
数

全  体

年
齢
別

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

74.6

79.8

69.3

66.7

18.6

14.7

23.3

14.3

2.0

0.7

3.3

9.5

0.1

-

0.2

-

3.0

3.0

2.6

9.5

1.7

1.8

1.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

71.4

77.9

61.5

21.4

16.9

29.0

1.9

1.1

3.0

0.3

0.5

-

1.5

0.9

2.3

3.5

2.8

4.2

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

93.2

94.5

2.1

0.7

92.6 3.5

81.0 9.5

92.8

94.8

2.2

1.6

90.5 3.0

『賛成派』

計

『反対派』

計

賛成 やや賛成 やや反対 反対 わからない 無回答
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「性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯などの生活に必要な技術を身につけさせるほうがよい」

という考え方については『賛成派』が 93.2％と９割を超えているが、そのうち積極的な「賛成」は

74.6％と経済的な自立と比べて 4.5ポイント低くなっている。 

性別でみると、『賛成派』（女性 94.5％、男性 92.6％）の割合に差はないが、積極的な「賛成」は

女性が 79.8％、男性は 69.3％と女性に比べて 10.5ポイント低くなっており、男性はやや消極的な

姿勢がうかがえる。 

前回調査と比べると、男性で積極的な「賛成」が 7.8ポイント増加しており、女性に比べるとや

や消極的ではあるものの、生活自立に対して以前より肯定的になっていることがうかがえる。 

年齢別でみると、積極的な「賛成」は女性の 70歳以上で 72.8％、男性の 60歳以上で６割台と他

の年代比べて低いが、それでも男女ともすべての年代で『賛成派』が約９割かそれ以上に上ってい

る。 

 

図表２－22 性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯などの生活に必要な技術を身につけさせるほうがよい 

［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

賛
成

や
や
賛
成

や
や
反
対

反
対

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
賛
成
派

』

計 『
反
対
派

』

計

1,153 860 214 23 1 35 20 1,074 24 
100.0 74.6 18.6 2.0 0.1 3.0 1.7 93.2 2.1 

女性：29歳以下 33     87.9 9.1 - - 3.0 - 97.0 - 
女性：30歳代 33     81.8 12.1 - - - 6.1 93.9 - 
女性：40歳代 73     89.0 6.8 1.4 - 2.7 - 95.8 1.4 
女性：50歳代 81     82.7 9.9 - - 6.2 1.2 92.6 - 
女性：60歳代 157    84.7 12.7 1.9 - 0.6 - 97.4 1.9 
女性：70歳以上 279    72.8 19.7 0.4 - 3.9 3.2 92.5 0.4 
男性：29歳以下 16     75.0 25.0 - - - - 100.0 - 
男性：30歳代 24     87.5 8.3 - - 4.2 - 95.8 - 
男性：40歳代 40     77.5 20.0 2.5 - - - 97.5 2.5 
男性：50歳代 51     82.4 7.8 - - 3.9 5.9 90.2 - 
男性：60歳代 75     68.0 21.3 6.7 - 4.0 - 89.3 6.7 
男性：70歳以上 208    62.5 29.8 3.8 0.5 2.4 1.0 92.3 4.3 
回答しない・該当しない 21     66.7 14.3 9.5 - 9.5 - 81.0 9.5 
無回答 62     56.5 32.3 3.2 - 3.2 4.8 88.8 3.2 

年
齢
別

標
本
数

全  体
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（ウ）３歳までは母親の手で育てる方がよい 

図表２－23 ３歳までは母親の手で育てる方がよい［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「３歳までは母親の手で育てる方がよい」という考え方については、「賛成」が 27.5％、「やや賛

成」が 27.3％と『賛成派』は 54.8％である。一方、『反対派』は 26.6％となっている。 

性別でみると、『賛成派』『反対派』の割合には大きな差はないが、積極的な「賛成」は女性が 29.0％

と男性（24.5％）を 4.5ポイント上回っている。 

前回調査と比べると、男女とも『賛成派』が 5.6～9.0ポイント減少し、『反対派』が 5.3～8.1ポ

イント増加している。 

 

 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

27.5

29.0

24.5

14.3

27.3

25.7

30.7

9.5

14.4

14.8

13.7

28.6

12.2

12.7

12.0

9.5

16.9

16.0

17.9

38.1

1.6

1.6

1.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

32.1

33.4

29.7

30.7

30.3

31.1

11.3

12.1

10.2

8.9

10.1

7.4

13.5

11.1

17.6

3.5

2.9

3.9

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

54.8

54.7

26.6

27.5

55.2 25.7

23.8 38.1

62.8

63.7

20.2

22.2

60.8 17.6

『賛成派』

計

『反対派』

計

賛成 やや賛成 やや反対 反対 わからない 無回答
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年齢別でみると、男女とも年齢が高い層で『賛成派』の割合が増え、年齢が低い層で『反対派』

の割合が増える傾向がみられる。30歳代以下では男女とも『反対派』が約４割から５割に上り『賛

成派』を上回っているが、70歳以上では男女とも『賛成派』が６割台と高く、世代による意識差が

大きい。 

同居家族別でみると、乳幼児（３歳未満）や未就学児が同居家族にいる場合、『反対派』は約５割

から５割台半ばと高くなっている。小・中・義務教育学校の児童生徒や高校生、大学・短大生がい

る人でも『反対派』は約４割と高い。 

 

図表２－24 ３歳までは母親の手で育てる方がよい［全体、年齢別、同居家族別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

賛
成

や
や
賛
成

や
や
反
対

反
対

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
賛
成
派

』

計 『
反
対
派

』

計

1,153 317 315 166 141 195 19 632 307 
100.0 27.5 27.3 14.4 12.2 16.9 1.6 54.8 26.6 

女性：29歳以下 33     9.1 21.2 12.1 33.3 24.2 - 30.3 45.4 
女性：30歳代 33     9.1 15.2 18.2 33.3 24.2 - 24.3 51.5 
女性：40歳代 73     16.4 17.8 23.3 13.7 27.4 1.4 34.2 37.0 
女性：50歳代 81     22.2 22.2 19.8 11.1 23.5 1.2 44.4 30.9 
女性：60歳代 157    26.1 31.2 15.3 14.6 12.7 - 57.3 29.9 
女性：70歳以上 279    40.5 28.0 10.8 6.8 10.8 3.2 68.5 17.6 
男性：29歳以下 16     6.3 6.3 43.8 6.3 37.5 - 12.6 50.1 
男性：30歳代 24     8.3 29.2 16.7 25.0 20.8 - 37.5 41.7 
男性：40歳代 40     15.0 20.0 12.5 15.0 37.5 - 35.0 27.5 
男性：50歳代 51     9.8 29.4 13.7 15.7 25.5 5.9 39.2 29.4 
男性：60歳代 75     26.7 33.3 14.7 13.3 12.0 - 60.0 28.0 
男性：70歳以上 208    32.2 32.7 11.5 9.1 13.5 1.0 64.9 20.6 
回答しない・該当しない 21     14.3 9.5 28.6 9.5 38.1 - 23.8 38.1 
無回答 62     37.1 30.6 8.1 9.7 9.7 4.8 67.7 17.8 
乳幼児（３歳未満） 25 - 28.0 24.0 24.0 24.0 - 28.0 48.0 
未就学児 36 8.3 22.2 27.8 27.8 11.1 2.8 30.5 55.6 
小・中・義務教育学校の児童生徒 93 20.4 21.5 19.4 19.4 18.3 1.1 41.9 38.8 
高校生 58 19.0 19.0 27.6 12.1 22.4 - 38.0 39.7 
専門学校生 11 9.1 18.2 27.3 - 45.5 - 27.3 27.3 
大学・短大生 35 20.0 22.9 25.7 17.1 14.3 - 42.9 42.8 
65歳以上の人 726 30.6 29.6 12.5 11.3 14.3 1.7 60.2 23.8 
上記以外の人 598 22.4 24.1 17.1 13.9 21.4 1.2 46.5 31.0 
無回答 61 37.7 31.1 8.2 8.2 9.8 4.9 68.8 16.4 

標
本
数

全  体

年
齢
別

同
居
家
族
別
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３．社会で男女共同参画を推進するために学校教育の場で力をいれるところ  

 

・学校教育で力を入れるとよいと思うことは、「一人ひとりの個性や人権を尊重することを学ぶこ

と」が第１位。 

・乳幼児（３歳未満）や未就学児がいる人では「発達段階に応じた性教育の実施」や「多様な性

のあり方について理解を深める教育」など性に関する教育が求められている。 

 

問５ これからの社会で男女共同参画を進めていくためには、学校教育の場でどのようなこと

に力を入れたらよいと思いますか。３つまで選んでください。 

 

図表２－25 社会で男女共同参画を推進するために学校教育の場で力をいれるところ［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画を進めていくために学校教育の場で力を入れることを３つまでたずねた。「一人ひ

とりの個性や人権を尊重することを学ぶこと」が 65.0％と最も高く、次いで、「生活指導や進路指

導において、性別にかかわりなく能力を活かせるよう配慮すること」が 50.7％、「働くことの意味

や多様な働き方などについての学習や職場体験を行うこと」が 48.7％などとなっている。 

性別でみると、女性は男性より「働くことの意味や多様な働き方などについての学習や職場体験

を行うこと」（女性 51.2％、男性 46.5％）が 4.7 ポイント、「多様な性のあり方について理解を深

一人ひとりの個性や人権を尊重することについて
学ぶこと

生活指導や進路指導において、性別にかかわり
なく能力を活かせるよう配慮すること

働くことの意味や多様な働き方などについての
学習や職場体験を行うこと

家庭や家族の多様なあり方について学ぶこと

発達段階に応じた性教育や性に関する指導を
実施すること

男女平等（ジェンダー平等）教育の理解と協力を
深めること

多様な性のあり方について理解を深める教育を
進めること

教職員に対する男女平等（ジェンダー平等）などの
研修を行うこと

管理職（校長や教頭）に女性を増やすこと

その他

無回答

65.0 

50.7 

48.7 

23.4 

23.3 

20.2 

15.8 

13.4 

7.2 

1.6 

5.6 

65.9 

50.9 

51.2 

22.2 

23.8 

18.7 

17.4 

11.5 

6.4 

0.7 

5.5 

65.3 

51.4 

46.5 

25.5 

23.1 

22.9 

13.4 

16.0 

8.3 

2.8 

5.0 

52.4 

38.1 

19.0 

19.0 

28.6 

19.0 

19.0 

14.3 

19.0 

4.8 

4.8 

0 40 80 （％）

【回答は３つまで】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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める教育を進めること」（同 17.4％、13.4％）が 4.0 ポイント高く、男性は女性より「教職員に対

する男女平等（ジェンダー平等）などの研修を行うこと」（同 11.5％、16.0％）が 4.5 ポイント、

「男女平等（ジェンダー平等）教育の理解と協力を深めること」（同 18.7％、22.9％）が 4.2 ポイ

ント高いなど、やや差がみられる項目はあるが、全体的な傾向としては大きな差はない。 

年齢別でみると、女性の 30 歳代では「発達段階に応じた性教育や性に関する指導を実施するこ

と」が 57.6％と目立って高い。また、女性の 29 歳以下では「多様な性のあり方について理解を深

める教育を進めること」が 36.4％、「教職員に対する男女平等（ジェンダー平等）などの研修を行

うこと」が 24.2％、「管理職（校長や教頭）に女性を増やすこと」が 18.2％と他の年代に比べて高

くなっている。 

同居家族別でみると、乳幼児（３歳未満）や未就学児がいる人では「発達段階に応じた性教育や

性に関する指導を実施すること」や「多様な性のあり方について理解を深める教育を進めること」

が２割台半ばから４割と高く、小さい子どもと同居する人からは性に関する教育が求められている。

小・中・義務教育学校の児童生徒、高校生、専門学校生、大学・短大生がいる人では「家庭や家族

の多様なあり方について学ぶこと」が３割台とやや高く、小・中・義務教育学校の児童生徒、高校

生がいる人では「働くことの意味や多様な働き方などについての学習や職場体験を行うこと」も５

割台半ばと比較的高くなっている。 

 

図表２－26 社会で男女共同参画を推進するために学校教育の場で力をいれること 

［全体、年齢別、同居家族別］ 
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1,153  750    269    270    182    585    233    562    83      155    19      65      
100.0  65.0   23.3   23.4   15.8   50.7   20.2   48.7   7.2     13.4   1.6     5.6     

女性：29歳以下 33      60.6   24.2   33.3   36.4   36.4   24.2   21.2   18.2   24.2   -       3.0     
女性：30歳代 33      75.8   57.6   9.1     21.2   30.3   21.2   48.5   15.2   9.1     -       -       
女性：40歳代 73      64.4   24.7   30.1   26.0   42.5   13.7   54.8   9.6     9.6     2.7     1.4     
女性：50歳代 81      69.1   14.8   28.4   18.5   49.4   25.9   53.1   6.2     12.3   -       2.5     
女性：60歳代 157    70.7   20.4   25.5   15.9   51.6   18.5   55.4   3.2     9.6     1.9     3.8     
女性：70歳以上 279    62.4   23.7   17.6   12.2   56.3   17.2   52.7   5.0     12.2   -       9.3     
男性：29歳以下 16      62.5   37.5   25.0   12.5   50.0   18.8   37.5   6.3     6.3     -       6.3     
男性：30歳代 24      62.5   37.5   25.0   8.3     54.2   12.5   33.3   8.3     20.8   12.5   4.2     
男性：40歳代 40      67.5   30.0   30.0   15.0   50.0   15.0   37.5   10.0   17.5   2.5     2.5     
男性：50歳代 51      51.0   15.7   35.3   17.6   41.2   25.5   51.0   5.9     7.8     7.8     7.8     
男性：60歳代 75      70.7   20.0   29.3   18.7   45.3   25.3   50.7   2.7     20.0   -       2.7     
男性：70歳以上 208    67.8   22.6   21.2   10.6   57.7   25.0   47.6   10.1   16.8   1.9     4.3     
回答しない・該当しない 21      52.4   28.6   19.0   19.0   38.1   19.0   19.0   19.0   14.3   4.8     4.8     
無回答 62      54.8   17.7   19.4   17.7   48.4   16.1   41.9   6.5     12.9   1.6     16.1   
乳幼児（３歳未満） 25 80.0   40.0   12.0   24.0   48.0   20.0   36.0   20.0   16.0   4.0     -       
未就学児 36 77.8   36.1   13.9   25.0   47.2   8.3     44.4   16.7   11.1   5.6     -       
小・中・義務教育学校の児童生徒 93 75.3   25.8   30.1   19.4   44.1   15.1   53.8   9.7     10.8   2.2     1.1     
高校生 58 70.7   24.1   31.0   17.2   41.4   25.9   56.9   5.2     13.8   1.7     -       
専門学校生 11 81.8   36.4   36.4   18.2   54.5   27.3   45.5   -       -       -       -       

大学・短大生 35 68.6   28.6   31.4   22.9   42.9   17.1   40.0   14.3   11.4   -       5.7     

65歳以上の人 726 64.9   22.3   20.8   13.2   54.1   20.4   51.9   7.0     12.5   1.5     6.2     

上記以外の人 598 67.2   24.6   26.6   18.2   47.0   20.2   48.3   7.7     13.0   2.5     3.2     

無回答 61 54.1   18.0   19.7   16.4   47.5   16.4   42.6   6.6     13.1   1.6     16.4   

標
本
数

全  体

年
齢
別

同
居
家
族
別
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４．妊娠や性に関する考え方 

 

・「妊娠や性に関して配偶者等の間で十分に話し合うべき」は『思う』が約９割、「妊娠や性に関し

て夫婦等の間で合意できないときは女性の意思を尊重すべき」は約７割。 

・「妊娠や性に関して配偶者等の間で合意できないときは女性の意思を尊重すべき」の方が『思

う』の割合が 18.5 ポイント低い。 

 

問６ 次の（ア）、（イ）の項目について、あなたの考えに最も近いものをそれぞれ１つ選んで

ください。 

 

（ア）妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人との間で十分話し合うべきである 

図表２－27 妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人との間で十分話し合うべきである 

［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人との間で十分話し合うべきである」という考え

方について、「そう思う」が 73.5％と最も高く、「どちらかといえばそう思う」が 18.1％でこれら

をあわせた『思う』は 91.6％となっている。「そう思わない」（0.4％）と「どちらかといえばそう

思う」（1.0％）をあわせた『思わない』は 1.4％とわずかである。 

性別でみると、『思う』は女性が 92.4％、男性が 91.7％と差はないが、より積極的な「そう思う」

（女性 75.6％、男性 71.9％）は女性が 3.7ポイントとわずかに高くなっている。 

 

 

『思う』
計

『思わ
ない』計

73.5

75.6

71.9

66.7

18.1

16.8

19.8

14.3

1.0

0.4

1.4

9.5

0.4

0.7

-

-

4.2

4.0

4.2

4.8

2.7

2.4

2.6

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わから

ない
無回答

91.6

92.4

1.4

1.1

91.7 1.4

81.0 9.5

性
別
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年齢別でみると、積極的な「そう思う」は女性の 29歳以下と男性の 30歳代以下では９割を超え

ているが、50歳代以上の男性では６割台と低くなっている。 

配偶関係別でみると、男女とも既婚で『思う』が９割台半ばと離・死別や未婚より高くなってい

る。 

 

図表２－28 妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人との間で十分話し合うべきである 

［全体、年齢別、配偶関係別］ 
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無
回
答

『
思
う

』
計

『
思
わ
な
い

』

計

1,153  847     209     12      5        49      31      1,056  17      
100.0  73.5    18.1    1.0     0.4     4.2     2.7     91.6    1.4      

女性：29歳以下 33      93.9    -        -        -        3.0     3.0     93.9    -        
女性：30歳代 33      78.8    18.2    -        -        -        3.0     97.0    -        
女性：40歳代 73      79.5    15.1    1.4     -        2.7     1.4     94.6    1.4      
女性：50歳代 81      80.2    13.6    -        -        4.9     1.2     93.8    -        
女性：60歳代 157     73.9    20.4    0.6     0.6     3.2     1.3     94.3    1.2      
女性：70歳以上 279     71.7    17.9    0.4     1.4     5.4     3.2     89.6    1.8      
男性：29歳以下 16      93.8    6.3     -        -        -        -        100.1  -        
男性：30歳代 24      91.7    -        -        -        4.2     4.2     91.7    -        
男性：40歳代 40      85.0    15.0    -        -        -        -        100.0  -        
男性：50歳代 51      68.6    17.6    -        -        5.9     7.8     86.2    -        
男性：60歳代 75      66.7    26.7    2.7     -        2.7     1.3     93.4    2.7      
男性：70歳以上 208     67.8    22.1    1.9     -        5.8     2.4     89.9    1.9      
回答しない・該当しない 21      66.7    14.3    9.5     -        4.8     4.8     81.0    9.5      
無回答 62      64.5    22.6    1.6     -        4.8     6.5     87.1    1.6      

女性：既婚 367     76.8    17.4    0.3     0.5     3.5     1.4     94.2    0.8      

女性：離・死別 185     70.8    18.9    0.5     1.1     3.8     4.9     89.7    1.6      

女性：未婚 88      80.7    10.2    1.1     1.1     5.7     1.1     90.9    2.2      

男性：既婚 262     70.6    24.4    0.8     -        2.7     1.5     95.0    0.8      

男性：離・死別 56      80.4    8.9     3.6     -        5.4     1.8     89.3    3.6      

男性：未婚 88      70.5    14.8    2.3     -        8.0     4.5     85.3    2.3      

回答しない・該当しない 21      66.7    14.3    9.5     -        4.8     4.8     81.0    9.5      

無回答 86      66.3    18.6    1.2     -        7.0     7.0     84.9    1.2      

年
齢
別

標
本
数

全  体

配
偶
関
係
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（イ）妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人と合意できない場合には、女性の意思が 

尊重されるべきである 

図表２－29 妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人と合意できない場合には、女性の意思が 

尊重されるべきである［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人と合意できない場合には、女性の意思が尊重さ

れるべきである」という考え方について、「そう思う」（40.4％）と「どちらかといえばそう思う」

（32.7％）をあわせた『思う』は 73.1％、「そう思わない」（7.3％）、「どちらかといえばそう思わ

ない」（6.3％）をあわせた『思わない』は 13.6％である。「妊娠や性に関して、配偶者・パートナ

ー、恋人との間で十分話し合うべきである」に比べて『思う』の割合が 18.5 ポイント低くなって

いる。 

性別でみると、あまり大きな差はない。 
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（N=668）
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回答しない・

該当しない（N=21）

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない わから

ない
無回答

73.1

72.3

13.6

14.0

75.4 11.8

57.1 33.3

性
別
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年齢別でみると、女性の 30 歳代、40 歳代と男性の 29 歳以下と 50 歳代で『思う』が５割台半ば

から６割台半ばと低くなっている。また、男女とも 30 歳代で『思わない』が２割台半ばと比較的

高い。一方、男性の 40歳代では『思う』が 85.0％と高くなっている。 

配偶関係別でみると、男性は既婚で『思う』が 83.2％と高い。また、男女の未婚と男性の離・死

別で『思う』が６割台と低くなっている。 

 

図表２－30 妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人と合意できない場合には、女性の意思が 

尊重されるべきである［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
思
う

』
計

『
思
わ
な
い

』

計

1,153  466     377     73      84      126     27      843     157     
100.0  40.4    32.7    6.3     7.3     10.9    2.3     73.1    13.6    

女性：29歳以下 33      42.4    33.3    15.2    3.0     3.0     3.0     75.7    18.2    
女性：30歳代 33      39.4    24.2    15.2    9.1     9.1     3.0     63.6    24.3    
女性：40歳代 73      41.1    24.7    5.5     12.3    15.1    1.4     65.8    17.8    
女性：50歳代 81      42.0    33.3    4.9     8.6     11.1    -        75.3    13.5    
女性：60歳代 157     40.1    33.8    6.4     8.3     10.2    1.3     73.9    14.7    
女性：70歳以上 279     40.5    32.3    5.4     6.5     11.8    3.6     72.8    11.9    
男性：29歳以下 16      43.8    18.8    6.3     12.5    18.8    -        62.6    18.8    
男性：30歳代 24      33.3    37.5    4.2     20.8    4.2     -        70.8    25.0    
男性：40歳代 40      45.0    40.0    5.0     2.5     7.5     -        85.0    7.5      
男性：50歳代 51      27.5    29.4    7.8     9.8     17.6    7.8     56.9    17.6    
男性：60歳代 75      38.7    44.0    5.3     5.3     6.7     -        82.7    10.6    
男性：70歳以上 208     44.2    32.7    5.8     3.4     12.0    1.9     76.9    9.2      
回答しない・該当しない 21      38.1    19.0    14.3    19.0    9.5     -        57.1    33.3    
無回答 62      37.1    35.5    4.8     8.1     8.1     6.5     72.6    12.9    

女性：既婚 367     41.7    32.4    5.7     9.3     10.4    0.5     74.1    15.0    

女性：離・死別 185     41.1    32.4    4.9     5.4     11.4    4.9     73.5    10.3    

女性：未婚 88      39.8    27.3    13.6    3.4     13.6    2.3     67.1    17.0    

男性：既婚 262     43.1    40.1    6.1     2.3     7.6     0.8     83.2    8.4      

男性：離・死別 56      39.3    26.8    7.1     12.5    12.5    1.8     66.1    19.6    

男性：未婚 88      35.2    26.1    4.5     11.4    19.3    3.4     61.3    15.9    

回答しない・該当しない 21      38.1    19.0    14.3    19.0    9.5     -        57.1    33.3    

無回答 86      32.6    31.4    4.7     11.6    10.5    9.3     64.0    16.3    

年
齢
別

標
本
数

全  体

配
偶
関
係
別
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第３章 就労・働き方について 

１．女性が職業を持つことについて 

 

・「就労継続」が女性で６割台半ば、男性で約６割で、女性の就労継続に肯定的な人が多い。 

・前回調査に比べ、「就労継続」が女性で約 12 ポイント、男性で約４ポイント増加。 

 

問７ 一般的に女性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。１つ選んでくだ

さい。 
 

図表３－１ 女性が職業を持つことについて［全体、性別］（前回・福岡県調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

62.3

65.7

58.7

66.7

1.3

0.7

2.4

-

1.0

0.4

1.2

4.8

25.2

24.9

25.7

9.5

0.4

0.4

0.5

-

2.4

1.9

3.3

4.8

5.0

4.0

5.7

14.3

2.3

1.8

2.6

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

53.9

53.6

55.2

1.2

0.3

2.6

1.9

1.5

2.3

35.1

38.7

29.7

0.5

-

1.4

3.2

2.6

4.2

1.8

1.5

2.3

2.3

1.7

2.3

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

結婚や出産にかか

わらず、ずっと職業を

持っている方がよい

結婚するまで

職業を持ち、あとは

持たない方がよい

子どもができるまで

職業を持ち、あとは

持たない方がよい

子どもができたら職業を

中断し、子どもに手が

かからなくなって再び

持つ方がよい

女性は職業を

持たない方がよい

その他 無回答わから

ない

福
岡
県
調
査

令
和
６
年

性
別

64.0

68.2

59.9

0.8

0.5

0.9

0.8

0.3

1.4

22.3

21.8

23.0

0.3

0.3

0.2

5.9

3.9

7.9

5.6

4.6

6.4

0.3

0.3

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,189）

女 性

（N=592）

男 性

（N=579）

ずっと職業を

もっている方が

よい

結婚するまで職業を

もち、あとはもたない

方がよい

子どもができるまで

職業をもち、あとは

もたない方がよい

子どもができたら職業を

やめ、大きくなったら再び

職業をもつ方がよい

女性は職業を

もたない方が

よい

無回答その他 わから

ない
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女性が職業を持つことについて「結婚や出産にかかわらず、ずっと職業を持っている方がよい」

という就労継続が 62.3％で最も高く、次いで「子どもができたら職業を中断し、子どもに手がかか

らなくなって再び持つ方がよい」という中断・再就職が 25.2％となっている。「結婚するまで職業

を持ち、あとは持たない方がよい」（1.3％）、「子どもができるまで職業を持ち、あとは持たない方

がよい」（1.0％）、「女性は職業を持たない方がよい」（0.4％）という専業主婦志向は合計で 2.7％

とわずかで、女性が職業を持つことに対して肯定的な人が大半である。 

性別でみると、就労継続は女性が 65.7％、男性が 58.7％と、女性が男性より 7.0 ポイント高く

なっている。中断・再就職は女性が 24.9％で男性（25.7％）と差はない。 

前回調査と比べると、就労継続が女性で 12.1 ポイント、男性で 3.5 ポイント増加しており、女

性の方がより就労継続に肯定的になっている。一方、中断・再就職は女性で 13.8 ポイント、男性

で 4.0ポイント減少している。 

福岡県調査と比べると、男女ともあまり大きな違いはみられない。 
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年齢別でみると、就労継続は女性の 30歳代で 81.8％と非常に高い。中断・再就職は女性の 29歳

以下と 70歳以上、男性の 70歳以上で３割前後と比較的高い。 

配偶関係別でみると、女性の離・死別は就労継続が 57.8％で既婚（69.5％）や未婚（72.7％）よ

り低く、中断・再就職がやや高くなっている。 

 

図表３－２ 女性が職業を持つことについて［全体、年齢別、配偶関係別］ 
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は
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持
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方
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い そ
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他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153   718      15       11       291      5         28       58       27       
100.0   62.3     1.3      1.0      25.2     0.4      2.4      5.0      2.3      

女性：29歳以下 33       69.7     -         -         27.3     -         -         3.0      -         
女性：30歳代 33       81.8     -         -         12.1     -         6.1      -         -         
女性：40歳代 73       67.1     1.4      -         21.9     -         5.5      2.7      1.4      
女性：50歳代 81       76.5     1.2      -         14.8     -         1.2      4.9      1.2      
女性：60歳代 157      72.0     -         0.6      21.0     -         1.3      3.8      1.3      
女性：70歳以上 279      57.0     1.1      0.7      31.9     1.1      1.4      4.3      2.5      
男性：29歳以下 16       62.5     -         -         25.0     -         6.3      6.3      -         
男性：30歳代 24       70.8     -         -         25.0     -         -         4.2      -         
男性：40歳代 40       65.0     -         2.5      15.0     2.5      -         15.0     -         
男性：50歳代 51       56.9     -         -         17.6     -         11.8     7.8      5.9      
男性：60歳代 75       70.7     4.0      -         22.7     -         -         2.7      -         
男性：70歳以上 208      53.8     3.4      1.9      29.3     0.5      2.9      4.8      3.4      
回答しない・該当しない 21       66.7     -         4.8      9.5      -         4.8      14.3     -         
無回答 62       38.7     -         3.2      37.1     -         1.6      9.7      9.7      
女性：既婚 367      69.5     0.3      0.5      22.9     -         2.5      2.5      1.9      
女性：離・死別 185      57.8     1.6      0.5      30.3     1.1      2.2      4.3      2.2      
女性：未婚 88       72.7     -         -         20.5     -         -         6.8      -         
男性：既婚 262      59.9     2.7      1.5      26.3     0.4      2.7      5.0      1.5      
男性：離・死別 56       62.5     1.8      -         25.0     -         3.6      3.6      3.6      
男性：未婚 88       59.1     2.3      1.1      21.6     1.1      3.4      9.1      2.3      
回答しない・該当しない 21       66.7     -         4.8      9.5      -         4.8      14.3     -         
無回答 86       39.5     1.2      2.3      33.7     1.2      2.3      10.5     9.3      

配
偶
関
係
別

全  体

標
本
数

年
齢
別
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２．女性が職業を続けない方がよいと思う理由 

 

女性が職業を続けない方がよいと思う理由は「現在ある制度だけでは不十分だから」「仕事と家

庭の両立支援制度があっても、それを利用できる職場の雰囲気でないから」が３割台で多い。 

 

問７付問１【問７で「２.」～「６.」のいずれかに答えた方におたずねします】 

あなたが、そう思う理由は何ですか。２つまで選んでください。 

 

図表３－３ 女性が職業を続けない方がよいと思う理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続以外の回答をした人に、女性が職業を継続しない方がよいと考える理由をたずねた。「現

在ある仕事と家庭が両立できるための制度だけでは不十分だから」（38.0％）と「育児休業などの仕

事と家庭が両立できる制度があっても、それを利用できる職場の雰囲気でないから」（34.3％）が３

割台で上位にあげられている。次いで「保育や介護などの施設が整っていないから」が 17.1％、「女

性が働く上で不利な慣習などが多いから」が 16.0％、「女性は家事・育児・介護に専念し、家庭を

守るべきだから」が 15.1％などとなっている。 

性別でみると、「保育や介護などの施設が整っていないから」（女性 18.9％、男性 14.3％）は女

性が男性よりも 4.6ポイント高いが、全体としては大きな差はない。 

現在ある仕事と家庭が両立できるための
制度だけでは不十分だから

育児休業などの仕事と家庭が両立できる
制度があっても、それを利用できる職場の

雰囲気ではないから

保育や介護などの施設が整っていない
から

女性が働く上で不利な慣習などが多い
から

女性は家事・育児・介護に専念し、家庭を
守るべきだから

女性は定年まで働き続けにくい雰囲気が
あるから

女性の能力は正当に評価されないから

その他

無回答

38.0 

34.3 

17.1 

16.0 

15.1 

7.7 

5.7 

8.0 

9.1 

38.4 

32.1 

18.9 

17.4 

14.7 

7.4 

5.3 

4.7 

11.1 

39.3 

35.7 

14.3 

15.7 

15.7 

7.9 

5.7 

12.1 

7.1 

-

25.0 

25.0 

-

-

-

-

50.0 

-

0 25 50 （％）

31.3 

31.7 

13.3 

17.1 

13.3 

4.6 

5.0 

10.0 

10.8 

32.2

31.8

9.3

20.1

12.5

3.8

4.2

8.7

13.8

29.5

32.2

19.1

12.6

14.2

6.0

6.6

11.5

6.6

02550（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は２つまで】

全 体（Ｎ=480）

女 性（Ｎ=289）

男 性（Ｎ=183）

【回答は２つまで】

女 性（Ｎ=190）

男 性（Ｎ=140）

回答しない・

該当しない（Ｎ=4）

全 体（Ｎ=350）
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前回調査と比べると、男女とも「現在ある仕事と家庭が両立できるための制度だけでは不十分だ

から」が 6.2～9.8 ポイント増加している。また、女性では「保育や介護などの施設が整っていな

いから」が 9.6ポイント増加しているが、男性では 4.8ポイント減少している。 

年齢別でみると、「現在ある仕事と家庭が両立できるための制度だけでは不十分だから」は女性

の 30歳代で 83.3％と高い。また、男性の 40歳代でも 62.5％と高くなっている。「育児休業などの

仕事と家庭が両立できる制度があっても、それを利用できる職場の雰囲気でないから」は男性の 30

歳代で 50.0％と高い。「女性は家事・育児・介護に専念し、家庭を守るべきだから」は女性の 29歳

以下で 33.3％と比較的高くなっている。 

 

図表３－４ 女性が職業を続けない方がよいと思う理由［全体、年齢別］ 
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無
回
答

350      53       27       20       56       120       133      60       28       32       
100.0   15.1     7.7      5.7      16.0     34.3      38.0     17.1     8.0      9.1      

女性：29歳以下 9         33.3     11.1     11.1     11.1     33.3      55.6     -         -         -         
女性：30歳代 6         -         -         -         33.3     16.7      83.3     16.7     16.7     -         
女性：40歳代 21       19.0     -         4.8      4.8      28.6      47.6     9.5      19.0     4.8      
女性：50歳代 14       14.3     14.3     7.1      28.6     21.4      28.6     21.4     7.1      7.1      
女性：60歳代 36       8.3      5.6      -         13.9     27.8      47.2     36.1     5.6      8.3      
女性：70歳以上 101      15.8     8.9      6.9      18.8     37.6      29.7     16.8     1.0      14.9     
男性：29歳以下 5         20.0     20.0     -         -         40.0      40.0     40.0     -         -         
男性：30歳代 6         -         -         -         33.3     50.0      50.0     -         16.7     -         
男性：40歳代 8         12.5     -         -         12.5     12.5      62.5     12.5     25.0     -         
男性：50歳代 15       26.7     -         6.7      13.3     20.0      26.7     -         40.0     -         
男性：60歳代 20       5.0      25.0     5.0      30.0     30.0      55.0     15.0     -         5.0      
男性：70歳以上 79       16.5     6.3      6.3      13.9     39.2      35.4     16.5     8.9      10.1     
回答しない・該当しない 4         -         -         -         -         25.0      -         25.0     50.0     -         
無回答 26       19.2     7.7      11.5     7.7      46.2      34.6     15.4     3.8      11.5     

年
齢
別

全  体

標
本
数
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３．職業について 

（１）職業の有無 

 

女性で「職業を持っている」人は 49.0％で、特に 30 歳代から 50 歳代では８割台と高い。 

 

問８ あなたは、いま職業（収入のある仕事）を持っていますか（育児休業中、介護休業中など

の人も働いているものとみなします）。１つ選んでください。 

 

図表３－５ 職業の有無［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在「職業を持っている」人は 48.6％、「以前、職業を持っていたが、いまは職業を持っていな

い」が 43.6％である。 

性別でみると、ほとんど差はみられない。 

前回調査と比べると、男性で「職業を持っている」が 5.7ポイント減少している。 

前
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48.6

49.0

50.2

61.9

43.6

43.7

43.4

9.5

4.8

4.8

3.5

28.6

3.0

2.5

2.8

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

50.6

48.0

55.9

42.7

44.6

39.9

4.0

4.8

2.3

2.6

2.6

1.9

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

性
別

職業を持っている 以前、職業を持っていたが、

いまは職業を持っていない

いままで職業を持った

ことはない

無回答
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年齢別でみると、女性の 30歳代から 50歳代では「職業を持っている」が８割台と高い。男性も

40歳代以下では「職業を持っている」が約８割から９割に上る。 

 

図表３－６ 職業の有無［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

職
業
を
持

っ
て
い

る 以
前

、
職
業
を

持

っ
て
い
た
が

、

い
ま
は
職
業
を

持

っ
て
い
な
い

い
ま
ま
で
職
業
を

持

っ
た
こ
と
は
な

い 無
回
答

1,153     560        503        55          35          
100.0     48.6       43.6       4.8         3.0         

女性：29歳以下 33          63.6       6.1         30.3       -           
女性：30歳代 33          81.8       15.2       3.0         -           
女性：40歳代 73          84.9       15.1       -           -           
女性：50歳代 81          84.0       14.8       -           1.2         
女性：60歳代 157        57.3       39.5       2.5         0.6         
女性：70歳以上 279        20.4       68.8       5.4         5.4         
男性：29歳以下 16          81.3       -           18.8       -           
男性：30歳代 24          91.7       8.3         -           -           
男性：40歳代 40          82.5       12.5       5.0         -           
男性：50歳代 51          76.5       11.8       2.0         9.8         
男性：60歳代 75          72.0       25.3       2.7         -           
男性：70歳以上 208        23.6       70.7       3.4         2.4         
回答しない・該当しない 21          61.9       9.5         28.6       -           
無回答 62          19.4       61.3       6.5         12.9       

年
齢
別

標
本
数

全  体
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（２）就労形態 

 

・男性は『正規雇用者』が５割超、女性は『非正規雇用者』が約５割。 

・前回調査に比べ、男女とも「常勤パートタイマー」の割合が増加している。 

 

問８付問１【問８で「１．職業を持っている」と答えた方におたずねします】 

  あなたの職業は次のどれですか。１つ選んでください。 

 

図表３－７ 就労形態［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職業を持っている」人の就労形態は、雇用者が 82.4％で最も多く、その内訳は『正規雇用者』

が 43.4％で、『非正規雇用者』が 39.0％である。自営業は 15.5％でそのうち『自営業主』が 11.9％、

『家族従業者』が 3.6％となっている。 

自営業主（農林漁業）

自営業主（商工サービス業）

自営業主（医師、弁護士などの自
由業）

家族従業者（農林漁業）

家族従業者（商工サービス業）

会社役員・管理職（課長級以上）

正社員・正職員

契約社員・派遣社員

常勤パートタイマー

臨時・アルバイト

内職

その他

無回答

4.6 

5.7 

1.6 

0.7 

2.9 

7.1 

36.3 

8.8 

24.1 

6.1 

0.5 

0.7 

0.9 

2.8 

2.4 

1.8 

1.2 

4.0 

4.0 

33.0 

7.3 

34.6 

6.7 

0.6 

0.9 

0.6 

7.0 

10.8 

0.9 

-

1.4 

12.7 

38.5 

11.3 

9.4 

5.6 

0.5 

0.5 

1.4 

15.4 

7.7 

-

-

-

-

61.5 

7.7 

7.7 

-

-

-

-

0 35 70 （％）

4.7 

5.6 

1.4 

1.1 

3.1 

7.7 

38.2 

9.2 

18.6 

8.8 

0.4 

0.9 

0.4 

2.3

4.2 

1.0 

1.3 

5.2 

5.2 

32.3 

8.1 

29.4 

9.0 

0.6 

1.3 

0.3 

7.9

7.5 

2.1 

0.4 

0.4 

11.2 

45.2 

10.8 

5.0 

8.7 

-

0.4 

0.4 

03570（％）

≪今回調査≫

【回答は１つ】

女 性（Ｎ=327）

男 性（Ｎ=213）

回答しない・

該当しない（Ｎ=13）

全 体（Ｎ=560）

【回答は１つ】

全 体（Ｎ=555）

女 性（Ｎ=310）

男 性（Ｎ=241）

【自営業主】

全体 11.7％

女性 7.5％

男性 17.5％

【正規雇用者】

全体 45.9％

女性 37.5％

男性 56.4％

【家族従業者】

全体 4.2％

女性 6.5％

男性 0.8％

【非正規雇用者】

全体 36.6％

女性 46.5％

男性 24.5％

【自営業主】

全体 11.9％

女性 7.0％

男性 18.7％

【正規雇用者】

全体 43.4％

女性 37.0％

男性 51.2％

【家族従業者】

全体 3.6％

女性 5.2％

男性 1.4％

【非正規雇用者】

全体 39.0％

女性 48.6％

男性 26.3％

≪前回調査（令和２年）≫
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性別でみると、女性は『非正規雇用者』の割合が 48.6％で男性（26.3％）よりも高く、非正規雇

用の中でも「常勤パートタイマー」が 34.6％と男性の 9.4％より 25.2ポイントも高い。男性は『正

規雇用者』の割合が 51.2％で女性（37.0％）より高く、そのうち「正社員、正職員」（女性 33.0％、

男性 38.5％）は 5.5 ポイント、「会社役員・管理職（課長級以上）」（同 4.0％、12.7％）は 8.7 ポ

イント男性の方が高い。また、『自営業主』（同 7.0％、18.7％）も男性の方が 11.7 ポイント高く、

『家族従業者』（同 5.2％、1.4％）は女性の方が 3.8ポイント高い。 

前回調査と比べると、男性の『正規雇用者』が 5.2ポイント減っており、そのなかでも「正社員・

正職員」が 6.7ポイント減少している。「常勤パートタイマー」は女性で 5.2ポイント、男性で 4.4

ポイント増加している。 

年齢別でみると、「正社員・正職員」は女性では 29 歳以下で 71.4％と高くなっている。30 歳代

から 50歳代でも４割台と比較的高い。女性の 60歳以上では『非正規雇用者』が約５割から６割台

半ばと高い。男性でも 60歳代以上で『非正規雇用』が４割台と高く、29歳以下でも 30.8％と比較

的高い。『自営業主』は男女とも 70歳以上で高い。 

 

図表３－８ 就労形態［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

自
営
業
主

（
農
林
漁
業

）

自
営
業
主

（
商
工
サ
ー

ビ
ス

業

）

自
営
業
主

（
医
師

、
弁
護
士

な
ど
の
自
由
業

）

家
族
従
業
者

（
農
林
漁
業

）

家
族
従
業
者

（
商
工
サ
ー

ビ

ス
業

）

会
社
役
員
・
管
理
職

（
課
長

級
以
上

）

正
社
員
・
正
職
員

契
約
社
員
・
派
遣
社
員

常
勤
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー

臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト

内
職

そ
の
他

無
回
答

『
自
営
業
主

』

『
家
族
従
業
者

』

『
正
規
雇
用
者

』

『
非
正
規
雇
用
者

』

560 26 32 9 4 16 40 203 49 135 34 3 4 5 67 20 243 218 
100.0 4.6 5.7 1.6 0.7 2.9 7.1 36.3 8.8 24.1 6.1 0.5 0.7 0.9 11.9 3.6 43.4 39.0 

女性：29歳以下 21 9.5 - - - - - 71.4 4.8 14.3 - - - - 9.5 - 71.4 19.1 
女性：30歳代 27 7.4 3.7 - - 3.7 - 48.1 3.7 33.3 - - - - 11.1 3.7 48.1 37.0 
女性：40歳代 62 1.6 1.6 - - 1.6 4.8 46.8 8.1 30.6 4.8 - - - 3.2 1.6 51.6 43.5 
女性：50歳代 68 1.5 1.5 - 2.9 5.9 2.9 42.6 7.4 33.8 - - 1.5 - 3.0 8.8 45.5 41.2 
女性：60歳代 90 1.1 3.3 1.1 2.2 3.3 3.3 14.4 12.2 41.1 13.3 1.1 2.2 1.1 5.5 5.5 17.7 66.6 
女性：70歳以上 57 3.5 3.5 8.8 - 7.0 8.8 14.0 1.8 36.8 12.3 1.8 - 1.8 15.8 7.0 22.8 50.9 
男性：29歳以下 13 7.7 - - - - - 61.5 7.7 7.7 15.4 - - - 7.7 - 61.5 30.8 
男性：30歳代 22 4.5 - - - - 9.1 72.7 9.1 - 4.5 - - - 4.5 - 81.8 13.6 
男性：40歳代 33 3.0 15.2 3.0 - 3.0 12.1 51.5 6.1 6.1 - - - - 21.2 3.0 63.6 12.2 
男性：50歳代 39 - 12.8 - - - 25.6 56.4 - - - - - 5.1 12.8 - 82.0 - 
男性：60歳代 54 5.6 11.1 - - - 13.0 24.1 24.1 13.0 7.4 - - 1.9 16.7 - 37.1 44.5 
男性：70歳以上 49 14.3 12.2 2.0 - 4.1 8.2 12.2 12.2 20.4 10.2 2.0 2.0 - 28.5 4.1 20.4 42.8 
回答しない・該当しない 13 15.4 7.7 - - - - 61.5 7.7 7.7 - - - - 23.1 - 61.5 15.4 
無回答 12 16.7 8.3 8.3 - - - 50.0 - 16.7 - - - - 33.3 - 50.0 16.7 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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（３）自営業者の就労状況 

 

・「自分名義の不動産を持っている」「作業や経営計画を最終的に決める権限がある」「自分名

義の預貯金を持っている」などは男性の方が女性より約 12～24 ポイント高い。 

・前回調査に比べ、男女とも「給与・報酬がある」「定期的に休日が取れる」「研修に自由に参加

できる」が減少。男性では「自分名義の不動産を持っている」が約 15 ポイント減少している。 

 

問８付付問１【問８付問１で「１.」～「５.」のいずれかに答えた方におたずねします】 

あなたの就労状況としては、次のどれにあてはまりますか。いくつでも選んでください。 

 

図表３－９ 自営業者の就労状況［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自営業に従事する人の就労状況は「自分名義の預貯金を持っている」が 67.8％、「自分で受け取

って管理できる給与・報酬がある」が 55.2％、「作業計画・経営計画などを最終的に決める権限が

ある」が 43.7％、「定期的に休日を取ることができる」が 42.5％などとなっている。 

性別でみると、すべての項目で男性の割合が女性に比べて高く、特に「自分名義の不動産（土地、

家屋など）を持っている」（女性 17.5％、男性 41.9％）は 24.4ポイント、「作業計画・経営計画な

どを最終的に決める権限がある」（同 32.5％、55.8％）は 23.3 ポイント、「自分名義の預貯金を持

っている」（同 62.5％、74.4％）は 11.9ポイント男性の方が高くなっている。 

自分名義の預貯金を持っている

自分で受け取って管理できる給与・
報酬がある

作業計画・経営計画などを最終的に
決める権限がある

定期的に休日を取ることができる

自分名義の不動産（土地、
家屋など）を持っている

職業上の研修には自由に参加
できる

家族経営協定を結んでいる

その他

あてはまらない

無回答

*前回調査ではなかった項目

67.8

55.2

43.7

42.5

29.9

24.1

-

-

3.4

14.9

62.5

55.0

32.5

40.0

17.5

22.5

-

-

7.5

15.0

74.4

58.1

55.8

46.5

41.9

25.6

-

-

-

14.0

33.3

-

33.3

33.3

-

33.3

-

-

-

33.3

0 40 80 （％）

70.5

62.5

42.0

50.0

37.5

30.7

5.7

*

*

8.0

62.8

60.5

30.2

51.2

16.3

27.9

4.7

*

*

11.6

77.3

65.9

54.5

50.0

56.8

34.1

6.8

*

*

4.5

04080（％）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=88）

女 性（Ｎ=43）

男 性（Ｎ=44）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=40）

男 性（Ｎ=43）

回答しない・

該当しない（Ｎ=3）

全 体（Ｎ=87）
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前回調査と比べると、男女とも「自分で受け取って管理できる給与・報酬がある」が 5.5～7.8ポ

イント、「定期的に休日を取ることができる」が 3.5～11.2ポイント、「職業上の研修には自由に参

加できる」が 5.4～8.5 ポイント減少している。また男性では「自分名義の不動産（土地、家屋な

ど）を持っている」が 14.9ポイントと大きく減少している。 

就労形態別でみると、女性の家族従業者では「自分で受け取って管理できる給与・報酬がある」

「作業計画・経営計画などを最終的に決める権限がある」「自分名義の預貯金を持っている」「自分

名義の不動産（土地、家屋など）を持っている」の割合が男女の自営業主に比べて低い。一方、女

性の自営業主では「定期的に休日を取ることができる」が女性の家族従業者や男性の自営業主より

低く、また「自分名義の不動産（土地、家屋など）を持っている」「作業計画・経営計画などを最終

的に決める権限がある」が男性の自営業主に比べて低い。 

 

図表３－10 自営業者の就労状況［全体、就労形態別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

自
分
で
受
け
取

っ
て
管

理
で
き
る
給
与
・
報
酬

が
あ
る

定
期
的
に
休
日
を
取
る

こ
と
が
で
き
る

職
業
上
の
研
修
に
は
自

由
に
参
加
で
き
る

作
業
計
画
・
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に
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自
分
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の
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を

持

っ
て
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る

自
分
名
義
の
不
動
産

（
土
地

、
家
屋
な
ど
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を
持
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る
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経
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定
を
結
ん

で
い
る

そ
の
他

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

87 48 37 21 38 59 26 - - 3 13 
100.0 55.2 42.5 24.1 43.7 67.8 29.9 - - 3.4 14.9 

女性：自営業主（農林漁業・
商工サービス業・自由業）

23 65.2 34.8 21.7 43.5 69.6 26.1 - - - 21.7 

女性：家族従業者（農林漁
業・商工サービス業）

17 41.2 47.1 23.5 17.6 52.9 5.9 - - 17.6 5.9 

男性：家族従業者（農林漁
業・商工サービス業）

40 60.0 45.0 27.5 57.5 72.5 45.0 - - - 15.0 

男性：家族従業者（農林漁
業・商工サービス業）

3 33.3 66.7 - 33.3 100.0 - - - - - 

回答しない・該当しない 3 - 33.3 33.3 33.3 33.3 - - - - 33.3 

無回答 1 100.0 - - - 100.0 100.0 - - - - 

就
労
形
態
別

標
本
数

全  体
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（４）雇用者の職場環境 

 

現在の職場で女性にとって働きにくい点は「仕事と家庭が両立できる制度が十分整っていない」

「仕事と家庭が両立できる制度があっても、それを利用できる職場の雰囲気でない」「賃金に男

女格差がある」が上位３位。 

 

問８付付問２【問８付問１で「６.」～「10．」のいずれかに答えた方におたずねします】 

今の職場で女性にとって働きにくい点はどのようなことだと思いますか。３つまで選ん

でください。 

 

図表３－11 雇用者の職場環境［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と家庭が両立できる制度が
十分整っていない

仕事と家庭が両立できる制度があっても、
それを利用できる職場の雰囲気ではない

賃金に男女格差がある

能力を正当に評価されない

募集・採用の機会が少ない

補助的な業務や雑用が多い

昇進・昇格に男女格差がある

残業や休日出勤が多い

女性に対する教育訓練機会が少ないため、
能力の向上を図りにくい

結婚や出産時に退職する慣例や
退職するような圧力がかかる

女性が働くことについて、上司や同僚の
認識が低い

管理職に登用されない

中高年女性に退職を促すような圧力が
かかる

その他

特にない

無回答

*前回調査ではなかった項目

23.6 

16.5 

16.1 

12.8 

12.4 

11.7 

8.9 

8.9 

5.4 

4.3 

3.9 

3.3 

2.6 

4.1 

34.1 

5.0 

18.9 

13.2 

14.6 

13.9 

11.4 

9.3 

9.6 

9.6 

3.9 

3.2 

5.0 

2.1 

3.6 

4.3 

36.4 

4.3 

29.7 

20.6 

18.8 

10.9 

14.5 

15.2 

7.9 

7.3 

8.5 

5.5 

2.4 

5.5 

0.6 

4.2 

31.5 

5.5 

60.0 

30.0 

10.0 

20.0 

-

20.0 

10.0 

20.0 

-

10.0 

-

-

-

-

20.0 

-

0 35 70 （％）

27.3 

17.0 

18.6 

16.6 

15.5 

15.5 

12.9 

14.4 

4.6 

4.4 

3.9 

5.9 

3.3 

6.6 

*

19.0 

21.2 

18.8 

17.3 

16.9 

15.8 

13.5 

11.2 

14.6 

3.5 

1.9 

2.7 

3.5 

2.7 

6.9 

*

21.5 

35.9 

14.9 

20.5 

16.4 

15.4 

18.5 

15.4 

14.4 

6.2 

7.7 

5.6 

9.2 

4.1 

6.2 

*

14.4 

03570（％）
≪前回調査（令和２年）≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=458）

女 性（Ｎ=260）

男 性（Ｎ=195）

【回答は３つまで】

女 性（Ｎ=280）

男 性（Ｎ=165）

回答しない・

該当しない（Ｎ=10）

全 体（Ｎ=461）

≪今回調査≫
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雇用者に対して、今の職場が女性にとって働きにくい点をたずねた。「仕事と家庭が両立できる

制度が十分整っていない」が 23.6％で最も高く、次いで「仕事と家庭が両立できる制度があっても、

それを利用できる職場の雰囲気でない」（16.5％）、「賃金に男女格差がある」（16.1％）が１割台半

ば、「能力を正当に評価されない」（12.8％）、「募集・採用の機会が少ない」（12.4％）、「補助的な業

務や雑用が多い」（11.7％）が１割を超えている。 

性別でみると、男性で「仕事と家庭が両立できる制度が十分整っていない」（女性 18.9％、男性

29.7％）が 10.8ポイント、「仕事と家庭が両立できる制度があっても、それを利用できる職場の雰

囲気でない」（同 13.2％、20.6％）が 7.4ポイント、「補助的な業務や雑用が多い」（同 9.3％、15.2％）

が 5.9ポイント女性より高くなっている。「特にない」（同 36.4％、31.5％）は女性の方が 4.9ポイ

ント高い。 

前回調査と比較すると、「仕事と家庭が両立できる制度が十分整っていない」は男女とも減少し、

特に男性では 6.2ポイント減少している。また、「残業や休日出勤が多い」も男女とも 5.0～7.1ポ

イント減っている。 

就労形態別でみると、女性の会社役員・管理職では「募集・採用の機会が少ない」「賃金に男女格

差がある」「能力を正当に評価されない」「仕事と家庭が両立できる制度が十分整っていない」など

が高くなっている。男性の会社役員・管理職でも「仕事と家庭が両立できる制度が十分整っていな

い」が比較的高い。また、男女とも正社員・正職員で「仕事と家庭が両立できる制度があっても、

それを利用できる職場の雰囲気でない」が他の就労形態に比べて高くなっている。 

 

図表３－12 雇用者の職場環境［全体、就労形態別］ 
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461 57 74 54 59 41 15 20 12 25 109 41 76 18 19 157 23 
100.0 12.4 16.1 11.7 12.8 8.9 3.3 4.3 2.6 5.4 23.6 8.9 16.5 3.9 4.1 34.1 5.0 

女性：会社役員・管理職 13 30.8 38.5 - 23.1 7.7 - - - - 46.2 7.7 7.7 - - 38.5 - 

女性：正社員・正職員 108 5.6 13.9 11.1 11.1 15.7 3.7 3.7 1.9 4.6 20.4 13.0 19.4 3.7 7.4 32.4 3.7 

女性：非正規 159 13.8 13.2 8.8 15.1 5.7 1.3 3.1 5.0 3.8 15.7 7.5 9.4 6.3 2.5 39.0 5.0 

男性：会社役員・管理職 27 22.2 14.8 18.5 11.1 11.1 - - 3.7 3.7 37.0 14.8 11.1 - 7.4 33.3 - 

男性：正社員・正職員 82 12.2 22.0 11.0 8.5 3.7 4.9 4.9 - 6.1 30.5 7.3 25.6 4.9 3.7 31.7 4.9 

男性：非正規 56 14.3 16.1 19.6 14.3 12.5 8.9 8.9 - 14.3 25.0 3.6 17.9 - 3.6 30.4 8.9 

回答しない・該当しない 10 - 10.0 20.0 20.0 10.0 - 10.0 - - 60.0 20.0 30.0 - - 20.0 - 

無回答 6 16.7 16.7 16.7 - - - 16.7 16.7 - 16.7 - 33.3 - - 16.7 33.3 

標
本
数

全  体

就
労
形
態
別
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４．育児休業・介護休業制度について 

（１）育児休業・介護休業制度の利用意向 

 

「育児休業制度」「介護休業制度」については女性の約６割、男性の５割台半ばが「利用したい」。

前回調査に比べ男女とも利用意向が高まっている。 

 

問９ 育児や家族の介護を行うために、法律に基づき育児休業や介護休業を取得できる制度が

あります。あなたは、「育児休業制度」や「介護休業制度」を利用することについてどう思

いますか。それぞれ１つ選んでください。現在、必要のない方も必要になった場合を想定

してお答えください。 

 

図表３－13 育児休業・介護休業制度の利用意向［全体、性別］（前回調査比較） 

（ア）育児休業制度 
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前
回
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査

令
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年

今
回
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査

性
別

性
別

58.5

62.0

54.7

71.4

15.7

13.6

19.6

4.8

0.7

0.4

1.2

-

12.7

11.7

14.2

23.8

12.4

12.3

10.4

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

45.6

49.4

40.4

17.0

13.6

22.5

1.0

0.6

1.6

24.6

23.4

26.5

11.8

13.0

9.0

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

利用したい 利用したいが

利用できそうに

ないと思う

利用したくない わからない 無回答

前
回
調
査

令
和
２
年

今
回
調
査

性
別

性
別

60.2

63.8

56.4

71.4

17.9

16.2

20.3

4.8

1.0

0.7

1.4

-

11.5

10.6

12.7

23.8

9.5

8.7

9.2

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

49.8

53.4

44.8

19.6

18.0

23.0

1.2

0.9

1.6

21.0

19.5

23.0

8.4

8.2

7.7

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

利用したい 利用したいが

利用できそうに

ないと思う

利用したくない わからない 無回答
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育児休業制度、介護休業制度の利用意向についてたずねたところ、両制度とも「利用したい」が

約６割に上っている。「利用したいが利用できそうにないと思う」は両制度とも１割台半ばで、「利

用したくない」はわずかである。 

性別でみると、女性は「利用したい」が両制度とも６割を超えているが、男性は５割台半ばで女

性に比べてやや低い。男性は「利用したいが利用できそうにないと思う」が約２割と女性よりも 4.1

～6.0ポイント高くなっている。 

前回調査と比べると、男女とも「利用したい」が育児休業制度で 12.6～14.3 ポイント、介護休

業制度で 10.4～11.6 ポイント増加しており、男女とも育児・介護休業制度の利用意向が高まって

いる。 

年齢別でみると、男女とも 29 歳以下では「利用したい」が育児休業制度で女性 87.9％、男性

75.0％、介護休業制度で女性 72.7％、男性 75.0％と利用意向が高い。また、育児休業制度につい

ては女性の 30 歳代と 40 歳代でも「利用したい」が７割台半ばと高い。一方、「利用したいが利用

できそうにないと思う」は両制度とも女性の 30歳代、男性の 40歳代で２割台半ばから約３割と高

くなっている。 

就労形態別でみると、「利用したい」は女性の正社員・正職員と女性の自営業主で両制度とも７割

を超えている。一方、「利用したいが利用できそうにないと思う」は女性の家族従業者と男性の自営

業主で３割台半ばから４割と高くなっている。 
 

図表３－14 育児休業・介護休業制度の利用意向［全体、年齢別、就労形態別］ 
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1,153 675    181    8       146    143    694    206    11     133    109    
100.0 58.5   15.7   0.7    12.7   12.4   60.2   17.9   1.0    11.5   9.5    

女性：29歳以下 33     87.9   6.1    -       6.1    -       72.7   9.1    -       15.2   3.0    
女性：30歳代 33     75.8   24.2   -       -       -       66.7   30.3   -       3.0    -       
女性：40歳代 73     74.0   17.8   -       5.5    2.7    67.1   27.4   -       2.7    2.7    
女性：50歳代 81     64.2   18.5   -       16.0   1.2    61.7   22.2   -       14.8   1.2    
女性：60歳代 157    65.0   14.6   1.3    10.8   8.3    70.1   15.9   1.3    7.6    5.1    
女性：70歳以上 279    52.7   10.4   0.4    13.6   22.9   59.1   11.1   1.1    12.9   15.8   
男性：29歳以下 16     75.0   12.5   -       12.5   -       75.0   18.8   -       6.3    -       
男性：30歳代 24     58.3   25.0   -       16.7   -       50.0   25.0   4.2    16.7   4.2    
男性：40歳代 40     52.5   30.0   -       10.0   7.5    50.0   32.5   -       10.0   7.5    
男性：50歳代 51     49.0   27.5   -       11.8   11.8   49.0   25.5   -       11.8   13.7   
男性：60歳代 75     52.0   24.0   2.7    17.3   4.0    58.7   22.7   2.7    14.7   1.3    
男性：70歳以上 208    57.2   14.4   1.4    14.4   12.5   59.1   15.9   1.4    13.0   10.6   
回答しない・該当しない 21     71.4   4.8    -       23.8   -       71.4   4.8    -       23.8   -       
無回答 62     33.9   12.9   -       12.9   40.3   37.1   21.0   -       11.3   30.6   
女性：自営業主 23 78.3 21.7 - - - 78.3 17.4 - - 4.3 
女性：家族従業者 17 47.1 35.3 - 17.6 - 52.9 35.3 - 11.8 - 
女性：会社役員・管理職 13 53.8 23.1 - 15.4 7.7 69.2 23.1 - 7.7 - 
女性：正社員・正職員 108 76.9 10.2 - 10.2 2.8 72.2 16.7 - 9.3 1.9 
女性：非正規雇用者 159 65.4 15.7 0.6 8.8 9.4 65.4 20.1 0.6 8.2 5.7 
女性：内職・その他 5 40.0 - - 40.0 20.0 40.0 - - 40.0 20.0 
男性：自営業主 40 35.0 40.0 5.0 10.0 10.0 42.5 35.0 5.0 7.5 10.0 
男性：家族従業者 3 33.3 33.3 - 33.3 - 66.7 33.3 - - - 
男性：会社役員・管理職 27 66.7 25.9 - 7.4 - 63.0 25.9 - 11.1 - 
男性：正社員・正職員 82 63.4 25.6 - 6.1 4.9 62.2 26.8 - 4.9 6.1 
男性：非正規雇用者 56 53.6 14.3 1.8 23.2 7.1 58.9 17.9 1.8 17.9 3.6 
男性：内職・その他 2 100.0 - - - - 100.0 - - - - 
回答しない・該当しない 21 71.4 4.8 - 23.8 - 71.4 4.8 - 23.8 - 
無回答 597 53.8 12.9 0.7 14.1 18.6 56.4 14.7 1.2 13.4 14.2 

（イ）介護休業制度

年
齢
別

就
労
形
態
別

標
本
数

全  体

（ア）育児休業制度
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（２）育児休業・介護休業制度を利用できそうにない、利用したくない理由 

 

育児休業・介護休業制度を利用できそうにない、したくない理由の第１位は、女性は「経済的に

生活が成り立たなくなるから」（45.9％）、男性は「職場に休める雰囲気がないから」（61.0％）。 

 

問９付問１【問９のいずれかで「２．」または「３．」と答えた方におたずねします】 

あなたがそう思う理由は何ですか。３つまで選んでください。 

 

図表３－15 育児休業・介護休業制度を利用できそうにない、利用したくない理由 

［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「育児休業制度」「介護休業制度」を「利用したいが利用できそうにないと思う」「利用したくな

い」と思う理由は、「職場に休める雰囲気がないから」が 49.6％、「経済的に生活が成り立たなくな

るから」が 48.7％と高くなっている。以下、「自分の仕事は代わりの人がいないから」（38.5％）、

「職場にそのような制度があるのかわからないから」（24.4％）などが続く。 

職場に休める雰囲気がないから

経済的に生活が成り立たなく
なるから

自分の仕事は代わりの人が
いないから

職場にそのような制度が
あるのかわからないから

一度休むと元の仕事に
戻れないから

休みをとると勤務評定に
影響するから

家族の協力で、利用しなくても
対応できるから

現在取り組んでいる仕事を
続けたいから

妻、夫など家族や親族の理解が
得られないから

育児や介護は、女性がやるべき
だと思うから

その他

無回答

49.6 

48.7 

38.5 

24.4 

15.0 

11.5 

8.5 

6.4 

3.4 

3.0 

3.4 

6.8 

40.2 

45.9 

31.1 

20.5 

18.9 

9.8 

6.6 

6.6 

4.9 

2.5 

2.5 

9.8 

61.0 
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13.0 
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4.0 

-
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-

-

-
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-

-

-

0 50 100 （％）

56.7 

53.1 

30.3 
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2.0 
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3.9 

3.1 

54.1

55.6
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24.1

18.8

9.0

4.5

2.3

1.5

7.5

5.3

3.0

60.0

50.0

38.3

25.0

10.0

15.0

10.0

8.3

2.5

5.0

2.5

3.3

050100（％）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=254）

女 性（Ｎ=133）

男 性（Ｎ=120）

【回答は３つまで】

女 性（Ｎ=122）

男 性（Ｎ=100）

回答しない・

該当しない（Ｎ=1）

全 体（Ｎ=234）
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性別でみると、女性では「経済的に生活が成り立たなくなるから」が 45.9％、男性は「職場に休

める雰囲気がないから」が 61.0％で第１位となっている。回答率を比較すると、「職場に休める雰

囲気がないから」（女性 40.2％、男性 61.0％）、「経済的に生活が成り立たなくなるから」（同 45.9％、

52.0％）、「自分の仕事は代わりの人がいないから」（同 31.1％、48.0％）、「職場にそのような制度

があるのかわからないから」（同 20.5％、29.0％）など、男性の割合が高い項目が多い。女性の方

が高いのは「一度休むと元の仕事に戻れないから」（同 18.9％、9.0％）である。 

前回調査と比べると、女性では「職場に休める雰囲気がないから」が 13.9ポイント、「経済的に

生活が成り立たなくなるから」が 9.7 ポイント減っているが、男性ではほぼ変化がない。「自分の

仕事は代わりの人がいないから」は男女とも 8.5～9.7ポイント増加している。 

年齢別でみると、「経済的に生活が成り立たなくなるから」は男女とも 40歳代で約７割と高くな

っている。男性の 30歳代では「職場に休める雰囲気がないから」「自分の仕事は代わりの人がいな

いから」「職場にそのような制度があるのかわからないから」が約７割と高い。また、女性の 60歳

代では「自分の仕事は代わりの人がいないから」が４割台半ばと比較的高くなっている。 

就労形態別でみると、男性の正社員・正職員、非正規雇用者では「職場に休める雰囲気がないか

ら」が７割台半ばと高い。「経済的に生活が成り立たなくなるから」は男性の自営業主と正社員・正

職員、女性の正社員・正職員などで高くなっている。 
 

図表３－16 育児休業・介護休業制度を利用できそうにない、利用したくない理由 

［全体、年齢別、就労形態別］ 
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234    114    116    27     90     35     15     8       20     57     7       8       16     
100.0 48.7   49.6   11.5   38.5   15.0   6.4    3.4    8.5    24.4   3.0    3.4    6.8    

女性：29歳以下 3       33.3   66.7   66.7   33.3   33.3   -       -       -       33.3   -       33.3   -       
女性：30歳代 10     50.0   30.0   30.0   20.0   20.0   -       10.0   -       20.0   -       -       -       
女性：40歳代 20     70.0   45.0   10.0   20.0   15.0   5.0    5.0    -       30.0   -       5.0    -       
女性：50歳代 19     52.6   42.1   15.8   21.1   10.5   -       -       5.3    15.8   -       -       10.5   
女性：60歳代 29     44.8   41.4   6.9    44.8   24.1   13.8   -       13.8   13.8   -       -       3.4    
女性：70歳以上 40     32.5   37.5   -       35.0   20.0   7.5    10.0   7.5    22.5   7.5    2.5    20.0   
男性：29歳以下 3       66.7   66.7   -       66.7   -       -       -       -       33.3   -       -       -       
男性：30歳代 7       28.6   71.4   -       71.4   -       14.3   -       14.3   71.4   14.3   -       -       
男性：40歳代 14     71.4   64.3   28.6   28.6   7.1    7.1    -       7.1    35.7   -       -       7.1    
男性：50歳代 15     60.0   60.0   20.0   53.3   -       -       6.7    6.7    13.3   -       -       -       
男性：60歳代 21     66.7   57.1   9.5    57.1   19.0   4.8    -       4.8    4.8    -       14.3   4.8    
男性：70歳以上 39     35.9   61.5   10.3   41.0   10.3   10.3   2.6    17.9   38.5   5.1    5.1    5.1    
回答しない・該当しない 1       100.0 -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       
無回答 13     46.2   46.2   15.4   38.5   23.1   -       -       7.7    23.1   7.7    -       7.7    
女性：自営業主 5       18.2   -       -       27.3   -       -       -       -       18.2   -       9.1    -       
女性：家族従業者 6       33.3   50.0   16.7   66.7   -       -       -       33.3   -       -       -       -       
女性：会社役員・管理職 3       33.3   -       -       100.0 -       -       -       -       -       -       33.3   -       
女性：正社員・正職員 18     61.1   50.0   11.1   27.8   -       5.6    5.6    -       22.2   -       -       5.6    
女性：非正規雇用者 35     51.4   34.3   17.1   25.7   25.7   11.4   2.9    2.9    20.0   -       -       -       
女性：内職・その他 -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       
男性：自営業主 18     83.3   27.8   5.6    77.8   16.7   5.6    5.6    16.7   -       -       5.6    -       
男性：家族従業者 1       100.0 100.0 -       -       -       -       -       -       100.0 -       -       -       
男性：会社役員・管理職 8       12.5   37.5   12.5   50.0   -       12.5   -       25.0   25.0   -       -       12.5   
男性：正社員・正職員 24     66.7   75.0   16.7   54.2   -       8.3    -       8.3    41.7   -       -       -       
男性：非正規雇用者 12     33.3   75.0   16.7   41.7   25.0   8.3    -       8.3    8.3    8.3    16.7   -       
男性：内職・その他 -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       
回答しない・該当しない 1       100.0 -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       -       
無回答 103    40.8   54.4   9.7    29.1   19.4   4.9    4.9    8.7    29.1   5.8    2.9    13.6   

年
齢
別

就
労
形
態
別

標
本
数

全  体
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５．「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度 

 

「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」は理想では 26.3％だが、実際の生活では

4.1％、「仕事を優先」の理想は 2.1％に対し、実際は 21.9％と理想と実際の差が大きい。 

 

問 10 あなたの生活における｢仕事｣「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について、おた

ずねします。（ア）実際の生活、（イ）理想の生活のそれぞれについて１つ選んでください。 

 

（ア）実際の生活 

図表３－17 実際の「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について実際と理想のそれぞれについてたず

ねた。 

実際の生活では、「仕事と家庭生活をともに優先」が 28.4％、「家庭生活を優先」が 23.2％、「仕

事を優先」が 21.9％などとなっている。「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」は 4.1％

とわずかである。 

性別でみると、女性は「仕事と家庭生活をともに優先」（女性 30.5％、男性 25.2％）や「家庭生

活を優先」（同 27.5％、16.3％）などが男性よりも 5.3～11.2ポイント高く、男性は「仕事を優先」

（同 17.8％、28.5％）が女性より 10.7ポイント高い。 

前回調査と比べると、男性で「仕事を優先」が 5.4ポイント減少している。 
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（イ）理想の生活 

図表３－18 理想の「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、理想の生活では「仕事と家庭生活をともに優先」が 26.7％、「仕事と家庭生活と地域・個

人の生活をともに優先」が 26.3％、「家庭生活を優先」が 15.9％で、仕事以外の生活を優先したい

との回答が多くなっており、「仕事を優先」は 2.1％にとどまる。 

性別でみると、女性は「仕事と家庭生活をともに優先」（女性 28.0％、男性 23.1％）が男性より

4.9ポイント高く、男性は「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」（同 24.1％、31.8％）

が女性より 7.7ポイント高い。 

前回調査と比べ、男女とも大きな変化はみられない。 
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年齢別でみると、実際の生活については男性の 30歳代から 50歳代で「仕事を優先」が約４割か

ら５割と高くなっている。女性の 30歳代では「家庭生活を優先」が 45.5％と高い。 

理想の生活については、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」は女性の 29歳以下

と男性の 30 歳代で４割台と高い。女性の 30 歳代と 40 歳代では「家庭生活を優先」が約３割と比

較的高く、また 30歳代では「仕事と家庭生活をともに優先」も 39.4％と高くなっている。 

配偶関係別でみると、実際の生活については共働きの女性では「仕事と家庭生活をともに優先」

が 48.1％と最も高いが、男性は「仕事を優先」が 39.3％で最も高い。理想の生活については、女性

の共働きでは「仕事と家庭生活をともに優先」（32.3％）、「家庭生活を優先」（28.5％）が、男性で

は「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」（33.7％）、「仕事と家庭生活をともに優先」

（32.6％）がそれぞれ約３割と高くなっている。 

 

図表３－19 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度［全体、年齢別、配偶関係別］ 
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1,153 252   268   50     327   52     61     47     96     24     183   48     308   69     107   303   111   
100.0 21.9  23.2  4.3    28.4  4.5    5.3    4.1    8.3    2.1    15.9  4.2    26.7  6.0    9.3    26.3  9.6    

女性：29歳以下 33     15.2  30.3  9.1    30.3  6.1    -       6.1    3.0    3.0    12.1  3.0    24.2  9.1    6.1    42.4  -       
女性：30歳代 33     18.2  45.5  -       33.3  3.0    -       -       -       -       30.3  -       39.4  3.0    9.1    18.2  -       
女性：40歳代 73     26.0  26.0  1.4    39.7  1.4    1.4    1.4    2.7    -       31.5  2.7    32.9  2.7    1.4    24.7  4.1    
女性：50歳代 81     29.6  24.7  -       35.8  1.2    2.5    3.7    2.5    11.1  16.0  1.2    39.5  4.9    4.9    19.8  2.5    
女性：60歳代 157   15.9  25.5  3.8    35.7  5.1    5.1    5.1    3.8    1.3    19.1  4.5    29.3  7.6    7.6    26.8  3.8    
女性：70歳以上 279   13.6  28.0  6.1    24.0  3.6    7.2    3.6    14.0  0.7    12.2  4.7    22.6  7.9    14.0  22.2  15.8  
男性：29歳以下 16     31.3  12.5  18.8  18.8  12.5  6.3    -       -       -       18.8  6.3    25.0  -       18.8  31.3  -       
男性：30歳代 24     50.0  4.2    -       37.5  4.2    4.2    -       -       4.2    16.7  4.2    25.0  -       4.2    45.8  -       
男性：40歳代 40     37.5  15.0  7.5    22.5  12.5  5.0    -       -       2.5    20.0  5.0    32.5  2.5    5.0    30.0  2.5    
男性：50歳代 51     39.2  3.9    -       31.4  2.0    -       7.8    15.7  2.0    11.8  3.9    25.5  3.9    5.9    31.4  15.7  
男性：60歳代 75     24.0  18.7  4.0    34.7  8.0    -       6.7    4.0    1.3    14.7  4.0    25.3  6.7    9.3    34.7  4.0    
男性：70歳以上 208   24.0  21.2  5.3    19.7  4.8    9.6    5.8    9.6    2.9    12.0  4.8    20.2  6.7    11.5  30.3  11.5  
回答しない・該当しない 21     28.6  33.3  4.8    23.8  4.8    -       4.8    -       -       19.0  4.8    42.9  -       9.5    23.8  -       
無回答 62     14.5  16.1  3.2    25.8  4.8    9.7    1.6    24.2  -       12.9  6.5    25.8  4.8    6.5    11.3  32.3  
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158   14.6  24.1  1.3    48.1  1.9    1.3    5.7    3.2    0.6    28.5  1.3    32.3  4.4    5.1    22.2  5.7    

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209   16.7  38.3  3.8    20.1  2.9    8.6    2.9    6.7    1.9    13.9  4.8    28.2  6.7    14.4  23.0  7.2    

女性：配偶者はいない（離別） 74     25.7  16.2  2.7    40.5  5.4    1.4    5.4    2.7    1.4    23.0  2.7    31.1  9.5    4.1    23.0  5.4    
女性：配偶者はいない（死別） 111   9.0    27.0  6.3    23.4  6.3    7.2    2.7    18.0  0.9    10.8  5.4    18.9  6.3    13.5  26.1  18.0  
女性：結婚していない 88     31.8  21.6  8.0    27.3  2.3    1.1    2.3    5.7    8.0    9.1    5.7    31.8  9.1    4.5    28.4  3.4    
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89     39.3  10.1  -       37.1  3.4    2.2    4.5    3.4    2.2    16.9  -       32.6  3.4    6.7    33.7  4.5    

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173   23.7  20.2  5.8    22.0  5.8    9.8    5.8    6.9    4.0    15.0  5.8    21.4  5.2    10.4  30.1  8.1    

男性：配偶者はいない（離別） 28     32.1  17.9  3.6    21.4  21.4  -       -       3.6    -       14.3  3.6    25.0  10.7  10.7  32.1  3.6    
男性：配偶者はいない（死別） 28     7.1    28.6  10.7  25.0  3.6    3.6    10.7  10.7  -       3.6    14.3  10.7  -       14.3  42.9  14.3  
男性：結婚していない 88     35.2  12.5  6.8    20.5  5.7    4.5    4.5    10.2  1.1    11.4  4.5    22.7  6.8    10.2  33.0  10.2  
回答しない・該当しない 21     28.6  33.3  4.8    23.8  4.8    -       4.8    -       -       19.0  4.8    42.9  -       9.5    23.8  -       
無回答 86     15.1  16.3  3.5    25.6  4.7    8.1    1.2    25.6  -       14.0  3.5    24.4  5.8    5.8    14.0  32.6  

配
偶
関
係
別

（ア）実際の生活 （イ）理想の生活

標
本
数
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年
齢
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６．ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を実現するための条件整備 

 

ワーク・ライフ・バランスのための条件整備の第１位は「育児休業・介護休業制度を利用しやす

い職場環境をつくること」が約４割、第２位は「育児休業・介護休業中の経済的支援の充実」、第

３位は「給与などの男女間格差をなくすこと」がそれぞれ３割台半ば。 

 

問 11 性別にかかわりなく「仕事」と「家庭生活」「地域・個人の生活」を充実させる「ワーク･

ライフ･バランス」（仕事と生活の調和）を実現するためには、どのような条件整備が必要だ

と思いますか。３つまで選んでください。 

 

図表３－20 ワーク・ライフ・バランスのための条件整備［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替要員の確保など、育児休業・
介護休業制度を利用しやすい職場

環境をつくること

育児休業・介護休業中の賃金
その他の経済的支援を充実すること

給与などの男女間格差をなくすこと

女性が働くことに対して、家族や
周囲の理解と協力があること

残業時間を減らすなど、年間
労働時間を短縮すること

育児や介護のために退職した
社員（職員）をもとの職場で再雇用す

る制度を導入すること

在宅勤務やフレックスタイム制度な
ど、柔軟な勤務制度を導入すること

職場の意識改革などについて、
行政が企業に積極的な働きかけを

すること

延長保育や学童保育など
保育サービスを充実すること

その他

わからない

無回答

39.7

35.0

34.4

26.4

25.9

22.6

20.8

19.9

14.2

1.5

4.6

8.0

37.6

32.6

33.7

31.7

24.6

23.7

21.3

17.7

14.5

0.9

4.8

7.6

42.9

39.4

36.3

18.6

28.3

21.2

20.3

23.3

13.4

2.1

4.7

7.8

38.1

28.6

33.3

14.3

33.3

19.0

33.3

23.8

19.0

4.8

-

-

0 25 50 （％）

39.1

32.8

31.8

29.4

25.9

20.9

17.2

19.0

15.7

1.5

-

7.1

39.6

32.7

31.3

33.7

24.8

21.7

18.0

16.7

17.3

1.1

-

6.5

39.2

33.6

33.6

23.4

27.8

19.7

16.5

22.5

13.5

1.9

-

7.0

02550（％）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=1,096）

女 性（Ｎ=646）

男 性（Ｎ=431）
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男女がともに「仕事」と「家庭生活」「地域・個人の生活」を充実させるため必要な条件整備とし

ては、「代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境をつくること」が

39.7％で最も高く、次いで「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援を充実すること」が

35.0％、「給与などの男女間格差をなくすこと」が 34.4％、「女性が働くことに対して、家族や周囲

の理解と協力があること」が 26.4％、「残業時間を減らすなど、年間労働時間を短縮すること」が

25.9％などとなっている。 

性別でみると、女性は「女性が働くことに対して、家族や周囲の理解と協力があること」（女性

31.7％、男性 18.6％）が男性より 13.1 ポイント高くなっている。男性は「代替要員の確保など、

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境をつくること」（同 37.6％、42.9％）、「育児休業・

介護休業中の賃金その他の経済的支援を充実すること」（同 32.6％、39.4％）、「職場の意識改革な

どについて、行政が企業に積極的な働きかけをすること」（同 17.7％、23.3％）が女性よりも 5.3

～6.8ポイント高くなっている。 

前回調査と比べると、女性はあまり変化がないが、男性で「育児休業・介護休業中の賃金その他

の経済的支援を充実すること」が 5.8 ポイント増加した一方、「女性が働くことに対して、家族や

周囲の理解と協力があること」が 4.8ポイント減少している。 
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年齢別でみると、男性の 29 歳以下では「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援を充

実すること」が 75.0％と目立って高い。女性の 29 歳以下では「給与などの男女間格差をなくすこ

と」が 51.5％と高い。女性の 30 歳代では「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援を充

実すること」（45.5％）や「在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入するこ

と」（39.4％）が約４割から４割台半ばと高く、「残業時間を減らすなど、年間労働時間を短縮する

こと」（36.4％）や「育児や介護のために退職した社員（職員）をもとの職場で再雇用する制度を導

入すること」（33.3％）も比較的高い。女性の 40歳代では「代替要員の確保など、育児休業・介護

休業制度を利用しやすい職場環境をつくること」が 45.2％と高く、60 歳以上の女性では「女性が

働くことに対して、家族や周囲の理解と協力があること」が３割台半ばと高くなっている。 

配偶関係別でみると、男性の共働きでは「代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用

しやすい職場環境をつくること」が 49.4％と高くなっている。共働きでない場合、男性は「給与な

どの男女間格差をなくすこと」（42.8％）が、女性は「女性が働くことに対して、家族や周囲の理解

と協力があること」（34.9％）が比較的高くなっている。 

 

図表３－21 ワーク・ライフ・バランスのための条件整備［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

給
与
な
ど
の
男
女
間
格
差
を
な
く
す

こ
と

残
業
時
間
を
減
ら
す
な
ど

、
年
間
労

働
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と

代
替
要
員
の
確
保
な
ど

、
育
児
休

業
・
介
護
休
業
制
度
を
利
用
し
や
す

い
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と

育
児
や
介
護
の
た
め
に
退
職
し
た
社

員

（
職
員

）
を
も
と
の
職
場
で
再
雇

用
す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

育
児
休
業
・
介
護
休
業
中
の
賃
金
そ

の
他
の
経
済
的
支
援
を
充
実
す
る
こ

と 延
長
保
育
や
学
童
保
育
な
ど
保
育

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と

在
宅
勤
務
や
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

度
な
ど

、
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
導
入

す
る
こ
と

女
性
が
働
く
こ
と
に
対
し
て

、
家
族

や
周
囲
の
理
解
と
協
力
が
あ
る
こ
と

職
場
の
意
識
改
革
な
ど
に
つ
い
て

、

行
政
が
企
業
に
積
極
的
な
働
き
か
け

を
す
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 397 299 458 261 403 164 240 304 230 17 53 92 
100.0 34.4 25.9 39.7 22.6 35.0 14.2 20.8 26.4 19.9 1.5 4.6 8.0 

女性：29歳以下 33     51.5 27.3 24.2 15.2 39.4 21.2 36.4 21.2 18.2 - 6.1 - 
女性：30歳代 33     27.3 36.4 39.4 33.3 45.5 6.1 39.4 24.2 30.3 - 3.0 - 
女性：40歳代 73     24.7 28.8 45.2 24.7 32.9 8.2 28.8 23.3 11.0 2.7 5.5 2.7 
女性：50歳代 81     35.8 21.0 39.5 19.8 32.1 17.3 27.2 23.5 19.8 4.9 4.9 3.7 
女性：60歳代 157    36.3 24.8 38.9 24.8 36.3 15.9 19.7 36.3 20.4 - 4.5 3.8 
女性：70歳以上 279    31.9 22.9 35.5 24.0 28.7 15.1 15.4 36.6 16.1 - 4.7 13.3 
男性：29歳以下 16     43.8 31.3 37.5 12.5 75.0 12.5 43.8 6.3 31.3 - - - 
男性：30歳代 24     25.0 16.7 54.2 16.7 54.2 25.0 8.3 20.8 25.0 4.2 8.3 - 
男性：40歳代 40     35.0 35.0 40.0 20.0 35.0 17.5 22.5 12.5 32.5 2.5 2.5 2.5 
男性：50歳代 51     27.5 33.3 47.1 19.6 21.6 11.8 37.3 7.8 17.6 5.9 3.9 9.8 
男性：60歳代 75     41.3 38.7 45.3 25.3 46.7 14.7 22.7 12.0 24.0 - 2.7 1.3 
男性：70歳以上 208    38.9 24.0 41.8 22.6 38.5 12.0 15.4 24.5 23.1 1.9 6.3 9.6 
回答しない・該当しない 21     33.3 33.3 38.1 19.0 28.6 19.0 33.3 14.3 23.8 4.8 - - 
無回答 62     29.0 17.7 38.7 17.7 27.4 11.3 8.1 25.8 14.5 1.6 3.2 27.4 
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158    30.4 22.2 42.4 18.4 39.2 14.6 22.2 28.5 15.2 2.5 4.4 4.4 

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209    34.9 29.2 40.2 27.3 33.0 16.3 23.4 34.9 15.3 0.5 2.4 7.7 

女性：配偶者はいない（離別） 74     36.5 20.3 41.9 27.0 36.5 10.8 25.7 25.7 31.1 1.4 1.4 4.1 
女性：配偶者はいない（死別） 111    29.7 20.7 29.7 27.9 26.1 12.6 13.5 41.4 13.5 - 4.5 14.4 
女性：結婚していない 88     39.8 25.0 31.8 19.3 28.4 15.9 27.3 25.0 22.7 - 11.4 4.5 
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89     38.2 29.2 49.4 23.6 37.1 20.2 25.8 12.4 20.2 3.4 3.4 2.2 

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173    42.8 28.9 46.2 23.1 41.0 9.8 17.9 21.4 22.5 2.3 3.5 7.5 

男性：配偶者はいない（離別） 28     21.4 25.0 46.4 28.6 57.1 25.0 17.9 21.4 35.7 - - - 
男性：配偶者はいない（死別） 28     35.7 10.7 32.1 21.4 32.1 14.3 17.9 35.7 35.7 - 7.1 10.7 
男性：結婚していない 88     30.7 36.4 36.4 15.9 38.6 11.4 25.0 11.4 22.7 2.3 6.8 9.1 
回答しない・該当しない 21     33.3 33.3 38.1 19.0 28.6 19.0 33.3 14.3 23.8 4.8 - - 
無回答 86     26.7 20.9 33.7 16.3 25.6 12.8 5.8 25.6 16.3 1.2 9.3 23.3 

標
本
数

全  体

年
齢
別

配
偶
関
係
別
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第４章 地域活動について 

１．地域の役職に推薦された場合の対処 

 

地域の役職に推薦された場合、女性の「引き受ける」は１割台半ばから２割台半ばと男性の「引

き受けることをすすめる」よりも低い。前回調査に比べ、男女とも「引き受ける（「引き受けることを

すすめる」）がやや減少している。 

 

問 12 次の（ア）～（エ）の地域の役職について、女性は自分自身が、男性は妻など身近な

女性が推薦されたとしたら、あなたはどう思いますか。それぞれ１つ選んでください。 

 

図表４－１（１） 地域の役職に女性が推薦された場合の対処［全体、性別］（前回調査比較） 
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令
和
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年
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別
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20.7

29.0

19.0

65.0

68.6

60.1

81.0

11.5

10.8

10.8

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

29.6

26.5

34.3

58.1

61.9

53.4

12.3

11.6

12.3

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
子
ど
も
会
会
長

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

17.9

14.1

24.3

14.3

70.5

74.9

64.9

85.7

11.6

11.1

10.8

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

21.2

17.3

27.6

67.1

71.5

61.0

11.8

11.1

11.4

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

行
政
区
長

引き受ける

(引き受けることを

すすめる)

断る

(断ることをす

すめる)

無回答
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図表４－１（２） 地域の役職に女性が推薦された場合の対処［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の役職に推薦された場合（男性は妻など身近な女性が推薦された場合）の対処について、「Ｐ

ＴＡ会長、子ども会会長」「行政区長」「行政区の役員」「市の審議会や委員会のメンバー」について

たずねた。 

「引き受ける（引き受けることをすすめる）」が高い順に、「行政区の役員」が 28.8％、「市の審

議会や委員会のメンバー」が 24.1％、「ＰＴＡ会長、子ども会会長」が 23.5％、「行政区長」が 17.9％

となっている。いずれの役職も「断る（断ることをすすめる）」が約６割から７割に上っている。 

性別でみると、「ＰＴＡ会長、子ども会会長」（女性 20.7％、男性 29.0％）、「行政区長」（同 14.1％、

24.3％）、「行政区の役員」（同 24.6％、36.8％）、「市の審議会や委員会のメンバー」（同 19.9％、

31.8％）のいずれの役職についても「引き受ける（引き受けることをすすめる）」は男性の方が女性

より 8.3～12.2ポイント高くなっている。 

前回調査と比べると、いずれの役職についても男女とも「引き受ける（引き受けることをすすめ

る）」が減少しており、特に「市の審議会や委員会のメンバー」は 4.9～5.5 ポイント減っている。 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

28.8

24.6

36.8

19.0

61.0

65.9
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全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

32.5

28.9

38.7

57.0

61.3

51.3

10.5

9.8

10.0

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

行
政
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の
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査
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回
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和
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年

性
別
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19.9

31.8

19.0

64.5

69.3

57.5

81.0

11.4

10.8

10.6

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

29.6

25.4

36.7

58.9

63.6

52.7

11.5

11.0

10.7

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

市
の
審
議
会
や
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

引き受ける

(引き受けることを

すすめる)

断る

(断ることをす

すめる)

無回答
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年齢別で「引き受ける（引き受けることをすすめる）」の割合をみると、「ＰＴＡ会長、子ども会

会長」は女性では 29歳以下で 33.3％、男性でも 29歳以下で 56.3％と高い。「行政区長」は女性で

は 60 歳以上で１割台半ば、男性では 29歳以下で 43.8％となっている。「行政区の役員」は女性の

60 歳以上で約３割、男性の 29 歳以下と 60 歳以上で約４割に上る。「市の審議会や委員会のメンバ

ー」は女性の 29 歳以下と 60歳以上で２割台、男性では 29歳以下で 43.8％と高く、それ以外の年

代でも約３割となっている。 

 

図表４－２ 地域の役職に推薦された場合の対処［全体、年齢別］ 
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無
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答
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き
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る

(
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き
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け
る
こ

と
を
す
す
め
る

)

断
る

(

断
る
こ
と
を

す
す
め
る

)

無
回
答

1,153 271 749 133 206 813 134 
100.0 23.5 65.0 11.5 17.9 70.5 11.6 

女性：29歳以下 33       33.3 66.7 - 12.1 87.9 - 
女性：30歳代 33       12.1 84.8 3.0 6.1 90.9 3.0 
女性：40歳代 73       19.2 79.5 1.4 12.3 84.9 2.7 
女性：50歳代 81       14.8 79.0 6.2 7.4 87.7 4.9 
女性：60歳代 157      24.8 70.1 5.1 17.8 76.4 5.7 
女性：70歳以上 279      20.8 59.9 19.4 15.8 64.5 19.7 
男性：29歳以下 16       56.3 43.8 - 43.8 56.3 - 
男性：30歳代 24       29.2 70.8 - 25.0 75.0 - 
男性：40歳代 40       27.5 70.0 2.5 25.0 72.5 2.5 
男性：50歳代 51       29.4 56.9 13.7 21.6 64.7 13.7 
男性：60歳代 75       26.7 69.3 4.0 25.3 69.3 5.3 
男性：70歳以上 208      29.3 55.8 14.9 24.0 61.5 14.4 
回答しない・該当しない 21       19.0 81.0 - 14.3 85.7 - 
無回答 62       9.7 54.8 35.5 11.3 54.8 33.9 
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(

引
き
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け
る
こ

と
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め
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)

断
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(
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こ
と
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る

)

無
回
答

引
き
受
け
る

(

引
き
受
け
る
こ

と
を
す
す
め
る

)

断
る

(

断
る
こ
と
を

す
す
め
る

)

無
回
答

1,153 332 703 118 278 744 131 
100.0 28.8 61.0 10.2 24.1 64.5 11.4 

女性：29歳以下 33       18.2 81.8 - 24.2 75.8 - 
女性：30歳代 33       6.1 90.9 3.0 12.1 84.8 3.0 
女性：40歳代 73       17.8 79.5 2.7 17.8 79.5 2.7 
女性：50歳代 81       16.0 79.0 4.9 18.5 75.3 6.2 
女性：60歳代 157      30.6 64.3 5.1 21.0 72.6 6.4 
女性：70歳以上 279      28.7 54.5 16.8 21.5 60.2 18.3 
男性：29歳以下 16       43.8 56.3 - 43.8 56.3 - 
男性：30歳代 24       29.2 70.8 - 29.2 70.8 - 
男性：40歳代 40       32.5 65.0 2.5 32.5 65.0 2.5 
男性：50歳代 51       31.4 54.9 13.7 29.4 56.9 13.7 
男性：60歳代 75       37.3 58.7 4.0 33.3 61.3 5.3 
男性：70歳以上 208      40.9 46.6 12.5 32.7 53.4 13.9 
回答しない・該当しない 21       19.0 81.0 - 19.0 81.0 - 
無回答 62       16.1 53.2 30.6 9.7 56.5 33.9 

全  体

年
齢
別

標
本
数

ＰＴＡ会長、子ども会会長 行政区長

全  体

年
齢
別

標
本
数

行政区の役員
市の審議会や委員会の

メンバー
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２．地域の役職を断る理由 

 

地域の役職を断る理由は「責任が重いから」「役職につく知識や経験がないから」が上位。「ＰＴ

Ａ会長、子ども会会長」「行政区長」は「責任が重いから」、「行政区の役員」「市の審議会や委員

会のメンバー」は「役職につく知識や経験がないから」が第 1 位の理由。 

 

問 12 また、「２．断る（断ることをすすめる）」を選んだ方はその理由についてもご記入く

ださい。（下記【断る理由】の中から１つ選び、番号を記入してください） 

 

（ア）ＰＴＡ会長、子ども会会長 

図表４－３ ＰＴＡ会長、子ども会会長の役職を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任が重いから

役職につく知識や経験がないから

家事・育児や介護に支障がでるから

仕事に支障が出るから

家族の協力が得られないから

女性が役職につくことを快く思わない
社会通念があるから

女性には向いていないから

その他

無回答

*前回調査ではなかった項目

27.8 

19.1 

17.5 

14.4 

5.9 

4.4 

1.5 

7.3 

2.1 

29.0 

20.3 

16.2 

14.8 

5.5 

3.7 

1.7 

7.0 

1.7 

25.9 

18.0 

17.6 

14.9 

5.9 

6.3 

0.8 

7.5 

3.1 

23.5 

-

23.5 

11.8 

17.6 

-

5.9 

17.6 

-

0 20 40 （％）

31.9

25.6

18.8

*

6.9

4.4

0.9

8.5

3.0

31.5

25.5

21.3

*

7.3

5.3

1.0

5.5

2.8

33.0

25.7

15.2

*

6.1

2.6

0.9

13.5

3.0

02040（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は１つ】

全 体（Ｎ=637）

女 性（Ｎ=400）

男 性（Ｎ=230）

【回答は１つ】

女 性（Ｎ=458）

男 性（Ｎ=255）

回答しない・

該当しない（Ｎ=17）

全 体（Ｎ=749）
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（イ）行政区長 

図表４－４ 行政区長の役職を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任が重いから

役職につく知識や経験がないから

家事・育児や介護に支障がでるから

仕事に支障が出るから

女性が役職につくことを快く思わない
社会通念があるから

家族の協力が得られないから

女性には向いていないから

その他

無回答

*前回調査ではなかった項目

31.1 

25.0 

12.8 

12.3 

5.4 

3.7 

1.6 

6.2 

2.0 

31.4 

27.4 

10.8 

12.2 

5.6 

3.2 

1.8 

6.0 

1.6 

30.2 

22.5 

14.9 

13.1 

5.1 

4.4 

1.5 

5.8 

2.5 

38.9 

5.6 

22.2 

11.1 

-

5.6 

-

16.7 

-

0 20 40 （％）

33.5

28.8

14.0

*

7.5

3.5

2.4

7.2

3.0

31.6

30.3

15.6

*

8.9

3.7

2.2

4.8

3.0

36.9

27.0

11.4

*

4.9

2.7

3.0

11.4

2.7

02040（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は１つ】

全 体（Ｎ=735）

女 性（Ｎ=462）

男 性（Ｎ=263）

【回答は１つ】

女 性（Ｎ=500）

男 性（Ｎ=275）

回答しない・

該当しない（Ｎ=18）

全 体（Ｎ=813）
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（ウ）行政区の役員 

図表４－５ 行政区の役員の役職を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職につく知識や経験がないから

責任が重いから

家事・育児や介護に支障がでるから

仕事に支障が出るから

女性が役職につくことを快く思わない
社会通念があるから

家族の協力が得られないから

女性には向いていないから

その他

無回答

*前回調査ではなかった項目

27.0 

24.3 

14.9 

14.1 

4.3 

3.7 

2.4 

7.0 

2.3 

29.3 

24.3 

13.0 

14.1 

4.3 

3.4 

3.2 

6.6 

1.8 

25.1 

22.5 

16.7 

15.4 

4.4 

4.4 

0.9 

7.5 

3.1 

-

41.2 

23.5 

11.8 

-

-

5.9 

17.6 

-

0 25 50 （％）

30.2

30.4

17.1

*

4.3

4.6

1.6

8.0

3.5

31.8

28.3

19.2

*

5.6

4.8

1.8

5.1

3.3

28.1

34.4

13.6

*

2.3

3.6

1.4

13.1

3.6

02550（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は１つ】

女 性（Ｎ=440）

男 性（Ｎ=227）

回答しない・

該当しない（Ｎ=17）

全 体（Ｎ=703）

【回答は１つ】

全 体（Ｎ=625）

女 性（Ｎ=396）

男 性（Ｎ=221）
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（エ）市の審議会や委員会のメンバー 

図表４－６ 市の審議会や委員会のメンバーの役職を断る理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の役職に推薦された場合「断る（断ることをすすめる）」と回答した人にその理由をたずね

た。いずれの役職についても、「責任が重いから」と「役職につく知識や経験がないから」が約２割

から３割で第１位、第２位の理由となっているが、「責任が重いから」は「ＰＴＡ会長、子ども会会

長」「行政区長」という「長」がつく役職で第１位となっており、「長」がつかない「行政区の役員」

「市の審議会や委員会のメンバー」では「役職につく知識や経験がないから」が第１位となってい

る。 

性別でみると、女性はいずれの役職も「役職につく知識や経験がないから」が男性より高く、男

性は「家事や育児に支障がでるから」の理由が女性より高い。 

前回調査と比べると、今回調査では「仕事に支障が出るから」という選択肢を新たに設けたため

厳密な比較はできないが、全体的な傾向としては男女ともあまり大きな変化はみられない。 

年齢別でみると、いずれの役職でも「責任が重いから」は女性の 29歳以下で、「役職につく知識

や経験がないから」は女性の 29 歳以下と 70 歳以上で、「家事・育児や介護に支障がでるから」は

女性の 30歳代と男性の 29歳以下で高い傾向がみられる。 

配偶関係別では、男性の共働きで「仕事に支障が出るから」がやや高い傾向がみられる。また、

女性の共働きでは「家事・育児や介護に支障がでるから」が共働きでない場合に比べて高くなって

いる。 

役職につく知識や経験がないから

責任が重いから

仕事に支障が出るから

家事・育児や介護に支障がでるから

家族の協力が得られないから

女性が役職につくことを快く思わない
社会通念があるから

女性には向いていないから

その他

無回答

*前回調査ではなかった項目

28.4 

28.4 

14.2 

12.5 

4.2 

3.2 

0.9 

6.0 

2.2 

30.0 

29.6 

13.6 

11.0 

3.5 

3.0 

1.1 

6.3 

1.9 

26.2 

25.8 

15.6 

13.9 

5.7 

3.7 

0.8 

5.7 

2.5 

5.9 

35.3 

17.6 

23.5 

5.9 

-

-

11.8 

-

0 20 40 （％）

30.8

31.4

*

17.3

3.7

3.9

0.8

8.5

3.3

32.1

30.9

*

19.5

3.9

4.4

0.7

5.4

3.2

28.6

33.0

*

14.1

3.1

2.6

0.4

13.7

3.5

02040（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は１つ】

女 性（Ｎ=463）

男 性（Ｎ=244）

回答しない・

該当しない（Ｎ=17）

全 体（Ｎ=744）

【回答は１つ】

全 体（Ｎ=646）

女 性（Ｎ=411）

男 性（Ｎ=227）
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図表４－７ 地域の役職を断る理由［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

家
族
の
協
力
が
得
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れ
な
い
か
ら

女
性
が
役
職
に
つ
く
こ
と
を
快
く

思
わ
な
い
社
会
通
念
が
あ
る
か
ら

家
事
・
育
児
や
介
護
に
支
障
が
で

る
か
ら

仕
事
に
支
障
が
出
る
か
ら

役
職
に
つ
く
知
識
や
経
験
が
な
い

か
ら

女
性
に
は
向
い
て
い
な
い
か
ら

責
任
が
重
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

女
性
が
役
職
に
つ
く
こ
と
を
快
く

思
わ
な
い
社
会
通
念
が
あ
る
か
ら

家
事
・
育
児
や
介
護
に
支
障
が
で

る
か
ら

仕
事
に
支
障
が
出
る
か
ら

役
職
に
つ
く
知
識
や
経
験
が
な
い

か
ら

女
性
に
は
向
い
て
い
な
い
か
ら

責
任
が
重
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

749 44 33 131 108 143 11 208 55 16 813 30 44 104 100 203 13 253 50 16 
100.0 5.9 4.4 17.5 14.4 19.1 1.5 27.8 7.3 2.1 100.0 3.7 5.4 12.8 12.3 25.0 1.6 31.1 6.2 2.0 

女性：29歳以下 22 4.5 - 18.2 9.1 22.7 - 40.9 4.5 - 29 - 3.4 3.4 10.3 27.6 - 55.2 - - 
女性：30歳代 28 - - 35.7 28.6 10.7 3.6 10.7 10.7 - 30 - - 26.7 26.7 23.3 3.3 13.3 6.7 - 
女性：40歳代 58 3.4 5.2 25.9 27.6 10.3 - 20.7 6.9 - 62 - 4.8 22.6 24.2 17.7 3.2 22.6 4.8 - 
女性：50歳代 64 7.8 - 10.9 18.8 12.5 1.6 39.1 9.4 - 71 4.2 2.8 11.3 16.9 21.1 1.4 35.2 7.0 - 
女性：60歳代 110 6.4 2.7 14.5 14.5 20.0 1.8 33.6 4.5 1.8 120 5.8 4.2 5.8 11.7 24.2 1.7 40.0 5.0 1.7 
女性：70歳以上 167 5.4 6.0 13.2 7.8 28.1 2.4 25.7 7.8 3.6 180 2.8 8.9 8.9 4.4 35.0 1.7 27.2 7.8 3.3 
男性：29歳以下 7 - - 42.9 - 14.3 - 42.9 - - 9 - - 33.3 22.2 11.1 - 33.3 - - 
男性：30歳代 17 5.9 - 23.5 17.6 5.9 - 35.3 11.8 - 18 5.6 5.6 16.7 5.6 22.2 - 33.3 11.1 - 
男性：40歳代 28 - 3.6 28.6 21.4 17.9 3.6 14.3 10.7 - 29 - 3.4 20.7 17.2 31.0 3.4 17.2 6.9 - 
男性：50歳代 29 6.9 - 20.7 13.8 20.7 - 24.1 10.3 3.4 33 9.1 - 12.1 15.2 27.3 - 24.2 9.1 3.0 
男性：60歳代 52 3.8 7.7 11.5 19.2 17.3 - 30.8 5.8 3.8 52 1.9 5.8 7.7 21.2 15.4 3.8 34.6 5.8 3.8 
男性：70歳以上 116 6.9 9.5 14.7 11.2 20.7 0.9 25.9 6.9 3.4 128 3.9 7.0 16.4 8.6 22.7 0.8 33.6 4.7 2.3 
回答しない・該当しない 17 17.6 - 23.5 11.8 - 5.9 23.5 17.6 - 18 5.6 - 22.2 11.1 5.6 - 38.9 16.7 - 
無回答 34 11.8 2.9 26.5 8.8 17.6 - 26.5 2.9 2.9 34 11.8 8.8 14.7 8.8 26.5 - 20.6 2.9 5.9 
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

116 4.3 2.6 21.6 19.0 12.1 0.9 32.8 5.2 1.7 129 3.9 3.9 17.8 19.4 18.6 1.6 29.5 3.9 1.6 

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

144 5.6 4.2 14.6 7.6 25.0 0.7 31.3 11.1 - 159 1.3 10.1 8.2 4.4 32.1 2.5 32.1 9.4 - 

女性：配偶者はいない（離別） 51 7.8 3.9 23.5 25.5 13.7 2.0 23.5 - - 59 5.1 3.4 16.9 18.6 22.0 1.7 30.5 1.7 - 
女性：配偶者はいない（死別） 61 4.9 4.9 9.8 9.8 32.8 3.3 23.0 3.3 8.2 62 6.5 3.2 6.5 6.5 37.1 - 29.0 3.2 8.1 
女性：結婚していない 69 7.2 1.4 11.6 18.8 18.8 4.3 27.5 10.1 - 75 2.7 2.7 2.7 16.0 26.7 2.7 38.7 8.0 - 
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

56 5.4 - 19.6 26.8 12.5 - 21.4 12.5 1.8 62 3.2 1.6 16.1 25.8 21.0 - 21.0 9.7 1.6 

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

103 4.9 8.7 16.5 12.6 22.3 - 24.3 7.8 2.9 112 4.5 7.1 17.9 8.0 24.1 0.9 30.4 5.4 1.8 

男性：配偶者はいない（離別） 17 5.9 11.8 5.9 23.5 17.6 5.9 29.4 - - 16 - 6.3 6.3 12.5 37.5 - 37.5 - - 
男性：配偶者はいない（死別） 15 - 6.7 6.7 6.7 20.0 - 46.7 6.7 6.7 19 - 5.3 10.5 - 26.3 - 47.4 5.3 5.3 
男性：結婚していない 55 7.3 7.3 25.5 5.5 16.4 1.8 30.9 3.6 1.8 57 5.3 5.3 14.0 14.0 14.0 5.3 36.8 3.5 1.8 
回答しない・該当しない 17 17.6 - 23.5 11.8 - 5.9 23.5 17.6 - 18 5.6 - 22.2 11.1 5.6 - 38.9 16.7 - 
無回答 45 6.7 4.4 24.4 11.1 17.8 - 22.2 6.7 6.7 45 6.7 6.7 15.6 8.9 26.7 - 20.0 6.7 8.9 

家
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の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
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ら
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か
ら

役
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に
つ
く
知
識
や
経
験
が
な
い

か
ら

女
性
に
は
向
い
て
い
な
い
か
ら

責
任
が
重
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

家
族
の
協
力
が
得
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れ
な
い
か
ら

女
性
が
役
職
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つ
く
こ
と
を
快
く

思
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い
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か
ら

家
事
・
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支
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が
で

る
か
ら

仕
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支
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出
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か
ら
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い
な
い
か
ら

責
任
が
重
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

703 26 30 105 99 190 17 171 49 16 744 31 24 93 106 211 7 211 45 16 
100.0 3.7 4.3 14.9 14.1 27.0 2.4 24.3 7.0 2.3 100.0 4.2 3.2 12.5 14.2 28.4 0.9 28.4 6.0 2.2 

女性：29歳以下 27 - - 3.7 14.8 29.6 3.7 48.1 - - 25 - - 4.0 16.0 20.0 - 60.0 - - 
女性：30歳代 30 - - 33.3 20.0 20.0 6.7 10.0 10.0 - 28 3.6 - 28.6 21.4 14.3 3.6 21.4 7.1 - 
女性：40歳代 58 - 5.2 24.1 25.9 19.0 5.2 15.5 5.2 - 58 - 5.2 17.2 27.6 24.1 - 20.7 5.2 - 
女性：50歳代 64 4.7 1.6 10.9 21.9 17.2 1.6 35.9 6.3 - 61 3.3 - 9.8 18.0 24.6 1.6 36.1 6.6 - 
女性：60歳代 101 5.9 6.9 7.9 15.8 27.7 1.0 28.7 4.0 2.0 114 4.4 2.6 7.9 15.8 29.8 - 33.3 4.4 1.8 
女性：70歳以上 152 3.3 4.6 11.2 3.9 40.1 3.9 19.7 9.2 3.9 168 4.2 4.2 10.1 4.2 38.7 1.8 24.4 8.3 4.2 
男性：29歳以下 9 - - 33.3 22.2 22.2 - 22.2 - - 9 - - 44.4 22.2 11.1 - 22.2 - - 
男性：30歳代 17 5.9 - 11.8 5.9 23.5 - 41.2 11.8 - 17 11.8 - 11.8 11.8 17.6 5.9 29.4 11.8 - 
男性：40歳代 26 - 3.8 26.9 19.2 19.2 3.8 19.2 7.7 - 26 - 3.8 23.1 15.4 23.1 - 26.9 7.7 - 
男性：50歳代 28 10.7 3.6 14.3 10.7 28.6 - 17.9 10.7 3.6 29 10.3 3.4 10.3 17.2 37.9 - 10.3 6.9 3.4 
男性：60歳代 44 2.3 - 11.4 22.7 22.7 2.3 27.3 6.8 4.5 46 2.2 - 4.3 28.3 23.9 - 32.6 4.3 4.3 
男性：70歳以上 97 3.1 8.2 17.5 12.4 27.8 - 20.6 7.2 3.1 111 5.4 6.3 15.3 9.0 27.9 0.9 27.9 5.4 1.8 
回答しない・該当しない 17 - - 23.5 11.8 - 5.9 41.2 17.6 - 17 5.9 - 23.5 17.6 5.9 - 35.3 11.8 - 
無回答 33 12.1 6.1 18.2 9.1 27.3 - 18.2 3.0 6.1 35 8.6 5.7 11.4 14.3 28.6 - 22.9 2.9 5.7 
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

117 4.3 6.0 21.4 21.4 20.5 0.9 21.4 2.6 1.7 118 2.5 3.4 18.6 21.2 24.6 - 25.4 2.5 1.7 

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

138 1.4 5.8 10.9 5.8 38.4 2.2 23.9 10.9 0.7 145 2.1 4.8 9.7 6.2 39.3 0.7 25.5 10.3 1.4 

女性：配偶者はいない（離別） 49 6.1 2.0 18.4 20.4 18.4 4.1 28.6 2.0 - 53 5.7 1.9 11.3 20.8 20.8 1.9 35.8 1.9 - 
女性：配偶者はいない（死別） 48 6.3 2.1 12.5 6.3 35.4 6.3 18.8 4.2 8.3 60 6.7 - 6.7 6.7 38.3 1.7 30.0 3.3 6.7 
女性：結婚していない 72 2.8 1.4 - 19.4 30.6 5.6 31.9 8.3 - 70 4.3 1.4 1.4 17.1 24.3 2.9 40.0 8.6 - 
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

51 3.9 2.0 17.6 31.4 19.6 - 11.8 11.8 2.0 56 7.1 1.8 12.5 26.8 26.8 - 16.1 7.1 1.8 

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

90 2.2 6.7 18.9 10.0 27.8 1.1 22.2 7.8 3.3 101 5.0 5.9 12.9 9.9 27.7 1.0 29.7 5.9 2.0 

男性：配偶者はいない（離別） 10 - - 10.0 30.0 40.0 - 20.0 - - 11 - - 9.1 27.3 45.5 - 18.2 - - 
男性：配偶者はいない（死別） 14 - 7.1 7.1 - 35.7 - 35.7 7.1 7.1 14 - - 14.3 7.1 35.7 - 28.6 7.1 7.1 
男性：結婚していない 54 7.4 3.7 18.5 9.3 20.4 1.9 33.3 3.7 1.9 54 5.6 3.7 20.4 13.0 16.7 1.9 33.3 3.7 1.9 
回答しない・該当しない 17 - - 23.5 11.8 - 5.9 41.2 17.6 - 17 5.9 - 23.5 17.6 5.9 - 35.3 11.8 - 
無回答 43 7.0 4.7 18.6 9.3 23.3 2.3 20.9 7.0 7.0 45 4.4 4.4 17.8 13.3 24.4 - 22.2 6.7 6.7 

配
偶
関
係
別

年
齢
別

標
本
数

ＰＴＡ会長、子ども会会長

標
本
数

行政区長

全  体

年
齢
別

標
本
数

行政区の役員

標
本
数

市の審議会や委員会のメンバー

全  体

配
偶
関
係
別
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３．地域で感じる男女の差 

 

・地域で感じる男女の差について、「特に男女で差はない」「地域活動には女性の方が積極的」

など女性が参画しにくい状況がないとの回答が多い。一方で、割合は小さいが女性が参画しづ

らい状況もうかがえる。 

 

問 13 あなたが住んでいる地域で、現在次のようなことがありますか。いくつでも選んでくだ

さい。 

 

図表４－８ 地域で感じる男女の差［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住んでいる地域で活動や行事などを通じて男女の差を感じるかどうかたずねたところ、「わから

ない」が 36.5％で最も高くなっている。次いで、「特に男女で差はない」が 31.0％、「地域の活動に

は女性の方が積極的である」が 13.4％となっており、地域活動において、女性が参画しにくい状況

がないとの回答が多くなっている。一方で、「地域の団体、組織などの役員選挙や運営に女性が参加

しにくく、また選ばれにくい」（10.1％）、「会議などで女性が意見を言いにくかったり、意見が取り

上げられにくい」（7.3％）、「地域の行事で女性が参加できなかったり、男女の差があったりする」

（5.3％）など、女性が参画しづらい状況がある様子もうかがえる。 

性別でみると、女性は「わからない」が 41.0％と男性（29.2％）より 11.8 ポイント高く、男性

は「特に男女で差はない」が 39.4％で女性（26.8％）より 12.6ポイント高い。また、「地域の活動

に女性が少ないため歓迎される」（女性 5.7％、男性 13.2％）は男性の方が 7.5ポイント高い。 

特に男女で差はない

地域の活動には女性の方が
積極的である

地域の団体、組織などの役員
選挙や運営に女性が参加しにくく、

また選ばれにくい

地域の活動に女性が少ないため
歓迎される

会議などで女性が意見を
言いにくかったり、意見が

取り上げられにくい

地域の行事で女性が参加でき
なかったり、男女の差があったり

する

その他

わからない

無回答

31.0 

13.4 

10.1 

8.8 

7.3 

5.3 

1.7 

36.5 

7.7 

26.8 

13.0 

9.9 

5.7 

8.1 

5.2 

1.5 

41.0 

7.2 

39.4 

14.4 

11.1 

13.2 

6.1 

5.7 

2.1 

29.2 

6.4 

9.5 

9.5 

9.5 

4.8 

-

-

-

66.7 

4.8 

0 35 70 （％）

29.8

13.9

10.4

7.1

5.7

5.5

1.1

41.1

6.8

25.2

13.9

9.9

5.9

6.2

5.3

0.8

46.3

6.7

36.9

13.7

11.4

9.0

4.9

5.8

1.6

34.3

5.6

03570（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=1,096）

女 性（Ｎ=646）

男 性（Ｎ=431）
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前回調査と比べると、「わからない」が男女とも 5.1～5.3 ポイント減少し、「地域の活動に女性

が少ないため歓迎される」が男性で 4.2ポイント増加しているほかは大きな変化はない。 

年齢別でみると、男女とも年齢の低い層では「わからない」が高くなる傾向がみられ、29歳以下

では約６割から７割を超えている。「特に男女で差はない」は男性の 40 歳代と 70 歳以上で４割を

超えて高く、女性では 60歳以上で３割を超えて比較的高い。「地域の団体、組織などの役員選挙や

運営に女性が参加しにくく、また選ばれにくい」は女性の 70 歳以上と男性の 60 歳以上で、「地域

の行事で女性が参加できなかったり、男女の差があったりする」は男性の 30歳代で、「会議などで

女性が意見を言いにくかったり、意見が取り上げられにくい」は女性の 70 歳以上で１割を超えて

おり、比較的高くなっている。 

居住地区別でみると、稲築地区で「わからない」が 46.3％と最も高い。「特に男女で差はない」

は山田地区と嘉穂地区で３割台半ばと高くなっている。「地域の団体、組織などの役員選挙や運営

に女性が参加しにくく、また選ばれにくい」「会議などで女性が意見を言いにくかったり、意見が取

り上げられにくい」「地域の行事で女性が参加できなかったり、男女の差があったりする」は嘉穂地

区でやや高いが、これは嘉穂地区では「わからない」が 23.4％と特に低く、地域活動に参加してい

る人が多いことも影響していると思われる。 

 

図表４－９ 地域で感じる男女の差［全体、年齢別、居住地区別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

地
域
の
団
体

、
組
織
な
ど
の
役
員

選
挙
や
運
営
に
女
性
が
参
加
し
に

く
く

、
ま
た
選
ば
れ
に
く
い

地
域
の
行
事
で
女
性
が
参
加
で
き

な
か

っ
た
り

、
男
女
の
差
が
あ

っ

た
り
す
る

会
議
な
ど
で
女
性
が
意
見
を
言
い

に
く
か

っ
た
り

、
意
見
が
取
り
上

げ
ら
れ
に
く
い

地
域
の
活
動
に
女
性
が
少
な
い
た

め
歓
迎
さ
れ
る

地
域
の
活
動
に
は
女
性
の
方
が
積

極
的
で
あ
る

特
に
男
女
で
差
は
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 117 61 84 102 154 357 20 421 89 
100.0 10.1 5.3 7.3 8.8 13.4 31.0 1.7 36.5 7.7 

女性：29歳以下 33 9.1 6.1 6.1 3.0 - 12.1 - 72.7 - 
女性：30歳代 33 3.0 3.0 6.1 3.0 6.1 27.3 3.0 54.5 3.0 
女性：40歳代 73 6.8 6.8 5.5 1.4 11.0 16.4 1.4 56.2 1.4 
女性：50歳代 81 7.4 3.7 6.2 1.2 7.4 18.5 2.5 61.7 1.2 
女性：60歳代 157 8.3 3.2 7.0 8.9 14.0 31.2 1.3 35.7 5.7 
女性：70歳以上 279 12.9 6.8 10.8 6.8 17.2 30.1 1.4 29.7 12.5 
男性：29歳以下 16 - 6.3 - 6.3 - 31.3 - 62.5 - 
男性：30歳代 24 8.3 12.5 8.3 8.3 4.2 12.5 - 54.2 - 
男性：40歳代 40 2.5 - 2.5 10.0 22.5 42.5 - 35.0 - 
男性：50歳代 51 5.9 3.9 5.9 7.8 3.9 31.4 - 41.2 9.8 
男性：60歳代 75 17.3 6.7 6.7 13.3 14.7 36.0 - 30.7 4.0 
男性：70歳以上 208 13.0 5.8 6.7 16.3 17.8 46.2 4.3 20.7 7.2 
回答しない・該当しない 21 9.5 - - 4.8 9.5 9.5 - 66.7 4.8 
無回答 62 8.1 4.8 8.1 14.5 9.7 29.0 1.6 17.7 29.0 
山田地区 216 6.5 4.6 3.7 8.8 15.7 35.6 1.4 34.7 7.9 
稲築地区 451 9.8 4.0 6.7 6.4 14.2 26.2 2.0 46.3 4.9 
碓井地区 172 11.6 4.7 7.6 6.4 12.2 30.2 1.7 35.5 7.0 
嘉穂地区 239 14.6 9.2 11.3 13.8 12.1 37.2 1.7 23.4 7.9 
わからない 1 - - - - - - - 100.0 - 
無回答 74 5.4 4.1 8.1 13.5 8.1 28.4 1.4 25.7 25.7 

標
本
数

全  体

年
齢
別

居
住
地
区
別



第４章 地域活動について 

 

- 85 - 

４．地域活動での男女の役割分担 

 

・地域活動での男女の役割分担の現状について「わからない」が３割台半ばから約５割と高い。 

・「そうしている」が多い項目は「女性がお茶出しや片づけをする」が３割台半ば、「地域活動は男

性が取り仕切る」「地域の役員はほとんど男性になっている」が約３割。 

・前回調査に比べ、ほとんどの項目で「そうしている」が男女とも減少している。 

 

問 14 地域活動での男女の役割分担についておたずねします。 

（１）現状：あなたが参加している地域活動の現状について（ア）～（カ）のそれぞれについ

てあてはまるものを１つ選んでください。 

 

図表４－10（１） 【現状】地域活動での男女の役割分担［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

24.7

24.1

25.9

23.8

16.3

15.0

19.3

4.8

48.2

51.2

44.3

66.7

10.8

9.7

10.4

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

27.1

25.1

30.9

15.5

14.2

17.2

47.1

50.6

42.9

10.3

10.1

9.0

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

催
し
物
の
企
画
な
ど
は
主
に
男
性
が

決
定
し
て
い
る

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

32.0

32.2

32.5

28.6

16.0

15.4

17.9

9.5

40.8

42.1

39.4

57.1

11.2

10.3

10.1

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

35.3

33.7

38.1

15.8

15.2

16.7

38.9

40.9

36.7

10.0

10.2

8.6

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

地
域
活
動
は
男
性
が
取
り
仕
切
る

そうしている そうしていない わからない 無回答
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図表４－10（２） 【現状】地域活動での男女の役割分担［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
回
調
査

令
和
２
年

今
回
調
査

性
別

36.3

38.8

32.3

38.1

18.9

16.6

23.8

-

35.0

35.5

34.9

57.1

9.9

9.1

9.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

49.1

51.1

46.4

12.5

9.8

16.5

30.2

31.3

29.0

8.2

7.9

8.1

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

地
域
の
集
会
で
は
、
女
性
が

お
茶
出
し
や
片
づ
け
を
し
て
い
る

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

31.4

32.2

30.4

23.8

21.3

19.2

26.2

4.8

37.5

39.7

34.4

66.7

9.8

9.0

9.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

36.7

37.5

35.7

20.5

18.1

24.4

34.3

35.9

32.5

8.5

8.5

7.4

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

地
域
の
役
員
は
ほ
と
ん
ど
男
性
に

な
っ
て
い
る

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

23.1

23.5

22.4

19.0

22.6

20.5

27.8

-

43.8

46.6

40.1

76.2

10.5

9.4

9.7

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

28.3

29.1

27.1

20.3

18.4

23.0

42.2

43.2

41.5

9.1

9.3

8.4

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

地
域
の
集
会
で
は
男
性
が
上
座
に
座
る

今
回
調
査

前
回
調
査

令
和
２
年

性
別

17.3

19.5

13.7

9.5

26.8

24.1

33.3

4.8

45.8

48.1

42.9

81.0

10.1

8.4

10.1

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

24.2

27.4

19.0

26.5

21.4

34.3

41.4

43.3

39.2

7.9

7.9

7.4

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

行
政
区
長
・
隣
組
長
な
ど
は
男
性
（
夫
）
だ
が
、

地
域
の
会
議
の
出
席
は
女
性
（
妻
）
が
出
る
こ
と
が

多
い

そうしている そうしていない わからない 無回答
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地域活動での男女の役割分担の現状を６つの項目でたずねた。すべての項目で「わからない」が

３割台半ばから約５割と高くなっているが、これは地域活動に参加していない人が多いためと思わ

れる。 

「そうしている」との回答が最も多かったのは「地域の集会では、女性がお茶出しや片づけをし

ている」で 36.3％と３割台半ばに上る。次いで「地域活動は男性が取り仕切る」（32.0％）、「地域

の役員はほとんど男性になっている」（31.4％）が約３割、「催し物の企画などは主に男性が決定し

ている」（24.7％）、「地域の集会では男性が上座に座る」（23.1％）が２割台半ば、「行政区長・隣組

長などは男性（夫）だが、地域の会議の出席は女性（妻）が出ることが多い」（17.3％）が約２割と

なっている。 

性別でみると、女性は「地域の集会では、女性がお茶出しや片づけをしている」と「行政区長・

隣組長などは男性（夫）だが、地域の会議の出席は女性（妻）が出ることが多い」の「そうしてい

る」が男性よりも 5.8～6.5 ポイント高い。それ以外の項目では「そうしている」の割合には大き

な差はないが、「地域の集会では、女性がお茶出しや片づけをしている」「地域の役員はほとんど男

性になっている」「地域の集会では男性が上座に座る」「行政区長・隣組長などは男性（夫）だが、

地域の会議の出席は女性（妻）が出ることが多い」については男性の「そうしていない」が女性よ

り約７～９ポイント高くなっており、性別で認識に差がみられる。 

前回調査と比べると、ほとんどの項目で「そうしている」の割合が減っており、特に「地域の集

会では、女性がお茶出しや片づけをしている」は男女とも 12.3～14.1 ポイントと大きく減少して

いる。また、「地域の役員はほとんど男性になっている」「地域の集会では男性が上座に座る」「行政

区長・隣組長などは男性（夫）だが、地域の会議の出席は女性（妻）が出ることが多い」も「そう

している」が男女とも 4.7～7.9ポイント減少している。「催し物の企画などは主に男性が決定して

いる」「地域活動は男性が取り仕切る」は男性では「そうしている」が 5.0～5.6ポイント減少して

いるが、女性では大きな変化はみられない。 
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地域活動で役割分担がなされている場合、いずれの項目も「改善すべき」の割合が約５割から６

割と高い。「催し物の企画などは主に男性が決定している」「地域活動は男性が取り仕切る」は

「現状のままでいい」も約３割と比較的高い。 

 

問 14 地域活動での男女の役割分担についておたずねします。 

（２）意識：では、今後はどうすべきだと思いますか。（ア）～（カ）のそれぞれについてあ

てはまるものを１つ選んでください。 

 

図表４－11 【意識】地域活動での男女の役割分担［全体、現状別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）
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の
ま
ま
で

い
い
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善
す
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き

わ
か
ら
な
い

無
回
答

現
状
の
ま
ま
で

い
い

改
善
す
べ
き

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 240 293 430 190 1,153 242 311 407 193 
100.0 20.8 25.4 37.3 16.5 100.0 21.0 27.0 35.3 16.7 

そうしている 285 31.6 49.8 10.9 7.7 そうしている 369 30.9 47.4 13.0 8.7 

そうしていない 188 60.1 18.6 8.0 13.3 そうしていない 185 56.8 22.7 10.8 9.7 

わからない 556 6.3 19.6 67.6 6.5 わからない 470 4.3 18.9 70.2 6.6 

無回答 124 1.6 5.6 6.5 86.3 無回答 129 2.3 3.9 7.0 86.8 

現
状
の
ま
ま
で

い
い

改
善
す
べ
き
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か
ら
な
い

無
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答

現
状
の
ま
ま
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い
い

改
善
す
べ
き

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 239 358 362 194 1,153 248 322 395 188 
100.0 20.7 31.0 31.4 16.8 100.0 21.5 27.9 34.3 16.3 

そうしている 418 19.6 57.7 12.2 10.5 そうしている 362 24.9 54.4 12.4 8.3 

そうしていない 218 64.2 14.7 9.2 11.9 そうしていない 246 56.5 20.3 11.0 12.2 

わからない 403 4.0 20.1 71.0 5.0 わからない 432 3.0 16.7 73.8 6.5 

無回答 114 0.9 3.5 4.4 91.2 無回答 113 5.3 2.7 3.5 88.5 

現
状
の
ま
ま
で

い
い

改
善
す
べ
き
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か
ら
な
い

無
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答

現
状
の
ま
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で

い
い

改
善
す
べ
き

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 233 294 423 203 1,153 231 283 450 189 
100.0 20.2 25.5 36.7 17.6 100.0 20.0 24.5 39.0 16.4 

そうしている 266 21.4 56.4 12.8 9.4 そうしている 199 21.6 57.3 10.1 11.1 

そうしていない 261 60.2 18.4 8.8 12.6 そうしていない 309 52.8 22.3 15.2 9.7 

わからない 505 3.2 18.6 72.1 6.1 わからない 528 4.2 18.4 71.4 6.1 

無回答 121 2.5 1.7 1.7 94.2 無回答 117 2.6 2.6 5.1 89.7 

現
状
別

地域の集会では男
性が上座に座る

現
状
別

行政区長・隣組長な
どは男性（夫）だが、
地域の会議の出席
は女性（妻）が出る
ことが多い

標
本
数

【意識】地域の集会では
男性が上座に座る

標
本
数

【意識】行政区長・隣組長などは
男性（夫）だが、地域の会議の出
席は女性（妻）が出ることが多い

全  体 全  体

標
本
数

【意識】地域の役員は
ほとんど男性になっている

全  体 全  体

現
状
別

地域の集会では、
女性がお茶出しや
片づけをしている

現
状
別

地域の役員はほと
んど男性になってい
る

現
状
別

催し物の企画など
は主に男性が決定
している

現
状
別

地域活動は
男性が取り仕切る

標
本
数

【意識】地域の集会では、
女性がお茶出しや片づけを

している

標
本
数

【意識】催し物の企画などは
主に男性が決定している

標
本
数

【意識】地域活動は男性が
取り仕切る

全  体 全  体
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地域活動での男女の役割分担の現状をふまえ、今後どうすべきと思うか回答をしてもらった。い

ずれの項目についても現状で「そうしている」場合、「改善すべき」との回答が約５割から６割弱に

上っており、「地域の集会では、女性がお茶出しや片づけをしている」（57.7％）、「行政区長・隣組

長などは男性（夫）だが、地域の会議の出席は女性（妻）が出ることが多い」（57.3％）、「地域の集

会では男性が上座に座る」（56.4％）などで５割を超えて高い。 

一方、「そうしている」場合に「現状のままでいい」とする回答は、すべての項目で約２割から３

割となっており、「催し物の企画などは主に男性が決定している」（31.6％）、「地域活動は男性が取

り仕切る」（30.9％）で３割を超えている。 
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５．地域の長に女性が就くことが少ない理由 

 

地域の長に女性が就くことが少ない理由は「男性中心に組織が運営されているから」が４割台

半ば、「女性が責任のある役を引き受けたがらないから」が３割台半ば。 

 

問 15 内閣府調査（令和６年４月１日現在）によれば、自治会役員のうち特に女性の会長に

ついては、福岡県では 10.9％（嘉麻市 12.7％）でした。全国的にもまだ女性が就くこと

が少ないのが現状ですが、その理由は何だと思いますか。２つまで選んでください。 

 

図表４－12 地域の長に女性が就くことが少ない理由［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政区長や隣組長などの役職に女性が就くことが少ない理由をたずねたところ、「男性中心に組

織が運営されている（役職や仕事分担、活動時間帯など）から」が 45.1％、「女性が責任のある役

を引き受けたがらないから」が 35.0％で上位となっている。以下、「家族の支援・協力が得られな

いから」が 24.1％、「地域の様々な意見を調整し、組織をまとめていくことは、女性よりも男性の

方が向いているから」が 14.8％、「男性が女性の能力を正当に評価していないから」が 14.0％とな

っている。 

性別でみると、女性は「家族の支援・協力が得られないから」が 26.5％で男性（21.0％）より 5.5

ポイント高い。一方、男性は「男性中心に組織が運営されている（役職や仕事分担、活動時間帯な

ど）から」（女性 43.3％、男性 49.3％）が女性より 6.0ポイント高くなっている。 

 

男性中心に組織が運営されている
（役職や仕事分担、活動時間帯など）

から

女性が責任のある役を引き
受けたがらないから

家族の支援・協力が得られないから

地域の様々な意見を調整し、組織を
まとめていくことは、女性より
男性の方が向いているから

男性が女性の能力を正当に
評価していないから

その他

わからない

無回答

45.1 

35.0 

24.1 

14.8 

14.0 

2.9 

14.2 

6.9 

43.3 

33.5 

26.5 

16.5 

13.5 

2.2 

14.8 

6.4 

49.3 

37.7 

21.0 

12.3 

14.9 

4.2 

13.4 

5.9 

52.4 

23.8 

9.5 

4.8 

23.8 

4.8 

19.0 

4.8 

0 30 60 （％）

44.4

37.4

21.8

19.3

14.1

2.1

11.7

6.1

41.5

35.8

22.0

23.1

15.2

1.4

11.9

5.3

49.7

40.4

21.6

13.7

12.8

2.8

10.9

6.7

03060（％）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は２つまで】

全 体（Ｎ=1,096）

女 性（Ｎ=646）

男 性（Ｎ=431）

【回答は２つまで】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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前回調査と比べると、女性で「家族の支援・協力が得られないから」が 4.5ポイント増加し、「地

域の様々な意見を調整し、組織をまとめていくことは、女性よりも男性の方が向いているから」が

6.6ポイント減少している。 

年齢別でみると、「男性中心に組織が運営されている（役職や仕事分担、活動時間帯など）から」

は女性の 30歳代と男性 60歳代で約６割と高くなっている。「家族の支援・協力が得られないから」

は女性の 30 歳代で 39.4％と高い。「女性が責任のある役を引き受けたがらないから」は男性の 29

歳以下と男女の 70歳以上で約４割と高くなっている。「男性が女性の能力を正当に評価していない

から」は男女とも 29歳以下で約３割と高い。「地域の様々な意見を調整し、組織をまとめていくこ

とは、女性よりも男性の方が向いているから」は男女とも年齢が高い層で割合が高い傾向がみられ

る。 

居住地区別でみると、嘉穂地区で「女性が責任のある役を引き受けたがらないから」が 47.3％と

他の地区に比べて高い。 

 

図表４－13 地域の長に女性が就くことが少ない理由［全体、年齢別、居住地区別］ 
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方
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そ
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わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 520 161 278 403 171 34 164 80 
100.0 45.1 14.0 24.1 35.0 14.8 2.9 14.2 6.9 

女性：29歳以下 33 54.5 33.3 27.3 33.3 6.1 - 15.2 - 
女性：30歳代 33 57.6 18.2 39.4 27.3 3.0 3.0 9.1 3.0 
女性：40歳代 73 46.6 9.6 20.5 24.7 9.6 5.5 28.8 - 
女性：50歳代 81 48.1 22.2 25.9 23.5 9.9 2.5 16.0 2.5 
女性：60歳代 157 43.9 13.4 24.8 33.1 17.8 3.8 16.6 3.8 
女性：70歳以上 279 38.4 9.7 28.0 39.4 22.6 0.7 10.4 11.1 
男性：29歳以下 16 56.3 31.3 - 43.8 - - 18.8 - 
男性：30歳代 24 54.2 20.8 25.0 25.0 12.5 8.3 12.5 - 
男性：40歳代 40 45.0 15.0 30.0 35.0 10.0 7.5 15.0 - 
男性：50歳代 51 54.9 5.9 23.5 35.3 3.9 5.9 15.7 7.8 
男性：60歳代 75 61.3 18.7 24.0 36.0 9.3 - 10.7 4.0 
男性：70歳以上 208 43.8 13.9 19.2 40.4 16.3 4.8 13.5 7.7 
回答しない・該当しない 21 52.4 23.8 9.5 23.8 4.8 4.8 19.0 4.8 
無回答 62 29.0 6.5 21.0 37.1 17.7 - 11.3 25.8 
山田地区 216 50.0 9.3 28.2 36.1 15.7 2.8 12.0 6.9 
稲築地区 451 45.9 18.2 25.7 27.5 14.2 3.1 16.2 5.3 
碓井地区 172 43.0 14.5 19.8 36.6 9.9 4.1 17.4 6.4 
嘉穂地区 239 46.0 11.3 22.2 47.3 18.8 2.5 10.0 5.0 
わからない 1 100.0 100.0 - - - - - - 
無回答 74 27.0 8.1 18.9 33.8 14.9 1.4 14.9 24.3 

標
本
数

全  体

年
齢
別

居
住
地
区
別
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６．災害に備えるために必要な男女共同参画の視点 

 

災害に備えるために必要なことは、「避難所運営や備蓄品について女性や要配慮者の視点を入

れる」「コミュニケーション・地域でのつながりを大切にする」「避難所運営基準をつくり、女性や子

どもが安全に過ごせるようにする」が５割台半ばから約６割と高い。 

 

問 16 これまでの大規模災害時の経験から男女共同参画の視点からの対策や対応が課題とな

っています。あなたは、災害に備えるために、これからどのようなことが必要だと思いま

すか。いくつでも選んでください。 

 

図表４－14 災害に備えるために必要な男女共同参画の視点［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に備えるために男女共同参画の視点から必要だと思うことをたずねたところ、「避難所運営

や備蓄品について女性や要配慮者（高齢者、障がい者など）の視点を入れる」が 61.5％で最も高く、

次いで「日ごろからのコミュニケーション・地域でのつながりを大切にする」が 55.2％、「避難所

運営の基準などをつくり女性や子どもが安全に過ごせるようにする」が 53.9％、「女性も男性も防

災活動や訓練に取り組む」が 46.9％、「避難所の運営に女性も参画できるようにする」が 39.5％な

どとなっている。 

避難所運営や備蓄品について
女性や要配慮者（高齢者、

障がい者など）の視点を入れる

日ごろからのコミュニケーション・
地域でのつながりを大切にする

避難所運営の基準などをつくり
女性や子どもが安全に過ごせる

ようにする

女性も男性も防災活動や訓練に
取り組む

避難所の運営に女性も参画
できるようにする

日ごろからの男女平等
（ジェンダー平等）、

男女共同参画意識を高める

防災や災害現場で活動する
女性のリーダーを育成する

その他

無回答

61.5 

55.2 

53.9 

46.9 

39.5 

24.1 

23.0 

1.6 

6.1

62.6 

55.2 

54.3 
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34.6 

21.9 

19.9 

1.0 

6.1

61.1 

57.1 

54.0 

51.7 

49.3 

28.1 

28.3 

1.9 

4.5

52.4 

38.1 

52.4 

9.5 

23.8 

14.3 

14.3 

9.5 

-

0 40 80 （％）

59.9

61.8

48.7

48.9

37.9

28.6

20.5

1.1

5.4

63.0

64.4

50.3

46.7

33.1

25.9

18.6

0.3

5.7

56.8

58.7

47.1

53.1

45.9

33.2

23.4

2.1

3.7

04080（％）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=1,096）

女 性（Ｎ=646）

男 性（Ｎ=431）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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性別でみると、上位３項目に男女で大きな差はみられない。「避難所の運営に女性も参画できる

ようにする」（女性 34.6％、男性 49.3％）、「防災や災害現場で活躍する女性のリーダーを育成する」

（同 19.9％、28.3％）、「日ごろからの男女平等（ジェンダー平等）、男女共同参画意識を高める」

（同 21.9％、28.1％）、「女性も男性も防災活動や訓練に取り組む」（同 45.1％、51.7％）などは、

男性が女性に比べて 6.2～14.7ポイント高い。 

前回調査と比べると、前回第１位であった「日ごろからのコミュニケーション・地域でのつなが

りを大切にする」が女性で 9.2 ポイント減少し、全体でも第２位となっている。「避難所運営の基

準などをつくり女性や子どもが安全に過ごせるようにする」は男女とも 4.0～6.9 ポイント増加し

ており、実際に災害が起きた場合の対応がより重視されるようになっているようである。 

年齢別でみると、「避難所運営や備蓄品について女性や要配慮者（高齢者、障がい者など）の視点

を入れる」は女性の 30 歳代と 50 歳代で約７割と高くなっている。「日ごろからのコミュニケーシ

ョン・地域でのつながりを大切にする」は女性の 60歳代と男性の 40歳代で６割を超えて高い。「避

難所運営の基準などをつくり女性や子どもが安全に過ごせるようにする」は女性の 30 歳代以下で

７割台、「避難所の運営に女性も参画できるようにする」は女性の 30 歳代と男性の 30 歳代、60歳

代以上で５割台と高くなっている。 

 

図表４－15 災害に備えるために必要な男女共同参画の視点［全体、年齢別］ 
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域
で
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る

日
ご
ろ
か
ら
の
男
女
平
等

（
ジ

ェ

ン
ダ
ー

平
等

）
、
男
女
共
同
参
画

意
識
を
高
め
る

そ
の
他

無
回
答

1,153 456 541 709 621 265 637 278 18 70 
100.0 39.5 46.9 61.5 53.9 23.0 55.2 24.1 1.6 6.1 

女性：29歳以下 33 39.4 30.3 63.6 72.7 18.2 30.3 33.3 - - 
女性：30歳代 33 57.6 51.5 69.7 78.8 27.3 36.4 21.2 3.0 - 
女性：40歳代 73 27.4 43.8 56.2 57.5 15.1 56.2 21.9 1.4 - 
女性：50歳代 81 35.8 37.0 67.9 60.5 24.7 51.9 24.7 2.5 - 
女性：60歳代 157 32.5 49.0 65.6 50.3 17.8 61.8 19.1 - 3.8 
女性：70歳以上 279 33.0 46.2 59.1 48.4 19.4 57.3 20.8 1.1 12.2 
男性：29歳以下 16 43.8 50.0 62.5 56.3 18.8 50.0 25.0 - - 
男性：30歳代 24 50.0 37.5 58.3 58.3 29.2 58.3 25.0 4.2 - 
男性：40歳代 40 30.0 47.5 70.0 50.0 17.5 65.0 17.5 - - 
男性：50歳代 51 31.4 43.1 60.8 60.8 29.4 52.9 25.5 3.9 9.8 
男性：60歳代 75 57.3 48.0 64.0 58.7 34.7 52.0 32.0 1.3 1.3 
男性：70歳以上 208 54.8 57.7 59.6 51.0 28.4 59.1 29.8 1.9 5.3 
回答しない・該当しない 21 23.8 9.5 52.4 52.4 14.3 38.1 14.3 9.5 - 
無回答 62 37.1 48.4 56.5 50.0 27.4 48.4 27.4 1.6 21.0 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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第５章 暴力などの人権侵害について 

１．セクシュアル・ハラスメントについて 

（１）セクシュアル・ハラスメントを受けた経験 

 

・セクハラ被害の経験は「職場」が女性 18.3％、男性 16.0％。「地域活動の場」が女性 13.9％、男

性 13.4％、「学校に関わる場」が女性 5.7％、男性 4.3％。前回調査よりも被害の経験は高い。 

・「職場」は女性の 40 歳以下と男性の 30・40 歳代、60 歳代で２割以上がセクハラ被害を経験。

「地域活動の場」では女性の 30 歳代以下、男性の 60 歳代以上、「学校に関わる場」では女性の

29 歳以下の被害が多い。 

 

問 17 あなたは過去３年ぐらいの間に「Ａ 職場」「Ｂ 地域活動の場」「Ｃ 学校に関わる場」

で次のようなセクシュアル・ハラスメント（他の者を不快にさせる性的な言動）を受けた

ことがありますか。Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれについて受けたことがあるものすべてを選んで

ください。 
 

図表５－１ セクシュアル・ハラスメントを受けた経験［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女のくせに」「女だから」または
「男のくせに」「男だから」などと

言う

宴会などでお酌やデュエットを
要求する

交際関係や結婚・出産など、
プライベートなことを執拗に聞く

容姿や年齢について話題に
する

性的な話や冗談を聞かせる

性的な噂をたてる

不必要に身体をさわる

性的な内容の手紙やメールを
送ったり、電話をかけたりする

交際をせまる

性的な関係をせまる

その他

どれも受けたことがない

無回答
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0.9
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【職場で】
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4.8

6.4

4.2

2.4

1.6

1.0
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【地域活動の場で】
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53.6

41.2

3.0

0.4

0.7
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0.7
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0.3

0.3

0.1

-

0.3

55.1

39.2

2.1

0.2
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0.7

0.5

1.2

-

0.2

0.2

0.2

0.5

54.0

41.7
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9.5

9.5

4.8

4.8

-

-

4.8

57.1

28.6
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（％）

【学校に関わる場で】

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）

『経験がある』

（ ）内前回調査結果

【職場で】

全体 17.8％（7.3％）

女性 18.3％（9.3％）

男性 16.0％（4.2％）

【地域活動の場で】

全体 14.0％（3.1％）

女性 13.9％（4.1％）

男性 13.4％（1.6％）

【学校に関わる場で】

全体 5.2％（1.1％）

女性 5.7％（1.1％）

男性 4.3％（0.7％）
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ここ３年ぐらいの間に「職場」「地域活動の場」「学校に関わる場」でセクシュアル・ハラスメン

ト（他の者を不快にさせる性的な言動）」を受けたことがあるかどうかたずねた。 

「職場」では「どれも受けたことがない」が 54.6％で、これと無回答を除く 17.8％の人がセク

ハラを受けた経験がある。女性の経験者は 18.3％、男性は 16.0％となっている。具体的には「「女

のくせに」「女だから」または「男のくせに」「男だから」などと言う」は男性の被害がやや多いが、

他の項目は男女とも同程度の割合となっている。 

年齢別にみると、どれかひとつでも受けた経験があると回答した人の割合は、女性はいずれの年

代も１割を超えており、特に 29 歳以下で 27.2％、30 歳代で 39.4％、40歳代で 21.9％と高い。男

性は 29歳以下と 50歳代を除く年代で１割を超えており、30歳代で 33.3％、40歳代で 20.0％、60

歳代で 21.3％と高い。具体的な被害は、男女の 30歳代で「容姿や年齢について話題にする」「性的

な話や冗談を聞かせる」、女性の 30歳代以下で「交際関係や結婚・出産など、プライベートなこと

を執拗に聞く」「宴会などでお酌やデュエットを要求する」「「女のくせに」「女だから」または「男

のくせに」「男だから」などと言う」などの割合が高い。 

 

「地域活動の場」では「受けたことがない」が 55.2％で、これと無回答を除く 14.0％の人がセ

クハラを受けた経験があり、女性は 13.9％、男性は 13.4％となっている。職場に比べると、地域

活動の場でのセクハラの被害経験はやや少ないものの男女とも「容姿や年齢について話題にする」

「「女のくせに」「女だから」または「男のくせに」「男だから」などと言う」などの被害が多い。 

年齢別でみると、女性の 29歳以下と 30歳代で受けた経験があるが同率の 18.2％と高く、内容と

して「容姿や年齢について話題にする」が 29歳以下で 12.1％、「交際関係や結婚・出産など、プラ

イベートなことを執拗に聞く」が 30歳代で 12.1％となっている。また、男性の 60歳代でも「容姿

や年齢について話題にする」は 10.7％と高く、「「女のくせに」「女だから」または「男のくせに」

「男だから」などと言う」は男性の 70歳以上で 11.1％となっている。 

 

「学校に関わる場」で「受けたことがない」が 53.6％で、これと無回答を除く 5.2％の人がセク

ハラを受けた経験があり、女性は 5.7％、男性は 4.3％となっている。職場や地域活動の場に比べ

てセクハラの被害経験は少ないが女性の 29 歳以下では 30.3％と高く、具体的な内容は「容姿や年

齢について話題にする」が 18.2％、「「女のくせに」「女だから」または「男のくせに」「男だから」

などと言う」が 12.1％となっている。 
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図表５－２ セクシュアル・ハラスメントを受けた経験［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

「
女
の
く
せ
に

」
「
女
だ
か
ら

」

ま
た
は

「
男
の
く
せ
に

」
「
男
だ

か
ら

」
な
ど
と
言
う

宴
会
な
ど
で
お
酌
や
デ

ュ

エ

ッ
ト
を
要
求
す
る

交
際
関
係
や
結
婚
・
出
産
な

ど

、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と

を
執
拗
に
聞
く

容
姿
や
年
齢
に
つ
い
て
話
題

に
す
る

性
的
な
話
や
冗
談
を
聞
か
せ

る 性
的
な
噂
を
た
て
る

不
必
要
に
身
体
を
さ
わ
る

性
的
な
内
容
の
手
紙
や
メ
ー

ル
を
送

っ
た
り

、
電
話
を
か

け
た
り
す
る

交
際
を
せ
ま
る

性
的
な
関
係
を
せ
ま
る

そ
の
他

ど
れ
も
受
け
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

『
経
験
が
あ
る

』

1,153 91 80 88 102 74 48 36 26 24 24 10 630 318 

100.0 7.9 6.9 7.6 8.8 6.4 4.2 3.1 2.3 2.1 2.1 0.9 54.6 27.6 
女性：29歳以下 33 15.2 12.1 21.2 15.2 9.1 6.1 9.1 3.0 3.0 3.0 - 57.6 15.2 27.2 
女性：30歳代 33 12.1 12.1 21.2 30.3 18.2 6.1 3.0 - 6.1 3.0 - 54.5 6.1 39.4 
女性：40歳代 73 11.0 6.8 8.2 12.3 8.2 5.5 5.5 2.7 2.7 1.4 1.4 67.1 11.0 21.9 
女性：50歳代 81 3.7 4.9 6.2 8.6 7.4 2.5 3.7 1.2 - 6.2 - 66.7 17.3 16.0 
女性：60歳代 157 7.0 7.0 6.4 10.2 5.1 3.8 2.5 1.9 1.3 - 1.3 58.6 22.3 19.1 
女性：70歳以上 279 4.7 6.1 5.0 3.6 5.4 2.9 2.5 0.7 1.4 1.1 0.7 44.1 41.9 14.0 
男性：29歳以下 16 - 6.3 6.3 6.3 6.3 - - - - - - 75.0 18.8 6.2 
男性：30歳代 24 12.5 12.5 12.5 33.3 20.8 8.3 - - - - - 54.2 12.5 33.3 
男性：40歳代 40 10.0 5.0 10.0 15.0 5.0 5.0 7.5 5.0 5.0 5.0 - 62.5 17.5 20.0 
男性：50歳代 51 5.9 - - 3.9 3.9 2.0 - - - - - 78.4 13.7 7.9 
男性：60歳代 75 12.0 8.0 10.7 12.0 5.3 8.0 4.0 6.7 4.0 4.0 1.3 66.7 12.0 21.3 
男性：70歳以上 208 8.7 7.2 5.8 5.3 5.8 4.3 2.9 3.8 2.4 2.4 1.4 51.0 35.1 13.9 
回答しない・該当しない 21 23.8 9.5 23.8 19.0 9.5 9.5 - 4.8 9.5 4.8 4.8 57.1 4.8 38.1 
無回答 62 8.1 9.7 9.7 6.5 3.2 3.2 3.2 1.6 1.6 3.2 - 27.4 54.8 17.8 

「
女
の
く
せ
に

」
「
女
だ
か
ら

」

ま
た
は

「
男
の
く
せ
に

」
「
男
だ

か
ら

」
な
ど
と
言
う

宴
会
な
ど
で
お
酌
や
デ

ュ

エ

ッ
ト
を
要
求
す
る

交
際
関
係
や
結
婚
・
出
産
な

ど

、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と

を
執
拗
に
聞
く

容
姿
や
年
齢
に
つ
い
て
話
題

に
す
る

性
的
な
話
や
冗
談
を
聞
か
せ

る 性
的
な
噂
を
た
て
る

不
必
要
に
身
体
を
さ
わ
る

性
的
な
内
容
の
手
紙
や
メ
ー

ル
を
送

っ
た
り

、
電
話
を
か

け
た
り
す
る

交
際
を
せ
ま
る

性
的
な
関
係
を
せ
ま
る

そ
の
他

ど
れ
も
受
け
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

『
経
験
が
あ
る

』

1,153 72 41 55 74 48 28 18 12 13 16 12 636 355 
100.0 6.2 3.6 4.8 6.4 4.2 2.4 1.6 1.0 1.1 1.4 1.0 55.2 30.8 

女性：29歳以下 33 9.1 6.1 9.1 12.1 6.1 3.0 - - - - - 57.6 24.2 18.2 
女性：30歳代 33 6.1 - 12.1 3.0 3.0 - - 3.0 3.0 3.0 - 63.6 18.2 18.2 
女性：40歳代 73 9.6 2.7 5.5 5.5 1.4 1.4 - - - - - 67.1 17.8 15.1 
女性：50歳代 81 3.7 1.2 2.5 2.5 2.5 1.2 - 1.2 - - - 70.4 22.2 7.4 
女性：60歳代 157 3.8 1.9 4.5 7.0 2.5 - 1.3 0.6 - 1.3 1.9 60.5 26.1 13.4 
女性：70歳以上 279 5.7 5.7 5.0 7.9 4.3 2.9 1.1 0.7 0.7 0.7 0.4 46.6 39.1 14.3 
男性：29歳以下 16 - - - - - - - - - - - 75.0 25.0 - 
男性：30歳代 24 4.2 4.2 8.3 - - - 4.2 - - - - 50.0 33.3 16.7 
男性：40歳代 40 - - 2.5 5.0 2.5 2.5 - - - - - 65.0 30.0 5.0 
男性：50歳代 51 - - 2.0 3.9 - - - - - 2.0 - 68.6 25.5 5.9 
男性：60歳代 75 6.7 5.3 9.3 10.7 9.3 9.3 6.7 2.7 4.0 4.0 1.3 58.7 22.7 18.6 
男性：70歳以上 208 11.1 4.3 2.4 5.3 5.3 2.4 1.9 1.0 1.4 1.4 1.4 51.4 33.2 15.4 
回答しない・該当しない 21 14.3 4.8 4.8 9.5 9.5 4.8 4.8 4.8 4.8 4.8 9.5 57.1 19.0 23.9 
無回答 62 4.8 3.2 6.5 8.1 8.1 4.8 3.2 3.2 4.8 4.8 3.2 27.4 53.2 19.4 

「
女
の
く
せ
に

」
「
女
だ
か
ら

」

ま
た
は

「
男
の
く
せ
に

」
「
男
だ

か
ら

」
な
ど
と
言
う

宴
会
な
ど
で
お
酌
や
デ

ュ

エ

ッ
ト
を
要
求
す
る

交
際
関
係
や
結
婚
・
出
産
な

ど

、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と

を
執
拗
に
聞
く

容
姿
や
年
齢
に
つ
い
て
話
題

に
す
る

性
的
な
話
や
冗
談
を
聞
か
せ

る 性
的
な
噂
を
た
て
る

不
必
要
に
身
体
を
さ
わ
る

性
的
な
内
容
の
手
紙
や
メ
ー

ル
を
送

っ
た
り

、
電
話
を
か

け
た
り
す
る

交
際
を
せ
ま
る

性
的
な
関
係
を
せ
ま
る

そ
の
他

ど
れ
も
受
け
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

『
経
験
が
あ
る

』

1,153 31 4 7 21 9 11 3 4 2 1 5 618 475 
100.0 2.7 0.3 0.6 1.8 0.8 1.0 0.3 0.3 0.2 0.1 0.4 53.6 41.2 

女性：29歳以下 33 12.1 6.1 3.0 18.2 6.1 6.1 - 3.0 - - - 57.6 12.1 30.3 
女性：30歳代 33 9.1 - 3.0 9.1 3.0 - 3.0 3.0 - - - 60.6 21.2 18.2 
女性：40歳代 73 1.4 - 1.4 2.7 1.4 1.4 - - - - - 68.5 28.8 2.7 
女性：50歳代 81 1.2 - 2.5 1.2 - - - - - - - 70.4 27.2 2.4 
女性：60歳代 157 1.9 0.6 - 1.3 0.6 - - - 0.6 - 0.6 61.8 33.1 5.1 
女性：70歳以上 279 2.2 - - 0.4 - 0.4 - - - - 0.4 43.0 54.1 2.9 
男性：29歳以下 16 - - - - - - - - - - - 81.3 18.8 - 
男性：30歳代 24 4.2 - - 4.2 - 4.2 - - - - - 50.0 37.5 12.5 
男性：40歳代 40 2.5 2.5 - - - - - - - - - 62.5 32.5 5.0 
男性：50歳代 51 - - - - - - - - - - - 70.6 29.4 - 
男性：60歳代 75 1.3 - - 1.3 1.3 1.3 - - 1.3 1.3 1.3 53.3 42.7 4.0 
男性：70歳以上 208 1.9 - 0.5 0.5 0.5 1.4 - - - - 0.5 49.0 47.1 3.9 
回答しない・該当しない 21 9.5 - 4.8 9.5 9.5 9.5 4.8 4.8 - - 4.8 57.1 28.6 14.3 
無回答 62 6.5 - - 1.6 - - 1.6 1.6 - - - 24.2 67.7 8.1 

年
齢
別

全  体 14.0

年
齢
別

標
本
数

学校に関わる場で

全  体 5.2

標
本
数

地域活動の場で

標
本
数

職場で

全  体 17.8

年
齢
別
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（２）セクシュアル・ハラスメントを受けた後の行動 

 

・セクシュアル・ハラスメントを受けた後の行動は、女性の約６割、男性の４割台半ばが「特に何

もしなかった」、男女とも年齢の低い層での割合が高い。 

 

問 17 付問１【問 17 で「Ａ 職場」「Ｂ 地域活動の場」「Ｃ 学校に関わる場」でひとつでも

「１.」～「11.」に答えた方におたずねします】 

その後、あなたはどのような行動をとりましたか。いくつでも選んでください。 

 

図表５－３ セクシュアル・ハラスメントを受けた後の行動［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントを受けた後の行動は、「特に何もしなかった」が 51.7％と最も高い。

具体的な行動としては「相手に直接抗議した」が 18.3％、「家族や友人に相談した」が 15.6％、「職

場の上司や学校の先生などに相談した」が 9.1％となっている。 

性別でみると、女性は「特に何もしなかった」が 58.8％、男性は 44.0％と女性の方が 14.8ポイ

ント高い。「家族や友人に相談した」は男女とも１割台半ばで同程度であるが、「相手に直接抗議し

た」は女性 15.6％、男性 22.6％と男性が 7.0 ポイント高く、その他の具体的行動も男性の方が割

合は高い。 

 

相手に直接抗議した

家族や友人に相談した

職場の上司や学校の先生などに相談した

公的な相談機関や警察、弁護士などに相談した

その他

特に何もしなかった

無回答

18.3 

15.6 

9.1 

3.4 

3.4 

51.7 

11.4 

15.6 

14.4 

7.5 

1.9 

1.9 

58.8 

9.4 

22.6 

14.3 

10.7 

6.0 

6.0 

44.0 

13.1 

37.5 

25.0 

12.5 

-

-

37.5 

12.5 

0 35 70 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=160）

男 性（Ｎ=84）

回答しない・

該当しない（Ｎ=8）

全 体（Ｎ=263）
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年齢別でみると、女性は年齢が低い層で「特に何もしなかった」の割合が高く、いずれの場面で

も被害経験が高かった 30 歳代以下では７割台となっている。男性も年齢が低い層で「特に何もし

なかった」の割合が高い傾向がみられ、「相手に直接抗議した」は男女とも年齢の高い層で割合が高

い。「職場の上司や学校の先生などに相談した」は女性の 30歳代と 50歳代で２割台と比較的高い。 

 

図表５－４ セクシュアル・ハラスメントを受けた後の行動［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

相
手
に
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場
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司
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ど
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し

た 公
的
な
相
談
機
関
や
警

察

、
弁
護
士
な
ど
に
相

談
し
た

そ
の
他

特
に
何
も
し
な
か

っ
た

無
回
答

263    48     24     41     9       9       136    30     
100.0 18.3   9.1    15.6   3.4    3.4    51.7   11.4   

女性：29歳以下 14     7.1    14.3   7.1    7.1    -       78.6   -       
女性：30歳代 15     6.7    26.7   20.0   -       -       73.3   -       
女性：40歳代 21     14.3   -       19.0   -       4.8    61.9   4.8    
女性：50歳代 17     11.8   23.5   29.4   -       -       52.9   -       
女性：60歳代 36     22.2   2.8    11.1   2.8    2.8    55.6   11.1   
女性：70歳以上 54     18.5   1.9    11.1   1.9    1.9    51.9   16.7   
男性：29歳以下 1       -       -       -       -       -       100.0 -       
男性：30歳代 9       33.3   -       -       -       11.1   44.4   11.1   
男性：40歳代 8       -       12.5   12.5   12.5   -       75.0   12.5   
男性：50歳代 6       16.7   16.7   -       -       16.7   50.0   16.7   
男性：60歳代 18     27.8   11.1   11.1   -       -       44.4   11.1   
男性：70歳以上 40     22.5   12.5   20.0   10.0   7.5    37.5   12.5   
回答しない・該当しない 8       37.5   12.5   25.0   -       -       37.5   12.5   
無回答 16     12.5   12.5   31.3   6.3    6.3    25.0   31.3   

年
齢
別

標
本
数

全  体
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２．暴力だと思うもの 

 

・身体的暴力の認知は男女とも同程度、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力は男性の方が認

知は低い傾向。 

 

問 18 次のことが配偶者 (婚姻届を出していない事実婚や別居中も含む)や交際相手の間で行

われた場合、暴力だと思いますか。（ア）～（ソ）のそれぞれについてあてはまるものを

１つ選んでください。 

 

図表５－５（１） 暴力だと思うもの［性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体的、精神的、性的、経済的な暴力を 15 項目あげ、どんな場合も暴力にあたるかどうかたず

ねた。 

身体的暴力で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合をみると「足でけったり、素手でた

たく・なぐる」が男女とも８割台、「骨折させる」「物を投げつける」が７割台であるが、「打ち身や

切り傷などのケガをさせる」は６割台で、「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」が

１割台半ばから約２割となっている。身体的暴力の認知は、男女とも同程度である。 

 

 

打ち身や切り傷な
どのケガをさせる

足でけったり、素手
でたたく・なぐる

物を投げつける

骨折させる

71.7

73.1

76.2

12.9

15.3

14.3

0.7

0.5

-

3.9

2.4

4.8

10.8

8.7

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

67.7

67.9

71.4

16.3

19.6

23.8

1.6

0.9

-

4.0

2.4

-

10.3

9.2

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

80.2

81.8

85.7

6.6

6.6

9.5

0.3

1.2

-

3.0

1.9

-

9.9

8.5

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

74.3

74.1

81.0

11.7

13.4

14.3

1.0

1.4

-

2.8

1.9

-

10.2

9.2

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

性
別

性
別

性
別

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も

そうでない場合も

あると思う

無回答暴力にあたる

とは思わない

わからない

身
体
的
暴
力
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図表５－５（２） 暴力だと思うもの［性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な生活費を渡
さない

見たくないのに、ア
ダルトサイトやポル
ノ雑誌を見せる

他人や子どもの前
で侮辱したり、馬鹿
にしたりする

｢誰のおかげで生
活できるんだ｣とか
｢甲斐性なし｣という

避妊に協力しな
い、中絶を強要す
る

大声でどなる

「痛い目にあわせ
てやる」などと生
命、身体を脅かす
ような暴言を吐く

嫌がっているのに
性的な行為を強要
する

げんこつや身体を
傷つける可能性の
ある物で、なぐるふ
りをしておどす

何を言っても無視
し続ける

交友関係や電話・
メールなどのチェッ
クや制限をする

67.4

67.0

81.0

16.9

19.6

9.5

1.3

1.9

-

4.0

2.1

4.8

10.3

9.4

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

46.6

39.4

42.9

27.1

32.1

33.3

7.2

10.8

4.8

8.8

9.0

9.5

10.3

8.7

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

49.6

39.4

52.4

24.1

31.4

19.0

7.0

10.8

4.8

8.5

9.0

19.0

10.8

9.4

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

60.6

55.7

61.9

19.2

24.8

19.0

3.9

4.0

-

6.1

5.9

14.3

10.2

9.7

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

59.6

49.5

66.7

20.8

30.7

19.0

4.8

6.6

-

5.1

5.0

9.5

9.7

8.3

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

73.8

70.3

81.0

10.0

15.3

9.5

1.2

2.1

-

4.5

3.5

4.8

10.5

8.7

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

78.7

78.1

95.2

4.6

8.3

-

0.9

1.2

-

5.4

3.3

-

10.3

9.2

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

74.6

70.5

76.2

7.0

12.7

14.3

1.5

1.2

-

6.7

6.4

4.8

10.2

9.2

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

66.6

62.0

85.7

11.2

15.1

4.8

3.0

5.0

-

8.8

8.7

4.8

10.3

9.2

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

65.9

57.3

71.4

12.3

21.9

19.0

3.9

4.7

-

8.2

7.3

4.8

9.7

8.7

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

69.6

62.7

71.4

10.6

17.0

23.8

3.1

5.2

-

6.4

6.8

-

10.2

8.3

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も

そうでない場合も

あると思う

無回答暴力にあたる

とは思わない

わからない

精
神
的
暴
力

性
的
暴
力

経
済
的
暴
力
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精神的暴力で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合をみると「「痛い目にあわせてやる」

などと生命、身体を脅かすような暴言を吐く」で男女とも７割台、「げんこつや身体を傷つける可能

性のある物で、なぐるふりをしておどす」は６割台である。「他人や子どもの前で侮辱したり、馬鹿

にしたりする」（女性 60.6％、男性 55.7％）、「大声でどなる」（同 59.6％、49.5％）、「交友関係や

電話・メールなどのチェックや制限をする」（同 49.6％、39.4％）、「何を言っても無視し続ける」

（同 46.6％、39.4％）などは暴力であるとの認知は低くなり、特に男性の方が低い。 

性的暴力で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合をみると「嫌がっているのに性的な行

為を強要する」は女性 78.7％、男性 78.1％と同程度である。「避妊に協力しない、中絶を強要する」

（女性 74.6％、男性 70.5％）や「見たくないのに、アダルトサイトやポルノ雑誌を見せる」（同

66.6％、62.0％）などは男性の方が認知は低い。 

経済的暴力で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合をみると「必要な生活費を渡さない」

は女性 65.9％、男性 57.3％、「｢誰のおかげで生活できるんだ｣とか｢甲斐性なし｣という」は女性

69.6％、男性 62.7％と男性の方が認知は低い。 

年齢別でみると、身体的暴力のうち「骨折させる」は男性の 29 歳以下と 30 歳代、「打ち身や切

り傷などのケガをさせる」は男性の 29 歳以下で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が

低く、「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」の割合が約３割から４割と高い。ま

た、「打ち身や切り傷などのケガをさせる」は女性の 30 歳代と 40 歳代、男性の 30 歳代、50 歳代、

60 歳代でも「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」の割合が２割台と比較的高い。 

精神的暴力のうち「交友関係や電話・メールなどのチェックや制限をする」は男性の 29 歳以下

で「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」の割合が 50.0％と最も高い。「何を言っ

ても無視し続ける」は男性の 50 歳代で「暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う」が

41.2％と高く、女性の 30 歳代と 40 歳代、男性の 60 歳代でも約４割と高い。その他の精神的暴力

は男性の年齢が高い層で暴力との認知が低い傾向がみられる。 

性的暴力の認知は男女とも 70歳以上、経済的暴力は女性の 70歳以上、男性の 50歳代と 70歳以

上での認知が低い。 
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図表５－６（１） 暴力だと思うもの［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
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わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 824       157       8          41        123       771       204       16        41        121       

100.0 71.5      13.6      0.7       3.6       10.7      66.9      17.7      1.4       3.6       10.5      

女性：29歳以下 33 84.8      12.1      -          3.0       -          78.8      15.2      -          3.0       3.0       
女性：30歳代 33 78.8      18.2      -          3.0       -          72.7      27.3      -          -          -          
女性：40歳代 73 79.5      17.8      -          -          2.7       72.6      21.9      1.4       -          4.1       
女性：50歳代 81 84.0      6.2       1.2       2.5       6.2       79.0      9.9       2.5       2.5       6.2       
女性：60歳代 157 77.7      14.6      0.6       1.3       5.7       73.9      17.2      1.3       1.9       5.7       
女性：70歳以上 279 60.2      12.5      1.1       7.2       19.0      57.3      15.4      2.2       7.5       17.6      
男性：29歳以下 16 62.5      31.3      -          -          6.3       50.0      43.8      -          -          6.3       
男性：30歳代 24 70.8      29.2      -          -          -          70.8      25.0      4.2       -          -          
男性：40歳代 40 80.0      10.0      -          2.5       7.5       72.5      17.5      -          2.5       7.5       
男性：50歳代 51 74.5      13.7      -          3.9       7.8       62.7      21.6      -          3.9       11.8      
男性：60歳代 75 76.0      17.3      -          2.7       4.0       68.0      26.7      -          1.3       4.0       
男性：70歳以上 208 72.1      13.5      1.0       2.4       11.1      70.7      14.4      1.4       2.4       11.1      
回答しない・該当しない 21 76.2      14.3      -          4.8       4.8       71.4      23.8      -          -          4.8       
無回答 62 54.8      6.5       1.6       6.5       30.6      46.8      16.1      1.6       8.1       27.4      
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無
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る
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う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
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な
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合
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る
と
思
う

暴
力
に
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る

と
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思
わ
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い

わ
か
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な
い

無
回
答

1,153 922       76        8          31        116       843       146       14        30        120       

100.0 80.0      6.6       0.7       2.7       10.1      73.1      12.7      1.2       2.6       10.4      

女性：29歳以下 33 93.9      3.0       -          3.0       -          87.9      6.1       -          3.0       3.0       
女性：30歳代 33 87.9      12.1      -          -          -          84.8      15.2      -          -          -          
女性：40歳代 73 82.2      13.7      -          -          4.1       79.5      16.4      -          -          4.1       
女性：50歳代 81 87.7      2.5       -          2.5       7.4       76.5      12.3      1.2       2.5       7.4       
女性：60歳代 157 89.8      3.2       -          1.3       5.7       80.3      11.5      1.9       1.3       5.1       
女性：70歳以上 279 69.9      7.5       0.7       5.4       16.5      65.9      10.8      1.1       5.0       17.2      
男性：29歳以下 16 100.0    -          -          -          -          100.0    -          -          -          -          
男性：30歳代 24 83.3      12.5      4.2       -          -          70.8      20.8      4.2       -          4.2       
男性：40歳代 40 82.5      5.0       -          2.5       10.0      75.0      15.0      -          2.5       7.5       
男性：50歳代 51 78.4      7.8       -          3.9       9.8       70.6      13.7      -          3.9       11.8      
男性：60歳代 75 89.3      6.7       1.3       -          2.7       81.3      14.7      -          -          4.0       
男性：70歳以上 208 79.3      6.7       1.0       2.4       10.6      71.2      13.5      2.4       2.4       10.6      
回答しない・該当しない 21 85.7      9.5       -          -          4.8       81.0      14.3      -          -          4.8       
無回答 62 58.1      4.8       3.2       4.8       29.0      50.0      14.5      1.6       4.8       29.0      
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る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 765       207       18        40        123       495       331       101       105       121       

100.0 66.3      18.0      1.6       3.5       10.7      42.9      28.7      8.8       9.1       10.5      

女性：29歳以下 33 87.9      9.1       -          3.0       -          66.7      18.2      3.0       6.1       6.1       
女性：30歳代 33 78.8      15.2      -          -          6.1       54.5      36.4      3.0       3.0       3.0       
女性：40歳代 73 78.1      17.8      -          -          4.1       49.3      37.0      6.8       4.1       2.7       
女性：50歳代 81 71.6      18.5      -          3.7       6.2       55.6      24.7      8.6       6.2       4.9       
女性：60歳代 157 73.2      17.2      1.3       2.5       5.7       54.1      27.4      6.4       7.0       5.1       
女性：70歳以上 279 57.0      16.8      2.2       6.8       17.2      36.9      23.7      8.6       13.3      17.6      
男性：29歳以下 16 87.5      6.3       -          -          6.3       75.0      25.0      -          -          -          
男性：30歳代 24 79.2      16.7      4.2       -          -          54.2      33.3      12.5      -          -          
男性：40歳代 40 77.5      10.0      -          -          12.5      55.0      27.5      7.5       2.5       7.5       
男性：50歳代 51 58.8      25.5      -          3.9       11.8      35.3      41.2      5.9       7.8       9.8       
男性：60歳代 75 76.0      20.0      1.3       -          2.7       46.7      37.3      8.0       4.0       4.0       
男性：70歳以上 208 62.5      20.7      2.9       3.4       10.6      31.7      29.8      13.5      13.9      11.1      
回答しない・該当しない 21 81.0      9.5       -          4.8       4.8       42.9      33.3      4.8       9.5       9.5       
無回答 62 37.1      24.2      3.2       4.8       30.6      17.7      25.8      14.5      11.3      30.6      

標
本
数

骨折させる 打ち身や切り傷などのケガをさせる

年
齢
別

標
本
数

足でけったり、素手でたたく・なぐる 物を投げつける

全  体

全  体

年
齢
別

げんこつや身体を傷つける可能性のある物で、
なぐるふりをしておどす

何を言っても無視し続ける

年
齢
別

全  体

標
本
数
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図表５－６（２） 暴力だと思うもの［全体、年齢別］ 
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も
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う

暴
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る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
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る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 515       307       99        106       126       665       246       46        73        123       

100.0 44.7      26.6      8.6       9.2       10.9      57.7      21.3      4.0       6.3       10.7      

女性：29歳以下 33 57.6      36.4      -          6.1       -          84.8      9.1       -          6.1       -          
女性：30歳代 33 57.6      39.4      -          -          3.0       78.8      18.2      -          3.0       -          
女性：40歳代 73 54.8      32.9      8.2       1.4       2.7       65.8      24.7      5.5       1.4       2.7       
女性：50歳代 81 60.5      21.0      8.6       3.7       6.2       67.9      17.3      3.7       6.2       4.9       
女性：60歳代 157 54.8      23.6      6.4       8.9       6.4       65.6      19.7      3.8       5.1       5.7       
女性：70歳以上 279 41.9      17.9      8.6       13.3      18.3      49.8      19.0      4.7       8.6       17.9      
男性：29歳以下 16 43.8      50.0      -          -          6.3       93.8      6.3       -          -          -          
男性：30歳代 24 62.5      20.8      16.7      -          -          66.7      12.5      8.3       8.3       4.2       
男性：40歳代 40 42.5      32.5      7.5       7.5       10.0      67.5      15.0      2.5       5.0       10.0      
男性：50歳代 51 33.3      39.2      7.8       9.8       9.8       56.9      25.5      -          7.8       9.8       
男性：60歳代 75 41.3      41.3      9.3       4.0       4.0       57.3      32.0      2.7       4.0       4.0       
男性：70歳以上 208 37.0      26.9      13.0      12.0      11.1      49.0      27.4      5.3       6.7       11.5      
回答しない・該当しない 21 52.4      19.0      4.8       19.0      4.8       61.9      19.0      -          14.3      4.8       
無回答 62 16.1      27.4      9.7       14.5      32.3      33.9      21.0      6.5       6.5       32.3      

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 631       284       64        60        114       821       143       18        49        122       

100.0 54.7      24.6      5.6       5.2       9.9       71.2      12.4      1.6       4.2       10.6      

女性：29歳以下 33 72.7      21.2      -          6.1       -          81.8      9.1       -          3.0       6.1       
女性：30歳代 33 84.8      15.2      -          -          -          90.9      6.1       -          -          3.0       
女性：40歳代 73 68.5      23.3      2.7       1.4       4.1       84.9      11.0      -          1.4       2.7       
女性：50歳代 81 72.8      16.0      3.7       2.5       4.9       84.0      3.7       3.7       3.7       4.9       
女性：60歳代 157 62.4      22.3      3.2       5.1       7.0       79.0      11.5      0.6       2.5       6.4       
女性：70歳以上 279 48.4      20.4      7.9       7.5       15.8      62.7      11.1      1.4       7.5       17.2      
男性：29歳以下 16 68.8      31.3      -          -          -          100.0    -          -          -          -          
男性：30歳代 24 66.7      20.8      12.5      -          -          75.0      16.7      8.3       -          -          
男性：40歳代 40 62.5      22.5      2.5       5.0       7.5       75.0      10.0      -          5.0       10.0      
男性：50歳代 51 43.1      37.3      3.9       5.9       9.8       70.6      15.7      -          3.9       9.8       
男性：60歳代 75 54.7      33.3      6.7       1.3       4.0       77.3      17.3      -          1.3       4.0       
男性：70歳以上 208 44.2      31.7      6.7       7.2       10.1      64.9      17.3      3.4       4.3       10.1      
回答しない・該当しない 21 66.7      19.0      -          9.5       4.8       81.0      9.5       -          4.8       4.8       
無回答 62 25.8      27.4      11.3      4.8       30.6      40.3      17.7      1.6       6.5       33.9      

ど
ん
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場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
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う

暴
力
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あ
た
る

場
合
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そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 896       72        11        53        121       832       107       16        77        121       
100.0 77.7      6.2       1.0       4.6       10.5      72.2      9.3       1.4       6.7       10.5      

女性：29歳以下 33 93.9      3.0       -          3.0       -          84.8      9.1       -          3.0       3.0       
女性：30歳代 33 97.0      -          -          -          3.0       97.0      -          -          -          3.0       
女性：40歳代 73 89.0      5.5       -          1.4       4.1       91.8      4.1       -          1.4       2.7       
女性：50歳代 81 85.2      1.2       1.2       6.2       6.2       84.0      6.2       -          4.9       4.9       
女性：60歳代 157 85.4      6.4       0.6       2.5       5.1       78.3      7.6       1.9       6.4       5.7       
女性：70歳以上 279 67.0      4.7       1.4       9.0       17.9      61.6      7.9       2.5       10.4      17.6      
男性：29歳以下 16 100.0    -          -          -          -          100.0    -          -          -          -          
男性：30歳代 24 83.3      8.3       4.2       -          4.2       83.3      12.5      -          4.2       -          
男性：40歳代 40 82.5      5.0       -          2.5       10.0      82.5      5.0       -          5.0       7.5       
男性：50歳代 51 80.4      2.0       -          7.8       9.8       74.5      5.9       2.0       5.9       11.8      
男性：60歳代 75 84.0      12.0      -          -          4.0       77.3      17.3      -          -          5.3       
男性：70歳以上 208 74.0      9.1       1.9       4.3       10.6      63.0      15.4      1.9       8.7       11.1      
回答しない・該当しない 21 95.2      -          -          -          4.8       76.2      14.3      -          4.8       4.8       
無回答 62 50.0      16.1      -          4.8       29.0      48.4      9.7       1.6       11.3      29.0      

標
本
数

交友関係や電話・メールなどのチェックや制限を
する

他人や子どもの前で侮辱したり、馬鹿にしたりする

標
本
数

大声でどなる
「痛い目にあわせてやる」などと生命、身体を

脅かすような暴言を吐く

全  体

年
齢
別

全  体

標
本
数

全  体

年
齢
別

嫌がっているのに性的な行為を強要する 避妊に協力しない、中絶を強要する

年
齢
別
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図表５－６（３） 暴力だと思うもの［全体、年齢別］ 
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無
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ど
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力
に
あ
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る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
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る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 739       145       45        102       122       713       183       48        93        116       
100.0 64.1      12.6      3.9       8.8       10.6      61.8      15.9      4.2       8.1       10.1      

女性：29歳以下 33 87.9      3.0       -          6.1       3.0       78.8      15.2      -          6.1       -          
女性：30歳代 33 97.0      3.0       -          -          -          84.8      12.1      -          -          3.0       
女性：40歳代 73 83.6      12.3      1.4       -          2.7       76.7      16.4      2.7       1.4       2.7       
女性：50歳代 81 69.1      16.0      2.5       7.4       4.9       75.3      7.4       4.9       6.2       6.2       
女性：60歳代 157 72.6      10.8      3.8       6.4       6.4       72.6      10.2      3.2       8.3       5.7       
女性：70歳以上 279 52.0      11.5      3.9       14.7      17.9      53.0      12.9      5.4       12.2      16.5      
男性：29歳以下 16 87.5      6.3       -          -          6.3       87.5      12.5      -          -          -          
男性：30歳代 24 79.2      12.5      4.2       4.2       -          70.8      29.2      -          -          -          
男性：40歳代 40 72.5      7.5       2.5       7.5       10.0      72.5      15.0      -          5.0       7.5       
男性：50歳代 51 64.7      11.8      2.0       11.8      9.8       51.0      23.5      2.0       13.7      9.8       
男性：60歳代 75 69.3      24.0      1.3       -          5.3       61.3      29.3      2.7       2.7       4.0       
男性：70歳以上 208 54.3      15.9      7.7       11.5      10.6      51.4      20.7      7.7       9.1       11.1      
回答しない・該当しない 21 85.7      4.8       -          4.8       4.8       71.4      19.0      -          4.8       4.8       
無回答 62 38.7      11.3      8.1       12.9      29.0      41.9      12.9      4.8       11.3      29.0      

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

場
合
も
そ
う
で

な
い
場
合
も
あ

る
と
思
う

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,153 760       155       43        78        117       
100.0 65.9      13.4      3.7       6.8       10.1      

女性：29歳以下 33 90.9      3.0       -          3.0       3.0       
女性：30歳代 33 93.9      6.1       -          -          -          
女性：40歳代 73 78.1      11.0      2.7       2.7       5.5       
女性：50歳代 81 75.3      7.4       3.7       6.2       7.4       
女性：60歳代 157 75.8      10.2      2.5       5.7       5.7       
女性：70歳以上 279 57.0      12.9      4.3       9.3       16.5      
男性：29歳以下 16 81.3      18.8      -          -          -          
男性：30歳代 24 83.3      12.5      4.2       -          -          
男性：40歳代 40 75.0      10.0      2.5       5.0       7.5       
男性：50歳代 51 56.9      23.5      -          9.8       9.8       
男性：60歳代 75 72.0      18.7      2.7       2.7       4.0       
男性：70歳以上 208 55.8      17.3      8.2       8.7       10.1      
回答しない・該当しない 21 71.4      23.8      -          -          4.8       
無回答 62 41.9      14.5      1.6       12.9      29.0      

必要な生活費を渡さない

全  体

年
齢
別

全  体

年
齢
別

標
本
数

｢誰のおかげで生活できるんだ｣とか｢甲斐性なし｣と
いう

標
本
数

見たくないのに、アダルトサイトやポルノ雑誌を
見せる
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３．暴力について 

（１）暴力の経験 

 

・ここ３年ぐらいの間に暴力を受けた人は、『身体的暴力』『性的暴力』『経済的暴力』では女性が

多い。『精神的暴力』のうち「無視され続ける」「交友関係やメールなどのチェックや制限」は男性、

その他は女性の経験が多い。 

・15 項目の暴力を一つでも受けたことがあると回答した人は、女性２割台半ば、男性約２割。 
 

問 19【配偶者や交際相手が現在いる方、これまで配偶者や交際相手がいた方におたずねしま

す】あなたは、ここ３年ぐらいの間にあなたの配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別

居中も含みます）や交際相手から次のようなことをされたことがありますか。（ア）～（ソ）

のそれぞれについてあてはまるものを１つ選んでください。 
 

図表５－７ 暴力の経験［全体］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ３年ぐらいの間に配偶者や交際相手から身体的暴力、精神的暴力、性的暴力、経済的暴力で

ある 15項目の暴力があったかどうかたずねた。「何度もあった」と「１、２度あった」をあわせた

『暴力があった』人の割合をみると、「大声でどなられた」（14.2％）や「何を言っても無視され続

けた」（8.5％）、「他人や子どもの前で侮辱されたり、馬鹿にされたりした」（7.7％）など精神的暴

力の被害経験が高い。また、「足でけられたり、素手でたたかれたりなぐられたりした」（5.0％）、

「物を投げつけられた」（5.5％）の身体的暴力の経験もみられる。 
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骨折させられた

打ち身や切り傷などのケガをさせられた

足でけられたり、素手でたたかれたりなぐられたりした

物を投げつけられた

げんこつや身体を傷つける可能性のある物で、なぐるふり

をしておどされた

何を言っても無視され続けた

交友関係や電話・メールなどのチェックや制限をされた

他人や子どもの前で侮辱されたり、馬鹿にされたりした

大声でどなられた

「痛い目にあわせてやる」などと生命、身体を脅かすような

暴言を吐かれた

嫌がっているのに性的な行為を強要された

避妊に協力してくれない、中絶を強要された

見たくないのに、アダルトサイトやポルノ雑誌を見せられた

必要な生活費を渡されない

「誰のおかげで生活できるんだ」とか「甲斐性なし」といわ

れた

何度もあった １、２度あった 全くない 無回答

今回調査
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性別でみると、身体的暴力で『暴力があった』とする割合はいずれも女性の方が男性よりも高い。

精神的暴力では「何を言っても無視され続けた」「交友関係や電話・メールなどのチェックや制限を

された」は男性が高いが、その他については女性の方が割合は高い。性的暴力、経済的暴力はいず

れも女性の方が割合は高い。 

前回調査と比べると、身体的暴力では女性の『暴力があった』がやや増えている。精神的暴力で

は「げんこつや身体を傷つける可能性のある物で、なぐるふりをしておどされた」「何を言っても無

視され続けた」「他人や子どもの前で侮辱されたり、馬鹿にされたりした」が男女ともやや増えてい

る。性的暴力では「避妊に協力してくれない、中絶を強要された」を除く暴力で女性の割合が増え、

経済的暴力は「必要な生活費を渡されない」が男女でやや増えている。 

 

図表５－８（１） 暴力の経験［性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物を投げつけら
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骨折させられた

打ち身や切り傷
などのケガをさ
せられた

足でけられた
り、素手でたた
かれたりなぐら
れたりした

0.3

-

-

0.7

-

-
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80.9

81.0

20.4

19.1

19.0

0% 25% 50% 75% 100%

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

1.5

0.2

4.8

2.1

0.7

-

77.2

80.2

76.2

19.2

18.9

19.0

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

何度もあった １、２度あった 全くない 無回答

1.6

0.9

4.8

4.8

1.7

4.8

74.6

78.3

76.2

19.0

19.1

14.3

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）
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身
体
的
暴
力

3.6

0.9

4.8

今回調査

1.0

-

-

6.1

4.3

9.6

6.4

2.6

9.6

1.4

0.7

0.2

0.7

前回調査

6.0

1.9

4.5

2.3

『暴力があった』計

性
別

性
別

性
別
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図表５－８（２） 暴力の経験［性別］（前回調査比較） 
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（N=424）
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該当しない（N=21）

『暴力があった』計
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1.9

前回調査
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図表５－８（３） 暴力の経験［性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－９ 【まとめ】暴力の経験［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 項目の暴力について、「何度もあった」と「１、２度あった」のいずれかに一つでも回答した

人は全体で 21.4％、女性は 24.3％、男性は 17.5％となっており、嘉麻市においても少なくない数

の人が配偶者、交際相手からの暴力を経験していることがわかる。 

前回調査と比べると、「何度もあった」と「１、２度あった」のいずれかに一つでも回答した人の

割合は女性はあまり変わらないが、男性は 5.9ポイント増えている。 
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（N=668）
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暴
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何度もあった １、２度あった 全くない 無回答
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2.6

9.5

今回調査
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1.4

前回調査

『暴力があった』計
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年齢別でみると、女性の 30歳代で「経験あり」は 33.3％と３割を超え、40歳代で 26.0％、70歳

以上で 27.6％と２割を超えて高い。男性は 30歳代で 25.0％、60歳代で 20.0％となっている。 

配偶関係別でみると、女性の離別で暴力の経験が 37.8％と高く、また、共働きでない配偶者・パ

ートナーがいる人でも 28.7％と男性よりも高い。 

 

図表５－10 【まとめ】暴力の経験［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

経
験
あ
り

全
く
な
い

無
回
答

1,153 247       673       233       
100.0 21.4      58.4      20.2      

女性：29歳以下 33 15.2      57.6      27.3      
女性：30歳代 33 33.3      54.5      12.1      
女性：40歳代 73 26.0      63.0      11.0      
女性：50歳代 81 18.5      67.9      13.6      
女性：60歳代 157 19.7      69.4      10.8      
女性：70歳以上 279 27.6      45.9      26.5      
男性：29歳以下 16 12.5      43.8      43.8      
男性：30歳代 24 25.0      54.2      20.8      
男性：40歳代 40 15.0      65.0      20.0      
男性：50歳代 51 17.6      51.0      31.4      
男性：60歳代 75 20.0      69.3      10.7      
男性：70歳以上 208 17.3      64.9      17.8      
回答しない・該当しない 21 19.0      61.9      19.0      
無回答 62 17.7      41.9      40.3      
女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

158 21.5      67.1      11.4      

女性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

209 28.7      62.7      8.6       

女性：配偶者はいない（離別） 74 37.8      44.6      17.6      
女性：配偶者はいない（死別） 111 22.5      41.4      36.0      
女性：結婚していない 88 10.2      60.2      29.5      
男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きである）

89 21.3      68.5      10.1      

男性：配偶者・パートナーがいる
（共働きでない）

173 22.0      69.9      8.1       

男性：配偶者はいない（離別） 28 25.0      50.0      25.0      
男性：配偶者はいない（死別） 28 14.3      60.7      25.0      
男性：結婚していない 88 5.7       47.7      46.6      
回答しない・該当しない 21 19.0      61.9      19.0      
無回答 86 16.3      41.9      41.9      

配
偶
関
係
別

標
本
数

全  体

年
齢
別
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（２）相談の有無 

 

暴力を受けたことについての相談は「どこ（だれ）にも相談しなかった」が４割台半ば。相談先は

「家族、親族」が３割台半ば、「友人・知人」が２割台半ばと身近な人への相談が主である。 

 

問 19 付問１【問 19 のいずれかで「１.何度もあった」または「２.１、２度あった」と答えた

方におたずねします】あなたはこれまでに、問 19 であげたような行為について、だれか

に打ち明けたり、相談したりしましたか。いくつでも選んでください。 

 

図表５－11 相談の有無［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族、親族

友人、知人

警察署・交番

嘉麻市男女共同参画推進課
(女性相談窓口)

配偶者暴力相談支援センター
（県の福祉事務所など）

学校関係者
（教員、養護教員、カウンセラー）

医療関係者
（医師、看護師など）

人権擁護委員、民生委員、
行政区長・隣組長など

かま女性ホットライン

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答
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32.1

27.0
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-

1.4

1.4

0.9

0.5

48.8

6.0

35.2

29.6

2.5

1.3

-

-

1.3

1.3

1.3

-

46.5

4.4

22.0

18.0

-

-

2.0

-

2.0

2.0

-

2.0

56.0

8.0

03570（％）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=162）

男 性（Ｎ=74）

回答しない・

該当しない（Ｎ=4）

全 体（Ｎ=247）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=215）

女 性（Ｎ=159）

男 性（Ｎ=50）
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ここ３年ぐらいの間に配偶者、恋人からの暴力を経験した人に、そのことについて誰かに打ち明

けたり、相談したりしたかたずねたところ、「どこ（だれ）にも相談しなかった」は 45.3％である。

相談先としては「家族、親族」が 34.0％と最も高く、次いで「友人、知人」が 25.9％となっている

が、その他の「警察署・交番」や「嘉麻市男女共同参画推進課(女性相談窓口)」「配偶者暴力相談支

援センター（県の福祉事務所など）」「学校関係者」「医療関係者」の利用は１％から４％程度にとど

まっている。 

性別でみると、「どこ（だれ）にも相談しなかった」は男性が 54.1％で女性（41.4％）よりも 12.7

ポイント高く、男性の暴力経験者のうち半数以上の人はどこ（だれ）にも相談していない。女性は

「家族」（女性 37.0％、男性 27.0％）と「友人、知人」（同 29.0％、20.3％）への相談が男性より

も 8.7～10.0 ポイント高く、また割合はわずかではあるが「警察署・交番」「嘉麻市男女共同参画

推進課(女性相談窓口)」「配偶者暴力相談支援センター（県の福祉事務所など）」「医療関係者」など

公的機関の利用もみられる。 

前回調査と比べると、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が女性で 5.1ポイント減っている。相

談先では男性は「家族、親族」への相談が 5.0ポイント増え、女性は「警察署・交番」への相談が

やや増えている。 
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（３）相談しなかった理由 

 

相談しなかった理由は「相談するほどのことではないと思ったから」が４割台半ば、「相談しても

むだだと思ったから」が約３割、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思った

から」「自分にも悪いところがあると思ったから」が約２割。 

 

問 19 付付問１【問 19 付問１で「11．どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方におた

ずねします】どこ（だれ）にも相談しなかった、できなかった理由は何ですか。いくつで

も選んでください。 

 

図表５－12 相談しなかった理由［全体、性別］（前回調査比較） 
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思ったから
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言えなかったから
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ないと思ったから
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他人を巻き込みたくなかったから
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不快な思いをさせられると思った
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相手の行為は愛情の表現だと
思ったから

相談したことがわかると、
仕返しをうけたり、もっと

ひどい暴力をうけると思ったから

他人に知られると、これまで通りの
つき合い（仕事や学校などの人間
関係）ができなくなると思ったから

加害者に「誰にも言うな」と
おどされたから

その他

無回答
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03570（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=67）

男 性（Ｎ=40）

回答しない・

該当しない（Ｎ=2）

全 体（Ｎ=112）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=105）

女 性（Ｎ=74）

男 性（Ｎ=28）
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自分が受けた暴力の被害について「どこ（だれ）にも相談しなかった」と回答した人に対して、

その理由をたずねたところ、「相談するほどのことではないと思ったから」が 45.5％と最も高く、

次いで「相談してもむだだと思ったから」が 27.7％、「自分さえがまんすれば、なんとかこのまま

やっていけると思ったから」と「自分にも悪いところがあると思ったから」が同率 22.3％であげら

れている。 

性別でみると、女性は「相談するほどのことではないと思ったから」（女性 50.7％、男性 40.0％）

が 10.7ポイント、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」（同 25.4％、15.0％）が 10.4ポイン

ト男性より高い。男性は「自分にも悪いところがあると思ったから」（同 14.9％、37.5％）が 22.6

ポイント、「世間体が悪い」（同 4.5％、15.0％）、「他人を巻き込みたくなかったから」（同 4.5％、

12.5％）、「相談することによって、さらに不快な思いをさせられると思ったから」（同 1.5％、10.0％）

などが 8.0～10.5ポイント女性よりも高い。 

前回調査と比べると、男女とも「相談するほどのことではないと思ったから」が 12.8～24.3 ポ

イント減り、女性で「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」が 17.3ポイント、男性で「子ども

のために我慢するしかないと思ったから」が 6.4ポイント増えている。 
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４．身近で見聞きした暴力について 

（１）身近で見聞きした暴力の有無 

 

うわさ程度でも暴力を見聞きした人は全体の 17.6％、前回調査よりも男女とも増加。男女とも比

較的年齢が低い層で見聞きする割合が高くなっている。 

 

問 20 配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中も含みます）や交際相手からの暴力に

ついて、身近で見聞きしたことがありますか。１つ選んでください。 

 

図表５－13 身近で見聞きした暴力の有無［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者や交際相手からの暴力の見聞きについては「身近で見聞きしたことはない」が 58.8％、「身

近に当事者はいないが、うわさを耳にしたことがある」が 10.6％、「身近に当事者がいる」が 3.6％、

「家族や知人などから相談されたことがある」が 3.4％となっており、うわさ程度でも暴力の見聞

きがある人は全体の 17.6％となっている。 

性別でみると、暴力の見聞きは女性の方がやや多い。 

前回調査と比べると、男女とも暴力の見聞きは前回調査よりも 5.8～6.9ポイント増えている。 

 

前
回
調
査

令
和
２
年

今
回
調
査

性
別

性
別

3.4

4.0

2.8

-

3.6

4.3

1.7

19.0

10.6

10.3

11.8

9.5

58.8

57.9

63.0

61.9

1.0

1.2

0.9

-

22.6

22.2

19.8

9.5

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=1,153）

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

2.3

3.1

0.5

2.4

2.6

2.1

6.7

6.0

7.9

56.4

55.3

59.2

0.7

0.6

0.9

31.6

32.4

29.5

全 体

（N=1,096）

女 性

（N=646）

男 性

（N=431）

家族や知人など

から相談された

ことがある

身近に当事者

がいる

身近に当事者は

いないが、うわさを

耳にしたことがある

身近で見聞き

したことはない

無回答その他
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年齢別でみると、男性の 30歳代と 50歳代で「身近に当事者はいないが、うわさを耳にしたこと

がある」が約２割、また、女性の 30 歳代以下と男性の 40 歳代で１割台半ばである。女性の 30 歳

代では「身近に当事者がいる」が 12.1％、男性の 30 歳代では「家族や知人などから相談されたこ

とがある」が 12.5％と比較的年齢の低い層での割合が高くなっている。 

 

図表５－14 身近で見聞きした暴力の有無［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

家
族
や
知
人
な
ど
か
ら

相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る 身
近
に
当
事
者
が
い
る

身
近
に
当
事
者
は
い
な

い
が

、
う
わ
さ
を
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る

身
近
で
見
聞
き
し
た
こ

と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

1,153 39 41 122 678 12 261 
100.0 3.4 3.6 10.6 58.8 1.0 22.6 

女性：29歳以下 33 - 9.1 15.2 69.7 3.0 3.0 
女性：30歳代 33 9.1 12.1 15.2 54.5 - 9.1 
女性：40歳代 73 6.8 8.2 5.5 67.1 1.4 11.0 
女性：50歳代 81 3.7 4.9 12.3 64.2 1.2 13.6 
女性：60歳代 157 5.1 3.2 10.8 67.5 0.6 12.7 
女性：70歳以上 279 2.5 2.5 10.0 47.3 1.1 36.6 
男性：29歳以下 16 6.3 - - 81.3 - 12.5 
男性：30歳代 24 12.5 - 20.8 62.5 - 4.2 
男性：40歳代 40 5.0 2.5 15.0 62.5 2.5 12.5 
男性：50歳代 51 - 7.8 19.6 51.0 2.0 19.6 
男性：60歳代 75 4.0 1.3 12.0 69.3 - 13.3 
男性：70歳以上 208 1.0 0.5 9.1 63.5 1.0 25.0 
回答しない・該当しない 21 - 19.0 9.5 61.9 - 9.5 
無回答 62 3.2 1.6 3.2 35.5 1.6 54.8 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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（２）身近で見聞きした暴力への対処 

 

身近で見聞きした暴力への対処の第１位は、「加害者に暴力をやめるように話した」が約３割、

次いで「被害者をかくまったり、家を出ることに援助をした」が２割台半ば。 

 

問 20 付問１【問 20 で「１．家族や知人などから相談されたことがある」または「２．身近

に当事者がいる」と答えた方におたずねします】あなたは、そのことを知ってどうしまし

たか。いくつでも選んでください。 

 

図表５－15 身近で見聞きした暴力への対処［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力について相談されたことがある人や身近に当事者がいると回答した人に対して、どのような

行動をとったかたずねた。「加害者に暴力をやめるように話した」が 27.5％、「被害者をかくまった

り、家を出ることに援助をした」が 26.3％、「何もできなかった」が 22.5％、「被害者に相談機関な

どを紹介した」が 16.3％となっている。 

加害者に暴力をやめるように
話した

被害者をかくまったり、
家を出ることに援助をした

何もできなかった

被害者に相談機関などを紹介した

被害者と一緒に病院や相談
機関に行った

何もする必要はないと思った

配偶者暴力相談支援センターや
警察に通報した

被害者にがまんするように話した

その他

無回答

27.5 

26.3 

22.5 

16.3 

11.3 

10.0

6.3 

1.3 

11.3

-

26.8 

26.8 

23.2 

17.9 

10.7 

7.1

8.9 

1.8 

14.3

-

31.6 

21.1 

26.3 

5.3 

10.5 

15.8

-

-

-

-

25.0 

50.0 

-

25.0 

25.0 

25.0

-

-

25.0

-

0 25 50 （％）

9.8

27.5

23.5

13.7

3.9

11.8

5.9

2.0

13.7

2.0

8.1

29.7

27.0

13.5

5.4

8.1

2.7

-

10.8

2.7

9.1

18.2

18.2

9.1

-

18.2

9.1

9.1

27.3

-

02550（％）

≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=56）

男 性（Ｎ=19）

回答しない・

該当しない（Ｎ=4）

全 体（Ｎ=80）

【回答はいくつでも】

全 体（Ｎ=51）

女 性（Ｎ=37）

男 性（Ｎ=11）
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性別でみると、女性は「被害者に相談機関などを紹介した」（女性 17.9％、男性 5.3％）が 12.6

ポイント高く、「配偶者暴力相談支援センターや警察に通報した」（同 8.9％、0.0％）や「被害者を

かくまったり、家を出ることに援助をした」（同 26.8％、21.1％）が 5.7～8.9ポイント高い。男性

は「何もする必要はないと思った」（同 7.1％、15.8％）が 8.7ポイント高い。 

前回調査と比べると、男女とも「加害者に暴力をやめるように話した」が 18.7～22.5ポイント、

「被害者と一緒に病院や相談機関に行った」が 5.3～10.5ポイント増え、また、女性は「配偶者暴

力相談支援センターや警察に通報した」が 6.2ポイント増えている。 
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５．暴力についての相談窓口の認知 

 

・暴力についての相談窓口の認知は「行政の相談窓口」が約３割、「かま女性ホットライン」「配偶

者暴力相談支援センター」「弁護士会・法テラスなどの相談窓口」が約２割。「知らない」は３割台

半ば。 

・女性の 30 歳代から 60 歳代で相談窓口の認知が高い。 

 

問 21 あなたは、ＤＶ(配偶者からの暴力)について相談できる窓口があることを知っていま

すか。知っている相談窓口をいくつでも選んでください。 

 

図表５－16 暴力についての相談窓口の認知［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶについての相談窓口で知っているものをあげてもらった。「行政の相談窓口」が 28.7％と最

も高く、次いで「かま女性ホットライン」が 22.6％、「配偶者暴力相談支援センター」が 18.6％、

「弁護士会・法テラスなどの相談窓口」が 18.2％である。「知らない」は 36.6％である。 

性別でみると、「行政の相談窓口」の認知は男女とも同程度で、「かま女性ホットライン」は女性

が 29.6％、男性が 13.0％と女性が 16.6ポイント高い。「弁護士会・法テラスなどの相談窓口」（女

性 15.7％、男性 22.4％）は男性が 6.7ポイント高い。 

 

行政の相談窓口 (市町村、法務局、
人権擁護委員など)

かま女性ホットライン

配偶者暴力相談支援センター
（県の福祉事務所など）

弁護士会・法テラスなどの相談窓口

加害者相談(ＤＶをやめたい方)の相談窓口

男性被害者のための相談窓口

ＬＧＢＴＱの方の相談窓口

その他

知らない

無回答

28.7 

22.6 

18.6 

18.2 

3.7 

3.5 

3.3 

0.8 

36.6 

14.9 

29.9 

29.6 

20.4 

15.7 

3.9 

2.7 

2.8 

0.7 

35.3 

13.8 

28.8 

13.0 

17.2 

22.4 

3.5 

4.0 

4.0 

0.9 

39.9 

13.0 

14.3 

4.8 

23.8 

19.0 

4.8 

23.8 

9.5 

-

47.6 

4.8 

0 30 60 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）



第５章 暴力などの人権侵害について 

 

- 119 - 

年齢別でみると、女性の 30歳代は「知らない」が 21.2％と他の年代に比べて低く、「かま女性ホ

ットライン」（45.5％）や「行政の相談窓口」（42.4％）の割合が高く、また「ＬＧＢＴＱの方の相

談窓口」（15.2％）、「男性被害者のための相談窓口」（12.1％）などの認知も１割台となっている。

「かま女性ホットライン」や「行政の相談窓口」「配偶者暴力相談支援センター」「弁護士会・法テ

ラスなどの相談窓口」などは女性の 30歳代から 60歳代での割合が高い。 

 

図表５－17 暴力についての相談窓口の認知［全体、年齢別］ 
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)
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談
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ま
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そ
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知
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な
い

無
回
答

1,153 215 40 38 331 210 43 261 9 422 172 
100.0 18.6 3.5 3.3 28.7 18.2 3.7 22.6 0.8 36.6 14.9 

女性：29歳以下 33 18.2 - - 15.2 9.1 - 21.2 - 57.6 - 
女性：30歳代 33 33.3 12.1 15.2 42.4 21.2 6.1 45.5 - 21.2 - 
女性：40歳代 73 28.8 4.1 2.7 34.2 19.2 5.5 43.8 - 32.9 4.1 
女性：50歳代 81 37.0 - - 30.9 29.6 6.2 34.6 1.2 30.9 6.2 
女性：60歳代 157 23.6 5.7 5.7 35.0 19.1 7.6 36.9 1.3 40.1 3.2 
女性：70歳以上 279 10.8 0.7 0.7 25.8 9.0 0.7 19.7 0.7 34.1 26.9 
男性：29歳以下 16 12.5 - 6.3 12.5 18.8 - 18.8 - 43.8 12.5 
男性：30歳代 24 20.8 16.7 4.2 12.5 20.8 8.3 16.7 - 50.0 8.3 
男性：40歳代 40 22.5 10.0 10.0 25.0 27.5 7.5 22.5 - 37.5 7.5 
男性：50歳代 51 9.8 5.9 2.0 23.5 27.5 3.9 13.7 5.9 47.1 7.8 
男性：60歳代 75 24.0 1.3 5.3 34.7 25.3 2.7 8.0 - 40.0 6.7 
男性：70歳以上 208 15.9 2.4 2.9 31.7 20.2 2.9 12.0 0.5 37.0 17.3 
回答しない・該当しない 21 23.8 23.8 9.5 14.3 19.0 4.8 4.8 - 47.6 4.8 
無回答 62 4.8 - 1.6 21.0 14.5 3.2 17.7 - 22.6 50.0 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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第６章 悩みや困りごとについて 

１．悩みや困りごとについて 

（１）悩みや困りごとの有無 

 

・現在、悩みや困りごとを抱えている女性は 48.8％、男性は 54.3％。 

・女性は 30 歳代、男性は 29 歳以下と 40 歳代で悩みや困りごとを抱えている人が多い。 

 

問 22 あなたは、現在、次のような悩みや困りごとがありますか。いくつでも選んでくださ

い。 

 

図表６－１ 悩みや困りごとの有無［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康、病気、障がいなど

介護（将来、自分が介護されることについて）

仕事、雇用、転職、再就職、起業など

家計、借金、相続など

介護（自分または家族が介護をすることについて）

家族、親族との関係など

育児、子育て、教育など

恋愛、結婚、離婚、夫婦関係など

友人、知人との関係や職場での人間関係など

異性・配偶者（パートナー）との性に関する悩みなど

自分の性に関する悩み

その他

なし

無回答

26.0 

17.1 

15.4 

14.7 

13.2 

6.0 

4.2 

3.9 

3.5 

0.7 

0.4 

0.8 

35.6 

14.0 

22.2 

16.6 

13.9 

15.7 

12.0 

5.7 

5.4 

3.1 

3.1 

0.7 

0.1 

0.9 

37.3 

13.9 

32.1 

18.6 

18.2 

13.9 

15.1 

6.6 

2.6 

5.2 

3.8 

0.5 

0.7 

0.7 

34.4 

11.3 

23.8 

4.8 

14.3 

14.3 

14.3 

4.8 

-

4.8 

4.8 

-

4.8 

-

52.4 

4.8 

0 30 60 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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現在の悩みや困りごとをたずねたところ、「健康、病気、障がいなど」が 26.0％で最も高い。次

いで「介護（将来、自分が介護されることについて）」が 17.1％、「仕事、雇用、転職、再就職、起

業など」が 15.4％、「家計、借金、相続など」が 14.7％、「介護（自分または家族が介護をすること

について）」が 13.2％となっている。「なし」は 35.6％で、これと無回答を除く 50.4％の人が悩み

や困りごとを抱えている。 

性別でみると、「なし」は女性 37.3％、男性 34.4％でこれと無回答を除いた女性 48.8％、男性

54.3％が悩みや困りごとを抱えている。女性は「育児、子育て、教育など」が男性よりやや高いが、

その他の項目は男性の割合が高いか同程度となっている。「健康、病気、障がいなど」「仕事、雇用、

転職、再就職、起業など」などは男性の方が 4.3～9.9ポイント女性より高い。 

年齢別でみると、女性の 30歳代は「なし」が 15.2％と他の年代に比べて低く、「仕事、雇用、転

職、再就職、起業など」が 51.5％、「健康、病気、障がいなど」が 42.4％、「家計、借金、相続など」

が 39.4％、「育児、子育て、教育など」が 36.4％、「恋愛、結婚、離婚、夫婦関係など」が 27.3％

と高い。男性は 29歳以下と 40歳代で「仕事、雇用、転職、再就職、起業など」が約５割、40歳代

で「健康、病気、障がいなど」が 45.0％、30歳代と 40歳代で「家計、借金、相続など」が２割台

半ば、男性の 29歳以下で「恋愛、結婚、離婚、夫婦関係など」が 25.0％、「家族、親族との関係な

ど」が 18.8％と他の年代に比べて高い。 

 

図表６－２ 悩みや困りごとの有無［全体、年齢別］ 
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自
分
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性
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関
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他

な
し

無
回
答

1,153 177 300 169 40 45 69 48 152 197 8 5 9 411 161 
100.0 15.4 26.0 14.7 3.5 3.9 6.0 4.2 13.2 17.1 0.7 0.4 0.8 35.6 14.0 

女性：29歳以下 33 24.2 6.1 15.2 6.1 9.1 - - 9.1 - - - 3.0 51.5 3.0 
女性：30歳代 33 51.5 42.4 39.4 12.1 27.3 15.2 36.4 9.1 9.1 3.0 3.0 3.0 15.2 3.0 
女性：40歳代 73 30.1 26.0 26.0 5.5 6.8 13.7 21.9 16.4 6.8 1.4 - 1.4 32.9 1.4 
女性：50歳代 81 28.4 17.3 14.8 8.6 2.5 4.9 3.7 17.3 12.3 2.5 - - 44.4 3.7 
女性：60歳代 157 12.7 21.7 19.1 1.3 0.6 6.4 1.3 16.6 14.0 - - 1.3 46.5 8.3 
女性：70歳以上 279 0.7 22.9 7.9 0.7 0.4 3.2 0.7 7.9 24.7 0.4 - 0.4 32.3 25.1 
男性：29歳以下 16 50.0 12.5 12.5 - 25.0 18.8 6.3 6.3 6.3 - - - 25.0 6.3 
男性：30歳代 24 33.3 20.8 25.0 - 16.7 8.3 16.7 4.2 8.3 - - - 45.8 - 
男性：40歳代 40 47.5 45.0 27.5 10.0 17.5 10.0 10.0 17.5 20.0 2.5 - - 25.0 2.5 
男性：50歳代 51 33.3 23.5 17.6 7.8 3.9 11.8 3.9 27.5 17.6 - - - 31.4 13.7 
男性：60歳代 75 26.7 30.7 21.3 5.3 - 4.0 - 16.0 14.7 1.3 - - 41.3 2.7 
男性：70歳以上 208 2.4 35.1 7.2 1.9 2.4 4.8 - 13.9 22.6 - 1.4 1.4 34.6 15.9 
回答しない・該当しない 21 14.3 23.8 14.3 4.8 4.8 4.8 - 14.3 4.8 - 4.8 - 52.4 4.8 
無回答 62 8.1 24.2 9.7 3.2 1.6 3.2 3.2 8.1 14.5 1.6 - - 17.7 43.5 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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（２）相談の有無 

 

・悩みや困りごとについて、公的機関へ「相談した」は女性で 19.9％、男性で 16.1％。 

・女性は年齢が高い層で、男性は 30 歳代で相談した割合が高い。 

 

問 22 付問１【問 22 で「１.」～「12．」のいずれかに答えた方におたずねします】あなたは、

悩みや困りごとについて、相談機関や公的機関に相談したことがありますか。１つ選んで

ください。 

 

図表６－３ 悩みや困りごとの相談の有無［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困りごとを抱えている人に、そのことについて公的な相談機関に相談したかどうかたずね

た。「相談した」が 18.6％、「相談しなかった」が 73.0％と約４分の３の人は相談していない。 

性別でみると、「相談した」は女性が 19.9％、男性が 16.1％と女性の方が相談している割合がや

や高い。 

  

 

 

性
別

18.6

19.9

16.1

33.3

73.0

73.0

73.9

66.7

8.4

7.1

10.0

-

0% 25% 50% 75% 100%

全 体

（N=581）

女 性

（N=326）

男 性

（N=230）

回答しない・

該当しない（N=9）

相談した 相談しなかった 無回答
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年齢別でみると、女性は年齢が高い層で「相談した」割合が高くなる傾向がみられる。男性は 30

歳代で「相談した」が 30.8％と最も高い。 

配偶関係別でみると、女性は離・死別の配偶者はいない人や共働きでない配偶者・パートナーが

いる人で「相談した」が２割台半ばから約３割と高い。 

 

図表６－４ 悩みや困りごとの相談の有無［全体、年齢別、配偶関係別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

相
談
し
た

相
談
し
な
か

っ
た

無
回
答

581 108 424 49 
100.0 18.6 73.0 8.4 

女性：29歳以下 15 6.7 93.3 - 
女性：30歳代 27 14.8 85.2 - 
女性：40歳代 48 10.4 87.5 2.1 
女性：50歳代 42 21.4 78.6 - 
女性：60歳代 71 22.5 69.0 8.5 
女性：70歳以上 119 25.2 62.2 12.6 
男性：29歳以下 11 9.1 90.9 - 
男性：30歳代 13 30.8 69.2 - 
男性：40歳代 29 10.3 72.4 17.2 
男性：50歳代 28 14.3 85.7 - 
男性：60歳代 42 4.8 88.1 7.1 
男性：70歳以上 103 21.4 65.0 13.6 
回答しない・該当しない 9 33.3 66.7 - 
無回答 24 16.7 62.5 20.8 
女性：配偶者・パートナーがいる（共働きである） 83 12.0 85.5 2.4 
女性：配偶者・パートナーがいる（共働きでない） 86 24.4 64.0 11.6 
女性：配偶者はいない（離別） 47 29.8 66.0 4.3 
女性：配偶者はいない（死別） 53 26.4 60.4 13.2 
女性：結婚していない 48 10.4 87.5 2.1 
男性：配偶者・パートナーがいる（共働きである） 49 18.4 77.6 4.1 
男性：配偶者・パートナーがいる（共働きでない） 88 17.0 70.5 12.5 
男性：配偶者はいない（離別） 22 9.1 77.3 13.6 
男性：配偶者はいない（死別） 14 14.3 78.6 7.1 
男性：結婚していない 50 14.0 76.0 10.0 
回答しない・該当しない 9 33.3 66.7 - 
無回答 32 18.8 65.6 15.6 

標
本
数

全  体

年
齢
別

配
偶
関
係
別
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（３）相談した機関 

 

・悩みや困りごとについて相談した機関は「医療関係者」が５割台半ば、次いで「介護関係者」が

３割台半ば。 

 

問 22 付付問１【問 22 付問１で「１.相談した」と答えた方におたずねします】相談した機関

はどこですか。いくつでも選んでください。 

 

図表６－５ 悩みや困りごとについて相談した機関［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困りごとについて相談した機関は「医療関係者」が 55.6％と最も多く、次いで「介護関係

者」が 34.3％と高い。 

性別でみると、男性は「医療関係者」（女性 52.3％、男性 62.2％）が女性より 9.9ポイント高く、

その他の機関は女性の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

医療関係者

介護関係者

行政の相談窓口

民間の専門家や専門機関

学校関係者

警察

その他

無回答

55.6 

34.3 

16.7 

11.1 

5.6 

4.6 

5.6 

1.9 

52.3 

38.5 

16.9 

12.3 

6.2 

6.2 

1.5 

3.1 

62.2 

32.4 

13.5 

8.1 

2.7 

-

10.8 

-

33.3 

-

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

-

0 40 80 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=65)

男 性（Ｎ=37）

回答しない・

該当しない（Ｎ=3）

全 体（Ｎ=108）
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（４）相談しなかった理由 

 

・悩みや困りごとについて相談しなかった理由は「相談するほどのことではないと思ったから」が

約４割で最も高い。 

 

問 22 付付問２【問 22 付問１で「２.相談しなかった」と答えた方におたずねします】相談し

なかった、できなかった理由は何ですか。いくつでも選んでください。 

 

図表６－６ 悩みや困りごとについて相談しなった理由［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悩みや困りごとについて相談しなかった理由は、「相談するほどのことではないと思ったから」

が 41.3％と最も高く、次いで「家族や友人に相談したから」が 25.9％、「相談してもむだだと思っ

たから」が 22.2％、「どこに相談してよいかわからなかったから」が 20.3％である。 

 

相談するほどのことではないと思ったから

家族や友人に相談したから

相談してもむだだと思ったから

どこに相談してよいかわからなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談することによって、さらに不快な思いを
させられると思ったから

世間体が悪いから

その他

無回答

41.3 

25.9 

22.2 

20.3 

5.4 

5.2 

4.0 

3.5 

2.6 

41.2 

30.3 

19.7 

23.1 

4.2 

6.3 

2.5 

2.9 

1.3 

42.9 

19.4 

25.9 

16.5 

7.1 

2.9 

5.9 

4.7 

3.5 

33.3 

16.7 

16.7 

-

16.7 

-

16.7 

-

16.7 

0 30 60 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=238）

男 性（Ｎ=170）

回答しない・

該当しない（Ｎ=6）

全 体（Ｎ=424）
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年齢別でみると、「相談するほどのことではないと思ったから」は女性の 29 歳以下と男性の 40

歳代で５割台、「家族や友人に相談したから」は男性の 29歳以下と女性の 50歳代で４割台と高い。

「どこに相談してよいかわからなかったから」は女性の 30 歳代で 34.8％と高く、29 歳以下でも

28.6％ある。また、30歳代以下では「相談することによって、さらに不快な思いをさせられると思

ったから」が１割台と他の年代に比べて比較的高い。 

 

図表６－７ 悩みや困りごとについて相談しなった理由［全体、年齢別］ 
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世
間
体
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悪
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

424      86       110      23       94       22       175      17       15       11       
100.0   20.3     25.9     5.4      22.2     5.2      41.3     4.0      3.5      2.6      

女性：29歳以下 14       28.6     7.1      -         21.4     14.3     57.1     7.1      -         -         
女性：30歳代 23       34.8     21.7     -         21.7     13.0     43.5     4.3      4.3      -         
女性：40歳代 42       23.8     35.7     -         19.0     4.8      38.1     -         2.4      -         
女性：50歳代 33       15.2     42.4     9.1      24.2     6.1      36.4     6.1      6.1      -         
女性：60歳代 49       20.4     34.7     4.1      20.4     8.2      42.9     2.0      2.0      -         
女性：70歳以上 74       23.0     25.7     5.4      16.2     2.7      41.9     1.4      2.7      4.1      
男性：29歳以下 10       20.0     40.0     -         10.0     -         40.0     -         -         -         
男性：30歳代 9         11.1     22.2     33.3     22.2     -         33.3     -         -         -         
男性：40歳代 21       14.3     19.0     9.5      38.1     9.5      52.4     4.8      4.8      -         
男性：50歳代 24       12.5     29.2     8.3      25.0     4.2      33.3     8.3      12.5     -         
男性：60歳代 37       8.1      24.3     5.4      32.4     2.7      40.5     10.8     2.7      2.7      
男性：70歳以上 67       22.4     10.4     3.0      19.4     1.5      47.8     4.5      4.5      7.5      
回答しない・該当しない 6         -         16.7     16.7     16.7     -         33.3     16.7     -         16.7     
無回答 15       33.3     33.3     13.3     33.3     13.3     13.3     -         -         6.7      

年
齢
別

標
本
数

全  体
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２．相談窓口の情報の入手方法 

 

・相談窓口の情報の入手方法は、男女とも年齢の高い層では「行政の広報誌」や「新聞、テレビ、

ラジオなどのマスメディア」、年齢の低い層では「インターネット検索」や「SNS（Ｘ、LINE、YouTube

など）」。 

 

問 23 相談窓口の情報をどのように入手していますか。いくつでも選んでください。 

 

図表６－８ 悩みや困りごとについての相談窓口の情報の入手方法［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口の情報の入手方法は「行政の広報誌」が 42.9％と最も高く、次いで「インターネット検

索」が 33.3％、「新聞、テレビ、ラジオなどのマスメディア」が 21.3％、「友人、知人から」が 15.1％

となっている。 

性別でみると、「インターネット検索」（女性 32.2％、男性 36.6％）や「新聞、テレビ、ラジオな

どのマスメディア」（同 18.3％、25.9％）などは男性の方が 4.4～7.6ポイント高い。その他の項目

は男女とも同程度である。 

 

 

 

行政の広報誌

インターネット検索

新聞、テレビ、ラジオなどのマスメディア

友人、知人から

家族から

SNS（Ｘ、LINE、YouTubeなど）

チラシやカード

その他

無回答

42.9 

33.0 

21.3 

15.1 

9.7 

6.9 

6.2 

1.7 

21.5 

44.5 

32.2 

18.3 

15.3 

9.3 

6.3 

6.7 

1.3 

21.3 

43.9 

36.6 

25.9 

15.3 

10.1 

7.3 

4.7 

2.4 

19.3 

9.5 

38.1 

23.8 

4.8 

14.3 

33.3 

19.0 

4.8 

14.3 

0 30 60 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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年齢別でみると、「行政の広報誌」や「新聞、テレビ、ラジオなどのマスメディア」は男女とも年

齢の高い層での割合が高く、「インターネット検索」や「SNS（Ｘ、LINE、YouTubeなど）」は男女と

も年齢の低い層での割合が高い。 

 

図表６－９ 悩みや困りごとについての相談窓口の情報の入手方法［全体、年齢別］ 
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そ
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無
回
答

1,153 380 80 71 495 246 112 174 20 248 
100.0 33.0 6.9 6.2 42.9 21.3 9.7 15.1 1.7 21.5 

女性：29歳以下 33 51.5 24.2 6.1 21.2 6.1 9.1 3.0 6.1 3.0 
女性：30歳代 33 66.7 27.3 18.2 36.4 9.1 12.1 18.2 - 6.1 
女性：40歳代 73 58.9 16.4 11.0 34.2 8.2 6.8 8.2 - 16.4 
女性：50歳代 81 53.1 8.6 11.1 46.9 17.3 6.2 12.3 2.5 11.1 
女性：60歳代 157 37.6 2.5 7.6 44.6 23.6 8.3 24.8 0.6 15.9 
女性：70歳以上 279 10.0 0.7 2.5 50.9 20.8 11.5 14.3 1.4 31.2 
男性：29歳以下 16 62.5 43.8 12.5 25.0 6.3 12.5 6.3 - 6.3 
男性：30歳代 24 79.2 29.2 - 25.0 12.5 8.3 20.8 - 8.3 
男性：40歳代 40 65.0 15.0 7.5 37.5 12.5 5.0 7.5 5.0 15.0 
男性：50歳代 51 62.7 9.8 5.9 27.5 19.6 17.6 23.5 2.0 17.6 
男性：60歳代 75 46.7 4.0 4.0 42.7 25.3 5.3 13.3 2.7 12.0 
男性：70歳以上 208 15.9 1.4 4.3 53.4 32.7 11.1 15.9 2.4 24.5 
回答しない・該当しない 21 38.1 33.3 19.0 9.5 23.8 14.3 4.8 4.8 14.3 
無回答 62 8.1 - 4.8 27.4 24.2 8.1 11.3 - 50.0 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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３．困難な問題を抱える女性の悩みや困りごとを解決するための環境や支援 

 

・困難な問題を抱える女性の悩みや困りごとを解決するために必要な環境や支援は「自分の困

りごとを何でも相談でき、支援につながることができる窓口」「利用できる支援制度の情報提供」

「気軽に話を聞いてくれるＳＮＳなどの相談窓口」「生活のための経済援助」が上位。 

 

問 24 困難な問題を抱える女性の悩みや困りごとを解決するために、どのような環境や支援

があるとよいと思いますか。いくつでも選んでください。 

 

図表６－10 困難な問題を抱える女性の悩みや困りごとを解決するための環境や支援［全体、性別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の困りごとを何でも相談でき、
支援につながることができる窓口

利用できる支援制度の情報提供

気軽に話を聞いてもらえるSNSなどの
相談窓口

生活のための経済援助

弁護士などによる法的支援

同じような悩みを持つ人と出会える場所

カウンセリングなどの心理学的支援

就労の支援（資格取得などの働くための
支援や就職先を探すサポート）

自分の困りごとに気づいて声をかけて
くれる人や支援機関

相談・支援を受けている間の寄り添いや
見守り

その他

無回答

54.2 

41.9 

25.7 

25.7 

22.7 

21.4 

20.7 

19.1 

16.9 

16.5 

0.9 

13.5 

52.2 

44.3 

24.0 

25.4 

19.8 

19.8 

18.6 

19.0 

14.8 

16.0 

0.7 

13.3 

59.2 

40.3 

29.2 

27.6 

28.5 

24.1 

23.3 

19.6 

20.8 

17.9 

1.2 

11.1 

38.1 

19.0 

28.6 

28.6 

14.3 

23.8 

38.1 

28.6 

19.0 

9.5 

-

14.3 

0 35 70 （％）

【回答はいくつでも】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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困難な問題を抱える女性の悩みや困りごとを解決するためにどのような環境や支援があるとい

いかをたずねた。「自分の困りごとを何でも相談でき、支援につながることができる窓口」が 54.2％

と最も高く、次いで「利用できる支援制度の情報提供」が 41.9％、「気軽に話を聞いてもらえるＳ

ＮＳなどの相談窓口」と「生活のための経済援助」が同率の 25.7％、「弁護士などによる法的支援」

が 22.7％、「同じような悩みを持つ人と出会える場所」が 21.4％、「カウンセリングなどの心理学

的支援」が 20.7％など多岐にわたってあげられている。 

年齢別でみると、女性の 60 歳代と男性の 29 歳以下、50 歳代、60 歳代で「自分の困りごとを何

でも相談でき、支援につながることができる窓口」が６割台、「利用できる支援制度の情報提供」は

女性の 30歳代と 50 歳代、60 歳代で５割台と高い。「気軽に話を聞いてもらえるＳＮＳなどの相談

窓口」は女性の 29歳以下と男性の 29歳以下、30歳代、50歳代で５割台、「生活のための経済援助」

は女性の 29歳以下と 30歳代で５割台と年齢の低い層で割合が高い。 

 

図表６－11 困難な問題を抱える女性の悩みや困りごとを解決するための環境や支援［全体、年齢別］ 
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そ
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無
回
答

1,153 296 625 483 247 190 195 296 220 239 262 10 156 
100.0 25.7 54.2 41.9 21.4 16.5 16.9 25.7 19.1 20.7 22.7 0.9 13.5 

女性：29歳以下 33 57.6 42.4 39.4 33.3 27.3 30.3 51.5 33.3 33.3 27.3 - 3.0 
女性：30歳代 33 45.5 42.4 51.5 33.3 21.2 21.2 54.5 39.4 36.4 21.2 - - 
女性：40歳代 73 37.0 43.8 39.7 27.4 17.8 15.1 30.1 15.1 28.8 28.8 1.4 2.7 
女性：50歳代 81 33.3 58.0 53.1 22.2 16.0 14.8 33.3 30.9 19.8 34.6 1.2 4.9 
女性：60歳代 157 22.3 63.7 53.5 17.8 12.7 12.7 22.3 24.2 14.0 18.5 1.3 7.0 
女性：70歳以上 279 12.9 49.1 36.9 15.4 14.7 13.6 16.8 9.7 14.0 13.3 0.4 24.4 
男性：29歳以下 16 50.0 68.8 37.5 25.0 12.5 31.3 43.8 31.3 31.3 43.8 - - 
男性：30歳代 24 54.2 54.2 25.0 41.7 25.0 29.2 33.3 4.2 12.5 16.7 - - 
男性：40歳代 40 35.0 55.0 42.5 40.0 20.0 22.5 27.5 20.0 25.0 40.0 - 10.0 
男性：50歳代 51 51.0 60.8 39.2 31.4 25.5 21.6 37.3 31.4 37.3 37.3 3.9 11.8 
男性：60歳代 75 34.7 65.3 38.7 21.3 14.7 17.3 30.7 29.3 24.0 28.0 - 1.3 
男性：70歳以上 208 17.3 58.2 43.8 17.8 16.3 19.2 22.6 13.9 20.2 25.5 1.4 15.4 
回答しない・該当しない 21 28.6 38.1 19.0 23.8 9.5 19.0 28.6 28.6 38.1 14.3 - 14.3 
無回答 62 12.9 41.9 33.9 19.4 17.7 12.9 14.5 12.9 21.0 12.9 - 38.7 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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第７章 男女共同参画社会の実現について 

１．男女共同参画に関する法令・制度、用語などの認知 

 

・男女共同参画に関する法令・制度の認知度は「男女雇用機会均等法」「ＤＶ防止法」が約７割。 

・「ジェンダー」「ＬＧＢＴＱ」は男女とも認知は上がっている。 
 

問 25 次の（ア）～（ソ）のことがらで、あなたが見たり聞いたりしたものはあります

か。（ア）～（ソ）のそれぞれについてあてはまるものを１つ選んでください。 

 

図表７－１ 男女共同参画に関する法令・制度、用語の認知［全体］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=1,153

※（　）内は前回調査結果

6.7

15.4

9.9

3.6

2.5

1.7

3.2

3.3

3.3

2.9

2.0

8.8

15.5

1.7

16.7

45.4

54.5

59.2

32.0

27.9

21.9

23.8

34.7

33.6

28.6

18.5

18.7

27.8

11.9

36.1

38.1

21.2

22.0

54.4

58.9

65.7

62.1

51.7

53.2

57.7

68.4

59.4

43.8

73.3

34.0

9.9

9.0

8.8

10.1

10.7

10.7

10.9

10.3

10.0

10.8

11.1

13.1

12.9

13.1

13.2

0% 25% 50% 75% 100%

男女共同参画社会基本法

男女雇用機会均等法

ＤＶ防止法

女性活躍推進法

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律

困難な問題を抱える女性への支援に関する法律

女子差別撤廃条約

福岡県性暴力根絶条例

嘉麻市男女共同参画推進条例

嘉麻市男女共同参画社会基本計画

嘉麻市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に

関する基本計画

デートＤＶ

ＬＧＢＴＱ

家族経営協定

ジェンダー

内容まで

知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

35.6
(42.9)

30.4

23.6

『知って
いる』計

52.1
（52.3）

69.9
(71.2)

69.1
(74.8)

31.5
(35.1)

20.5
(24.0)

27.5
(28.6)

27.0
(40.1)

38.0
(52.4)

36.9
(40.5)

43.3
(38.9)

13.6
(12.1)

52.8
(43.2)
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図表７－２（１） 男女共同参画に関する法令・制度、用語の認知［性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子差別撤廃条約

福岡県性暴力根絶
条例

男女共同参画社会
基本法

男女雇用機会均等
法

ＤＶ防止法（配偶者
からの暴力の防止
及び被害者の保護
等に関する法律）

女性活躍推進法
（女性の職業生活
における活躍の推
進に関する法律）

政治分野における
男女共同参画の推
進に関する法律

困難な問題を抱え
る女性への支援に
関する法律

7.5

5.9

4.8

43.1

49.8

42.9

39.7

36.3

47.6

9.7

8.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

15.7

15.8

9.5

51.6

59.9

61.9

24.1

17.0

19.0

8.5

7.3

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

10.0

10.4

9.5

57.8

63.7

52.4

24.0

18.4

28.6

8.2

7.5

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

2.8

4.7

9.5

31.1

34.7

28.6

56.4

52.4

52.4

9.6

8.3

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

2.2

3.1

4.8

25.9

30.9

38.1

61.8

57.1

47.6

10.0

9.0

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

1.8

1.7

4.8

23.1

20.0

23.8

65.7

67.9

66.7

9.4

10.4

4.8

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

3.0

3.5

4.8

22.8

26.4

28.6

64.4

60.1

57.1

9.9

9.9

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

2.5

4.5

4.8

34.0

37.0

23.8

53.4

50.2

61.9

10.0

8.3

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

内容まで

知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

67.3

75.7

71.4

今回調査

50.6

55.7

47.7

33.9

39.4

38.1

67.8

74.1

61.9

24.9

21.7

28.6

28.1

34.0

42.9

36.5

41.5

28.6

25.8

29.9

33.4

69.2

75.4

前回調査

51.1

55.0

41.0

45.9

74.3

76.8

51.8

53.6

38.3

43.4

『知っている』計
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図表７－２（２） 男女共同参画に関する法令・制度、用語の認知［性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＧＢＴＱ

家族経営協定

ジェンダー

嘉麻市男女共同参
画推進条例

嘉麻市男女共同参
画社会基本計画

嘉麻市配偶者から
の暴力の防止及び
被害者の保護等に
関する基本計画

デートＤＶ

3.6

3.1

4.8

32.9

34.7

23.8

54.0

53.3

61.9

9.4

9.0

9.5

0% 25% 50% 75% 100%

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

3.4

2.1

4.8

28.3

30.0

19.0

58.1

58.7

66.7

10.2

9.2

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

2.2

1.7

4.8

18.0

19.3

23.8

69.6

69.1

61.9

10.2

9.9

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

10.8

6.1

14.3

20.2

17.2

19.0

57.0

64.4

52.4

12.0

12.3

14.3

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

17.4

13.0

28.6

27.1

30.7

33.3

43.7

44.1

28.6

11.8

12.3

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

性
別

2.1

1.2

4.8

12.6

10.8

19.0

73.5

75.5

61.9

11.8

12.5

14.3

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

19.2

13.4

23.8

36.1

36.8

42.9

32.8

36.8

23.8

12.0

13.0

9.5

女 性

（N=668）

男 性

（N=424）

回答しない・

該当しない（N=21）

内容まで

知っている

聞いたことがある 知らない 無回答

31.7

32.1

23.8

今回調査

36.5

37.8

28.6

31.0

23.3

33.3

20.2

21.0

28.6

14.7

12.0

23.8

44.5

43.7

61.9

55.3

50.2

66.7

35.3

35.3

前回調査

40.2

41.3

30.8

26.0

23.8

24.4

10.7

14.2

39.7

38.8

44.8

41.8

『知っている』計
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男女共同参画に関する法令や制度、言葉についての認知をたずねた。「内容まで知っている」「聞

いたことがある」を合計した認知度が高いのは「男女雇用機会均等法」（69.9％）、「ＤＶ防止法」

（69.1％）などが約７割、「男女共同参画社会基本法」（52.1％）、「ジェンダー」（52.8％）が５割を

超えている。「嘉麻市男女共同参画推進条例」は 36.9％、「嘉麻市男女共同参画社会基本計画」は

31.5％、「嘉麻市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画」は 20.5％である。 

性別でみると、「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」（女性 24.9％、男性 21.7％）

や「デートＤＶ」（同 31.0％、23.3％）、「ジェンダー」（同 55.3％、50.2％）などの認知は女性の方

が高くなっている。「ＬＧＢＴＱ」（同44.5％、43.7％）や「嘉麻市男女共同参画推進条例」（同 36.5％、

37.8％）、「嘉麻市男女共同参画社会基本計画」（同 31.7％、32.1％）、「嘉麻市配偶者からの暴力の

防止及び被害者の保護等に関する基本計画」（同 20.2％、21.0％）、「家族経営協定」（同 14.7％、

12.0％）などは男女同程度の認知である。その他の項目は男性の認知が高くなっている。 

前回調査と比べると、男女とも「福岡県性暴力根絶条例」で 12.1～15.3ポイント、「女子差別撤

廃条約」で 12.5～13.5 ポイント、「女性活躍推進法」で 6.5～7.1 ポイント減るなど、認知が低く

なっている項目が多いが、「ジェンダー」は男女とも 8.4～10.5 ポイント、「ＬＧＢＴＱ」は 4.8～

4.9ポイント高くなっている。 

年齢別でみると、「男女共同参画社会基本法」「男女雇用機会均等法」「ＤＶ防止法」「女性活躍推

進法」「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」「困難な問題を抱える女性への支援に

関する法律」「女子差別撤廃条約」などは男性の 29 歳以下や 30 歳代での認知が高い傾向がみられ

る。「福岡県性暴力根絶条例」は女性の 60歳代と男性の 60歳代以上での認知が高い。「嘉麻市男女

共同参画推進条例」「嘉麻市男女共同参画社会基本計画」は女性の 60 歳代と男性の 70 歳以上で、

「嘉麻市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画」は女性の 50 歳代と男性

の 70 歳以上での認知が高い。「デートＤＶ」「ＬＧＢＴＱ」「ジェンダー」は男女とも 29 歳以下、

「家族経営協定」は女性の 30歳代と 50歳代、男性の 29歳以下での認知が他の年代に比べて高い。 
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図表７－３（１） 男女共同参画に関する法令・制度、用語の認知［全体、年齢別］ 
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容
ま
で
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っ
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と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

1,153 77 523 439 114 600 177 628 244 104 805 114 683 254 102 797 
100.0 6.7 45.4 38.1 9.9 52.1 15.4 54.5 21.2 9.0 69.9 9.9 59.2 22.0 8.8 69.1 

女性：29歳以下 33 39.4 24.2 33.3 3.0 63.6 45.5 24.2 30.3 - 69.7 27.3 42.4 27.3 3.0 69.7 
女性：30歳代 33 9.1 39.4 48.5 3.0 48.5 18.2 42.4 39.4 - 60.6 15.2 54.5 30.3 - 69.7 
女性：40歳代 73 6.8 43.8 47.9 1.4 50.6 19.2 56.2 23.3 1.4 75.4 13.7 54.8 30.1 1.4 68.5 
女性：50歳代 81 9.9 42.0 44.4 3.7 51.9 30.9 42.0 19.8 7.4 72.9 18.5 56.8 21.0 3.7 75.3 
女性：60歳代 157 5.1 47.8 43.3 3.8 52.9 11.5 63.1 22.9 2.5 74.6 7.6 69.4 20.4 2.5 77.0 
女性：70歳以上 279 4.7 42.7 35.1 17.6 47.4 9.3 50.9 24.7 15.1 60.2 5.4 54.8 24.4 15.4 60.2 
男性：29歳以下 16 18.8 62.5 18.8 - 81.3 18.8 75.0 6.3 - 93.8 6.3 75.0 18.8 - 81.3 
男性：30歳代 24 4.2 54.2 41.7 - 58.4 4.2 70.8 25.0 - 75.0 12.5 70.8 16.7 - 83.3 
男性：40歳代 40 5.0 52.5 32.5 10.0 57.5 15.0 62.5 12.5 10.0 77.5 7.5 70.0 12.5 10.0 77.5 
男性：50歳代 51 13.7 31.4 39.2 15.7 45.1 25.5 45.1 13.7 15.7 70.6 19.6 49.0 15.7 15.7 68.6 
男性：60歳代 75 4.0 48.0 44.0 4.0 52.0 18.7 54.7 22.7 4.0 73.4 10.7 69.3 16.0 4.0 80.0 
男性：70歳以上 208 4.3 52.9 34.6 8.2 57.2 13.9 63.5 15.9 6.7 77.4 9.1 62.0 21.6 7.2 71.1 
回答しない・該当しない 21 4.8 42.9 47.6 4.8 47.7 9.5 61.9 19.0 9.5 71.4 9.5 52.4 28.6 9.5 61.9 
無回答 62 1.6 43.5 22.6 32.3 45.1 8.1 43.5 16.1 32.3 51.6 3.2 46.8 21.0 29.0 50.0 

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

1,153 41 369 627 116 410 29 322 679 123 351 20 253 757 123 273 
100.0 3.6 32.0 54.4 10.1 35.6 2.5 27.9 58.9 10.7 30.4 1.7 21.9 65.7 10.7 23.6 

女性：29歳以下 33 15.2 24.2 54.5 6.1 39.4 9.1 24.2 57.6 9.1 33.3 3.0 15.2 81.8 - 18.2 
女性：30歳代 33 6.1 45.5 48.5 - 51.6 - 24.2 69.7 6.1 24.2 - 15.2 84.8 - 15.2 
女性：40歳代 73 - 43.8 54.8 1.4 43.8 - 37.0 61.6 1.4 37.0 1.4 20.5 75.3 2.7 21.9 
女性：50歳代 81 4.9 32.1 58.0 4.9 37.0 4.9 18.5 71.6 4.9 23.4 2.5 21.0 72.8 3.7 23.5 
女性：60歳代 157 3.2 31.2 63.1 2.5 34.4 3.2 24.2 70.1 2.5 27.4 3.2 24.2 70.1 2.5 27.4 
女性：70歳以上 279 1.1 26.9 54.5 17.6 28.0 1.1 26.9 54.5 17.6 28.0 1.1 26.2 55.2 17.6 27.3 
男性：29歳以下 16 6.3 62.5 31.3 - 68.8 6.3 31.3 56.3 6.3 37.6 - 31.3 56.3 12.5 31.3 
男性：30歳代 24 8.3 45.8 45.8 - 54.1 4.2 33.3 62.5 - 37.5 4.2 25.0 70.8 - 29.2 
男性：40歳代 40 5.0 35.0 52.5 7.5 40.0 - 20.0 72.5 7.5 20.0 2.5 17.5 70.0 10.0 20.0 
男性：50歳代 51 11.8 27.5 45.1 15.7 39.3 5.9 29.4 47.1 17.6 35.3 - 21.6 60.8 17.6 21.6 
男性：60歳代 75 1.3 36.0 58.7 4.0 37.3 1.3 32.0 60.0 6.7 33.3 - 18.7 76.0 5.3 18.7 
男性：70歳以上 208 3.8 33.2 53.8 9.1 37.0 3.4 32.7 55.3 8.7 36.1 1.9 19.2 68.3 10.6 21.1 
回答しない・該当しない 21 9.5 28.6 52.4 9.5 38.1 4.8 38.1 47.6 9.5 42.9 4.8 23.8 66.7 4.8 28.6 
無回答 62 - 21.0 45.2 33.9 21.0 - 24.2 40.3 35.5 24.2 1.6 19.4 41.9 37.1 21.0 

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

1,153 37 274 716 126 311 38 400 596 119 438 
100.0 3.2 23.8 62.1 10.9 27.0 3.3 34.7 51.7 10.3 38.0 

女性：29歳以下 33 15.2 18.2 63.6 3.0 33.4 3.0 12.1 84.8 - 15.1 
女性：30歳代 33 - 30.3 66.7 3.0 30.3 3.0 36.4 60.6 - 39.4 
女性：40歳代 73 2.7 31.5 64.4 1.4 34.2 2.7 31.5 63.0 2.7 34.2 
女性：50歳代 81 3.7 19.8 70.4 6.2 23.5 3.7 35.8 54.3 6.2 39.5 
女性：60歳代 157 1.9 24.2 70.7 3.2 26.1 3.8 40.1 53.5 2.5 43.9 
女性：70歳以上 279 2.5 20.8 59.1 17.6 23.3 1.4 32.6 47.3 18.6 34.0 
男性：29歳以下 16 6.3 43.8 50.0 - 50.1 6.3 31.3 62.5 - 37.6 
男性：30歳代 24 8.3 16.7 75.0 - 25.0 4.2 37.5 58.3 - 41.7 
男性：40歳代 40 2.5 27.5 60.0 10.0 30.0 5.0 37.5 50.0 7.5 42.5 
男性：50歳代 51 2.0 13.7 64.7 19.6 15.7 3.9 27.5 51.0 17.6 31.4 
男性：60歳代 75 - 34.7 60.0 5.3 34.7 2.7 41.3 52.0 4.0 44.0 
男性：70歳以上 208 4.8 25.5 59.1 10.6 30.3 5.3 38.0 47.6 9.1 43.3 
回答しない・該当しない 21 4.8 28.6 57.1 9.5 33.4 4.8 23.8 61.9 9.5 28.6 
無回答 62 1.6 14.5 48.4 35.5 16.1 1.6 32.3 33.9 32.3 33.9 

全  体

年
齢
別

標
本
数

女子差別撤廃条約 福岡県性暴力根絶条例

全  体

年
齢
別

標
本
数

女性活躍推進法（女性の職業生活にお
ける活躍の推進に関する法律）

政治分野における男女共同参画の推
進に関する法律

困難な問題を抱える女性への支援に関
する法律

年
齢
別

男女共同参画社会基本法 男女雇用機会均等法
ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止
及び被害者の保護等に関する法律）

全  体

標
本
数
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図表７－３（２） 男女共同参画に関する法令・制度、用語の認知［全体、年齢別］ 
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内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

1,153 38 387 613 115 425 33 330 665 125 363 23 213 789 128 236 
100.0 3.3 33.6 53.2 10.0 36.9 2.9 28.6 57.7 10.8 31.5 2.0 18.5 68.4 11.1 20.5 

女性：29歳以下 33 3.0 9.1 87.9 - 12.1 3.0 9.1 84.8 3.0 12.1 6.1 - 93.9 - 6.1 
女性：30歳代 33 - 30.3 69.7 - 30.3 - 27.3 72.7 - 27.3 - 24.2 75.8 - 24.2 
女性：40歳代 73 2.7 30.1 63.0 4.1 32.8 2.7 30.1 63.0 4.1 32.8 1.4 21.9 74.0 2.7 23.3 
女性：50歳代 81 3.7 28.4 60.5 7.4 32.1 2.5 23.5 67.9 6.2 26.0 4.9 22.2 67.9 4.9 27.1 
女性：60歳代 157 5.1 40.1 52.9 1.9 45.2 5.1 34.4 56.7 3.8 39.5 3.2 16.6 77.1 3.2 19.8 
女性：70歳以上 279 3.6 34.4 45.2 16.8 38.0 3.6 28.3 50.5 17.6 31.9 1.1 17.9 62.4 18.6 19.0 
男性：29歳以下 16 - 25.0 68.8 6.3 25.0 - 25.0 75.0 - 25.0 - 12.5 81.3 6.3 12.5 
男性：30歳代 24 - 37.5 62.5 - 37.5 - 33.3 66.7 - 33.3 - 20.8 79.2 - 20.8 
男性：40歳代 40 5.0 25.0 60.0 10.0 30.0 5.0 20.0 67.5 7.5 25.0 2.5 17.5 67.5 12.5 20.0 
男性：50歳代 51 3.9 17.6 60.8 17.6 21.5 3.9 15.7 64.7 15.7 19.6 3.9 7.8 70.6 17.6 11.7 
男性：60歳代 75 1.3 33.3 60.0 5.3 34.6 - 29.3 65.3 5.3 29.3 - 18.7 74.7 6.7 18.7 
男性：70歳以上 208 3.8 40.9 46.6 8.7 44.7 2.4 36.1 51.4 10.1 38.5 1.9 23.6 64.9 9.6 25.5 
回答しない・該当しない 21 4.8 23.8 61.9 9.5 28.6 4.8 19.0 66.7 9.5 23.8 4.8 23.8 61.9 9.5 28.6 
無回答 62 - 37.1 33.9 29.0 37.1 - 24.2 38.7 37.1 24.2 - 14.5 48.4 37.1 14.5 

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

1,153 101 216 685 151 317 179 320 505 149 499 20 137 845 151 157 
100.0 8.8 18.7 59.4 13.1 27.5 15.5 27.8 43.8 12.9 43.3 1.7 11.9 73.3 13.1 13.6 

女性：29歳以下 33 36.4 12.1 51.5 - 48.5 57.6 18.2 21.2 3.0 75.8 6.1 9.1 84.8 - 15.2 
女性：30歳代 33 24.2 15.2 60.6 - 39.4 42.4 30.3 27.3 - 72.7 9.1 12.1 78.8 - 21.2 
女性：40歳代 73 15.1 23.3 58.9 2.7 38.4 27.4 37.0 32.9 2.7 64.4 2.7 12.3 83.6 1.4 15.0 
女性：50歳代 81 21.0 23.5 49.4 6.2 44.5 25.9 38.3 30.9 4.9 64.2 3.7 18.5 71.6 6.2 22.2 
女性：60歳代 157 8.3 24.8 63.1 3.8 33.1 12.7 34.4 49.7 3.2 47.1 0.6 14.6 81.5 3.2 15.2 
女性：70歳以上 279 3.9 16.5 57.0 22.6 20.4 6.8 17.9 53.0 22.2 24.7 1.1 10.4 65.9 22.6 11.5 
男性：29歳以下 16 18.8 31.3 50.0 - 50.1 50.0 43.8 6.3 - 93.8 - 31.3 62.5 6.3 31.3 
男性：30歳代 24 - 20.8 79.2 - 20.8 16.7 37.5 41.7 4.2 54.2 4.2 8.3 87.5 - 12.5 
男性：40歳代 40 5.0 22.5 60.0 12.5 27.5 17.5 52.5 20.0 10.0 70.0 - 12.5 77.5 10.0 12.5 
男性：50歳代 51 19.6 15.7 49.0 15.7 35.3 29.4 27.5 27.5 15.7 56.9 3.9 7.8 72.5 15.7 11.7 
男性：60歳代 75 8.0 25.3 61.3 5.3 33.3 9.3 41.3 44.0 5.3 50.6 - 10.7 82.7 6.7 10.7 
男性：70歳以上 208 2.4 13.0 68.8 15.9 15.4 6.3 22.6 55.3 15.9 28.9 1.0 10.1 73.1 15.9 11.1 
回答しない・該当しない 21 14.3 19.0 52.4 14.3 33.3 28.6 33.3 28.6 9.5 61.9 4.8 19.0 61.9 14.3 23.8 
無回答 62 - 14.5 50.0 35.5 14.5 9.7 9.7 43.5 37.1 19.4 - 8.1 54.8 37.1 8.1 

内
容
ま
で

知

っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

『
知

っ
て
い

る

』
計

1,153 193 416 392 152 609 
100.0 16.7 36.1 34.0 13.2 52.8 

女性：29歳以下 33 60.6 27.3 12.1 - 87.9 
女性：30歳代 33 42.4 33.3 24.2 - 75.7 
女性：40歳代 73 28.8 50.7 19.2 1.4 79.5 
女性：50歳代 81 24.7 49.4 19.8 6.2 74.1 
女性：60歳代 157 17.8 41.4 37.6 3.2 59.2 
女性：70歳以上 279 8.2 26.5 41.9 23.3 34.7 
男性：29歳以下 16 31.3 50.0 6.3 12.5 81.3 
男性：30歳代 24 29.2 41.7 29.2 - 70.9 
男性：40歳代 40 22.5 52.5 15.0 10.0 75.0 
男性：50歳代 51 25.5 35.3 21.6 17.6 60.8 
男性：60歳代 75 12.0 45.3 37.3 5.3 57.3 
男性：70歳以上 208 6.3 30.3 47.1 16.3 36.6 
回答しない・該当しない 21 23.8 42.9 23.8 9.5 66.7 
無回答 62 9.7 27.4 29.0 33.9 37.1 

ＬＧＢＴＱ 家族経営協定

標
本
数

嘉麻市男女共同参画推進条例 嘉麻市男女共同参画社会基本計画
嘉麻市配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する基本計画

ジェンダー

全  体

年
齢
別

標
本
数

デートＤＶ

全  体

年
齢
別

全  体

年
齢
別

標
本
数
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２．男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと 

 

・男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なことは「夫婦の間で家

事分担を十分に話し合う」が約５割、「男性の家事参加に対する男性自身の抵抗感をなくす」が

約４割。 

 

問 26 男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どのような

ことが必要だと思いますか。３つまで選んでください。 

 

図表７－４ 男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと 

［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫婦の間で家事などの分担をするように
十分に話し合うこと

男性が家事などに参加することに対する
男性自身の抵抗感をなくすこと

企業が、家事、子育て、介護、地域活動を
担うことができるように、労働時間の短縮・

法制度の遵守など環境整備をすること

男性が家事や育児、介護などの技能を
高めること

社会の中で、男性による家事、子育て、
介護、地域活動について、その評価を

高めること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担
などについての当事者の考え方を尊重する

こと

夫婦の間で家計を分担できるように
女性も経済的に自立すること

男性が家事などに参加することに対する
女性の抵抗感をなくすこと

妻が、夫にのみ経済力や出世を
求めないこと

男性が育児や介護、地域活動を行う
ための、仲間（ネットワーク）作りを

すすめること

わからない

その他

特にない

無回答

*前回調査ではなかった項目

52.9 

39.5 

25.9

23.8 

23.8

17.3 

14.5 

10.1 

9.9 

5.5

3.8

1.3

2.5

9.3

52.2 

42.7 

26.6

21.6 

24.7

20.1 

15.7 

9.6 

9.3 

5.1

4.2

1.2

2.7

6.6

61.9 

33.3 

33.3

23.8 

28.6

4.8 

19.0 

-

4.8 

9.5

-

4.8

-

4.8

58.0 

38.2 

26.7

29.5 

24.3

15.3 

13.7 

12.3 

12.0 

6.4

3.8

1.4

2.6

5.7

0 35 70 （％）

47.0

42.6

26.7

6.5

26.6

18.5

10.3

9.5

22.4

10.0

4.7

1.2

*

10.2

47.8

44.6

26.9

7.3

31.7

21.5

11.3

7.9

22.3

9.8

4.2

0.8

*

8.5

45.9

41.5

26.9

5.6

19.7

14.2

8.6

11.6

23.2

10.4

5.6

1.6

*

11.6

03570（％）
≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=1,096）

女 性（Ｎ=646）

男 性（Ｎ=431）

【回答は３つまで】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこととして「夫婦の間

で家事などの分担をするように十分に話し合うこと」が 52.9％と最も高く、次いで「男性が家事な

どに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 39.5％、「企業が、家事、子育て、

介護、地域活動を担うことができるように、労働時間の短縮・法制度の遵守等環境整備をすること」

が 25.9％、「男性が家事や育児、介護などの技能を高めること」と「社会の中で、男性による家事、

子育て、介護、地域活動について、その評価を高めること」が同率 23.8％となっている。 

性別でみると、女性は「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」

（女性 42.7％、男性 38.2％）が 4.5ポイント、「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等につい

ての当事者の考え方を尊重すること」（同 20.1％、15.3％）が 4.8 ポイント男性よりも高い。男性

は「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと」（同 52.2％、58.0％）が 5.8 ポ

イント、「男性が家事や育児、介護などの技能を高めること」（同 21.6％、29.5％）が 7.9ポイント

女性より高い。 

前回調査と比べると、男女とも「男性が家事や育児、介護などの技能を高めること」が 14.3～23.9

ポイント増え、また「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと」が 4.4～12.1

ポイント、「夫婦の間で家計を分担できるように女性も経済的に自立すること」が 4.4～5.1ポイン

ト増えている。 
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年齢別でみると、「夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと」は男性の 40歳

代で 77.5％と最も高く、「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」

は男女の 29歳以下で約６割と高い。「企業が、家事、子育て、介護、地域活動を担うことができる

ように、労働時間の短縮・法制度の遵守等環境整備をすること」は女性の 30 歳代以下と男性の 60

歳代で３割台、「社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動について、その評価を高め

ること」は女性の 70 歳以上と男性の 60 歳代で約３割と高い。「夫婦の間で家計を分担できるよう

に女性も経済的に自立すること」は男性の 30歳で 29.2％と高いのが目立つ。 

 

図表７－５ 男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと 

［全体、年齢別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
男

性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
女

性
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

夫
婦
の
間
で
家
事
な
ど
の
分
担
を
す
る
よ
う
に
十

分
に
話
し
合
う
こ
と

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が

、
夫
婦
の
役
割
分
担
な

ど
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
こ

と 夫
婦
の
間
で
家
計
を
分
担
で
き
る
よ
う
に
女
性
も

経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と

男
性
が
家
事
や
育
児

、
介
護
な
ど
の
技
能
を
高
め

る
こ
と

妻
が

、
夫
に
の
み
経
済
力
や
出
世
を
求
め
な
い
こ

と 男
性
が
育
児
や
介
護

、
地
域
活
動
を
行
う
た
め

の

、
仲
間

（
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

）
作
り
を
す
す
め
る

こ
と

企
業
が

、
家
事

、
子
育
て

、
介
護

、
地
域
活
動
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

、
労
働
時
間
の
短

縮
・
法
制
度
の
遵
守
な
ど
環
境
整
備
を
す
る
こ
と

社
会
の
中
で

、
男
性
に
よ
る
家
事

、
子
育
て

、
介

護

、
地
域
活
動
に
つ
い
て

、
そ
の
評
価
を
高
め
る

こ
と

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1,153 455 116 610 200 167 274 114 63 299 274 44 15 29 107 
100.0 39.5 10.1 52.9 17.3 14.5 23.8 9.9 5.5 25.9 23.8 3.8 1.3 2.5 9.3 

女性：29歳以下 33 60.6 3.0 60.6 18.2 15.2 27.3 15.2 3.0 33.3 18.2 6.1 - 3.0 - 
女性：30歳代 33 48.5 9.1 51.5 21.2 15.2 21.2 15.2 3.0 33.3 15.2 - - 9.1 - 
女性：40歳代 73 52.1 15.1 61.6 16.4 12.3 17.8 6.8 5.5 23.3 20.5 2.7 5.5 1.4 - 
女性：50歳代 81 46.9 9.9 51.9 24.7 18.5 30.9 7.4 3.7 25.9 23.5 3.7 2.5 3.7 2.5 
女性：60歳代 157 47.8 9.6 58.6 20.4 16.6 21.7 8.9 5.7 26.1 26.1 3.2 - 3.2 2.5 
女性：70歳以上 279 35.1 9.3 47.0 20.4 15.8 20.1 9.7 5.7 27.2 28.3 5.7 0.7 1.8 10.0 
男性：29歳以下 16 62.5 25.0 68.8 12.5 12.5 31.3 25.0 6.3 18.8 25.0 - - - - 
男性：30歳代 24 41.7 16.7 66.7 16.7 29.2 8.3 16.7 - 12.5 25.0 - 12.5 - - 
男性：40歳代 40 30.0 20.0 77.5 15.0 7.5 30.0 20.0 2.5 27.5 22.5 5.0 5.0 - - 
男性：50歳代 51 39.2 5.9 60.8 9.8 11.8 31.4 19.6 3.9 19.6 17.6 7.8 2.0 3.9 7.8 
男性：60歳代 75 40.0 16.0 52.0 18.7 10.7 37.3 10.7 6.7 36.0 30.7 1.3 - 1.3 1.3 
男性：70歳以上 208 38.5 10.1 56.3 16.3 15.4 29.8 7.7 8.7 28.4 24.5 4.3 - 3.8 4.8 
回答しない・該当しない 21 33.3 - 61.9 4.8 19.0 23.8 4.8 9.5 33.3 28.6 - 4.8 - 4.8 
無回答 62 1.6 - 8.1 - 1.6 - 1.6 - 3.2 1.6 - - - 91.9 

標
本
数

全  体

年
齢
別
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３．「男女共同参画社会」実現のために行政が力を入れること 

 

・「男女共同参画社会」実現のために行政が力を入れることは「男女がともに働き続けられる条

件整備の働きかけ」「高齢者・障がい者（児）の介護者への支援制度の充実」「男女平等（ジェン

ダー平等）についての学習を充実する」が上位３位。 

 

問２０ 「男女共同参画社会」の実現のために、あなたは、嘉麻市では今後どのようなこ

とに力を入れていったら良いと思いますか。（○印は３つまで） 

 

図表７－６ 「男女共同参画社会」実現のために行政が力を入れること［全体、性別］（前回調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営者・事業主を対象に育児休業や介護休
業制度の普及啓発や男女がともに働き続け
られる条件整備についての働きかけを行う

高齢者や障がい者（児）の介護者への
支援制度を充実する

就学前教育、学校教育や社会教育の場で、
男女平等（ジェンダー平等）についての

学習を充実する

広報・啓発活動や学習機会を充実する

男性が積極的に家事や育児、介護などを
担うことができるような啓発活動を行う

市の施策・方針を決定する場に女性の
参画を増やす

子ども・子育て支援事業を充実する

経営者・事業主を対象に男女均等な
取扱い（仕事の内容・賃金など）について

周知徹底する

行政区長や地域の行政区役員に
女性を増やす

セクシュアル・ハラスメントや
パワー・ハラスメント防止の取り組みを

強化する

市政を担うトップを先頭に管理職、職員の
男女共同参画についての研修を充実する

性暴力や性差別などに関する問題解決に
向けた相談窓口を充実する

女性の就業支援として、研修やセミナーを
実施する

各種団体のリーダーとなる女性を養成する

女性の生涯にわたる健康づくりの支援策や
母性保護対策を充実する

配偶者などに対する暴力根絶のための
啓発活動を充実する

男女共同参画を推進する住民グループの
活動を支援する

その他

わからない

特にない

無回答

*前回調査ではなかった項目
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≪前回調査（令和２年）≫ ≪今回調査≫

【回答は３つまで】

全 体（Ｎ=1,096）

女 性（Ｎ=646）

男 性（Ｎ=431）

【回答は３つまで】

女 性（Ｎ=668）

男 性（Ｎ=424）

回答しない・

該当しない（Ｎ=21）

全 体（Ｎ=1,153）
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「男女共同参画社会」の実現のために今後行政が力をいれることは「経営者・事業主を対象に育

児休業や介護休業制度の普及啓発や男女がともに働き続けられる条件整備についての働きかけを

行う」が 28.2％で最も高くなっている。次いで、「高齢者や障がい者（児）の介護者への支援制度

を充実する」が 20.6％、「就学前教育、学校教育や社会教育の場で、男女平等（ジェンダー平等）

についての学習を充実する」が 20.2％で上位３位となっている。 

性別でみると、女性は「高齢者や障がい者（児）の介護者への支援制度を充実する」（女性 23.7％、

男性 18.2％）が 5.5 ポイント、「男性が積極的に家事や育児、介護などを担うことができるような

啓発活動を行う」（同 20.2％、12.0％）が 8.2 ポイント男性より高い。男性は「市の施策・方針を

決定する場に女性の参画を増やす」（同 12.6％、22.6％）が 10.0 ポイント、「広報・啓発活動や学

習機会を充実する」（同 15.4％、24.1％）が 8.7ポイント、「行政区長や地域の行政区役員に女性を

増やす」（同 7.9％、14.4％）が 6.5ポイント女性より高い。 

前回調査と比べると、「広報・啓発活動や学習機会を充実する」が男女とも 5.5～7.4ポイント増

え、「経営者・事業主を対象に育児休業や介護休業制度の普及啓発や男女がともに働き続けられる

条件整備についての働きかけを行う」が男性で 4.6ポイント増えている。 

年齢別でみると、女性の 29歳以下で「就学前教育、学校教育や社会教育の場で、男女平等（ジェ

ンダー平等）についての学習を充実する」が 51.5％と高く、また「男性が積極的に家事や育児、介

護などを担うことができるような啓発活動を行う」が 27.3％、男性の 30歳代でも 20.8％と他の年

代に比べて高い。女性の 30歳代は「子ども・子育て支援事業を充実する」が 51.5％と高く、「セク

シュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメント防止の取り組みを強化する」は女性の 29 歳以下

と男性の 30歳代以下での割合が高い。男性の 29歳以下では「広報・啓発活動や学習機会を充実す

る」（31.3％）や「行政区長や地域の行政区役員に女性を増やす」（25.0％）などの割合が他の年代

に比べて高くなっている。 

 



Ⅱ 調査結果 

- 142 - 

図表７－７ 「男女共同参画社会」実現のために行政が力を入れること［全体、年齢別］ 
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1,153 206 181 116 233 159 325 190 52 48 59 38 
100.0 17.9 15.7 10.1 20.2 13.8 28.2 16.5 4.5 4.2 5.1 3.3 

女性：29歳以下 33 6.1 9.1 6.1 51.5 12.1 30.3 27.3 3.0 6.1 9.1 3.0 
女性：30歳代 33 6.1 15.2 3.0 18.2 6.1 24.2 18.2 - 6.1 3.0 9.1 
女性：40歳代 73 9.6 6.8 6.8 17.8 8.2 23.3 19.2 8.2 4.1 8.2 4.1 
女性：50歳代 81 14.8 18.5 6.2 16.0 19.8 32.1 21.0 6.2 2.5 3.7 2.5 
女性：60歳代 157 15.9 10.8 8.9 19.1 14.6 32.5 22.3 6.4 6.4 3.2 3.2 
女性：70歳以上 279 19.7 14.0 9.0 20.8 11.1 29.4 19.4 3.2 5.0 5.0 2.5 
男性：29歳以下 16 31.3 18.8 25.0 25.0 12.5 18.8 12.5 - - - 12.5 
男性：30歳代 24 20.8 16.7 16.7 25.0 12.5 16.7 20.8 - - 4.2 - 
男性：40歳代 40 15.0 15.0 7.5 17.5 12.5 30.0 15.0 5.0 - 12.5 5.0 
男性：50歳代 51 23.5 17.6 15.7 23.5 9.8 23.5 9.8 2.0 3.9 - 2.0 
男性：60歳代 75 21.3 25.3 10.7 22.7 21.3 40.0 8.0 6.7 4.0 4.0 6.7 
男性：70歳以上 208 27.9 26.4 16.3 22.1 19.2 29.8 12.5 5.8 3.8 8.2 2.9 
回答しない・該当しない 21 4.8 4.8 9.5 19.0 14.3 28.6 19.0 - 9.5 4.8 4.8 
無回答 62 - - 1.6 - 4.8 3.2 1.6 1.6 - - - 
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1,153 80 51 37 181 237 77 11 124 52 120 
100.0 6.9 4.4 3.2 15.7 20.6 6.7 1.0 10.8 4.5 10.4 

女性：29歳以下 33 15.2 3.0 - 33.3 9.1 6.1 - 15.2 - - 
女性：30歳代 33 9.1 - - 51.5 18.2 6.1 - 12.1 3.0 - 
女性：40歳代 73 5.5 6.8 1.4 28.8 13.7 1.4 2.7 20.5 8.2 - 
女性：50歳代 81 9.9 2.5 1.2 13.6 24.7 1.2 2.5 16.0 2.5 4.9 
女性：60歳代 157 8.9 1.9 1.3 15.3 22.3 7.6 - 15.3 5.1 3.2 
女性：70歳以上 279 4.7 4.7 4.3 11.1 30.1 7.2 0.4 10.0 3.9 11.5 
男性：29歳以下 16 12.5 - 6.3 31.3 6.3 6.3 - 18.8 6.3 - 
男性：30歳代 24 16.7 8.3 - 33.3 12.5 8.3 4.2 12.5 8.3 - 
男性：40歳代 40 7.5 5.0 2.5 27.5 15.0 7.5 5.0 12.5 2.5 5.0 
男性：50歳代 51 7.8 2.0 2.0 9.8 13.7 2.0 3.9 11.8 9.8 5.9 
男性：60歳代 75 8.0 9.3 1.3 16.0 25.3 6.7 - 5.3 4.0 4.0 
男性：70歳以上 208 5.8 6.7 8.2 10.6 19.7 11.5 0.5 5.8 3.8 5.8 
回答しない・該当しない 21 9.5 4.8 - 14.3 9.5 14.3 - 9.5 14.3 4.8 

無回答 62 - - - - - - - - 1.6 93.5 
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別
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数

全  体

年
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Ⅲ 調査結果のまとめと今後の課題 

 

嘉麻市では、令和４年に令和８年度までを計画期間とする「第３次嘉麻市男女共同参画社会基本

計画」および「第２次嘉麻市配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画」を策

定し、男女共同参画に関する施策の推進にあたっている。 

本調査は、次期計画の策定に向け、これまでの嘉麻市の取組みの成果を検証し、また、今後の男

女共同参画を推進するうえでの課題を把握するための基礎データを得ることを目的として実施し

たものである。 

 

１．男女平等（ジェンダー平等）に関する考え方について 

「男は仕事、女は家庭」という固定的性別役割分担意識に『同感しない』人は、女性では約７割、

男性も６割台半ばに上っている。また、男女とも『同感しない』が約５ポイント増加しており、性

別役割分担を容認しない傾向がより強まっている。年齢別では、女性の 40 歳代、男性の 50 歳代、

男女の 70 歳以上で『同感しない』がやや低いが、それでも５割台半ばから６割台半ばが『同感し

ない』と回答しておりすべての年代で『同感しない』が多数派となっている。 

社会の様々な分野における平等感については、唯一「学校教育の場」で「平等である」が約５割

と最も高くなっているが、それ以外の分野については『男性優遇』と考える人の割合が最も高く、

特に「政治の場」「社会通念・慣習・しきたり」「社会全体」では６割台半ばから７割と高くなって

いる。また、多くの分野で女性の方が男性より『男性優遇』の割合が高いか、「平等である」の割合

が低いなど、女性の方が不平等感は強い。また、前回調査と比べると、『男性優遇』が減少した分野

もあるが、その分「平等である」が増加するというわけではなく、特に女性では前回調査から大き

な変化がみられない傾向がある。ただし、これについては、ジェンダー平等は実現されるべきもの

との認識が強まっているために、現状に対する見方がより厳しくなっている可能性もある。 

以上のことから、嘉麻市において性別役割分担意識はかなりの程度解消されつつあるものの、

様々な分野における不平等感は根強く残っていることがうかがえる。特に、多くの分野について女

性は男性よりも『男性優遇』であると感じており、前回調査と比較しても社会における不平等が改

善しているとは認識されていないようである。その一方で、29 歳以下の女性や 30 歳代以下の男性

では「家庭生活」が「平等である」との認識が４割から５割台に上るなど、分野や世代によっては

平等感が増している様子もうかがえる。市民が社会のあらゆる分野で平等であると感じることがで

きるよう、市民だけではなく地域や事業所等に向けての啓発や情報提供を行っていく必要がある。

また、性別や年齢による意識差を解消していくために、対象に合わせた啓発の内容や方法を工夫す

ることが望まれる。 

 

２．家庭生活や子育てについて 

家庭内での役割分担の状況をみると、『主に妻』は「炊事・掃除・洗濯などの家事」で約８割と高

く、「家計の管理」「病人・高齢者の世話（介護）」「育児、子どものしつけ」なども妻が担っている

ことが示された。共働きの場合には家事や育児について「妻と夫が同程度」がやや高くなるが、そ

れでも妻が担っている場合が多くみられる。一方、「生活費を得る」は『主に夫』が５割を超えてお
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り、稼得役割は男性が担っている場合が多い。意識の面では「男は仕事、女は家庭」に同感しない

人が大半であったが、実際の生活においては性別役割分担が行われていることがわかる。「高額な

商品や土地・家屋の購入」や「家庭の問題における最終的決定」といった家庭内の重要事項につい

ての決定も、「妻と夫が同程度」が３割台半ばから約４割に上る一方で、『主に夫』の割合も高く、

夫が決定権を握っている様子もうかがえる。 

子どもの育て方については、「性別にかかわりなく経済的に自立できるよう育てる」は男女とも

約８割が積極的な「賛成」と回答しているが、「性別にかかわりなく炊事・掃除・洗濯などの生活に

必要な技術を身につけさせるほうがよい」については女性が約８割であるのに対し男性は約７割と、

男性でやや消極的な傾向がみられる。しかし、前回調査に比べると男性の「賛成」が増加している

ほか、男性の 50 歳代以下では「賛成」が７割台半ばから約９割に上るなど、男性の意識の変化が

うかがえる。「３歳までは母親の手で育てる」といういわゆる「３歳児神話」についても、全体では

『賛成派』が５割台半ばと高いが、30歳代以下では男女とも『反対派』が約４割から５割台で『賛

成派』を上回っている。また、全体でも前回調査より『賛成派』が減少し、『反対派』が増加してお

り、子どもの育て方についての意識も変化しつつあるといえる。 

以上のことから、やはり意識面ではジェンダー平等に向けた変化がみられるものの、家庭内では

依然として性別で役割が固定されている傾向があり、また、前回調査から大きな変化がみられない

項目も多く、意識の変化に実態が追いついていない様子がうかがえる。共働き世帯が増加するなか、

家庭内での分担が進まなければ、共働きの女性がより多くの負担を抱えることになる。男性の家庭

参画や生活自立を促進するために、市民への啓発や学校教育での取り組みを進めるとともに、両立

支援策の充実が望まれる。 

 

３．就労・働き方について 

女性が職業を持つことに対する考え方では、「結婚や出産にかかわらず、ずっと職業を持ってい

る方がよい」という就労継続が６割を超え、特に女性では６割台半ばと高く、前回調査からも 10ポ

イント以上増加している。また、男性も女性ほどではないものの就労継続が増加しており、男女と

も女性が働き続けることが望ましいとする傾向が強まっている。 

女性で「職業を持っている」人は約５割で、30 歳代から 50 歳代では８割台となっており、子育

て期にある年代の人でも大半の人が職業を持っている。雇用形態をみると、女性は『非正規雇用者』

の割合が約５割と高いが、正規雇用者も約４割に上る。 

育児休業制度および介護休業制度の利用意向については、いずれの制度についても女性の約６割、

男性の５割台半ばが「利用したい」と回答しており、前回調査と比べて男女とも「利用したい」が

10ポイント以上増加するなど、利用意向が高まっている。 

育児休業制度および介護休業制度を利用できそうにない、しないと回答した人の理由は、「職場

に休める雰囲気がないから」「経済的に生活が成り立たなくなるから」が約５割と高くなっている。

また、男性では「職場に休める雰囲気がないから」「経済的に生活が成り立たなくなるから」「自分

の仕事は代わりの人がいないから」「職場にそのような制度があるのかわからないから」などが女

性より高くなっている。近年、全国的には男性の育児休業取得率が高まっており、法律もかなりの

程度整備されてきている。性別に関わらず制度を活用できるよう、市内事業所等へ働きかけるとと

もに、国の両立支援等助成金などの情報を積極的に提供するなど、事業所への支援を行うことが必

要である。 
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自営業では、「自分名義の預貯金を持っている」「作業計画・経営計画などを最終的に決める権限

がある」「自分名義の不動産を持っている」などが男性より女性で低く、家族従業者に限るとさらに

低くなる。また、前回調査に比べ、男女とも「自分で受け取って管理できる給与・報酬がある」「定

期的に休日を取ることができる」「職業上の研修には自由に参加できる」などが減少しており、自営

業者の厳しい状況もうかがえる結果となっている。行政としてどのような支援が可能か検討する必

要がある。 

ワーク・ライフ・バランスについて、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先」は理想

では 26.3％だが、実際の生活では 4.1％にとどまり、「仕事を優先」の理想は 2.1％に対し実際は

21.9％と、理想と実際に乖離がみられる。ワーク・ライフ・バランスを進めるために必要な条件整

備としては、「代替要員の確保など育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境をつくること」

が第１位で、「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援を充実すること」「給与などの男女

間格差をなくすこと」が続いている。性別でみると、男性は「代替要員の確保など、育児休業・介

護休業制度を利用しやすい職場環境をつくること」「育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的

支援を充実すること」「職場の意識改革などについて、行政が企業に積極的な働きかけをすること」

などが女性より高く、職場の環境整備や意識改革が求められていることがうかがえる。一方、女性

は「女性が働くことに対して、家族や周囲の理解と協力があること」が男性に比べて高くなってい

る。現状として家庭での家事や育児が女性の負担になっていることは上述したとおりであり、それ

が女性にとってワーク・ライフ・バランスを阻害する要因と認識されているようである。ジェンダ

ー平等の視点からはもちろん、ワーク・ライフ・バランスを実現するためにも、男性の家庭参画を

可能にするような取り組みが求められる。 

 

４．地域活動について 

地域の役職に推薦された場合（男性は、妻など身近な女性が推薦された場合）、女性の「引き受け

る」の割合はいずれの役職でも男性より低く、女性の方が消極的な傾向がみられる。また、前回調

査に比べ、男女とも「引き受ける（引き受けることをすすめる）」が減少している。女性で最も「引

き受ける」の割合が低いのは「行政区長」で 14.1％だが、「行政区の役員」は 24.6％となっており、

「役員」であれば引き受けてもよいと考える人もいることがわかる。断る理由としても、「ＰＴＡ会

長、子ども会会長」「行政区長」という「長」がつく役職では「責任が重いから」が第１位となって

いる。 

住んでいる地域での活動における男女の差については、「わからない」が 36.5％で最も高いが、

「特に男女で差はない」「地域の活動には女性の方が積極的である」など、女性が参画しにくい状況

がないとの回答も多くみられる。 

また、地域活動での役割分担についても、「地域の集会では、女性がお茶出しや片づけをしてい

る」「地域の役員はほとんど男性になっている」「地域の集会では男性が上座に座る」「行政区長・隣

組長などは男性（夫）だが、地域の会議の出席は女性（妻）が出ることが多い」などは「そうして

いる」が減少しており、地域活動での役割分担の見直しが進みつつあることがうかがえる。 

地域の長に女性が就いていない理由としては、「男性中心に組織が運営されているから」「女性が

責任のある役を引き受けたがらないから」が上位となっている。上述したように、責任ある立場に

就くことに消極的な女性も多いことから、まずは「長」以外の役職から経験を積んでもらうことも

必要だろう。また、組織運営のありかたや活動内容の見直しを進め、「長」をはじめとする役職にか
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かる負担を軽減するよう取り組むことは、性別に関わらず地域へ参画しやすい環境づくりにもつな

がると思われる。 

災害へ備えるために地域で必要なことでは、「避難所運営や備蓄品について女性や要配慮者（高

齢者、障がい者など）の視点を入れる」が約６割で最も高く、「日ごろからのコミュニケーション・

地域でのつながりを大切にする」「避難所運営の基準などをつくり女性や子どもが安全に過ごせる

ようにする」「女性も男性も防災活動や訓練に取り組む」「避難所の運営に女性も参画できるように

する」なども高くなっている。前回調査と比べると、前回２位であった「避難所運営や備蓄品につ

いて女性や要配慮者（高齢者、障がい者など）の視点を入れる」が第１位になり、「避難所運営の基

準などをつくり女性や子どもが安全に過ごせるようにする」の割合が増加するなど、災害が起きた

場合を想定したより具体的な対応が求められていることがうかがえる。もちろんそのためには女性

が意思決定過程に参画することや、平時よりジェンダー平等の視点をもって行動することが重要で

ある。 

 

５．暴力などの人権侵害について 

ここ３年ぐらいでの職場でのセクシュアル・ハラスメントについては、女性の 18.3％、男性の

16.0％が被害経験ありと回答している。被害内容としては、「容姿や年齢について話題にする」「「女

のくせに」「女だから」または「男のくせに」「男だから」などと言う」「交際関係や結婚・出産など

プライベートなことを執拗に聞く」「宴会などでお酌やデュエットを要求する」「性的な話や冗談を

聞かせる」などが約６～９％となっている。ハラスメントについては近年法整備が進み、事業主は

様々なハラスメントについて対策を取ることが義務づけられている。職場でのハラスメント防止の

取り組みをより一層強化するよう、市内事業所や労働者に対して啓発や情報提供を行うことが必要

である。また、職場よりは少ないものの地域活動の場や学校に関わる場でも被害経験があると回答

している人がみられるため、市民に対しても情報や研修機会を提供することが望まれる。 

配偶者や交際相手からの暴力（以下、ＤＶとする）について、ここ３年ぐらいに何らかのＤＶを

受けたことがある人は、女性が 24.3％、男性が 17.5％となっており、前回調査と比べ男性の被害

が増加している。ＤＶの内容としては、「大声でどなられた」「何を言っても無視され続けた」「他人

や子どもの前で侮辱されたり、馬鹿にされたりした」など精神的暴力の被害経験が高いが、「足でけ

られたり、素手でたたかれたりなぐられたりした」「物を投げつけられた」といった身体的暴力の経

験もみられる。また、ほとんどの暴力について女性の経験率が男性より高くなっている。 

ＤＶを受けた人のうち、女性の約４割、男性の５割台半ばは誰にも相談しておらず、相談した場

合でも多くは家族や友人･知人などに相談しており、専門機関への相談はわずかであった。また、前

回調査と比べると、相談しなかった割合は女性では約５ポイント減少しているが、大きな変化はみ

られない。相談しなかった理由としては、「相談するほどのことではないと思ったから」「相談して

もむだだと思ったから」「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」

「自分にも悪いところがあると思ったから」などが高く、ＤＶを受けた人が被害を軽視したり、あ

きらめてしまっていたりする様子がうかがえる。 

暴力の相談窓口の認知は、「行政の相談窓口」が約３割、「かま女性ホットライン」が約２割（女

性では約３割）、「配偶者暴力相談支援センター」「弁護士会・法テラスなどの相談窓口」が約２割と

なっている。「知らない」という回答も３割台半ばとなっており、相談窓口について市民に周知する

ことが必要である。 
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以上のように、嘉麻市内においても依然としてＤＶ被害が発生しており、被害を受けても誰にも

相談しない人も多い。また、身近で暴力を見聞きした際にどう対処したかたずねた質問では、「加害

者に暴力をやめるように話した」が約３割で前回調査から大幅に増加していた。それぞれの状況や

暴力の程度によるものの、加害者に直接注意をすることは被害者を危険にさらす可能性もあり、注

意が必要である。ＤＶ被害を受けた場合に本人や周囲の人が早期に気づき、適切な対応ができるよ

う、ＤＶについての基礎知識や被害者の心理、相談窓口の情報等について、広く市民に情報提供す

ることが重要である。 

 

６．悩みや困りごとについて 

現在の悩みや困りごととしては、「健康、病気、障がいなど」が２割台半ば、「介護（将来、自分

が介護されることについて）」「仕事、雇用、転職、再就職、起業など」「家計、借金、相続など」「介

護（自分または家族が介護をすることについて）」が約１割台半ばなどとなっており、約半数の人が

なんらかの悩みや困りごとを抱えている。年齢別では、女性の 30 歳代で「なし」が１割台半ばと

他の年代より低く、「仕事、雇用、転職、再就職、起業など」「健康、病気、障がいなど」「家計、借

金、相続など」「育児、子育て、教育など」「恋愛、結婚、離婚、夫婦関係など」が高いなど、この

年代の女性が多様な悩みを抱えていることがわかる。悩みや困りごとを相談機関や公的機関に相談

したかについては、相談した人は約２割と少なくなっている。 

令和６年に施行された「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」は、女性が抱える困難

が、生活困窮や性暴力・性犯罪被害、家庭関係破綻など複雑化・多様化していることを受け、行政

は民間団体等と連携しながら支援を行うことを求めている。困難な問題を抱える女性の悩みや困り

ごとを解決するためにどのような環境や支援があるといいと思うかについては、「自分の困りごと

を何でも相談でき、支援につながることができる窓口」「利用できる支援制度の情報提供」が特に高

くなっていた。相談窓口の情報の入手方法は「行政の広報誌」「インターネット検索」が上位となっ

ているが、「行政の広報誌」「新聞、テレビ、ラジオなどのマスメディア」は年齢の高い層で、「イン

ターネット検索」「SNS（Ｘ、LINE、YouTubeなど）」は年齢の低い層で高いなど、年代によって情報

入手の方法が大きく異なっていることが明らかになった。そのため、必要な情報が市民に届くよう、

提供する情報の内容や情報を届けたいターゲットによって媒体や提供方法を工夫することが必要

だろう。 

 

７．男女共同参画社会の実現について 

男女共同参画に関する法や制度、用語の認知度は、「男女雇用機会均等法」「ＤＶ防止法」が約７

割、「ジェンダー」「男女共同参画社会基本法」が約５割などで、特に高くなっている。前回調査と

比べ、「ジェンダー」「ＬＧＢＴＱ」は認知度が上がっているが、「福岡県性暴力根絶条例」「女子差

別撤廃条約」「女性活躍推進法」「ＤＶ防止法」など、法律の認知は低下している。また、「嘉麻市男

女共同参画推進条例」「嘉麻市男女共同参画社会基本計画」「嘉麻市配偶者からの暴力の防止及び被

害者の保護等に関する基本計画」は、２割から３割台半ばの認知度となっており、前回調査からや

や低下している。嘉麻市の男女共同参画を推進するためには市民の理解と協力が不可欠であり、嘉

麻市の取り組みについてより広く市民に周知することが必要である。 

男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なことは、「夫婦の間で家事な
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どの分担をするように十分に話し合うこと」が約５割、「男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと」が約４割と高くなっている。「企業が、家事、子育て、介護、地域

活動を担うことができるように、労働時間の短縮・法制度の遵守等環境整備をすること」「男性が家

事や育児、介護などの技能を高めること」「社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動

について、その評価を高めること」も２割台半ばと比較的高い。 

男女共同参画社会の実現のために行政が力を入れることとしては、「経営者・事業主を対象に育

児休業や介護休業制度の普及啓発や男女がともに働き続けられる条件整備についての働きかけを

行う」「高齢者や障がい者（児）の介護者への支援制度を充実する」「就学前教育、学校教育や社会

教育の場で、男女平等（ジェンダー平等）についての学習を充実する」などが上位にあがっている。

性別でみると、女性は「高齢者や障がい者（児）の介護者への支援制度を充実する」「男性が積極的

に家事や育児、介護などを担うことができるような啓発活動を行う」が男性に比べて高く、女性が

両立支援や男性の家庭参画を求めていることがわかる。 

嘉麻市においては、意識の面での男女共同参画は進みつつあり、また、30～50歳代の女性の多く

が働いている。また、地域においてもこれまでの役割分担が見直されていることもうかがえる。一

方で、家庭内での性別役割分担や社会の様々な場面での不平等感はさほど解消されていないなどの

課題も示された。今後は、事業所等の協力も得ながら、性別に関わらず仕事と家庭生活や地域活動

等を両立できる環境づくりを図るとともに、男性の家事や育児、介護への参画や、女性の意思決定

過程への参画を促進する取り組みを、学校教育や地域、職場等、様々な場面で進めていくことが重

要である。 
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性別 年齢 男女共同参画社会実現に向けての取組、日ごろ感じていること 

女性 20歳未満 

男女共同参画社会の実現に向けた取り組みは大変すばらしいことと思

っている。私は女性であるが、世の中は権利を主張すれば義務も伴う。

女性として権利を認められうれしくもあるが、男性と同じ仕事を常に

できるかと言われればできないこともある。（主に力仕事）一番いいの

は男だから女だからとか年齢に関係なくお互いがお互いのことを考

え、思い合える行動ができることが大事なのかと思う。 

女性 20歳代 

女性の仕事とワーク・ライフ・バランスが十分に整っていないことが

キャリアアップや社会全体の意識改革が進んでいない原因と感じる。

また、多様なジェンダーのあり方がある中で、性を二分割するのでは

なく、決まりにとらわれない生き方を表現する社会になってほしいと

思う。 

女性 20歳代 

社会においては男女が対等な存在であることが望ましいと思うが、女

性にしか出産ができない現状をかんがえると、ある程度の男女の差が

必要であると考える。そのうえで女性が社会復帰できるように育児支

援などがあるが、何でもかんでも支援したらいいというものではない

と思う。キャリアアップがしにくいと思うのであれば、出産・育児はあ

きらめる、タイミングを考える。近年では男女の差別は減ってきてい

ると思うし、自分の仕事柄女性も多く、管理職に女性が多いため、すぐ

に男女差別だという考え方を捨てるべきだと思う。騒ぎ過ぎ。 

女性 20歳代 
生活保護不正受給している人たくさんいます。きちんと働いている人

が損をする生活はしたくないので、きちんと対策してください。 

女性 30歳代 

みんなが協力しあって困っている人を見落とさずにみんなでより良い

街にすることが結果的に男女共同参画社会の実現につながると思いま

す。いつもありがとうございます。 

女性 40歳代 

男性が育児、家事に積極的に参加していることを実際に行っている人

に講演してもらったりすることで、世の男性の理解を深めてもらう機

会を作るのも大事だと思う。男性に来てもらえる講演会にする。現在

の職場でも出産後の女性のフォローを一生懸命する男性の話をよく耳

にする。本当に感心させられる。ぜひ、いろいろな方にこの人たちの話

を聞かせてあげたいと思った。きっとこのような親に育てられた子ど

もはしっかり育児や家事をしてくれる大人になるのだろうと思う。 

女性 40歳代 

役場（本庁）の案内係は女性が多い。女性しかいない。なぜか。子育て

支援課などは男性職員が対応する姿はあるが、市民課はほぼ女性職員

の対応しか目にしたことがない。なぜか。市の採用の年齢枠や求める

職種の見直しや資格を持たない人が働ける求人を増やす。退職した方

はシルバー人材などしか働き口がない。男性は草刈りなどはできるが、

女性は出来ない。高齢女性ができる仕事を増やす。しかし、税金や生命

保険、家賃、通院などで収入が少ない人のための支援がない。子育て世

代は支援があり助かる。 

女性 40歳代 

そもそも男性が、女性がと区別し過ぎである。変えるべきは女性より

も男性の意識である。男女が共によりよく生活できるためにはどうし

たらいいか、という視点で考えるべきである。女性の社会進出は必要

であるが、男性の家庭への参加はもっと必要である。基本の労働時間
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を４～６時間、残業を含めても８時間以内となるような労働環境と十

分な収入、また妊娠後は子どもが就学するまで男女ともに育休となり

働かずとも暮らしていけるくらいの支援など社会の仕組みも含めて大

きく変えなければ意識も変わらない。末端からではなく、根本から大

きく変えるべきである。そうすれば自然と変わる。 

女性 40歳代 

男だからとか女だからとか区別するのではなく、「適材適所」やれる人

がやるという流れを作るべき。女だから前に出ちゃいけないとか男だ

から外で稼いでくるべきとか。やりたいように、なりたいようになれ

ばいい。皆たった一度きりの人生であるのだから。周りがとやかく言

う必要は無い。 

女性 40歳代 

何でもかんでも共同ではないと思う。何をするかによって、男性、女性

どちらを優先させるかは異なってくるはず。何をするにも「できる人

がやる。やりたい人がやる」というスローガンで推進していけば良い

と思う。「ジェンダー平等を」と意識して言っていると言うことは、差

別している人がいるということですよね。私の周りではそのような雰

囲気や人はほぼ無いです。差別しているのは高齢世代に多いのでしょ

うか。バブル時代は男性が主導権を握って経済を回してきました。そ

のような時代背景があるので、「女性の活躍の場を～」とその世代間で

言うようになったのではないでしょうか。私は 40代ですが、これまで

20 代から働いてきた職場では、普通に女性管理者はいましたし、女性

だから、と差別を受けている人はいなかったです。職場では、女性も積

極的に意見を言っています。 

女性 50歳代 
男女共同参画というが私は参画したくない。とにかく専業主婦にあこ

がれる。静かに暮らしたい。 

女性 50歳代 

育児や家事をしながら働いたことの無い男性が役員や役職、議員や長

になっている世の中なので、いつまでたっても変わらない。このよう

な世の中なので、1円でも安いスーパーを探し、必死で買い物をするお

母さんたちを理解することができない。 

女性 50歳代 
ひとり親生活において、条件により補助してもらえるものが違う。男

女においても母子、父子家庭の差もあることが気になる。 

女性 50歳代 

取り組み自体は素晴らしいことだと思う。男女問わずできる人ができ

ることをすればよい。やる気のある人がやりたいことをすればよい。

何をどうするべきか答えを皆が選択できればいいのであるが、考え方

や価値観が違うのでとても難しいことだと思う。 

女性 50歳代 これに関する全ての予算を正確に知りたい。 

女性 50歳代 一部の極端な意見が市の政策に反映されないことを望みます。 

女性 60歳代 

男女がお互い尊重し合い、共同参画や責務を分かち合うことができる

社会と理解している。しかし、現実ではやはり上層部は男性がほとん

ど。昔から名誉肩書にこだわっている人、女性も自分の考えを発信す

る人もいるが、少数だと思う。女性も意識を変えていく必要があると

思う。男女ともに意識を変えていくための行動とは何かを考えさせら

れました。 

女性 60歳代 
大事なことだと思うが、実際にはどのようなことが行われているのか

全くわからない。もう少し具体的な発信が欲しい。 
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女性 60歳代 

私の家の周りは高齢者が多く、集会をしてもなかなか参加者が少ない。

昔は子供会、老人会もあり、スポーツ大会をしたりみんなで活動をし

ていたが、30 年過ぎた今は、団地入居者も少なく、空き部屋がたくさ

んあり難しい課題である。 

女性 60歳代 

男女平等であると思うが、昔からの地域性のことや年齢も関係すると

思う。なかなか難しい問題だと思う。自分自身そうあってほしいと思

うが、今までの過去のおこないからも時間が必要だし、人の考えも変

えていかなければならないことはとても大変だと思う。 

女性 60歳代 
職員のフレックスタイムを充実させ、住民サービスの拡大をしてほし

い。 

女性 60歳代 

男女共同参画をどう行っているのか全く分からないが、特に感じるこ

とは、市議会議員の数が多いわりに、何をしているのか、まったく知ら

ない。選挙の時だけ顔を見せて、お願いするだけ。後は何もしてくれ

ず、困っていることなどを聞いて回ることぐらいしてほしい。議員の

定数を減らしてほしい、税金の無駄遣いである。 

女性 60歳代 

女性の視点でのいい意見を取り入れ、女性が積極的に地域の活動など

に参画できる機会を増やせるように広報、PR、アンケートなど市政が

意識して動かれたらいかがでしょうか。 

女性 60歳代 
男女共同参画というのはよく耳にするが、正直どういうことなのか知

らなかった。改めて自分の意識のなさに申し訳ないと思った。 

女性 60歳代 

男女共同参画社会、一律にこうあるべきと決めつけるのは難しく、一

人ひとり考え方や感じ方が違うと思う。男性、女性ともに自分の考え

や思いを口に出すことができ、意見交換できる場が家庭や地域であれ

ばいいと思う。できることはやる、できなければできる人に頼る。 

女性 60歳代 

年代的にも受けてきたものが違うし、身体的にもそれぞれ違う。なか

なか難しいことだと思う。理想的には人として皆がそれぞれ認め合う

社会になればいいと思う。 

女性 60歳代 

男女共同参画社会難しいです。若い方は徐々に変わってきているかと

思うが、人口減少、高齢化まっしぐらのこの地域では地域活動でも参

加できる人が少ない状態で、どうしても女性に負担がかかっている。

良い社会になるようお願いしたい。 

女性 60歳代 

差別のないよりよい未来、子どもたちが笑顔で安心して過ごせる世の

中、地域一帯で安心できる住みよい世の中。男女とテーマを付けてい

ることから差別では。この世の中は男女しかいない。共同参画でいい

のでは。 

女性 60歳代 
一人ひとりの個性や人権が尊重される社会になって、差別のない世の

中になったらいいと思う。 

女性 70歳以上 

現実の生活面で行政区の役員などになれば、すべて男性社会の見解で

ある。行政区の役員組織で嘉麻市で女性で成り立っているところはな

いと思う。どの行政区も男性ではないでしょうか。やはり変わり切れ

ないところだと思う。 

女性 70歳以上 

このアンケートの記入にあたり、いかに男女共同参画社会に疎いこと

がわかった。感覚的にわかっていただけだと再認識した。学校、職場、

地域での学習会を開いて知識を得られたら良いと思った。 
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女性 70歳以上 

現在パート勤務をしている。１年前に家族が病気で仕事ができなくな

り現在は私の年金収入と生活保護の援助をしてもらっている。収入の

ある時は毎月届けをしているが、年金と収入だけでは生活が苦しく、

時折夜中に家の戸を大きな音をたてている状態である。先月、相談に

町内の「かま女性ホットライン」に相談に行ったが、今も時々戸を叩き

物音の大きさで不眠状態が続き、仕事のない日には家を空けている状

態である。 

女性 70歳以上 
この回答で市民に良くなったこと、解決できたことが知らされるので

しょうか。 

女性 70歳以上 

男女共同参画に関係ある会議等に会員だけでなく、ほかの方たちにも

参加してもらうように回覧板で呼びかけて参加できる方法を考えたら

と思う。 

女性 70歳以上 

毎回同じようなアンケート内容ですが、前回と比べて何か改善したり、

改革したことがあったのでしょうか。年齢によっても随分違うと思う

が、現在の若い人には男女共同参画意識がかなり芽生えてきたのでは

ないでしょうか。 

女性 70歳以上 
行政に行っても何もしてくれないし、見に来てもくれない。本人は逃

げて留守、行くと言って来ない。 

女性 70歳以上 

男女共同参画の取り組みは十分賛成である。暴力は絶対に許せない。

マインドコントロールされているので、本人自身が分かっていないと

思う。罪である。健康的な生活を過ごしてもらいたい。 

女性 70歳以上 

暴力などの人権侵害については、特に深刻な問題で悩んでいる家庭は

あると思う。言葉の暴力におびえ、同じことが繰り返されることを恐

れ、言い返すことができない。また、他の人に相談したことがわかると

それ以上に嫌な思いをすることになるかもしれないと思い、相談でき

ないなど。そういう家庭があることを知ってもらいたい。 

女性 70歳以上 

女性、母親の願いとして、もっと児童相談所、里親に福岡県としてもっ

と力を入れてほしい。嘉麻市にこども村は無理でしょうか。いい人材

の方が何人もおられます。県外にいってもったいない。 

私自身ＤＶで市役所をたずね、男女共同参画の方を紹介してもらい話

を聞いてもらったが、何もアドバイス的なものは無く、話を聞いても

らうだけであった。2か月後警察沙汰になり別居中である。足を運ぶ人

は必死で行くので、その時ももっといろいろなアドバイスがほしいと

思った。もっとＰＲ、窓口を広くして気軽に相談できるようお願いし

ます。私も自分の経験からいろいろな方の相談に乗っている。 

女性 70歳以上 
高齢の私にワーク・ライフ・バランスを聞かれてもわからない。年齢を

考えて郵送してほしい。 

女性 70歳以上 高齢者が住みやすい嘉麻市にしてほしい。 

女性 70歳以上 
主婦はなるべく家にいて添加物のないものを我が家で作り、子どもた

ちに食べさせてもらいたいと思う。 

女性 70歳以上 

住宅の件について。犬、猫を飼ってはいけない住宅であるが、猫も大変

多いようである。もっと決まりをしっかり話をしてほしい。周りの者

もフンの始末で困っている。規約は守ってほしい。役所の方も大変だ

と思うが、住民の話ももっと聞いてほしい。 
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女性 70歳以上 

嘉麻市はまだまだ女性が社会的役割、リーダーとして活躍できていな

い現状が残念である。将来に期待している。家庭生活では積極的に男

性が参加する時代が来ている。女性も働くのが一般的になってきてい

るから、ともに協力し合って生活しているように思われる。時間はか

かるが、きっと男女が平等に役割を担っていく時が来ると思う。出産

は女性の役割なので、そこの負担軽減が社会で援助し、来ることを期

待している。 

女性 70歳以上 

この地域は昔から古い考え方をもった方がいるかもしれない。しかし、

この頃の父親は男女に関する考え方が少しずつ変わってきていると思

う。それより男性が女性をお金で買うとか遊ぶとかの方を教育した方

がいいと思う。田舎だとそれが強い気がする。家庭生活の幸せとは何

かをしっかり教育しないと根は絶たれないのではないかと思う。 

女性 70歳以上 
高齢社会となり、税金など支払いが高くなっている。年金のみの生活

は無理がある。自分も生活が苦しく生活保護をもらいたいと思う。 

女性 70歳以上 

昔は家事、子育ては女の仕事とされ専業主婦が多かったが、共働きの

家庭が増え、女の人は両立が大変だと思う。しかし、今は見聞きする限

り、男の人も家事、子育てに頑張っている。男女（夫婦）お互い感謝、

尊重し合うことが大切だと感じる。 

女性 70歳以上 
高齢になると遠方まで行くことが難しくなるため、近場で他愛ない話

ができる場所があちこちにあったらいいなと思う。 

女性 70歳以上 

この様なアンケートで市政の参考にすることはいいと思いますが、市

民生活のこともアンケートを実施してもらいたい。例えば山田にはタ

クシー会社がなくなり、交通手段が困難になっていること、物価が高

くなり生活が困窮していることなど市民生活の実態の調査もしてほし

いと思う。 

女性 70歳以上 

良い事ばかり書いてあるが、現在 75歳になる人に、子育て、ジェンダ

ーなどと言ってもわからない。子育ては早く終わり、老人の介護のこ

と、年金のことだとわかるが。 

女性 70歳以上 思っていたのとは違い、とても難しい問題だと思った。 

女性 70歳以上 

長年山田に住んでいるが、人口は減り、若い人たちは仕事もなく、また

商店もシャッター街となりますます不便になっている。どうにかなら

ないものだろうか。これ以上悪くならないようにお願いします。 

女性 70歳以上 

今まで男女共同参画を聞いていても具体的な活動は知らない。過去、

夫からの暴力があったが、相談窓口もなく、市役所（飯塚市）にいって

も具体的な指示はなく、大変な思いで離れることができた。もう少し

窓口が広げられるとわかりやすい。具体的な案などを提示してくれる

人が必要と思う。今でも悲しい記憶である。 

女性 70歳以上 

私の人生を振り返ったときに、この問題が現在取り上げられているが、

若いころから夫の酒乱に悩まされて生活をしてきた。男女共同参画が

あの昔に実現されていたならば、と常に思う。私は 85歳になり、世の

中のためになるようなこともできないが、意識をもってこれから協力

していきたい。 

女性 70歳以上 もう少し若い人にアンケートをお願いしたい。 

女性 70歳以上 老人ホームや施設では市報すら目にすることがない。 
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女性 70歳以上 要望はあるが、さてどれから希望を書けばいいかそれも悩みである。 

女性 70歳以上 

男女の区別なく教育を受けられる現在は、男女でなく個々の性格や得

意、不得意、興味有り無しなどで向き、不向きがあると感じる。なの

で、人間として個々で社会活動に関われば良い。その結果、男性が多か

ったり、女性が多かったりの組織があっても問題は無いのではないか

と思う。男女の関係なく能力の違いも存在する。 

女性 70歳以上 最近地域との関わりが希薄になっているように思われる。 

女性 70歳以上 
男女共同参画社会は聞いたことがあるが、内容はよくわからない。少

しでも知りたいのでこれから考えます。 

女性 70歳以上 住みよい山田になったらと思う。 

女性 70歳以上 

会話の中で、女性が「うちの主人が」また「主人が入浴した後に入浴す

る、遅くなっても先には入らない」などの言葉を聞くと、女性の意識の

中に男性優位、上位との根強い意識があると感じることがある。 

女性 70歳以上 
男女共同参画、わかったような気もするが、わからない。70 歳ともな

ると全体に読むのが大変。途中でやめようと思った。 

女性 70歳以上 

歳を重ねると社会との関りが少なくなる。近所づきあいも昔に比べる

と活発ではないため、災害時などのサポートが難しいと思う。日ごろ

から行政と市民のつながりが具体的にあると、相談しやすいのではな

いか。国勢調査の時期と意識調査の時期をずらすべきである。 

女性 70歳以上 

職場の賃金格差の問題が一番大きいと感じる。特に民間企業に大きく

感じる。女性の市議も一人しかいないので政治への進出ももっとあっ

ていいのではと思う。男女共同参画社会の実現に向けての取り組み賛

成である。 

女性 70歳以上 
社会は遠い。家の中で習い事をするくらい。何も社会で困ることはな

い。 

女性 70歳以上 

性別による差別的な扱いを受けることなく、男女がお互いに尊重し合

い、あらゆる分野で（職場、学校、家庭）性別に関わらず個性と能力を

十分に発揮し、喜びや責任を分かち合う社会。また、課題として固定的

性別役割分担、政策、方針決定過程への女性の参画不足、就労における

課題。女性に対する暴力、地域における格差など。 

男性 20歳代 
嘉麻市でどのような政策を行っているのかを知らない面が多いので、

知る機会があれば触れてみたい。 

男性 20歳代 

収入源が１つしかない家庭でも、男性が育休を取れるような制度(育児

休業給付金等)があれば、男女共に同じ価値観を持った生活が実現でき

ると思う。物価高高騰は続くが手取りは増えない現状では、生活で精

一杯です。 

男性 30歳代 

男女共同参画社会がどのようなことで、今より何が良くなるのかがわ

からない。何かを変える場合良い点だけでなく、悪い点も出てくるた

め、誰にとって良い点・悪い点なのか整理して議論してほしい。嘉麻市

がこの件でどのような取り組みをされているのかはわかりません。個

人が地域や会社や家庭の中でできることを障害が少なくできることが

望ましいと思います。その障害が性別という分け方が要因であれば解

消することが望ましいですが、本質的な要因はそれではないことが多

いのではないでしょうか。 
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男性 30歳代 

男女共同参画には個人的には反対です。もしくは男女共同参画費の予

算をもう少し抑えるなどしてほしいです。移民などに忖度した政策に

も見えるのでも少し他のところに予算を回して欲しいと思います、子

育て支援など。 

男性 40歳代 

男女共同参画を含め人間関係の中で差別的な考えや行動が生まれる根

本的原因は、他者に対する最低限条件の敬意の欠落、未成熟だと思っ

ている。他者を本当の意味で尊重できる人格をもった人間を育ててい

くことが一番確実な男女共同参画への道だと思う。 

男性 40歳代 
女性が先頭に立って意見を通せるような明るい地域を目指してほし

い。初の女性総理を応援している。 

男性 40歳代 
男女共同参画とか税金の無駄遣い、10 兆円も我々の血税を使って生産

性も何も無いからこども家庭庁と一緒で今すぐにでも無くすべき。 

男性 50歳代 

女性が冷遇されているという前提で偏見に基づいた対策や調査が行わ

ること自体が男女共同参画社会の実現の阻害要因の一つになっている

のではないか。 

男性 50歳代 

北欧諸国から学ぶべき。特にアイスランド。一喜一憂することなく、成

功と失敗、失敗と成功の繰り越しが大切。プロセスが大事。アイスラン

ドの男女共同参画社会の歴史に学べばヒントが見つかる。 

男性 50歳代 

親と一緒に住んでいる。この先一人になると思うと不安である。生活

もお金がいるし、動けなくなると皆自分のことでいっぱいで。今は一

人で動けるが、自分一人でどうなるのか。 

男性 50歳代 

近年は、田舎でも男女参画が増えていると感じています。特に私たち

50 歳代くらいからは散見されているのでは。地域活動では、特に声か

けなどが必要では。また、「女性も遠慮せず」がより実現すればと思い

ます。 

男性 50歳代 

「男女平等」「ＬＧＢＴＱ」等々の言葉だけが先走りしている。本アン

ケートも「平等」を謳いながら、実際は「女性が不利な世の中なので有

利にして」の意図が透けて見える。”女性〇〇を多くすべき”の設問が

多いが、社会参加は能力によってのみ行なわれるべきであり、例えば

女性議員・女性首長を性別のみで推進した場合、それは適切ではない。

また、行き過ぎた「ＬＧＢＴＱ」推進は社会の混乱を招くと危惧してい

る。それこそ、トランスジェンダー議員・首長が現れた場合は、男女参

画事業は無意味となるのではないか。よって、「ＬＧＢ」は別として

「Ｔ」（トランスジェンダー）については、男女共同参画社会の趣旨と

はそぐわないと思っている。 

男性 60歳代 
問 26に男性が育児、介護に積極的に関わっていないかのような質問と

なっているが、男性差別である。 

男性 60歳代 

ジェンダーフリーの一人ひとりの人格が大切にされるまちづくりを進

めていくためには、そのリーダーシップを行政が適切に行っていく必

要がある。市の公開講座やセミナーなどを催す際は、多くの人が参加

してみようかなと気軽に思えるような仕掛けが大切だと思う。これか

らも嘉麻市が発展していくよう心から願っているし、協力もしていき

たい。 

男性 60歳代 
時代の変化、特に若い人の考え方が理解できない。私も古い人間、考え

方をなかなか変えられない。 
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男性 60歳代 

嘉麻市のような田舎では、まだまだ「男のくせに」「女のくせに」とい

うことを言う頑固な年配者が多いと思う。そのような人がいる限り何

を言っても無駄である。政治家も同様、65～70 歳くらいで引退してほ

しい。 

男性 60歳代 

人口減少、高齢化が進んでいる中で男女問わず、地域を守ることは重

要である。しかし、それを前に進めるためにもまず、就業、収入の安定

による家庭の安定が必要と思う。市民が男女共同参画社会実現に向け

て取り組めるように社会基盤を安定させ、生き生きした社会をあわせ

てつくっていってもらいたい。 

男性 70歳以上 

若い夫婦の間では「家事も育児も共同で行うもの」との意識は浸透し

ているように思う。しかし地域の行事の「長」はまだまだ女性の数は少

ない。高齢者の今までの生き方、考え方がなかなか変わらないように

思うので、もっともっと意識改革ができるように推進していってほし

い。なんでも平等が当たり前の時代に近づいているが、やはり男性は

男性の良さが、女性には女性の良さがあることも理解し、協力できる

ことが望ましいと思う。 

男性 70歳以上 

トップに立つ市長や議員の生活実態がこの男女共同参画社会の実現の

模範となっているか。広報誌に部落差別など人権について意識されて

いるようであるが、どうもきれいごとにしか思えない。8月の広報誌に

行政区の加入者が少ないとあったが、その理由の一つは宗教の自由が

ある。先に述べたが各行政区の下部組織の組が氏子会費を強制的に徴

収するのはだめだとなぜ伝えないのか。疑問をもつ。市長が真に男女

共同参画社会を希望するならすぐにでもそれを通知すべきだ。 

男性 70歳以上 

日本の歴史は古く男女の間が淘汰され、大東亜戦争後からテレビなど

現在も中国（共産党）指示の下で偏向報道されて、男女共同参画という

ばかばかしい社会を生み出そうとしていることには反対である。女性

を見下すことは古来の日本にはなかったし、戦後から左に動かされて

政治家や役人にはこれに気付いている人もいるが、ヨーロッパのよう

にグローバル化の失敗が将来必ず来る。日本人は日本人であるべき。

中国やヨーロッパの考えをとる必要はない。日本古来の考え方で充分

である。時代遅れのアンケートであった。 

男性 70歳以上 

戦後、物不足時から少年期を送り高度成長、長引くデフレも経験した。

農家の長男として農耕に励み、納税の義務も果たしてきた。今、私は女

房とも施設にお世話になっているが、国の福祉行政の有難さを実感し

ている。経営は息子に譲って気は楽である。農村社会の狭い世界でし

か生きてこなかったが、地域の意見を出して民主的な話し合いには程

遠く感じた。次の世代は個人の意見を出し合い、都会の生活者と同等

の意見の出し合いを望むのは老人のひがみであろうか。 

男性 70歳以上 
私はこの本を参考にしています。「話を聞かない男、地図が読めない

女」 

男性 70歳以上 もっと女性の働きを大きくアピールしてほしい。 

男性 70歳以上 

だんだん男女平等の世の中になっているが、一部の会社ではパワハラ

などがまだあり、ある化粧品会社の女性職員が会社からののしられ自

殺する事件があった。パワハラや大学教授などのパワハラなども多く、
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絶対に許されることではない。こういった質問は時間がかかるので関

わりたくない。 

男性 70歳以上 男女共同参画社会の実現、市行政に期待する。 

男性 70歳以上 市によるさらなる啓発を望む。 

男性 70歳以上 市役所の機関で女性の管理職を増やす。 

男性 70歳以上 
男女共同参画の取り組み制度の充実も必要だが、女性の積極的な参加

意欲の向上の意識改革も必要だと思う。 

男性 70歳以上 啓発活動。経営者、事業者への周知徹底。 

男性 70歳以上 

現在 74歳の男性である。この意識調査は年齢制限が必要かと思う。子

どもは成人しているので育児などの設問は関係ない、仕事もアルバイ

ト的な仕事はしているが、現役ではないので、職場がらみの設問は回

答できない。 

男性 70歳以上 

この意識調査は 80 歳を過ぎた老人がするより若い現役世代向きと思

う。私たちの世代と違い過ぎる。年金生活で贅沢をしなければ食べて

いけるので、夫婦で楽しく、子どもたちに迷惑をかけないように残り

の人生を過ごしたいと思っている。嘉麻市が発展しますように。 

男性 70歳以上 

世の中が劇的に変化し、道徳や女性、男性に関わらない生き方、考え

方、スマホやパソコン、AI情報だらけで動かされているように思える。

目と目で話し合える女性のネットワークがもっともっと必要と思え

る。 

男性 70歳以上 この様なアンケートは迷惑である。 

男性 70歳以上 市民は行政の言うほど、男女共同参画について関心はない。 

男性 70歳以上 男女共同参画についての講演会などの実施を増やす。 

男性 70歳以上 

本来人間として、女性、男性の上下はないが、昔のしきたりのなごりが

まだ残っており、学習や社会を通じて平等な社会へ変わらなければな

らないと思う。 

男性 70歳以上 

男女共同参画がお題目に終わらないように実効性のあるものにしても

らいたい。今回のようなリサーチはなされているが、このことが具現

化している印象は全くない。国の旗振りにあわせて活動するのではな

く、本気度を見せてほしいと思う。そして、その結果を広報誌ではな

く、特集したもので可視化してほしい。正しく税金が使われていると

は言えないのが、調査倒れに終わることであろう。 

男性 70歳以上 

隣組や行政区に役所から必ず入るように約束をもらう。そうすれば隣

の付き合い、区の行事の付き合いができ、雑談的に友達に心配事、悩み

事を話せるのでは。 

男性 70歳以上 女性の市長誕生。 

男性 70歳以上 

人間の意識改革という難しい策定になると思われるが、本市が特に個

性的で特別な地域とは思わない。全国共通の取り組みであり、類似市

町村の取り組みや策定を参考にされた方がいいのではないですか。 

男性 70歳以上 

そもそも男は何ぞや、女とは何ぞや。それぞれの個性と能力を洗い出

してこそお互いの人権を尊重できるのではないか。当世、どんどんあ

いまいになっているように思う。 

男性 70歳以上 男女の区別をなくすために、何事につけ男女同様の扱いをする。 



Ⅳ 参考資料 

 

- 158 - 

男性 70歳以上 

男女共同参画とは聞こえが良くても雇用均等法では肝心の母性保護が

省かれてしまい、その後の施策で非正規雇用が急増し、常態化してき

た。また、日本の経済が低迷化しており、これらを背景に一般の家庭で

は生活にゆとりもなく、日々きゅうきゅうとした生活が多くなったと

感じている。特に旧産炭地のこの地域では、大都市が好景気だという

ときも取り残されている。この意識調査の趣旨は理解できるが、行政

区に対する関心が薄らぎ、市役所においてもこの問題への対応が見え

ない状況下で実際に共同参画を行なうのは困難が伴うものと認識して

いる。コミュニティという言葉を最近はよく耳にするものの地域のま

とまりは、大方が遠いものになってしまった今、安定した生活と地域

のまとまりの原点回帰が必要と考えている。 

男性 70歳以上 
年金受給者にこのようなアンケートを送らないでください、迷惑して

います 

男性 70歳以上 

男女共同参画社会というものが具体的にどのようなものかわかりませ

ん。平等の権利をもつことは当然と思うし、権利の行使の仕方には差

があると思う。育児や収入の得方はどの家庭や個人も同じである必要

はないと思っています。社会の参画の仕方についても女性だからとい

う理由で阻害されているのなら早急に是正すべきと思います。ＬＧＢ

ＴＱという概念を受け入れるなら男女共同参画という二分的な捉え方

だけでは片付く問題でもない気がする。 

無回答 無回答 
女だからと甘えてもいけないし、男だからと上位の気分になってもい

けない。個人の能力にリスペクトを持ち、責任をもつ。 

無回答 無回答 
市が本気でやる気があれば情報提供の場や研修（講演等）の場を多く

つくれば、男女共同参画社会に近づけると思う。 

無回答 無回答 

嘉麻市の取り組みを全く知らなった。私の子どものころ、クラスには

授業についていけない同級生が何人かいた。ただいつも一緒にいるの

で、みな普通に接し、それが当たり前であった。それは私たちが常に彼

らを見て、聞いて、知っているからであり、今のように SNS での発言

をうのみにして、誹謗中傷したり、差別をするのと根本的に違う気が

する。「知らない」「無知」なのに信じてしまう怖さです。子どもの頭

の中が真っ白でスポンジのように何でも吸収する小学生の時からジェ

ンダー平等や LGBTQを正しく教えることは大切だと思う。 
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男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

に向
む

けての市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

 

調査
ちょうさ

ご協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

市民
し み ん

の皆様
みなさま

には市政
し せ い

に対
たい

して格別
かくべつ

のご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

を賜
たまわ

り、厚
あつ

くお礼
れい

を申
もう

し上
あ

げます。 

さて、本市
ほ ん し

では男女
だんじょ

が、お互
たが

いの人権
じんけん

を尊重
そんちょう

しつつ責任
せきにん

も分
わ

かち合
あ

い、性別
せいべつ

にかかわり

なく、その個性
こ せ い

と能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
は っ き

することができる「男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

＝ジェンダー

平等
びょうどう

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」に向
む

けて、様々
さまざま

な取
と

り組
く

みを進
すす

めているところです。 

今回
こんかい

の市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

は、今後
こ ん ご

、本市
ほ ん し

で推進
すいしん

する取
と

り組
く

みを検討
けんとう

するにあたり、市民
し み ん

の皆様
みなさま

のご意見
い け ん

をおうかがいし、男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

のまちづくりに活
い

かすために実施
じ っ し

いたします。 

調査
ちょうさ

対象
たいしょう

として本市
ほ ん し

にお住
す

まいの 18 歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

の中
なか

から 3,000人
にん

を無作為
む さ く い

に抽
ちゅう

出
しゅつ

し

たところ、あなた様
さま

に回答
かいとう

をお願
ねが

いすることになりました。 

お忙
いそが

しいところ誠
まこと

に恐
おそ

れ入
い

りますが、この調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、率直
そっちょく

なお考
かんが

えをご回答
かいとう

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

令
れい

和
わ

７年
ねん

９月
がつ

 

嘉
か

麻
ま

市
し

長
ちょう

 赤
あ か

間
ま

 幸
ゆ き

弘
ひ ろ

 

 

◇この調査
ちょうさ

は、あて名
な

のご本人
ほんにん

のお考
かんが

えでお答
こた

えください。ただし、ご本人
ほんにん

による記入
きにゅう

が困難
こんなん

な

場合
ば あ い

は、ご本人
ほんにん

の意見
い け ん

を代理
だ い り

の方
かた

がお答
こた

えください。 

◇調査票
ちょうさひょう

や返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に住所
じゅうしょ

・氏名
し め い

を記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありません。ご回答
かいとう

いただいた内容
ないよう

はすべ

て統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

いたしますので、個人
こ じ ん

が特定
とくてい

されるなど、ご回答
かいとう

された方
かた

にご迷惑
めいわく

をおかけする

ようなことはございません。 

◇回答
かいとう

期限
き げ ん

は、令和
れ い わ

７年
ねん

１０月
がつ

６日
にち

（月
げつ

）までです。 

郵送
ゆうそう

またはインターネットどちらかの方法
ほうほう

でご回答
かいとう

ください。 

【インターネットで回答
かいとう

する場合
ば あ い

】 

◇右
みぎ

に記載
き さ い

のＱＲコードの読
よ

み取
と

りまたは、下記
か き

ＵＲＬにアクセスしてください。 

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/km/kama25/ 
 

◇重複
じゅうふく

回答
かいとう

を防
ふせ

ぐため、ランダムに生成
せいせい

された下記
か き

の「ＩＤ」と「パスワード」をログイン

画面
が め ん

に入 力
にゅうりょく

して回答
かいとう

を始
はじ

めてください。（個人
こ じ ん

を特定
とくてい

するものではありません） 

 
 

  ＩＤ   

  パスワード  

 

I = 英字
え い じ

（大文字
お お も じ

）のアイ 

ｌ ＝ 英字
え い じ

（小文字
こ も じ

）のエル 

０ = 数字
す う じ

のゼロ 

1 = 数字
す う じ

のいち 

ご回答
かいとう

にあたってのお願
ねが

い 
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【郵送
ゆうそう

で回答
かいとう

する場合
ば あ い

】 

◇ご記入
きにゅう

は、黒色
くろいろ

のボールペン、または濃
こ

い鉛筆
えんぴつ

でお願
ねが

いします。 

◇回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

に○をつけてください。 

選択
せんたく

する○印
しるし

の数
かず

は質問
しつもん

文
ぶん

の後
あと

に「１つ」「３つまで」というように記載
き さ い

されていますので、

記載
き さ い

内容
ないよう

にしたがってご記入
きにゅう

ください。 

◇各項目
かくこうもく

で｢その他
た

｣にお答
こた

えいただいた方
かた

は、その内容
ないよう

を（ ）内
ない

に具体的
ぐたいてき

にご記入
きにゅう

ください。 

◇調査票
ちょうさひょう

のご記入
きにゅう

が終
お

わりましたら、同封
どうふう

の「返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

」に入
い

れ、１０月
がつ

６日
にち

（月
げつ

）までに

投函
とうかん

してください。切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です。 
 

なお、この調査
ちょうさ

についてご不明
ふ め い

な点
てん

がありましたら、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせ下
くだ

さい。 

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】調査
ちょうさ

主体
しゅたい

：嘉
か

麻
ま

市
し

 男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

推進課
すいしんか

  

TEL  0948-62-5714   FAX  0948-62-5692 

調査
ちょうさ

機関
き か ん

：特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 福岡
ふくおか

ジェンダー研究所
けんきゅうしょ

 

TEL  092-401-5811   FAX  092-401-5811 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの回答
かいとう

が嘉
か

麻
ま

市
し

の 

まちづくりのための 

大事
だいじ

な意見
いけん

になります。 
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問
とい

１「男
おとこ

は仕事
し ご と

、女
おんな

は家庭
か て い

」という考
かんが

え方
かた

があります。あなた自身
じ し ん

の気持
き も

ちとしては、この考
かんが

え方
かた

にどの程度
て い ど

同感
どうかん

しますか。１つ選
えら

んでください。 

１．同感
どうかん

する 

２．ある程度
て い ど

同感
どうかん

する 

３．あまり同感
どうかん

しない 

４．同感
どうかん

しない 

 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

１で「１.同感
どうかん

する」、「２.ある程度
て い ど

同感
どうかん

する」と回答
かいとう

した方
かた

におたずねします】 

同感
どうかん

すると思
おも

う理由
り ゆ う

はなぜですか。いくつでも選
えら

んでください。 

１. 女性
じょせい

が家庭
か て い

を守
まも

った方
ほう

が、子
こ

どもの成長
せいちょう

などにとって良
よ

いと思
おも

うから 

２．育児
い く じ

・介護
か い ご

・家事
か じ

と両立
りょうりつ

しながら、妻
つま

が働
はたら

き続
つづ

けることは大変
たいへん

だと思
おも

うから 

３. 男性
だんせい

が外
そと

で働
はたら

いた方
ほう

が、多
おお

くの収 入
しゅうにゅう

を得
え

られると思
おも

うから 

４．日本
に ほ ん

の伝統的
でんとうてき

な家族
か ぞ く

の在
あ

り方
かた

だと思
おも

うから 

５．自分
じ ぶ ん

の両親
りょうしん

も役割
やくわり

分担
ぶんたん

をしていたから 

６．その他
た

(具体的
ぐたいてき

に                             ) 
 

問
とい

２ あなたは、次
つぎ

の（ア）～（ク）の分野
ぶ ん や

について、男女
だんじょ

の地位
ち い

は平等
びょうどう

になっていると思
おも

います

か。（ア）～（ク）の各分野
かくぶんや

について、あなたの考
かんが

えに近
ちか

いものをそれぞれ１つ選
えら

んでくださ

い。 
 

 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇 印
しるし

はそれぞれ１つずつ)  

 

女
性

じ
ょ
せ
い

の
方 ほ

う

が
優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て 

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性

じ
ょ
せ
い

の
方 ほ

う

が
優 ゆ

う

遇 ぐ
う

さ
れ
て
い
る 

平
等

び
ょ
う
ど
う

で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性

だ
ん
せ
い

の
方 ほ

う

が
優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て
い
る 

男
性

だ
ん
せ
い

の
方 ほ

う

が
優
遇

ゆ
う
ぐ
う

さ
れ
て 

い
る 

わ
か
ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○の場
ば

では １ ２ ○3  ４ ５ ６ 

（ア）家庭
か て い

生活
せいかつ

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）職場
しょくば

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）学校
がっこう

教育
きょういく

の場
ば

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）地域
ち い き

活動
かつどう

・社会
しゃかい

活動
かつどう

の場
ば

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）政治
せ い じ

の場
ば

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（カ）法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

のうえでは １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（キ）社会
しゃかい

通念
つうねん

・慣習
かんしゅう

・しきたりなどでは １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ク）社会
しゃかい

全体
ぜんたい

では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

男女
だんじょ

平 等
びょうどう

（ジェンダー平等
びょうどう

）に関
かん

する 考
かんが

え方
かた

についておたずねします。 
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問
とい

３ あなたのご家庭
か て い

では、次
つぎ

の（ア）～（ケ）のような家
か

庭内
ていない

の仕事
し ご と

を、主
おも

にどなたが行
おこな

ってい

ますか。（ア）～（ケ）の各項
かくこう

目
もく

について、最
もっと

もあてはまるものをそれぞれ１つ選
えら

んでくださ

い。配偶者
はいぐうしゃ

（パートナー）や子
こ

どものいない方
かた

も、一般的
いっぱんてき

にどう思
おも

われるかお答
こた

えください。 
 

 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇 印
しるし

はそれぞれ１つずつ)  

 

主 お
も

に
妻 つ

ま

が
行

お
こ
な

っ
て
い
る 

主 お
も

に
妻 つ

ま

が
行

お
こ
な

い
、
夫

お
っ
と

が

一
部

い

ち

ぶ

を
分
担

ぶ
ん
た
ん

し
て
い
る 

妻 つ
ま

と
夫

お
っ
と

が
同
程
度

ど

う

て

い

ど 

主 お
も

に
夫

お
っ
と

が
行

お
こ
な

い
、
妻 つ

ま

が 

一
部

い

ち

ぶ

を
分
担

ぶ
ん
た
ん

し
て
い
る 

主 お
も

に
夫

お
っ
と

が
行

お
こ
な

っ
て
い
る 

そ
の
他 た 

【記入例
きにゅうれい

】○○○ １ ２ ○3  ４ ５ ６ 

（ア）炊事
す い じ

・掃除
そ う じ

・洗濯
せんたく

などの家事
か じ

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）生活費
せいかつひ

を得
え

る １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）家計
か け い

の管理
か ん り

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）育児
い く じ

、子
こ

どものしつけ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）子
こ

どもの教育
きょういく

方針
ほうしん

や進学
しんがく

目標
もくひょう

の決定
けってい

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（カ）病人
びょうにん

・高齢者
こうれいしゃ

の世話
せ わ

（介護
か い ご

） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（キ）高額
こうがく

な商品
しょうひん

や土地
と ち

・家屋
か お く

の購入
こうにゅう

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ク）家庭
か て い

の問題
もんだい

における最終
さいしゅう

決定
けってい

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ケ）行政
ぎょうせい

区
く

・隣組
となりぐみ

などの地域
ち い き

活動
かつどう

への参加
さ ん か

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問
とい

４ 子
こ

どもを育
そだ

てるうえで大切
たいせつ

だと思
おも

うことについて、あなたはどうお考
かんが

えですか。次
つぎ

の（ア）

～（ウ）の各項
かくこう

目
もく

について、あなたの考
かんが

え方
かた

に最
もっと

も近
ちか

いものをそれぞれ１つ選
えら

んでください。

子
こ

どものいない方
かた

も、一般的
いっぱんてき

にどう思
おも

われるかお答
こた

えください。 
 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇 印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

 

賛
成

さ
ん
せ
い 

や
や
賛
成

さ
ん
せ
い 

や
や
反
対

は
ん
た
い 

反
対

は
ん
た
い 

わ
か
ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○ １ ２ ○3  ４ ５ 

（ア）性別
せいべつ

にかかわりなく経済的
けいざいてき

に自立
じ り つ

できるよう育
そだ

てる １ ２ ３ ４ ５ 

（イ） 性別
せいべつ

にかかわりなく炊事
す い じ

・掃除
そ う じ

・洗濯
せんたく

などの生活
せいかつ

に 

必要
ひつよう

な技術
ぎじゅつ

を身
み

につけさせるほうがよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）３歳
さい

までは母親
ははおや

の手
て

で育
そだ

てる方
ほう

がよい １ ２ ３ ４ ５ 

家庭
か て い

生活
せいかつ

や子
こ

育
そだ

てについておたずねします。 
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問
とい

５ これからの社会
しゃかい

で男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

を進
すす

めていくためには、学校
がっこう

教育
きょういく

の場
ば

でどのようなことに

力
ちから

を入
い

れたらよいと思
おも

いますか。３つまで選
えら

んでください。 

１．一人
ひ と り

ひとりの個性
こ せ い

や人権
じんけん

を尊重
そんちょう

することについて学
まな

ぶこと 

２．発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じた性
せい

教育
きょういく

や性
せい

に関
かん

する指導
し ど う

を実施
じ っ し

すること 

３．家庭
か て い

や家族
か ぞ く

の多様
た よ う

なあり方
かた

について学
まな

ぶこと 

４．多様
た よ う

な性
せい

のあり方
かた

について理解
り か い

を深
ふか

める教育
きょういく

を進
すす

めること 

５．生活
せいかつ

指導
し ど う

や進路
し ん ろ

指導
し ど う

において、性別
せいべつ

にかかわりなく能力
のうりょく

を活
い

かせるよう配慮
はいりょ

すること 

６．男女
だんじょ

平等
びょうどう

（ジェンダー平等
びょうどう

）教育
きょういく

の理解
り か い

と協 力
きょうりょく

を深
ふか

めること 

７．働
はたら

くことの意味
い み

や多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

などについての学習
がくしゅう

や職場
しょくば

体験
たいけん

を行
おこな

うこと 

８．管理
か ん り

職
しょく

（校長
こうちょう

や教頭
きょうとう

）に女性
じょせい

を増
ふ

やすこと 

９．教 職 員
きょうしょくいん

に対
たい

する男女
だんじょ

平等
びょうどう

（ジェンダー平等
びょうどう

）などの研修
けんしゅう

を行
おこな

うこと 

10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 

 

問
とい

６ 次
つぎ

の（ア）、（イ）の項目
こうもく

について、あなたの考
かんが

えに最
もっと

も近
ちか

いものをそれぞれ１つ選
えら

んでく

ださい。 
 

 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇 印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

 

そ
う
思 お

も

う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思 お

も

う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思 お

も

わ
な
い 

そ
う
思 お

も

わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○ １ ○2  ３ ４ ５ 

（ア）妊娠
にんしん

や性
せい

に関
かん

して、配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー、恋人
こいびと

との

間
あいだ

で十分話
じゅうぶんはな

し合
あ

うべきである 
１ ２ ３ ４ ５ 

（イ）妊娠
にんしん

や性
せい

に関
かん

して、配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー、恋人
こいびと

と合意
ご う い

できない場合
ば あ い

には、女性
じょせい

の意思
い し

が尊重
そんちょう

されるべきで

ある 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問
とい

７ 一般的
いっぱんてき

に女性
じょせい

が職 業
しょくぎょう

を持
も

つことについて、あなたはどうお考
かんが

えですか。１つ選
えら

んでくださ

い。 

１．結婚
けっこん

や出産
しゅっさん

にかかわらず、ずっと職 業
しょくぎょう

を持
も

っている方
ほう

がよい 

２．結婚
けっこん

するまで職 業
しょくぎょう

を持
も

ち、あとは持
も

たない方
ほう

がよい 

３．子
こ

どもができるまで職 業
しょくぎょう

を持
も

ち、あとは持
も

たない方
ほう

がよい 

４．子
こ

どもができたら職 業
しょくぎょう

を中断
ちゅうだん

し、子
こ

どもに手
て

がかからなくなって再
ふたた

び持
も

つ方
ほう

がよい 

５．女性
じょせい

は職 業
しょくぎょう

を持
も

たない方
ほう

がよい 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

７．わからない 
 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

７で「２.」～「６.」のいずれかに答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

あなたが、そう思
おも

う理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。２つまで選
えら

んでください。 

１．女性
じょせい

は家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

に専念
せんねん

し、家庭
か て い

を守
まも

るべきだから 

２．女性
じょせい

は定年
ていねん

まで働
はたら

き続
つづ

けにくい雰囲気
ふ ん い き

があるから 

３．女性
じょせい

の能力
のうりょく

は正当
せいとう

に評価
ひょうか

されないから 

４．女性
じょせい

が働
はたら

く上
うえ

で不利
ふ り

な慣習
かんしゅう

などが多
おお

いから 

５．育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

などの仕事
し ご と

と家庭
か て い

が両立
りょうりつ

できる制度
せ い ど

があっても、それを利用
り よ う

できる職場
しょくば

の

雰囲気
ふ ん い き

ではないから 

６．現在
げんざい

ある仕事
し ご と

と家庭
か て い

が両立
りょうりつ

できるための制度
せ い ど

だけでは不十分
ふじゅうぶん

だから 

７．保育
ほ い く

や介護
か い ご

などの施設
し せ つ

が整
ととの

っていないから 

８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 
 

問
とい

８ あなたは、いま職 業
しょくぎょう

（収 入
しゅうにゅう

のある仕事
し ご と

）を持
も

っていますか（育児
い く じ

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

、介護
か い ご

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

などの人
ひと

も働
はたら

いているものとみなします）。１つ選
えら

んでください。 

１．職 業
しょくぎょう

を持
も

っている 

２．以前
い ぜ ん

、職 業
しょくぎょう

を持
も

っていたが、いまは職 業
しょくぎょう

を持
も

っていない 

３．いままで職 業
しょくぎょう

を持
も

ったことはない 
 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

８で「１．職 業
しょくぎょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

    あなたの職 業
しょくぎょう

は次
つぎ

のどれですか。１つ選
えら

んでください。 

１．自営
じ え い

業主
ぎょうしゅ

（農林
のうりん

漁業
ぎょぎょう

） ６．会社
かいしゃ

役員
やくいん

・管理
か ん り

職
しょく

（課長級
かちょうきゅう

以上
いじょう

） 

２．自営
じ え い

業主
ぎょうしゅ

（商工
しょうこう

サービス業
ぎょう

） ７．正社員
せいしゃいん

・正職員
せいしょくいん

 

３．自営
じ え い

業主
ぎょうしゅ

（医師
い し

、弁護士
べ ん ご し

などの自由業
じゆうぎょう

） ８．契約
けいやく

社員
しゃいん

・派遣
は け ん

社員
しゃいん

 

４．家族
か ぞ く

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

（農林
のうりん

漁業
ぎょぎょう

） ９．常勤
じょうきん

パートタイマー 

５．家族
か ぞ く

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

（商工
しょうこう

サービス業
ぎょう

） 10．臨時
り ん じ

・アルバイト 

 11．内職
ないしょく

 

 12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に      ） 

付付
ふ ふ

問
もん

１へ  付付
ふ ふ

問
もん

２へ 

就労
しゅうろう

・働
はたら

き方
かた

についておたずねします。 
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付付
ふ ふ

問
もん

１【問
とい

８付
ふ

問
もん

１で「１.」～「５.」のいずれかに答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

あなたの就労
しゅうろう

状 況
じょうきょう

としては、次
つぎ

のどれにあてはまりますか。いくつでも選
えら

んでくだ 

さい。 

１．自分
じ ぶ ん

で受
う

け取
と

って管理
か ん り

できる給与
きゅうよ

・報酬
ほうしゅう

がある 

２．定期的
ていきてき

に休日
きゅうじつ

を取
と

ることができる 

３．職 業 上
しょくぎょうじょう

の研修
けんしゅう

には自由
じ ゆ う

に参加
さ ん か

できる 

４．作業
さぎょう

計画
けいかく

・経営
けいえい

計画
けいかく

などを最終的
さいしゅうてき

に決
き

める権限
けんげん

がある 

５．自分
じ ぶ ん

名義
め い ぎ

の預貯金
よちょきん

を持
も

っている 

６．自分
じ ぶ ん

名義
め い ぎ

の不動産
ふどうさん

（土地
と ち

、家屋
か お く

など）を持
も

っている 

７．家族
か ぞ く

経営
けいえい

協定
きょうてい

※１を結
むす

んでいる 

８. その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

９．あてはまらない 

  ※１の説明
せつめい

は 18 ページにあります。 

 

付付
ふ ふ

問
もん

２【問
とい

８付
ふ

問
もん

１で「６.」～「10．」のいずれかに答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

今
いま

の職場
しょくば

で女性
じょせい

にとって 働
はたら

きにくい点
てん

はどのようなことだと思
おも

いますか。３つまで選
えら

んでください。 

１．募集
ぼしゅう

・採用
さいよう

の機会
き か い

が少
すく

ない 

２．賃金
ちんぎん

に男女
だんじょ

格差
か く さ

がある 

３．補助的
ほじょてき

な業務
ぎょうむ

や雑用
ざつよう

が多
おお

い 

４．能力
のうりょく

を正当
せいとう

に評
ひょう

価
か

されない 

５．昇進
しょうしん

・昇格
しょうかく

に男女
だんじょ

格差
か く さ

がある 

６．管理
か ん り

職
しょく

に登用
とうよう

されない 

７．結婚
けっこん

や出産
しゅっさん

時
じ

に退職
たいしょく

する慣例
かんれい

や退職
たいしょく

するような圧力
あつりょく

がかかる 

８．中
ちゅう

高年女性
こうねんじょせい

に退職
たいしょく

を促
うなが

すような圧力
あつりょく

がかかる 

９．女性
じょせい

に対
たい

する教育
きょういく

訓練
くんれん

機会
き か い

が少
すく

ないため、能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

りにくい 

10．仕事
し ご と

と家庭
か て い

が両立
りょうりつ

できる制度
せ い ど

が十分
じゅうぶん

整
ととの

っていない 

11. 残業
ざんぎょう

や休日
きゅうじつ

出勤
しゅっきん

が多
おお

い 

12．仕事
し ご と

と家庭
か て い

が両立
りょうりつ

できる制度
せ い ど

があっても、それを利用
り よ う

できる職場
しょくば

の雰囲気
ふ ん い き

では 

ない 

13．女性
じょせい

が働
はたら

くことについて、上司
じょうし

や同僚
どうりょう

の認識
にんしき

が低
ひく

い 

14．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

15．特
とく

にない 
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問
とい

９ 育児
い く じ

や家族
か ぞ く

の介護
か い ご

を 行
おこな

うために、法律
ほうりつ

に基
もと

づき育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

や介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

を取得
しゅとく

できる制度
せ い ど

があります。あなたは、「育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

」や「介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

」を利用
り よ う

することについてどう

思
おも

いますか。それぞれ１つ選
えら

んでください。現在
げんざい

、必要
ひつよう

のない方
かた

も必要
ひつよう

になった場合
ば あ い

を想定
そうてい

し

てお答
こた

えください。 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

え

ください。→ 

(〇印
しるし

はそれぞれ１つずつ)  

利
用

り

よ

う

し
た
い 

利
用

り

よ

う

し
た
い
が 

利
用

り

よ

う

で
き
そ
う
に 

な
い
と
思 お

も

う 

利
用

り

よ

う

し
た
く
な
い 

わ
か
ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○制度
せ い ど

 １ ○2  3 ４ 

（ア）育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

 １ ２ ３ ４ 

（イ）介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

 １ ２ ３ ４ 

 
 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

９のいずれかで「２．」または「３．」と答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

あなたがそう思
おも

う理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。３つまで選
えら

んでください。 

１．経済的
けいざいてき

に生活
せいかつ

が成
な

り立
た

たなくなるから 

２．職場
しょくば

に休
やす

める雰囲気
ふ ん い き

がないから 

３．休
やす

みをとると勤務
き ん む

評定
ひょうてい

に影響
えいきょう

するから 

４．自分
じ ぶ ん

の仕事
し ご と

は代
か

わりの人
ひと

がいないから 

５．一度
い ち ど

休
やす

むと元
もと

の仕事
し ご と

に戻
もど

れないから 

６．現在
げんざい

取
と

り組
く

んでいる仕事
し ご と

を続
つづ

けたいから 

７．妻
つま

、夫
おっと

など家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

の理解
り か い

が得
え

られないから 

８．家族
か ぞ く

の協 力
きょうりょく

で、利用
り よ う

しなくても対応
たいおう

できるから 

９．職場
しょくば

にそのような制度
せ い ど

があるのかわからないから 

10．育児
い く じ

や介護
か い ご

は、女性
じょせい

がやるべきだと思
おも

うから 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 
 

問
とい

10 あなたの生活
せいかつ

における｢仕事
し ご と

｣「家庭
か て い

生活
せいかつ

」「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」の優先度
ゆうせんど

について、おたずね

します。（ア）実際
じっさい

の生活
せいかつ

、（イ）理想
り そ う

の生活
せいかつ

のそれぞれについて１つ選
えら

んでください。 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

て

お答
こた

えください。→ 

(〇 印
しるし

はそれぞれ１

つずつ) 

仕
事

し

ご

と

を
優
先

ゆ
う
せ
ん 

家
庭

か

て

い

生
活

せ
い
か
つ

を
優
先

ゆ
う
せ
ん 

地
域

ち

い

き

・
個
人

こ

じ

ん

の
生
活

せ
い
か
つ

を 

優
先

ゆ
う
せ
ん 

仕
事

し

ご

と

と
家
庭

か

て

い

生
活

せ
い
か
つ

を 

と
も
に
優
先

ゆ
う
せ
ん 

仕
事

し

ご

と

と
地
域

ち

い

き

・
個
人

こ

じ

ん

の 

生
活

せ
い
か
つ

を
と
も
に
優
先

ゆ
う
せ
ん 

家
庭

か

て

い

生
活

せ
い
か
つ

と

地
域

ち

い

き

・

個
人

こ

じ

ん

の
生
活

せ
い
か
つ

を
と
も

に
優
先

ゆ
う
せ
ん 

仕
事

し

ご

と

と
家
庭

か

て

い

生
活

せ
い
か
つ

と 

地
域

ち

い

き

・
個
人

こ

じ

ん

の
生
活

せ
い
か
つ

を 

と
も
に
優
先

ゆ
う
せ
ん 

【記入例
きにゅうれい

】○○○ １ ２ ○3  ４ ５ ６ ７ 

（ア）実際
じっさい

の生活
せいかつ

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

（イ）理想
り そ う

の生活
せいかつ

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
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問
とい

11 性別
せいべつ

にかかわりなく「仕事
し ご と

」と「家庭
か て い

生活
せいかつ

」「地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

」を充実
じゅうじつ

させる「ワーク･ラ

イフ･バランス※２」（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）を実現
じつげん

するためには、どのような条件
じょうけん

整備
せ い び

が必要
ひつよう

だ

と思
おも

いますか。３つまで選
えら

んでください。 

１．給与
きゅうよ

などの男女間
だんじょかん

格差
か く さ

をなくすこと 

２．残業
ざんぎょう

時間
じ か ん

を減
へ

らすなど、年間
ねんかん

労働
ろうどう

時間
じ か ん

を短縮
たんしゅく

すること 

３．代替
だいたい

要員
よういん

の確保
か く ほ

など、育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

・介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

を利用
り よ う

しやすい職場
しょくば

環 境
かんきょう

をつくること  

４．育児
い く じ

や介護
か い ご

のために退職
たいしょく

した社員
しゃいん

（職員
しょくいん

）をもとの職場
しょくば

で再雇用
さいこよう

する制度
せ い ど

を導入
どうにゅう

すること 

５．育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

・介護
か い ご

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の賃金
ちんぎん

その他
た

の経済的
けいざいてき

支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

すること 

６．延長
えんちょう

保育
ほ い く

や学童
がくどう

保育
ほ い く

など保育
ほ い く

サービスを充実
じゅうじつ

すること 

７．在宅
ざいたく

勤務
き ん む

やフレックスタイム制度
せ い ど

※３など、柔軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

制度
せ い ど

を導入
どうにゅう

すること 

８．女性
じょせい

が働
はたら

くことに対
たい

して、家族
か ぞ く

や周囲
しゅうい

の理解
り か い

と協 力
きょうりょく

があること 

９．職場
しょくば

の意識
い し き

改革
かいかく

などについて、行政
ぎょうせい

が企業
きぎょう

に積極的
せっきょくてき

な働
はたら

きかけをすること 

10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 

11．わからない 

  ※２、※３の説明
せつめい

は 18 ページにあります。 
 

 
 
 

問
とい

12 次
つぎ

の（ア）～（エ）の地域
ち い き

の役職
やくしょく

について、女性
じょせい

は自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が、男性
だんせい

は妻
つま

など身近
み ぢ か

な女性
じょせい

が

推薦
すいせん

されたとしたら、あなたはどう思
おも

いますか。それぞれ１つ選
えら

んでください。 

また、「２．断
ことわ

る（断
ことわ

ることをすすめる）」を選
えら

んだ方
かた

はその理由
り ゆ う

についてもご記入
きにゅう

くださ

い。（下記
か き

【断
ことわ

る理由
り ゆ う

】の中
なか

から１つ選
えら

び、番号
ばんごう

を記入
きにゅう

してください） 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

 

引 ひ

き
受 う

け
る 

（
引 ひ

き
受 う

け 

る
こ
と
を
す

す
め
る
） 

 

断
こ
と
わ

る 

(

断
こ
と
わ

る
こ
と 

を

す

す

め

る) 

【
断

こ
と
わ

る 

理
由

り

ゆ

う

】 

【記入例
きにゅうれい

】○○○○ １ ○2  →  ２ 

（ア）ＰＴＡ会長
かいちょう

、子
こ

ども会
かい

会長
かいちょう

 １ ２ → 

（イ）行政
ぎょうせい

区長
くちょう

 １ ２ → 

（ウ）行政
ぎょうせい

区
く

の役員
やくいん

 １ ２ → 

（エ）市
し

の審
しん

議会
ぎ か い

や委員会
いいんかい

のメンバー １ ２ → 

 

【断
ことわ

る理由
り ゆ う

】 

１．家族
か ぞ く

の協 力
きょうりょく

が得
え

られないから 

２．女性
じょせい

が役職
やくしょく

につくことを 快
こころよ

く思
おも

わない社会
しゃかい

通念
つうねん

があるから 

３．家事
か じ

・育児
い く じ

や介護
か い ご

に支障
ししょう

がでるから 

４．仕事
し ご と

に支障
ししょう

が出
で

るから   ６．女性
じょせい

には向
む

いていないから 

５．役職
やくしょく

につく知識
ち し き

や経験
けいけん

がないから ７．責任
せきにん

が重
おも

いから 

８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

な内容
ないよう

については、各欄
かくらん

横
よこ

の余白
よ は く

部分
ぶ ぶ ん

にご記入
きにゅう

ください     ） 

地域
ち い き

活動
かつどう

についておたずねします。 
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問
とい

13 あなたが住
す

んでいる地域
ち い き

で、現在
げんざい

次
つぎ

のようなことがありますか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．地域
ち い き

の団体
だんたい

、組織
そ し き

などの役員
やくいん

選挙
せんきょ

や運営
うんえい

に女性
じょせい

が参加
さ ん か

しにくく、また選
えら

ばれにくい 

２．地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

で女性
じょせい

が参加
さ ん か

できなかったり、男女
だんじょ

の差
さ

があったりする 

３．会議
か い ぎ

などで女性
じょせい

が意見
い け ん

を言
い

いにくかったり、意見
い け ん

が取
と

り上
あ

げられにくい 

４．地域
ち い き

の活動
かつどう

に女性
じょせい

が少
すく

ないため歓迎
かんげい

される 

５．地域
ち い き

の活動
かつどう

には女性
じょせい

の方
ほう

が積極的
せっきょくてき

である 

６．特
とく

に男女
だんじょ

で差
さ

はない 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                       ） 

８．わからない 
 

問
とい

14 地域
ち い き

活動
かつどう

での男女
だんじょ

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

についておたずねします。 

（１）現状
げんじょう

：あなたが参加
さ ん か

している地域
ち い き

活動
かつどう

の現状
げんじょう

について（ア）～（カ）のそれぞれについ

てあてはまるものを１つ選
えら

んでください。 

（２）意識
い し き

：では、今後
こ ん ご

はどうすべきだと思
おも

いますか。（ア）～（カ）のそれぞれについてあては

まるものを１つ選
えら

んでください。 

 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

 

（１）現状
げんじょう

  

 

（２）意識
い し き

 
      
そ
う
し
て い

る 

そ
う
し
て 

い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

現
状

げ
ん
じ
ょ
う

の
ま
ま 

で
い
い 

改
善

か
い
ぜ
ん

す
べ
き 

わ
か
ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○○ ○1  ２ ３  １ ○2  ３ 

（ア）催
もよお

し物
もの

の企画
き か く

などは主
おも

に男性
だんせい

が決定
けってい

している １ ２ ３  １ ２ ３ 

（イ）地域
ち い き

活動
かつどう

は男性
だんせい

が取
と

り仕切
し き

る １ ２ ３  １ ２ ３ 

（ウ）地域
ち い き

の集会
しゅうかい

では、女性
じょせい

がお茶出
ち ゃ だ

しや片
かた

づけを 
している 

１ ２ ３  １ ２ ３ 

（エ）地域
ち い き

の役員
やくいん

はほとんど男性
だんせい

になっている １ ２ ３  １ ２ ３ 

（オ）地域
ち い き

の集会
しゅうかい

では男性
だんせい

が上座
か み ざ

に座
すわ

る １ ２ ３  １ ２ ３ 

（カ）行政
ぎょうせい

区長
くちょう

・隣
となり

組長
ぐみちょう

などは男性
だんせい

（夫
おっと

）だが、地域
ち い き

の会議
か い ぎ

の出席
しゅっせき

は女性
じょせい

（妻
つま

）が出
で

ることが多
おお

い 
１ ２ ３  １ ２ ３ 

 

問
とい

15 内閣府
ないかくふ

調査
ちょうさ

（令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）によれば、自治会
じ ち か い

役員
やくいん

のうち特
とく

に女性
じょせい

の会長
かいちょう

について

は、福岡県
ふくおかけん

では 10.9％（嘉
か

麻
ま

市
し

12.7％）でした。全国的
ぜんこくてき

にもまだ女性
じょせい

が就
つ

くことが少
すく

ないの

が現状
げんじょう

ですが、その理由
り ゆ う

は何
なん

だと思
おも

いますか。２つまで選
えら

んでください。 

１．男性
だんせい

中心
ちゅうしん

に組織
そ し き

が運営
うんえい

されている（役職
やくしょく

や仕事
し ご と

分担
ぶんたん

、活動
かつどう

時間帯
じかんたい

など）から 

２．男性
だんせい

が女性
じょせい

の能力
のうりょく

を正当
せいとう

に評価
ひょうか

していないから 

３．家族
か ぞ く

の支援
し え ん

・協 力
きょうりょく

が得
え

られないから 

４．女性
じょせい

が責任
せきにん

のある役
やく

を引
ひ

き受
う

けたがらないから 

５．地域
ち い き

の様々
さまざま

な意見
い け ん

を調整
ちょうせい

し、組織
そ し き

をまとめていくことは、女性
じょせい

より男性
だんせい

の方
ほう

が向
む

いて 

いるから 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 

７．わからない 
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問
とい

16 これまでの大規模
だ い き ぼ

災害
さいがい

時
じ

の経験
けいけん

から男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

の視点
し て ん

からの対策
たいさく

や対応
たいおう

が課題
か だ い

となって

います。あなたは、災害
さいがい

に備
そな

えるために、これからどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

いくつでも選
えら

んでください。 

１．避難所
ひなんじょ

の運営
うんえい

に女性
じょせい

も参画
さんかく

できるようにする 

２．女性
じょせい

も男性
だんせい

も防災
ぼうさい

活動
かつどう

や訓練
くんれん

に取
と

り組
く

む 

３．避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

や備蓄品
びちくひん

について女性
じょせい

や要配慮者
ようはいりょしゃ

（高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

など）の視点
し て ん

を入
い

れる 

４．避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

の基準
きじゅん

などをつくり女性
じょせい

や子
こ

どもが安全
あんぜん

に過
す

ごせるようにする 

５．防災
ぼうさい

や災害
さいがい

現場
げ ん ば

で活動
かつどう

する女性
じょせい

のリーダーを育成
いくせい

する 

６．日
ひ

ごろからのコミュニケーション・地域
ち い き

でのつながりを大切
たいせつ

にする 

７．日
ひ

ごろからの男女
だんじょ

平等
びょうどう

（ジェンダー平等
びょうどう

）、男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

意識
い し き

を高
たか

める 

８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 

 

 

 

 

問
とい

17 あなたは過去
か こ

３年
ねん

ぐらいの間
あいだ

に「Ａ 職場
しょくば

」「Ｂ 地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

」「Ｃ 学校
がっこう

に関
かか

わる場
ば

」で次
つぎ

のようなセクシュアル・ハラスメント（他
た

の者
もの

を不快
ふ か い

にさせる性的
せいてき

な言動
げんどう

）を受
う

けたことが

ありますか。Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれについて受
う

けたことがあるものすべてを選
えら

んでください。 

ＡＢＣごとに縦
たて

に見
み

てお答
こた

えください。↓ 

（○印
しるし

はそれぞれいくつでも） 

Ａ Ｂ Ｃ    

職
場

し
ょ
く
ば

で 
 
 
 
 

地
域

ち

い

き

活
動

か
つ
ど
う

の 

場 ば

で 

学
校

が
っ
こ
う

に
関 か

か

わ

る
場 ば

で 

    

「女
おんな

のくせに」「女
おんな

だから」または「男
おとこ

のくせに」「男
おとこ

だから」

などと言
い

う 
１ １ １ 

宴会
えんかい

などでお酌
しゃく

やデュエットを要求
ようきゅう

する ２ ２ ２ 

交際
こうさい

関係
かんけい

や結婚
けっこん

・出産
しゅっさん

など、プライベートなことを執拗
しつよう

に聞
き

く ３ ３ ３ 

容姿
よ う し

や年齢
ねんれい

について話題
わ だ い

にする ４ ４ ４ 

性的
せいてき

な話
はなし

や冗談
じょうだん

を聞
き

かせる ５ ５ ５ 

性的
せいてき

な噂
うわさ

をたてる ６ ６ ６ 

不必要
ふひつよう

に身体
か ら だ

をさわる ７ ７ ７ 

性的
せいてき

な内容
ないよう

の手紙
て が み

やメールを送
おく

ったり、電話
で ん わ

をかけたりする ８ ８ ８ 

交際
こうさい

をせまる ９ ９ ９ 

性的
せいてき

な関係
かんけい

をせまる 10 10 10 

その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                   ） 11 11 11 

どれも受
う

けたことがない  12 12 12 

 
 

付
ふ

問
もん

１へ 

暴力
ぼうりょく

などの人権
じんけん

侵害
しんがい

についておたずねします。 

⇒
 

⇒
 

⇒
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付
ふ

問
もん

１【問
とい

17で「Ａ 職場
しょくば

」「Ｂ 地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

」「Ｃ 学校
がっこう

に関
かか

わる場
ば

」でひとつでも「１.」～「11.」

に答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

その後
ご

、あなたはどのような行動
こうどう

をとりましたか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．相手
あ い て

に直接
ちょくせつ

抗議
こ う ぎ

した  ５．その他
た

 

２．職場
しょくば

の上司
じょうし

や学校
がっこう

の先生
せんせい

などに相談
そうだん

した   （具体的
ぐたいてき

に        ） 

３．家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

に相談
そうだん

した   ６．特
とく

に何
なに

もしなかった 

４．公的
こうてき

な相談
そうだん

機関
き か ん

や警察
けいさつ

、弁護士
べ ん ご し

などに相談
そうだん

した 
 

問
とい

18 次
つぎ

のことが配偶者
はいぐうしゃ

 (婚姻届
こんいんとどけ

を出
だ

していない事実婚
じじつこん

や別
べっ

居中
きょちゅう

も含
ふく

む)や交際
こうさい

相手
あ い て

の間
あいだ

で行
おこな

われた場合
ば あ い

、暴力
ぼうりょく

だと思
おも

いますか。（ア）～（ソ）のそれぞれについてあてはまるものを

１つ選
えら

んでください。 

 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

 

ど
ん
な
場
合

ば

あ

い

で
も
暴
力

ぼ
う
り
ょ
く

に
あ
た
る
と
思 お

も

う 

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く

に
あ
た
る
場
合

ば

あ

い

も

そ
う
で
な
い
場
合

ば

あ

い

も
あ

る
と
思 お

も

う 

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く

に
あ
た
る
と
は 

思お
も

わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○○ １ ○2  ３ ４ 

（ア）骨折
こっせつ

させる １ ２ ３ ４ 

（イ）打
う

ち身
み

や切
き

り傷
きず

などのケガをさせる １ ２ ３ ４ 

（ウ）足
あし

でけったり、素手
す で

でたたく・なぐる １ ２ ３ ４ 

（エ）物
もの

を投
な

げつける １ ２ ３ ４ 

（オ）げんこつや身体
か ら だ

を傷
きず

つける可能性
かのうせい

のある物
もの

で、なぐる 

ふりをしておどす 
１ ２ ３ ４ 

（カ）何
なに

を言
い

っても無視
む し

し続
つづ

ける １ ２ ３ ４ 

（キ）交友
こうゆう

関係
かんけい

や電話
で ん わ

・メールなどのチェックや制限
せいげん

をする １ ２ ３ ４ 

（ク）他人
た に ん

や子
こ

どもの前
まえ

で侮辱
ぶじょく

したり、馬鹿
ば か

にしたりする １ ２ ３ ４ 

（ケ）大声
おおごえ

でどなる １ ２ ３ ４ 

（コ）「痛
いた

い目
め

にあわせてやる」などと生命
せいめい

、身体
しんたい

を脅
おびや

かす

ような暴言
ぼうげん

を吐
は

く 
１ ２ ３ ４ 

（サ）嫌
いや

がっているのに性的
せいてき

な行為
こ う い

を強
きょう

要
よう

する １ ２ ３ ４ 

（シ）避妊
ひ に ん

に協 力
きょうりょく

しない、中絶
ちゅうぜつ

を強要
きょうよう

する １ ２ ３ ４ 

（ス）見
み

たくないのに、アダルトサイトやポルノ雑誌
ざ っ し

を 

見
み

せる 
１ ２ ３ ４ 

（セ）必要
ひつよう

な生活費
せいかつひ

を渡
わた

さない １ ２ ３ ４ 

（ソ）｢誰
だれ

のおかげで生活
せいかつ

できるんだ｣とか｢甲斐性
かいしょう

なし｣と 

いう 
１ ２ ３ ４ 
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問
とい

19【配偶者
はいぐうしゃ

や交際
こうさい

相手
あ い て

が現在
げんざい

いる方
かた

、これまで配偶者
はいぐうしゃ

や交際
こうさい

相手
あ い て

がいた方
かた

におたずねします】 

あなたは、ここ３年
ねん

ぐらいの間
あいだ

にあなたの配偶者
はいぐうしゃ

（婚姻届
こんいんとどけ

を出
だ

していない事実婚
じじつこん

や別
べっ

居中
きょちゅう

も含
ふく

みます）や交際
こうさい

相手
あ い て

から次
つぎ

のようなことをされたことがありますか。（ア）～（ソ）のそれ

ぞれについてあてはまるものを１つ選
えら

んでください。 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

何
度

な

ん

ど

も 
あ
っ
た 

１
、 

２
度 ど 

あ
っ
た 

全
ま
っ
た

く
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○○ １ ○2  ３ 

身
体
的

し
ん
た
い
て
き

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く 

（ア）骨折
こっせつ

させられた １ ２ ３ 

（イ）打
う

ち身
み

や切
き

り傷
きず

などのケガをさせられた １ ２ ３ 

（ウ）足
あし

でけられたり、素手
す で

でたたかれたりなぐられたりした １ ２ ３ 

（エ）物
もの

を投
な

げつけられた １ ２ ３ 

精
神
的

せ
い
し
ん
て
き

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く 

（オ）げんこつや身体
か ら だ

を傷
きず

つける可能性
かのうせい

のある物
もの

で、なぐるふりを 

しておどされた 
１ ２ ３ 

（カ）何
なに

を言
い

っても無視
む し

され続
つづ

けた １ ２ ３ 

（キ）交友
こうゆう

関係
かんけい

や電話
で ん わ

・メールなどのチェックや制限
せいげん

をされた １ ２ ３ 

（ク）他人
た に ん

や子
こ

どもの前
まえ

で侮辱
ぶじょく

されたり、馬鹿
ば か

にされたりした １ ２ ３ 

（ケ）大声
おおごえ

でどなられた １ ２ ３ 

（コ）「痛
いた

い目
め

にあわせてやる」などと生命
せいめい

、身体
しんたい

を脅
おびや

かすような 

暴言
ぼうげん

を吐
は

かれた 
１ ２ ３ 

性
的

せ
い
て
き

暴
力

ぼ
う
り
ょ
く 

（サ）嫌
いや

がっているのに性的
せいてき

な行為
こ う い

を強
きょう

要
よう

された １ ２ ３ 

（シ）避妊
ひ に ん

に協 力
きょうりょく

してくれない、中絶
ちゅうぜつ

を強要
きょうよう

された １ ２ ３ 

（ス）見
み

たくないのに、アダルトサイトやポルノ雑誌
ざ っ し

を見
み

せられた １ ２ ３ 

経
済
的

け
い
ざ
い
て
き 

暴

力

ぼ
う
り
ょ
く 

（セ）必要
ひつよう

な生活費
せいかつひ

を渡
わた

されない １ ２ ３ 

（ソ）｢誰
だれ

のおかげで生活
せいかつ

できるんだ｣とか｢甲斐性
かいしょう

なし｣といわれた １ ２ ３ 

 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

19のいずれかで「１.何度
な ん ど

もあった」または「２.１、２度
ど

あった」と答
こた

えた方
かた

におた

ずねします】あなたはこれまでに、問
とい

19であげたような行為
こ う い

について、だれかに打
う

ち明
あ

け

たり、相談
そうだん

したりしましたか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．家族
か ぞ く

、親族
しんぞく

 ７．かま女性
じょせい

ホットライン 

２．友人
ゆうじん

、知人
ち じ ん

 ８．医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

（医師
い し

、看護師
か ん ご し

など） 

３．警察
けいさつ

署
しょ

・交番
こうばん

 ９．学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

(教員
きょういん

、養護
よ う ご

教員
きょういん

、カウンセラー) 

４．配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に            ） 

（県
けん

の福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

など）  11．どこ（だれ）にも相談
そうだん

しなかった  

５．人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

、民生
みんせい

委員
い い ん

、 

行政
ぎょうせい

区長
くちょう

・隣
となり

組長
ぐみちょう

など 

６．嘉
か

麻
ま

市
し

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

推進
すいしん

課
か

(女性
じょせい

相談
そうだん

窓口
まどぐち

)  付付
ふ ふ

問
もん

１へ 
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付付
ふ ふ

問
もん

１【問
とい

19付
ふ

問
もん

１で「11．どこ（だれ）にも相談
そうだん

しなかった」と答
こた

えた方
かた

におたずね

します】どこ（だれ）にも相談
そうだん

しなかった、できなかった理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

いくつでも選
えら

んでください。 

１．どこ（だれ）に相談
そうだん

してよいのかわからなかったから 

２．恥
は

ずかしくてだれにも言
い

えなかったから 

３．相談
そうだん

してもむだだと思
おも

ったから 

４．相談
そうだん

したことがわかると、仕返
し か え

しをうけたり、もっとひどい暴力
ぼうりょく

をうけると思
おも

った 

から 

５．加害者
かがいしゃ

に「誰
だれ

にも言
い

うな」とおどされたから 

６．相談
そうだん

することによって、さらに不快
ふ か い

な思
おも

いをさせられると思
おも

ったから 

７．自分
じ ぶ ん

さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思
おも

ったから 

８．子
こ

どものためにがまんするしかないと思
おも

ったから 

９．世間体
せけんてい

が悪
わる

いから 

10．他人
た に ん

を巻
ま

き込
こ

みたくなかったから  

11．他人
た に ん

に知
し

られると、これまで通
どお

りのつき合
あ

い（仕事
し ご と

や学校
がっこう

などの人
にん

間
げん

関係
かんけい

）が 

できなくなると思
おも

ったから 

12．そのことについて思
おも

い出
だ

したくなかったから 

13．自分
じ ぶ ん

にも悪
わる

いところがあると思
おも

ったから 

14．相手
あ い て

の行為
こ う い

は愛情
あいじょう

の表現
ひょうげん

だと思
おも

ったから 

15．相談
そうだん

するほどのことではないと思
おも

ったから 

16．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 
 

問
とい

20 配偶者
はいぐうしゃ

（婚姻届
こんいんとどけ

を出
だ

していない事実婚
じじつこん

や別
べっ

居中
きょちゅう

も含
ふく

みます）や交際
こうさい

相手
あ い て

からの暴力
ぼうりょく

につい

て、身近
み ぢ か

で見聞
み き

きしたことがありますか。１つ選
えら

んでください。 

１．家族
か ぞ く

や知人
ち じ ん

などから相談
そうだん

されたことがある 

２．身近
み ぢ か

に当事者
とうじしゃ

がいる 

３．身近
み ぢ か

に当事者
とうじしゃ

はいないが、うわさを耳
みみ

にしたことがある 

４．身近
み ぢ か

で見聞
み き

きしたことはない 

５．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 
 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

20で「１．家族
か ぞ く

や知人
ち じ ん

などから相談
そうだん

されたことがある」または「２．身近
み ぢ か

に当事者
とうじしゃ

が

いる」と答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

あなたは、そのことを知
し

ってどうしましたか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．被害者
ひがいしゃ

と一緒
いっしょ

に病院
びょういん

や相談
そうだん

機関
き か ん

に行
い

った 

２．被害者
ひがいしゃ

に相談
そうだん

機関
き か ん

などを紹介
しょうかい

した 

３．被害者
ひがいしゃ

をかくまったり、家
いえ

を出
で

ることに援助
えんじょ

をした 

４．配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

相談
そうだん

支援
し え ん

センターや警察
けいさつ

に通報
つうほう

した 

５．加害者
かがいしゃ

に暴力
ぼうりょく

をやめるように話
はな

した 

６．被害者
ひがいしゃ

にがまんするように話
はな

した 

７．何
なに

もできなかった 

８．何
なに

もする必要
ひつよう

はないと思
おも

った 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                            ） 
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問
とい

21 あなたは、ＤＶ(配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力
ぼうりょく

)について相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

があることを知
し

っていますか。

知
し

っている相談
そうだん

窓口
まどぐち

をいくつでも選
えら

んでください。 

１．配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

相談
そうだん

支援
し え ん

センター（県
けん

の福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

など） 

２．男性
だんせい

被害者
ひがいしゃ

のための相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

３．ＬＧＢＴＱの方
かた

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

４．行政
ぎょうせい

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 (市町村
しちょうそん

、法務局
ほうむきょく

、人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

など) 

５．弁護士会
べ ん ご し か い

・法
ほう

テラスなどの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

６．加害者
かがいしゃ

相談
そうだん

(ＤＶをやめたい方
かた

)の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

７．かま女性
じょせい

ホットライン 

８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                           ） 

９．知
し

らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問
とい

22 あなたは、現在
げんざい

、次
つぎ

のような悩
なや

みや困
こま

りごとがありますか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．仕事
し ご と

、雇用
こ よ う

、転職
てんしょく

、再 就 職
さいしゅうしょく

、起業
きぎょう

など 

２．健康
けんこう

、病気
びょうき

、障
しょう

がいなど 

３．家計
か け い

、借金
しゃっきん

、相続
そうぞく

など 

４．友人
ゆうじん

、知人
ち じ ん

との関係
かんけい

や職場
しょくば

での人間
にんげん

関係
かんけい

など 

５．恋愛
れんあい

、結婚
けっこん

、離婚
り こ ん

、夫婦
ふ う ふ

関係
かんけい

など 

６．家族
か ぞ く

、親族
しんぞく

との関係
かんけい

など 

７．育児
い く じ

、子育
こ そ だ

て、教育
きょういく

など 

８．介護
か い ご

（自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

が介護
か い ご

をすることについて） 

９．介護
か い ご

（将来
しょうらい

、自分
じ ぶ ん

が介護
か い ご

されることについて） 

10．異性
い せ い

・配偶者
はいぐうしゃ

（パートナー）との性
せい

に関
かん

する悩
なや

みなど 

11．自分
じ ぶ ん

の性
せい

に関
かん

する悩
なや

み 

12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                        ） 

13．なし 

 

付
ふ

問
もん

１【問
とい

22で「１.」～「12．」のいずれかに答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

あなたは、悩
なや

みや困
こま

りごとについて、相談
そうだん

機関
き か ん

や公的
こうてき

機関
き か ん

に相談
そうだん

したことがありますか。

１つ選
えら

んでください。 

１．相談
そうだん

した    付付
ふ ふ

問
もん

１へ ２.相談
そうだん

しなかった    付付
ふ ふ

問
もん

２へ 

悩
なや

みや困
こま

りごとについておたずねします。 
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付付
ふ ふ

問
もん

１【問
とい

22付
ふ

問
もん

１で「１.相談
そうだん

した」と答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

      相談
そうだん

した機関
き か ん

はどこですか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

（医師
い し

、看護師
か ん ご し

など） 

２．介護
か い ご

関係者
かんけいしゃ

（ケアマネジャー、ホームヘルパーなど） 

３．学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

（教員
きょういん

、養護
よ う ご

教員
きょういん

、スクールカウンセラーなど） 

４．民間
みんかん

の専門家
せんもんか

や専門
せんもん

機関
き か ん

（弁護士
べ ん ご し

、法
ほう

テラス、カウンセラー、ＮＰＯ団体
だんたい

など） 

５．行政
ぎょうせい

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

（市民
し み ん

相談
そうだん

、こころの電話
で ん わ

相談
そうだん

、かま自立
じ り つ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、 

福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

、教育
きょういく

相談
そうだん

、ひとり親
おや

家庭
か て い

相談
そうだん

、家庭
か て い

児童
じ ど う

相談
そうだん

、消費
しょうひ

生活
せいかつ

センター、 

労働者
ろうどうしゃ

支援
し え ん

事務所
じ む し ょ

、人権
じんけん

相談
そうだん

、女性
じょせい

相談
そうだん

など） 

６．警察
けいさつ

（110番
ばん

、心
こころ

のリリーフ・ライン（県警
けんけい

の犯罪
はんざい

被害者
ひがいしゃ

相談
そうだん

電話
で ん わ

）など） 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                          ） 
 

付付
ふ ふ

問
もん

２【問
とい

22付
ふ

問
もん

１で「２.相談
そうだん

しなかった」と答
こた

えた方
かた

におたずねします】 

相談
そうだん

しなかった、できなかった理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．どこに相談
そうだん

してよいかわからなかったから 

２．家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

に相談
そうだん

したから 

３．恥
は

ずかしくて誰
だれ

にも言
い

えなかったから 

４．相談
そうだん

してもむだだと思
おも

ったから 

５．相談
そうだん

することによって、さらに不快
ふ か い

な思
おも

いをさせられると思
おも

ったから 

６．相談
そうだん

するほどのことではないと思
おも

ったから 

７．世間体
せけんてい

が悪
わる

いから 

８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                          ） 
 

問
とい

23 相談
そうだん

窓口
まどぐち

の情報
じょうほう

をどのように入手
にゅうしゅ

していますか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．インターネット検索
けんさく

   ５．新聞
しんぶん

、テレビ、ラジオなどのマスメディア 

２．SNS（Ｘ、LINE、YouTubeなど） ６．家族
か ぞ く

から 

３．チラシやカード   ７．友人
ゆうじん

、知人
ち じ ん

から 

４．行政
ぎょうせい

の広報誌
こうほうし

   ８．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に         ） 
 

問
とい

24 困難
こんなん

な問題
もんだい

を抱
かか

える女性
じょせい

の悩
なや

みや困
こま

りごとを解
かい

決
けつ

するために、どのような環境
かんきょう

や支援
し え ん

があ

るとよいと思
おも

いますか。いくつでも選
えら

んでください。 

１．気軽
き が る

に話
はなし

を聞
き

いてもらえる SNSなどの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

２．自分
じ ぶ ん

の困
こま

りごとを何
なん

でも相談
そうだん

でき、支援
し え ん

につながることができる窓口
まどぐち

 

３．利用
り よ う

できる支援
し え ん

制度
せ い ど

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

４．同
おな

じような悩
なや

みを持
も

つ人
ひと

と出会
で あ

える場所
ば し ょ

 

５．相談
そうだん

・支援
し え ん

を受
う

けている間
あいだ

の寄
よ

り添
そ

いや見守
み ま も

り 

６．自分
じ ぶ ん

の困
こま

りごとに気
き

づいて声
こえ

をかけてくれる人
ひと

や支援
し え ん

機関
き か ん

 

７．生活
せいかつ

のための経済
けいざい

援助
えんじょ

 

８．就労
しゅうろう

の支援
し え ん

（資格
し か く

取得
しゅとく

などの働
はたら

くための支援
し え ん

や就 職 先
しゅうしょくさき

を探
さが

すサポート） 

９．カウンセリングなどの心理学的
しんりがくてき

支援
し え ん

 

10．弁護士
べ ん ご し

などによる法的
ほうてき

支援
し え ん

 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 
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問
とい

25 次
つぎ

の（ア）～（ソ）のことがらで、あなたが見
み

たり聞
き

いたりしたものはありますか。（ア）～

（ソ）のそれぞれについてあてはまるものを１つ選
えら

んでください。 

 

項目
こうもく

ごとに横
よこ

に見
み

てお答
こた

えください。→ 

(〇印
しるし

はそれぞれ１つずつ) 

内
容

な
い
よ
う

ま
で 

知 し

っ
て
い
る 

聞 き

い
た
こ
と

が
あ
る 

知 し

ら
な
い 

【記入例
きにゅうれい

】○○○法
ほう

 １ ○2  3 

（ア）男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

基本法
きほんほう

 １ ２ ３ 

（イ）男女
だんじょ

雇用
こ よ う

機会
き か い

均等法
きんとうほう

 １ ２ ３ 

（ウ）ＤＶ防止法
ぼうしほう

（配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力
ぼうりょく

の防止
ぼ う し

及
およ

び被害者
ひがいしゃ

の 

保護
ほ ご

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 
１ ２ ３ 

（エ）女性
じょせい

活躍
かつやく

推進法
すいしんほう

（女性
じょせい

の職 業
しょくぎょう

生活
せいかつ

における活躍
かつやく

 

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 
１ ２ ３ 

（オ）政治
せ い じ

分野
ぶ ん や

における男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

 １ ２ ３ 

（カ）困難
こんなん

な問題
もんだい

を抱
かか

える女性
じょせい

への支援
し え ん

に関
かん

する法律
ほうりつ

 １ ２ ３ 

（キ）女子
じ ょ し

差別
さ べ つ

撤廃
てっぱい

条約
じょうやく

 １ ２ ３ 

（ク）福岡県
ふくおかけん

性
せい

暴力
ぼうりょく

根絶
こんぜつ

条例
じょうれい

 １ ２ ３ 

（ケ）嘉
か

麻
ま

市
し

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

推進
すいしん

条例
じょうれい

 １ ２ ３ 

（コ）嘉
か

麻
ま

市
し

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

基本
き ほ ん

計画
けいかく

 １ ２ ３ 

（サ）嘉
か

麻
ま

市
し

配偶者
はいぐうしゃ

からの暴力
ぼうりょく

の防止
ぼ う し

及
およ

び被害者
ひがいしゃ

の 

保護
ほ ご

等
とう

に関
かん

する基本
き ほ ん

計画
けいかく

 
１ ２ ３ 

（シ）デートＤＶ※４ １ ２ ３ 

（ス）ＬＧＢＴＱ※５ １ ２ ３ 

（セ）家族
か ぞ く

経営
けいえい

協定
きょうてい

※６ １ ２ ３ 

（ソ）ジェンダー※７ １ ２ ３ 

 ※４、※５、※６、※７の説明
せつめい

は 18 ページにあります。 

 

 

 

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

の実現
じつげん

についておたずねします。 
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問
とい

26 男性
だんせい

が家事
か じ

、育児
い く じ

、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

に積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

していくためには、どのようなことが

必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。３つまで選
えら

んでください。 

１．男性
だんせい

が家事
か じ

などに参加
さ ん か

することに対
たい

する男性
だんせい

自身
じ し ん

の抵抗感
ていこうかん

をなくすこと 

２．男性
だんせい

が家事
か じ

などに参加
さ ん か

することに対
たい

する女性
じょせい

の抵抗感
ていこうかん

をなくすこと 

３．夫婦
ふ う ふ

の間
あいだ

で家事
か じ

などの分担
ぶんたん

をするように十分
じゅうぶん

に話
はな

し合
あ

うこと 

４．年配者
ねんぱいしゃ

やまわりの人
ひと

が、夫婦
ふ う ふ

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

などについての当事者
とうじしゃ

の 考
かんが

え方
かた

を尊 重
そんちょう

すること  

５．夫婦
ふ う ふ

の間
あいだ

で家計
か け い

を分担
ぶんたん

できるように女性
じょせい

も経済的
けいざいてき

に自立
じ り つ

すること 

６．男性
だんせい

が家事
か じ

や育児
い く じ

、介護
か い ご

などの技能
ぎ の う

を高
たか

めること 

７．妻
つま

が、夫
おっと

にのみ経済力
けいざいりょく

や出世
しゅっせ

を求
もと

めないこと 

８．男性
だんせい

が育児
い く じ

や介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

を行
おこな

うための、仲間
な か ま

（ネットワーク）作
づく

りをすすめること 

９．企業
きぎょう

が、家事
か じ

、子育
こ そ だ

て、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

を担
にな

うことができるように、労働
ろうどう

時間
じ か ん

の短縮
たんしゅく

・ 

法
ほう

制度
せ い ど

の遵守
じゅんしゅ

など環境
かんきょう

整備
せ い び

をすること  

10．社会
しゃかい

の中
なか

で、男性
だんせい

による家事
か じ

、子育
こ そ だ

て、介護
か い ご

、地域
ち い き

活動
かつどう

について、その評価
ひょうか

を高
たか

めること 

11．わからない 

12．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 

13. 特
とく

にない 
 

問
とい

27 「男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

のために、あなたは、嘉
か

麻
ま

市
し

では今後
こ ん ご

どのようなことに力
ちから

を

入
い

れていったら良
よ

いと思
おも

いますか。３つまで選
えら

んでください。 

１．広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

や学習
がくしゅう

機会
き か い

を充実
じゅうじつ

する 

２．市
し

の施策
し さ く

・方針
ほうしん

を決定
けってい

する場
ば

に女性
じょせい

の参画
さんかく

を増
ふ

やす 

３．行政
ぎょうせい

区長
くちょう

や地域
ち い き

の行政
ぎょうせい

区
く

役員
やくいん

に女性
じょせい

を増
ふ

やす 

４．就学前
しゅうがくまえ

教育
きょういく

、学校
がっこう

教育
きょういく

や社会
しゃかい

教育
きょういく

の場
ば

で、男女
だんじょ

平等
びょうどう

（ジェンダー平等
びょうどう

）について

の学習
がくしゅう

を充実
じゅうじつ

する 

５．経営者
けいえいしゃ

・事業
じぎょう

主
ぬし

を対象
たいしょう

に男女
だんじょ

均等
きんとう

な取扱
とりあつか

い(仕事
し ご と

の内容
ないよう

・賃金
ちんぎん

など)について周知
しゅうち

徹底
てってい

 

する 

６．経営者
けいえいしゃ

・事業
じぎょう

主
ぬし

を対象
たいしょう

に育児
い く じ

休 業
きゅうぎょう

や介護
か い ご

休 業
きゅうぎょう

制度
せ い ど

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や男女
だんじょ

がともに働
はたら

き

続
つづ

けられる条件
じょうけん

整備
せ い び

についての働
はたら

きかけを行
おこな

う 

７．男性
だんせい

が積極的
せっきょくてき

に家事
か じ

や育児
い く じ

、介護
か い ご

などを担
にな

うことができるような啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

う 

８．女性
じょせい

の就 業
しゅうぎょう

支援
し え ん

として、研修
けんしゅう

やセミナーを実施
じ っ し

する 

９．女性
じょせい

の生涯
しょうがい

にわたる健康
けんこう

づくりの支援
し え ん

策
さく

や母性
ぼ せ い

保護
ほ ご

対策
たいさく

を充実
じゅうじつ

する 

10．性
せい

暴力
ぼうりょく

や性差
せ い さ

別
べつ

などに関
かん

する問題
もんだい

解決
かいけつ

に向
む

けた相談
そうだん

窓口
まどぐち

を充実
じゅうじつ

する 

11．配偶者
はいぐうしゃ

などに対
たい

する暴力
ぼうりょく

根絶
こんぜつ

のための啓発
けいはつ

活動
かつどう

を充実
じゅうじつ

する 

12．セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメント防止
ぼ う し

の取
と

り組
く

みを強化
きょうか

する 

13．各種
かくしゅ

団体
だんたい

のリーダーとなる女性
じょせい

を養成
ようせい

する 

14．男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

を推進
すいしん

する住民
じゅうみん

グループの活動
かつどう

を支援
し え ん

する 

15．子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

を充実
じゅうじつ

する 

16．高齢者
こうれいしゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）の介護者
かいごしゃ

への支援
し え ん

制度
せ い ど

を充実
じゅうじつ

する 

17．市政
し せ い

を担
にな

うトップを先頭
せんとう

に管理
か ん り

職
しょく

、職 員
しょくいん

の男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

についての研 修
けんしゅう

を充 実
じゅうじつ

する  

18．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に                             ） 

19. わからない  20．特
とく

にない 



◎ 使用した調査票 

 

- 177 - 

 

 

 

 
 

 

 

Ｆ１ あなたの性別
せいべつ

は。

１．女性
じょせい

 ２．男性
だんせい

 ３．回答
かいとう

しない・該当
がいとう

しない 

 

Ｆ２ あなたの年齢
ねんれい

は。 

１．20歳
さい

未満
み ま ん

  ５．50歳代
さいだい

 

２．20歳代
さいだい

  ６．60歳代
さいだい

  

３．30歳代
さいだい

  ７．70歳
さい

以上
いじょう

 

４．40歳代
さいだい

 
 

Ｆ３ あなたの世帯
せ た い

は、次
つぎ

のどれにあてはまりますか。 

１．一人暮
ひ と り ぐ

らし   ４．三
さん

世代
せ だ い

同居
どうきょ

（親
おや

と子
こ

と孫
まご

） 

２．夫婦
ふ う ふ

・パートナーのみ  ５．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に        ） 

３．二
に

世代
せ だ い

同居
どうきょ

（親
おや

と子
こ

） 
 

Ｆ４ あなたは現在
げんざい

、結婚
けっこん

（事実婚
じじつこん

を含
ふく

む）をしていらっしゃいますか。 

１．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーがいる（共
とも

働
ばたら

きである） ３．配偶者
はいぐうしゃ

はいない（離別
り べ つ

） 

２．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナーがいる（共
とも

働
ばたら

きでない） ４．配偶者
はいぐうしゃ

はいない（死別
し べ つ

） 

５．結婚
けっこん

していない 
 

Ｆ５ あなた自身
じ し ん

も含
ふく

め、同居
どうきょ

のご家族
か ぞ く

に次
つぎ

にあげる方
かた

はおられますか。 

（あてはまるものすべて選
えら

んでください。） 

１．乳幼児
にゅうようじ

（３歳
さい

未満
み ま ん

） ５．専門
せんもん

学校生
がっこうせい

 

２．未就学児
みしゅうがくじ

 ６．大学
だいがく

・短大生
たんだいせい

 

３．小
しょう

・中
ちゅう

・義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

 ７．65歳
さい

以上
いじょう

の人
ひと

 

４．高校生
こうこうせい

 ８．１～７以外
い が い

の人
ひと

 
 

Ｆ６ あなたのお住
す

まいは。 

１．山田
や ま だ

地区
ち く

 

２．稲築
いなつき

地区
ち く

 

３．碓井
う す い

地区
ち く

 

４．嘉穂
か ほ

地区
ち く

 

５．地区
ち く

がわからない方
かた

は、行政
ぎょうせい

区名
く め い

あるいは住所
じゅうしょ

を記入
きにゅう

してください。 

 

 

次
じ

ページにつづく 

あなたご自身
じ し ん

のことをおたずねします。 

以下
い か

の質問
しつもん

は、調査
ちょうさ

結果
け っ か

を統計的
とうけいてき

に整理
せ い り

するため必要
ひつよう

なものです。 

ご記入
きにゅう

にご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 
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嘉
か

麻
ま

市
し

の男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた取
と

り組
く

みについて、また、男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

に

ついて日
ひ

ごろ感
かん

じておられることなど、ご意見
い け ん

、ご要望
ようぼう

など自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

※１※６ 家族
か ぞ く

経営
けいえい

協定
きょうてい

とは：家族
か ぞ く

農業
のうぎょう

経営
けいえい

にたずさわる各世帯員
かくせたいいん

が、意欲
い よ く

とやり甲斐
が い

を持
も

って経営
けいえい

に参画
さんかく

できる魅力的
みりょくてき

な農業
のうぎょう

経営
けいえい

を目指
め ざ

し、経営
けいえい

方針
ほうしん

や役割
やくわり

分担
ぶんたん

、家族
か ぞ く

みんなが働
はたら

きやすい 就 業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

などに

ついて、家族間
かぞくかん

の十分
じゅうぶん

な話
はな

し合
あ

いに基
もと

づき、取
と

り決
き

めるものです。 
 

※２ ワーク･ライフ･バランス（仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

）とは：仕事
し ご と

と、家庭
か て い

生活
せいかつ

、地域
ち い き

・個人
こ じ ん

の生活
せいかつ

（地域
ち い き

活動
かつどう

・

学習
がくしゅう

・趣味
し ゅ み

・付合
つ き あ

い等
とう

）などとの調和
ちょうわ

がとれ、その結果
け っ か

それぞれが充実
じゅうじつ

されていくという 考
かんが

え方
かた

やそ

のための取
と

り組
く

みのことです。国
くに

では「ワーク・ライフ・バランス憲章
けんしょう

」を制定
せいてい

し、仕事
し ご と

と生活
せいかつ

の調和
ちょうわ

の実現
じつげん

をめざしています。 
 

※３ フレックスタイム制度
せ い ど

とは：１ヶ月
げつ

以内
い な い

の一定
いってい

期間
き か ん

の総労働
そうろうどう

時間
じ か ん

をあらかじめ定
さだ

めておき、その枠内
わくない

で

各日
かくじつ

の始業
しぎょう

及
およ

び終 業
しゅうぎょう

時刻
じ こ く

を従 業 員
じゅうぎょういん

が自分
じ ぶ ん

で選択
せんたく

できる制度
せ い ど

です。 
 

※４ デートＤＶとは：結婚
けっこん

していない交際
こうさい

相手
あ い て

からふるわれる暴力
ぼうりょく

。中学生
ちゅうがくせい

、高校生
こうこうせい

など若
わか

い人
ひと

のあいだ

でも起
お

きています。 
 

※５ ＬＧＢＴＱとは：Ｌ（レズビアン＝女性
じょせい

同性愛者
どうせいあいしゃ

）、Ｇ（ゲイ＝男性
だんせい

同性愛者
どうせいあいしゃ

）、Ｂ（バイセク

シュアル＝両性愛者
りょうせいあいしゃ

）、Ｔ（トランスジェンダー＝生
う

まれたときの生物学的
せいぶつがくてき

・社会的性
しゃかいてきせい

別
べつ

とは

一致
い っ ち

しない、またはとらわれない生
い

き方
かた

を選
えら

ぶ人
ひと

）、Ｑ（自分
じ ぶ ん

の性
せい

のあり方
かた

を決
き

められなかっ

たり、迷
まよ

ったりしている人
ひと

、または決
き

めたくない、決
き

めないとしている人
ひと

）などを表現
ひょうげん

する

包括的
ほうかつてき

な言葉
こ と ば

。 
 

※７ ジェンダーとは：生
う

まれついての生物学的性
せいぶつがくてきせい

別
べつ

（セックス／sex）に対
たい

して、社会
しゃかい

通念
つうねん

や慣習
かんしゅう

の中
なか

では、

社会
しゃかい

によって作
つく

り上
あ

げられた「男性像
だんせいぞう

」、「女性像
じょせいぞう

」があります。このような社会的
しゃかいてき

・文化的
ぶんかてき

な男性
だんせい

、女性
じょせい

の別
べつ

を「社会的性
しゃかいてきせい

別
べつ

」（ジェンダー／gender）といいます。 

 
 

お忙
いそが

しいところ、ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

郵送
ゆうそう

またはインターネットどちらかの方法
ほうほう

で 

10月
がつ

６日
にち

（月
げつ

）までにご回答
かいとう

ください。 
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